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序章 本研究の方法視点

1. 職業部i離基準論の現実

職業調i鞭カリキュラムの基準の喪り方は、

職業譲i鯨を論ずる時iこ撮めて重要な論点であ

る。なぜなら、そのカりキュラム基準が、

f職業訓練Jの内実を規定してしまうという
側甑を有するからであるc しかし、その君主要

性に疫し、カリキュラム基準の喪号方を論じ

た見解は多〈ないし、大半は職業部糠識の中

に埋投fとしていると言える。それでは、カリ

キュラム基準論研究の捜点を明確iこする手暫！

りを得るためにその多〈ない主主準論の境安を

整理してみよう。

fカリキュラム基準Jとは後に述ベるよう
に「訓練基準jの部分続企であるが、今日の

訓練基準のJ捜拠は、職業訓練法第 10条の

「養成訓練、向上語II鯨及び能力再開発訓練の

－議準については、労鱒省令で定める。 J

である窃この法待第 l0条を受けて、職業認ff

練法範行規制の第4条から第 14条までに、

各訓練謀程の説！！藤基準が捜定されている肝森

鴎職業訓練島長は、 「このように溜が職業訓

練基準を定めているのは、次の理由からであ

る。 jとして、次の3点を挙げている（文献

ll'80 .D 2 3 5頁〉む

ア 公共職業w11締について段、国の総合的

え主戦j長選i鯨制度の一環として行われるも

のであるため、これらの職業譲fl練が金調

的に統一された水準によって行われるこ

との担保的投割安果たし、さらに、去共

職業調離を受講する者の技能水準の確保

を悶っている。

イ 民間企業における教育諸糠については、

本来｛顕々の企業が患らの寛吉：と負担にお

いて実擁し、技街革新のi直接、観々の企

業の独自性等に即応した労働者を義成す

るものであるが、摘はこの教育語II練：を援

爵助長するための 1つの施策として、戦

業調練の基躍を的、基本的な裂を示すとと

によ 9,.Jll臓の自安をぷし、耕練水準の

確採を関っている。

ウ ilJll練修了者iこ一定の資婚を年えたり、

般の資格との鵠連付けを行うためには、

一定内容の謀糠が実擁されている必要が

あるD

この森前局長の見解は、 「技能水準jある

いは「訓練水準jの確保のために及び、資器

付与のために訟i諌基準を留が定めているとし

ていると言える。

また、小野萌職業高II醸局指導課長は改のよ

うに述べている〈文献u85JI 6貰～） 0 

職業譲！搬には2つの分野があるのでしょ

うね。

ひとつは技能投定や般の官搭と結びつい

た比較的揮力化しにくい詰i棟、もうひとつ

は資格に結びつけ在いで、業界ゃう詰掛衰の

必要に応、じ、大騒に弾力悲した!ill棟。

現在のところ一般的には資格に結びつ〈

のは養成訓練。必要に店、じて揖んでもでき

るのが向上掛輯！ということになるので辻主

いでしょうか。

この小野詰iJ課長の見解i立、 ~i}lf練基準の性格

一本論文第3章で述べる基準性ーについて述

べたものであ号、基準弾力北の目安を職業資

梼等においたものと茸えようす

更足住々材君主任職業；訓練指導官は、次の

ように述べている〈向上 I6貰〉。

.illl練基準は、職業＆n醗を振興させるため
に作られたことに留怠し、運用していかな

ければならないと思っていますG 〈中略〉

所設職業手鵬法そのものが朝長法なのだ

から訓練法準をあまり張要に考えることiま

ないと説明しています臼・…・だから必要な

特に利用すればよいし、邪捷l;t.時にiま利用

しt.r.けれJまよい。
この佐々木前主在の見解は、調練：装準の運

用について述べたものであり、その~If練接t悼

の運用こそが存在よ習も重要だとしていると

意える肝

以上の三者の克解が今日の訓練基i1f.~ のrr: 作



意識、性賂及び運用方法についての代表的えま

見解であるとえ耐えるむしかし、各氏のは解の

中にもい〈つかの不明な点あるいは民間点が

ないわ付ではないむ例えば、君長代の見解には、

今日の茶準は公共謀i観：と事業内訓練との経営

主体調の!If.異はないにもかかわらず、何故に

｛ア｝と｛イ）とに分けているのか、叉職業資格付与

のため；こJ'.Iに調練会場iは必要となるのか、そ

のためには「職業安鵠の装車jをlilll練校のカ

リキュラムが講たせばよいのではないかの説

問が生じるので為る窃叉、小野氏の見解には、

上の務誌の見解の第2の巌簡とi母時4こ、 「大

舗に弾力化Jすることが可能な基準であれば、
当初から蝉力ftした基寄与を定めればよいので

あ号、何故に事前lこR 拘東的措な装態安定め

る必要があるのかの能関が生まれるのである岱

更に、佐々木氏の見解にも、調韓基毒患とはそ

れでは荷なのか、との設問が恕きるのである。

しかし、政府が職業訓練に麗接的に揚って

きた 60年のきま史〈註けを見ても、職業高II

諌が存在し、運用されてきたところには、そ

こにはなんらかの r~llf鞭芸評：j が存在してき

たのであり、 「講i練基準jの！.！い職業調聴は

民間の在意の語II練を捺けば皆無であったと蓄

えるのである。主基準がない語II線ばあち得なし、

それではtlllf続恭準は如判にあるべきであ1

今習のそれに内亮する課題とは何でJちろう語、

2. 本研究の主題

本研究は I簡iこ紹介した基準論批判が詩的

ではない。むしろ、そのように騒業説i麟の義

革識がその壁史に比して充分に環論化され得

ていない理由が奈辺にあるかを明らかiこする

ことにあるo それは批判を恐れずに首えば、

職業譲!I鱗の中でもiVll練基準の実態の解明が最

も遅れているからであると言えよう口このこ

とはJJll諒誌準の改革の方向を明示することが

悶嘩であることをも窓味している。しかし、

昭和53年の職業訓練法改正の立役者であっ

た元岩崎職業~II礎特長は、 「今[fl！の改正は輸
~~JI！続制震に却するすべての問題の解決の方

法を用怠しているものとはいえないものであ

る。今自の~正が当明職業訓聴に関する誌本

的えま検討の一塁採用と称されるゆえであワ、

今強引き続き職業am線制度に関する基本的えま
換討が進められることとなろう。 〈文献rso』
I 4 8頁） Jと述べ、調締基準については誤：

のように述べている（向上 I6 3真）

これら〈職業訓練の拡大のこと、引用者

控）に対して、挺来、法定職業譲II輯！の謝観

基準の弾力化という対越がなされてきたG

~II練装車が職種、技能の変化に対応するよ

う不断に見直されなければなら立いもので

あることはいうまでもない。しかも、調線

基準の弾力化はそれとは性梼を異｛こするも

のであり、また、書II線基準の弾力ftは極限

的には蕪器準化となり自己撞着iこ筆りかね

ないものであヮて、所せん、多醸な訓練ニ

ーズのすべてに対応することは不可能であ

ろう G

この岩崎元局長の見解は、 itlll練基準がもっ

最も謀本的なパラドシグスの 1つを指摘して

いると言えるU しかし、その「基本的検討j

の捜点、説角及び韓艇についての示授は明示

されていえ正いのである。それでは、その f基

本的槙討jのために泣どのような作業が必要

で島ろうかむそれには何をおいても前述した

ように、 「詔1韓基準の実醸の解明jが不可決

であろうE その解明は、単｝こ今日の基準の静

的分拐で拡不充分であり、その基準が確立し

てきた変還を含めて動的に分析しえまくてはな

らないであろう。それは、その溺揮の分析の

中から、基準に潜をしている課題を顕在化さ

せ得ると思うれ向故なら、その基準の生成、

変化、統轄合の中に割基準論闘がかくれてい

ると考えるからである泊本研究の目的は、か

かる認識の下に、戦畿の職業設IJ練のカリキュ

ラム基当直の変濯を整理する中で、今後、我々

が軒究を探めなければならない課題を提起す

ることにある。

さて、カリキュラムくCurriculum)

の用語誌、昭和20年代の半ば以降、我が閣

では主として「教育課程jと訳されて使用さ

れているのそれ以前拭「教科課程j文は「学

科諌輯jがその訳語であった。時期による両

者の差異は、教育課患が「教科外活動J的な
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f調i育Jまでを含む鞍立であるのに均し、教
科課艇はそれを含まない吾本棋の「カリキュ

ラム」の語立は、 l：記めように杭分した時の

mい訳語の立として以下論じることにするや
また、カリキュラムは、設策立窓者、 ~~II練校

の管期者、指導員、あるいは議II韓．生等のお々

の立場によってその捉え方は必然的に興るも

ので為る口この為、結近のカリキュラム研究

では、カリキュラムを「政繁レベルJ • r学
校レベルJ, r教師レベルjおよび「生徒－レ
ベルjに鵠化して整揮することが一般的にな

っている〈文献『 2J参照）。このよう立区

分によれば‘本研究の対象は f致策レベルJ

にある。即ち、職業議If練カリキュラムlこ関す

る政議・行設が分析される。その政策を具体

化したものには法令（法律、省令、告示等〉、

通達〈通膝）および矧議決定警がSちる。これ

らの文~Jのカリキ立ラム理論及びそれがもた

らすカリキュラムの実態の抽出を本研究は試

みる。

本摘で用いている fカリキュラムJi!;車jと

は、上記めように、 f教科諜理Jの範関のカ

リキュラムの問題ま「設葉レベルjiこ隈定し

たものという芯：味で為る。このようなカリキ

ュラムti~準の概念に［噂する用語は、腰史的に

変fとをしているが、今日の用語で結介すtuま、
ran1謀課程J • r諜i繰科j ，「技能の範間J' 
「＠II鯨期間J，「議II続時間J及び「教トりで
あり、換註すれば、職業J]I鱗まま擁行境尉のl]IJ

表である f教科等iこ関する基準jめ中の「設

鏑Jを除いた事準と言える日ことで、カリキ

ユラム基準の中iこ調練科事を入れる理由i立、

いわゆる「職業調練は技能工のJfll槙であるJ

とする通設のように、験業Jill融全体で捉える

とrYlli車科の存在のしかたが、職業訓練の内容

を捜定すると設えるからであるつその能、教

科書・教材もカリキュラムlこ密接に関連する

要素であるが、本研究に於ては必要最安探の

範屈でとり挙げることにしたい。

本植は「カリキ江ラム·~~翠！J を以tのよう

に限定し、戦後よ号今日までの実態を整閉す

る円その中から、今日のカリギュラム基準の

elk革i課題を明らかにできるように思う古

3，本訴究の枠組

本誌は、 i}iI/i立の諜題を解明するために3章

及び補草の討4：章に分けて論じたい。却ち、

民訴；にも記しているように、第1立をにおいて

は、カリキュラム基準の時代g芳を設定し、

その時代毎の基準の全体銀を明らか｝こする。

勿論その時代区分が第1章の散説結論である

左言える。そして第2章においては、カザキ

ュラム基車を受講者尉に解明するむここでも

第1京の時間軸を応用すること泣きうまでも

ないせ第3章においては、カりキュラム基準

に内在している課題を教育~I績の内容選定、

教科・科討の構成方法及び今臼的用語の「弾

力北.J＇こ代表される基準性の捜定め鱒酷から

解明している 4 それでは先ず、カリキュラム

基準の時代庇分iニ関する伝説枠組を紹介して

おきたい。

周知のように、戦後の職業訓練は昭和22 

年4f17詩公布の労備基準法と、間年11 Ff 

3 0日公布の職業安定法にその法令の誕生を

みたので島った口そしてこれらが昭和33年

5 }j 2日公布の職業訓練法により単独法とし

て統合議j定され、昭和44年7}J 4自及び昭

和53年5月S誌等の或J.Eを経て今詩の職業

訓練法となっているのである。それでは、こ

れらの法律とカリキュヲム基準を規定してい

る法令事との間保は朝間なる変遷を見たので

あろうか。それらの法令等の関保を整理する

と序－ l表のようにえまる臼衰のように、議ll練

法以前の時期においては、戦前と戦後の法体

系を対比すると、その両者が甑めて類似して

いるととがわかる司 UPちこのことは、職業員m
鱒11~の成立志の問、戦後の職業調i嫌が戦前の

それの抵長線上にあったことを示している

（註2）。
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序－ 1表 カリキユラム甚準の法体系とそ6変趨

法令等
戦 鶴 戦 後－

職業認II織法
事業内 1、a屯、、 共 事業内 ~主h‘、 共肺

法待
s .13事者ト． 'S. 13.4. s. 22. 4目 s . 22.11. s. 33冒 5‘
調京総動員法 職業紹分改正法 労働基準法 鞍業安定法 職業訓練悲

s. 14. 3. （控I)
動令 工場者事福業場

技能 成令

s. 14. 4. 〈控2) s. 22‘10. s .33. 7.以慨
省令

工場事業場 技能者養成 職業訓練法
技能者義成令 現定 擁行規鰐
縄行規開

告訴 5r ‘23.10.以時
教習事項J

s .14.4.以降 s .15台主以降 S.25. 9.以降 S拘22.2.以降 S怯34.4.以降
「技能者義成計 「機械工補導所 「技能者養成 「補導教理J （設3)

討作成要綱J 識導要軒j 指導員指導さ幻 の基準等 「碁準の細菌！

通牒
s .45. 10.以緯

~教導注科要3)編領成J指
通達

s. 45, 12.1:1稀

J技注基能準4)照の棄細の目」
（控 I）能に f工場法擁行令j
認可事項であったわ

〈大正5年8月粒第 19 3号）があるが、基準は示さず

（桂 2）組の体長として下機機工養成所規程J
あった。

（誌3）いずれも公共謀II諜用である。
く注4）高等語n諌課題謂である。

ところで、昭和33年に成立した職業調練

苧i立、前述の通り昭和44年茂び53年の2
間の大改正を経ているが、カリキュラム基準

の法体系は序－ 1衰のままでJちり変化はf,f.いつ

しかし、その内容は以下に詳述するように、

〈昭和 17年4月商工省令第37号〉が

大きな改正を幾度となく経てきているのであ

る。それでは、 il'll鱒訟を含め、戦後のカリキ

ュラム基準の変化の時期をどのように捉える

こ左ができるであろうか。その時期区分を関

示すれば、序－ 1簡のように止る申閣の時期

-4-

If-1図 カジキユラム基準の時特区分

fl詫鱗鶴の手ヲU f補導提要』発職業譲糠法施行職業譲i蘇法施行 職業譲練法施行
知子 行 提鮒唖正融担妊 融陶妊

散戦 昭和23年10r.11日幻年9月20自 34年3月16日 44年10丹1日 53年9月初日

lc模索引成立い転回い同ゐ確町一
i昭悌お年6fJ30詰 お年s丹d自 32年1月l1日 38年4月1日 50年4月5日

「教習事項j改総合職業補暫斉職業部糠法擁
: r教理寺呼u告示 正 を技援措養成諸行視員tjヰ敬正

1L. 設指定告示

トー労働者保護期 ~ 技能者護成期 ÷ 新理念模索期

亙分i土、前述したように、本研究を進める為

に位説的に定めたもので島る古掴のように、

戦後の職業語fl練！の変遷は、大き＜ 3期1こ分け

ることができる。郎ち第 1期は、初期の職業

安定法・労蹄基準法下で労働者（求識者を舎

な〉あるいはWtl鏑生の保護＊権利保揮をめざ

した時期である。第2は、戦議の生震活動が

再び活発色する下で、公共、事業内訓練とも

技能審議成を第一義的に重捜した時期であるひ

この時期に昭和33年の職業訓続法の鰯定と

昭和44年の改正が含まれるのであるq そし

て第3は、オイルショッグ以後の世界的不況

下で、新しい職業調練の理念を追求している

今日である。戦後の職業認II鯨の琉れをこのよ

うに捉えてみると、更にカヲキュラム議準の

時期は閣のように細か＜ 6期に分けることが

可能である。題中の年月のように、カリキュ

ラム基準の時期区分は、前述の,tlll練関語法の

変遷とは必ずしも一致しないのである。その

関保は、調症が内容を規定する時もあれば、

逆に内容が制度の体舗を準備する事もあ号、

行論で問らかiこするように両者は相対的と冨

える川以上の時期区分を前提として、各時期

の当初iこ、教科目の時間配分を含めてカリキ

ュラム基準が完成した職接会議fl練科教を、議

練期間関iこ整理すると、序・－ 2去のようiこな

る。表にみるように、カリキュラムM;~容の帯j

度は、昭和41年の喰IE&Jll練法下で経営主体

-s~ 



戦後機業部i観体系の智i鯨受講者別変選図

新規学卒者

口備…ーー咽ー

業補導i主、第3期に人容新捜中卒者を対象と

した技能者長棋の調1操に童五回したのであった。

それは、 Ff~ 4悶のような当時の受講者の実
態もあったが、昭和26年に立案された f職

業捕導の設本方針jiこより、積極的調様策安

打ち出したのであったむそのため、実費的iこ

は養成訓練の錦を量し、 &Ill棟期間iま長期化す

ると問時に、機概 e金属関係鞍種が木工系職

種に代って酷大されたのであった。このよう

な中卒者対撃の融緩！の典型が、 34年に制定

された2年制の「専門諒i練Jであった申一方、

長期北した基準は転失業者iこはマァチ L子；L、
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縦
一
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ι
肱
凶
動
－

qh併
時

一

矧

初

怜

失業者

転職者

序..；...2臨

昭
和
二
二
年

昭
和
一
一
一
酉
年

昭
和
理
西
部

各時期制完成カリキユラム基準の部i練期間孝lj聴種・訓練科散〈法1) 

経堂圭体 高ll諌期間j 第2期 第3i明 第4期 種頚 課程 期間 第5期 第S期

2丹～ 1年
定時制
1 s 能 職

2}] 3 
転
3 

3丹、仲l年 I 4 カ 業 3月 6 5 

i丹 2 再
転 6丹 46 職 159 

5月
開
換 7 11 I J事 発 調i1'-2、

6，丹 4 9 1 5 期！
.,n 
9月

礎 続 錬 藤
7月 1 1年 25 1 1 

9月 3 
調

6月 4 位 2)専
1 0 f1 3 藤 1生頭 1年 14 I 
1月 l 7 70 調12 G月 86 

養 練 類 1年 63 
共

専 6月 5 

F守 1年 3 成 高 普

割i
類
2年 78 147 

2年 繰－ 26 等 3年 62 通 6 

事 2竿 24 語fl
調4 8丹 調j 2 2 

業 3年 8 l I 4 161 1年 79 1 5 1 

内 4年 4 6 韓
類
2年 64 練 8 

練
3年 l 

2年 専 12 

3年 門

ft;-2襲

昭
和
五
三
年

（技 1）各時期の当初め職種教である日

〈桂 2）暫定的継続実施が認められている。
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剰の統合という大きな変革をなしたと詞時に

カ9キュラム藁準の完成した訓練科が大曜に

拡大されたと言える。

4 それで培、戦後のカリキュラム基準を受講

審景jに概観するときに受講者をどのように分

類すればよいだろうかド穿－ 2閣はその受講

者在転失業者、新規学卒者及び成人労働者の

3者に分けた時の訓練！の体系の変惑を示した

もので島る。 〈但し、指導員と障害者につい

て拭除外した。〉国のように今日の受講者別

の調謀の体系は基本的；こ昭和44年法時代k

向じであり、とのことは序....，...2表からも績え

るむ従って、戦後の体系は大きくは3種iこ分

けることができる。その体系を受講者加に見

ると、簡の主側の失業者・転職者音対象とし

た誹！雄、閣の中心部の新規学卒者を対象とし

た t~JI!練及び右舗の成人労働者を対象とした蔀｜



公共詩II練の種類別輿施・計画数

附踊資料（1）－＠器及問l）一＠表より作続。

国し、職業輔導の24 J 2 5年及び＇T.W.Iの3l ' 3 2年は推計錯。

(U~~） 

55苦手50 45 40 

（万人）

16 

10 

8 

6 

4 

2 

事業内訓練わ輿雑穀

.2 

~ 
附属資料I）－R表より作成申

12 

14 

40 

9 ・-

序－4頚

出典

35 30 

｛万人｝

8 

3 

γ 

6 

6 

4事

Jt;-5図

出典

公共饗綾訓棟の成立過程

新捜

学卒者

養成訓練

定員であることを考感しなければならまい。

このような受講者あるいはその定員の変北が、

本意の各章で述べるカリキュラム基準に大麗

的に関保するのである。

一方、事業内訓練における受講者数を見た

のが浮－ 5砲で為る。事業内部i醸の場合も公

共調蘇とi司じく、今日の状況は昭和43年ま

たは 46年をピークとした養成誹｜輔の減少棋

向と、向上~II離の拡大が特君主と吾える。まえ、

単強~II謀、共同調i練加に見れば、常に共問副首

藤わ受講者が単独訓練を上揺っていることが

控目される。単独調練は一般に大企業が多く、

共同盟様車は中小の企業が共問して調轍罰体を

組織していることを考えると、との受講者数

のま2は考繋に苦しむ結果k詰える。このよう

な、事業内訓練の実範結呆は、本窓で述べる

カリキュラム基事のいわゆる帆弾力化骨に関
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鞍業補導
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ため、再Itこれらの人々を対象とした
装準が夜間職業構導として昭和30年

に設けられたのであった。この2夜間職

業補導が、 34・年体系の定時制調練に

受け継がれたのである。このように、

当初の 33 1手法の訓練は義成調練を中

心として組繕化されたが、その後技能

労鶴者不定という状現下で転喪業者の

語If蘇も重視されるようになったむこの

ような中で、最も大き立故革が生じた

のが、昭和38年iこ定時制調離の職轄

を中心として f転職謂i謀対雪量職種Jを

5 0職種指定した事であった。この

刊転職訓練蹄の文蓄の費用と併行Lて

司養成車If錬押の用語も生れ、これらの

調聴が昭和44年法下の能力再開発部i

錬の職業転換調融課程と議成調練に受

け継がれたのであった。その養成調綜

は、高校進学事の上昇と伴に次第に中

卒者の減少をきたし、昭和44年法下

で高等学校卒業者を対象とした「第2

類jを設けたのであった。この第2類

は、中卒者を対象にしていた第1績と

自壊において差異がないため、高卒者

を対象とした短大レベルの「専門語！jJ諌

課器Jを昭和53年法下で設けたので

あった。

さて、上のように受講者を卦類した時の公

共~I嫌における受講者別訓練生数の変遷を見

たのがff:-4捕であるa臨から、受講者窓＇IJの

‘特教として次の点を指摘できる。まず転失業

の受講者は、いわゆる失業対壌の持識よちも

高度経構下の時期が多く、それは昭和39年

よワ急増し、その後大きな変動がないと言え

る点である刊次に新規学卒の受講者培、常に

ゆるやかな増減をしているが、昭和33年法

制定時は中心的な位置を占めていたと苔える

点である。そして成人労磁の受講者は、戦後

初期のT食W笹仁受講者と、昭和50年以障

の大縞な増加に特住を見ることができるoそ

して今日、転職d/fl聴の定員は横ばいであり、

遺！斑訓練は漸減傾向を示しているのに比して、

向上諒！練の大幅な増加が特色と言えるq 物論

これらの定員は訓練期間の望書闘を験いた年間

失業者

転職者

序－3図
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揮しているのであろうかや

最按；こ、第34i：で述べるカリキュラム法準

の課題について述べよう。その課題を講i練内

容選定の現実、教科枠組設定の現実及びカリ

キュラム基準め基準性の3視点から解明する。

先ず~I諒：内容をどのような範囲で選定してい
尽か争捕らかにするために、謂！斡科を職業分

類と対比してぞ的中から~JI蘇科の荘号方を見

た。そしてこの剥輯！科の範舗に関連して、科

の中における専門コース及び科目の内容にお

ける選伏舗の現実を明らかにした。更にこれ

らの調謀内容が、同じ議II鱒科であ号訓練期間

の異る謬~I融課題関においてどのような現実を

議訴しているかを明らかにしたむ次に教科枠

組め変翠の中から今自のそれが持つ課題を明

らかにした。その課題とは受講者1こ最も通し

た、思つ職業議j轄のカリキュラム編成にとっ

て有効な教科枠組を摸繋する手懸りを得るこ

とができたと思う。最後iこ、カリキュラム基

準の基準性の課題を調融期間、蔀i練時間及u
教科・科目の3項闘について整理して、その

謹題を解明した。以上の&Jllf車内容選定、教科

仲組及び基準性の3者は個々君主立に成立した

のではえまく、互に密接な関連を持って今日に

受け離れているとと法当黙であった。従って

本稿では今日のカ担キュラム基準の麗雑な課

題の来口を見い出したに過ぎないかも知れな

い。このようえz基準をめぐる考察は、学校レ
ベルのカ習キュラム縞戒の場合に問題にされ

る基準性論議とは趣を異にする（文献『 3Jl} 

が、職業、即ち人間の労勘のあり方と捺ると

いう意味においてより担額的な悶顕であると

蓄えよう 9

更に輔君では、最近特；こ推奨されている

「モジュー；L-ai11諒Jのカリキュラム上の課題

の整理を試みた。即ち、 「モジュール語ft蝶J
のカリキュラムの捉え方には、挺来のカリキ

ュラム理論に誌なかった視点が多〈取9入れ

られており、その観点の妥当性を含め、検討

すべき課題が多いと考えるからであるむ

以上めように本研究では時代的分析、受講

者B草分析及び課題分析の3つの持組よ 9戦後

職業調練のカリキュラム基準を解明してい

る。 このような研究枠緩から明らかなよう

に、本研究はカリキュラム基準の麗史的研究

とも瓦えるが、この研党方法には方法論的段、

理主界があることを認識しておかなければなら

ない。その限界とは、戦後の職業訓練史が未

鶴定な今日〈控3）に、麗史的研究を試みる

ことである。とのため、本研究で敢ち挙げる

史資料に遺漏がありうると患われるばか号で

ごr:＜、是非とも牙訴しなければならない資料

を数点入手し得ないものもある怨そのため、

入手可能な史資料の解釈にも過誤が起りうる

リスタがあるということであるの今後の諦究

を挨ちたむ＇oと問鰍と 本研究はカリキュラム

基準の課題尉各論及び職種・言！！諌科の内容的

各論から批判克服されなければならないと考

えている。本報告がそのような今後の軒究の

手懸りになれば宰である。

なお、本艇究の経過について触れておきた

い。筆者は本研究丹必要性を数年前より痛感

し、佐々木鶴雄氏と「職業調練史研究Jを進

める中で、資料を収集してきた。折から昭和

5 6 年に、職業~111練研究 -t! ンターに「職群制

調！諌プロジェクト研究jが繍成された〈りー

ダー泉輝考基礎研究部長〉が、その侍業テー

マの1つ f戦後カ担キュラム基準史Jとして
設定され本訴究はスタートした。しかし、白

からの非力を顧みずに過大なテーマを設定し

たため報告が延lfのぎとえま札その間筆者が

現在の指導科iこ転属するとと等が重なり、こ

のような務で報告書となったのでおる岱当時

議！！研-tンターで種々ご配慮いただいたことに

お礼申し上げると伴に、報告が遅れど迷惑を

かけたことをお詫び申し上げたい。

最後に、本研究を進め本稿をとりまとめる

拡当哲、実に多くの方々にお世話になったこ

とに対しお札申し上げたい。特に佐々木鶴雄

氏には研究枠組の設定、研究視点の確立に当

1 討論iこ礎度となくど参加いただき貴重な
ど教示をいただいた。また、長持jfl尊氏、諸

訳議託、咲越事擁氏、村中兼村氏、宮時葉氏、

山崎品甫氏、森下一期誌には貴重な資料の閲

覧の梗宜をいただいたQ 更に労梯省調醤拐、事＇!J

研センタ一国書室には文献の複写につき梗宜

をいただいた申これらの方々に車くお礼申し
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上fずる。

また、本報告さ？を発行するiこ当ち指導秤め

各位にご協力いただいたことに対し、深謝申

し上げる。

1984年1J1 3 0日

~－ 11-



第 1章 カリキュラム基準行政の時代区分

第 l節労鶴者保護期の

カリキユラム基準

第1（槙繋〉期

労偶者保護期は更にカリキュラム慕準が完

成する迄の摸繁期と、最初めカヲキュラム基

準が完成し、職種を鉱大しつつその基準の理

意を転換する誌の成立期との二期に分けるこ

とができる。それでは先ず、摸紫期における

公共職業訓練めカリキュラム行政を見てみよ

う。その敗戦議後の公共謀，，練の所管課は、戦

前の厚生省勤労局が母体であるが、昭和20 

年 10丹27日仁淳生省官舗を一部改正（勅

第60 9号、文献lf4』〉し、労政局を独立さ

せた器、勤労局に企画謀、業務課と同時に新

設した補導課であった口その輔導課の最初の

事務分掌は、分課規患〈注4）による左改の

ようであった。

l 職業補導ニ関スル事項

2 職業部構ニ鵠スル事項

3 土撞其ノ旭日備労務ノ斡綻充患ニi建ス

ル事項

4 授産及内職擁設ニ関スル事項

上記事務分撃の 1と2との相違については不

明であるが、これらの職業譲導及び職業訓躍

の具体的施策として、先ず蕗設確立が緊要で

あった。その擁設の確立のために、翠 21年

2月8日、摩生省官舗を一部改正〈斡第74 

号）し、厚生大臣が織業補導所を設置できる

ようにしたのであった（第8条ノ二J。その

職業補導所としては、敗戦当時、全関4ヶ堺

〈東部、中部、近様、九州〉にあった揮民勤

常wlf蝶所、全患の職業補導所 13 2ヶ所、横
紙工義語定所〈詮5) 4 0ケ班、幹部機披3：養

成所9ヶ所、地方勤労Jill蝶所47ヶ所、合計

2 3 2ケ所の内、戦災をまぬがれ梗用可能な

諸説に器移を加え、主として建築・木工の種

討に切り換えられて再出発したのであった。

それらは昭和21年9月の調査によると、建

築（ 1 0 3）、附属建築（ 1 0）、木工

( 4 6）、木船（4 6）、機械（ 1 7）、手

工業（3 6）、事務（ 1Z）、和洋裁（5)

計24 1ケ所に於て運営されていたのでSらっ
た伐献Ii3 7』4-5頁〕。

しかし、以上の施設をもってしても、政府

が40 0～6 0 o高と予想した訴からの失業
者に充分対応できないため、政府は、職業補

導所の鉱充計画の必要性を常iこ強調した。即

ち、昭和21年2丹15 8の「緊急失業対築

費縞」閣議決定、関年7月9器「公共事業の

費擁に関する件J関議了解、間年3月ZS
f緊急就業対簸ノ実施ニ関スル件J通達等の

一連の通達である自その重要性についてはG.

H.Q ，も、 「以前の鞍業や産業から解離され

た労横審が生産計画と一教する新しい仕事の

中で安住できるように、相談やlit！！線や就職の

サーピスをするもので立ければならないJと
7丹29日に勧告したのであった〈文献r11JJ 
4 2 0買） 0 叉、全閣の都道時県Iこ設置され

ていた埼方失業対策袋員会は、昭和21年9

月10自現在で 12地方番員会が審申梼であ

るが、その内 1l地方において職業補導等の

拡充強化を答申していたのであった（文献

fl9.!l, 121～1 3 1頁）。これらの職

業補導の強化方針を、 「f1極的実業対策j
に位控づけたのが昭22年6月に踏襲安定痛

が決定した f経清緊急対策」であった（文献

!il3JIS膚 26年、 22貰）。これを受け

て作成した f職業構導施設拡充計踊jでは、

題期補導所（3～6ケ丹〉を定員 50名で
5 0 0ケj芳、長期補導所（ 1年〉を定員 50 

名で50 0ヶ所、綜合補導所（ 1年以上〉を

定員 10 0～3 0 0名で40ヶ耳号、合計年間
2 0万人の補時計画を立饗したのであった

（文献r2 2』〉自この強化方針を受け‘
2 2年度には、戦後最高の43 r1ケ所、 530

J韓日、定員4万人までに職業補導範設は拡充

じたのであった。

やがて、職業行政も戦後の新たな体制に合
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せて改革されてきた。部ち、昭和22年 11 

月30日、職業安定法〈法第 14 1号〉が公

布され、問時に職業紹介法は麗止された。騒

業安定法は鞍菜：補導を、鞍業紹介及び鞍業指

導と並べ、 3本柱の iっと位詑づけており、

第5条で f職業補導制立、特剰の知識技能を

要する職業に就こうとする者に対し、その職

業に就くことを蒋易にさせるために必要な知

識技能を捜けることをいうJと定義つ4けたの

であった。更に第2章第5鮪に職業端毒事を披

露づけ、 「軍部j、 「設ftJ、 「補助金J、

「基準の制定j、 下都道府県知事の行う援崩J
及び「施行調理jについて条文を規定してい

る。その2宮条で「脅働大臣は、公共団体そ

の植の者の行う職業補導事業に関し、職業補

導所の規模、輔導種目、補導内容及び輔導期

間iこ関し必要な基準を定めJなければ立らえE

いとしていたcこの規定量受けて、向年I2 

f.J 2吉田の職業安定法諸行規則〈令第12粉

』まその第20条において、 「織業擁立11こ従事
する者〈以下指導員という。） ＇ま、職業安定

憩長の定める資轄を有する者でtiければなら
立い0 J等S項自を定め、 「前六項に定める

ものの外、職業：補導に関する誌輩、その鵠法

第29条の規定の施行に関し必要な事項は、

職業安定局長がこれを定める。 Jとしていた。

このような法＃系を前提として、輔導種自

〈職積〉、補導期間及v:補導教騒が顧次通達
にて指示されていった。これらの掛々の基準

を初めてまとめたのが「職業播噂の手引J訟

のである。

ととろでこの頃の行政の所管課は、昭和

2 2年9月1日ζ蔀述の厚生省勤労局補導課

を母体にして新設した労働省職業安定局の職

業補導課であったo この職業捕導課の分掌i土、

分課捜程iこよれば次の通りであった白

1 鞍業補毒事計極〈共同作業擁設を含む、

以下同じQ ）の樹立及び監督に関する事

項

2 職業：捕導計画iの安擁に関する基準の設

定その他必要な按WJIこ関する事項

3 職業補導に関する他の官庁との連絡に

関する事項

4 職業描導に関する佐用主への技粥的援

助iこ関する事項

このように、先の補導課時代よ 9も分撃が具

体化すると同時に、上記3のように連揖問題

や、 4のようにその後のT.W.l. ~事の向上

蔀l練を実施する観拠規程も新たに加ったので

ある。

一方、撰索期の事業内訓練の握拠法令は、

昭和20年10丹 l1自の工場事業場技能者

長成令の蒔止〈勅第56 6号〉と梓iこ、工場

法戦時特椀施行焼剥〈瑠和18年5舟 I6詰

令第 18号）の縄止〈厚生・控室事・樺軍＊文

部省令第I号） ~こより甑話した工場法務行令
（大正 5年8月斡第 19 3号〉の徒弟条項で

あったむしかし、関擁行令はカリキュラム基

準を規定せず、地方長官の認可事項としてい

たのであった。従って、戦後の事業内訓練に

関するカリキュラム基準が最初に規定される

のは、労踊基準法に基づく技能者養成規患に

おいてである奇

この頃の行政の所管課は、労政詩管理課で

あり、管理課の分掌は分課規程によると、

「1工場法其能勤労管理法令ノ範行ニ関スノレ

事項く以下略〉、 2勤労者ノ教護訓練ニ関ス

ル事項（3～5略） Jであった日しかしその

行政の主要な内容は、戦災による生産活動の

抵迷という状況もあ号、戦前の労働慣習の悪

幣を験去するととであった。そのために、昭

和21年3Jj l 3日に分課規模を改正し、労

政局に労樋保護課を新設し句、ここで「一般労

働保護並ニ婦人及年少者ノ労働保護ニ関スル

事項j等を分掌し、以後労鴎保説法の準備を

開始したのであった。労鵠慣習における悪幣

の廃除はG.H偲Q.も指摘する左ころであ号、

昭和2I年7月29日のうき働諮問委員会最終

報告おは「徒弟制度jの項で、 「親方＝徒弟

関係は、しばしば児童労働の搾取以外のない

ものでもないものへと発展していったO J 

f実際の技能が教えられる場合にも、麗閣の

タイプを考えると、徒弟期間はしばしば異常

に長すぎる。 J工場法の「条項は、どの年も

全舗の工場の70パーセント以上がこの智

2 8条の期j摂内に入らJまい密度に、適用範閣

が隈られている。 j f徒弟に対する藷iJJti拡

的保護はまったく矢けているj、 fし；-・' ~ 
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て－－－－－－一徒弟の議切な訓練を僚証する計画

に着手すること、および徒弟に規定された最

親期間内に技能を挺けることを保証するのに

必要な措ii'むをJとることを勧告したのであっ

たく文離r1 i 3、459-460東）。労
働議開要員会は、日本欄宮埋まの援助ー提換に

よって髄告の革礎資料告と得て、勧告を作成し

てお号〈文献f73.!]203貰〉、勧告試日

本政府の意向と矛盾するものではなかったひ

そこで労政局長は、 7月19日に全開279

の事業主、 64 9の骨組に労動保読に関する

詫間t1tを発送すると同時に、労働保護課拭

1 9日に l6の労組代表より、 20詩に I6 

の事業主代表よ9労備保護に略して意見を轄

取したのであったo皆勤保護課はこのようえE

諸活動を行いつつ、労働保甚法である労鵠基

準法主、基準法に基づ〈技能者養成調程の準

舗を進めたのである（文献『 64 JI及び

lr82Jl)。そして、時和22年4月71:Hこ

労鴎基準法が公布される〈法第49号〉と供

に、戦前の工場法及び工場法擁行令は轄止さ

れたのであった。

この新たな労磁基準法の所事部跨は、昭和

2 2年5丹2自に労政場より強立した労働基

準謁であった。この持、 f労苦詰者ノ保護ニ関

スル事項Jを分掌したのは監督諜であ号、技

能審議成に関する独立した所管課が誕生する

のは、昭和24年6月30自の技能課の設置

まで待たなければならなかった。この技能課

設置が遅れたことは、前述のように槽帯課が

．昭和20年10丹に設置されていたことと対

照的であり、このととは、 G.H.Q.の労働政

策が、 「l9 4 6～4 8年にいたるまでは一
貫して労蹄関路、労働保護、羅用政策、労働

教育、労働行政の顕位で量点がおかれていた」

（文献ff'7 1 Jl、34 8貰〉にもかかわらず、

日本の労働行政は職業誕舗に限定すiUま、会

共訓練が事業向調練よりも行政組織の整繭が

敏速だったと瓦えようりこのことは、当時の

労働保護対東よ9も失業対策が最重要課揺で

あつだことを物語るものである。

さて、労鶴基準法は第7撃に「技能者の養

魂Jを設け、その第69条で「徒弟の弊寄の

: ；~＋主j を定めるとともに、 f技能者の義成j

の第70条で f長期の教習を必要とする特定

の技能者を労働の過患において』護成するため

iこ必要がJちる場合においては、その教習方法、

使用者の資格、契約時間、労構時間＆V:貸金

に関する現提は、命令で定める。 Jと規定し

たのであった。この規定を受付、昭和22年

1 0月31自に技能者養成競寵が公布された

〈労働省令第5号〉のであったむ

以上の経過からも分るように、技能者提成

捜翠は技能者保護の色塁手が強いのは明らかだ

と言えよう。そめ理Ebは「勿論労働基準法の

精神を具現したjからに外ならない。特にそ

の f進歩的jえま点として担当者は、 f第ーに

は投能習持者の労働条件を明鑑化し、合理化

せんとしていることであるn 従来の能弟翻i捜；

の持つ封建性を払拭するため契約期間、試の

梗周期間、賃金、労瞬時間等のすべてに頁り

脅働条件を明確化し、合理化して徒弟労舗の

民主化を関らんとしているのである。」 〈文

献r4 o JJ、39貰〉と説明している。
以上のように、第1期におけるカ Pキュラ

ム基準は次第に整備され始めたのであるが、

公共謀ll謀、事業内議i鞭の損拠法である職業安

定法及び労動基準の立法精神は何であったの

であろうか。とのことを詳しく述べる余帯は

ないので法のB的観患の関連基調だけま紹介

すると、公共謀II錬の場合、昭和22年8月

1 5自の衆議院労掛委員会における職業安定

法に関する政府の提案理由説明〈文献白～fj, 

1 1 6 8頁）、昭和23年6月 15自の金額

職業安定.±管課長会議における労鵠省職業補

導課長の説明（文献『 10 J 2号7頁〉等、

事案内謝錬の場合、昭和22年 3月4自の衆

議院における労働基準法に関する摩生大臣の

提案理由説明〈文書H lーイJ、70 3頁〉
問 17詞の委員会における車生大置の同法案

の鞭要説明（問、 70 8頁〉、昭和22年

1 2月9詞の f労鋤基準法中技能者の諜成に

関する規模の施行に関する件J労働次官通達

（発基第 53号〉 〈文書究ri 1』欝1集、
6 5頁〉等を挙げるごとができる。これらの

資料から、その意閣を要約すると、戦後の職

業語II練の基本理念はw 公共訓練及開E業内蔀i

謀とも、新語法の椅神を具体化しようとした
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B監禁の1つに過ぎなかったと亘えようむこの
点、t;J:~戦捷職業訓練のスタートの性問として
特に注目しておきたいq

第2（成立〉期
職業安定法が範行され、その下で公共職業

調l繍は次第に体系化されると同時に、その内

礎的整備が行なわれてきた。公共郡藤の第2

期の始点に定めた「職業補噂の手ヲIJの発行
は、昭和23年10月lHであ号、それは

f 職業安定行政手引』中の第 7 部〈章〉に~支

められているむ主獄r2 s』） 0 この手引は、

それまでの通達で発せられていた掻々の基準

を初めて縄めた轍業補導のマニュアルと言え

る担この手引の特撮は加除式と立ってお号、

香軍部項目毎4こ番号を持し、全体をコーディ

ングしている点、であろう c 「職業補導の手ヲU
の内容を昆るとその草立ては、話：の通9でま〉

るむ

00-01-0099職業補導事業の方針。100-0299補導撞自の選定
0 300-12 99補埠生の選考及びあっ膝

130ト 2299職業補導所における鞍耕輔

2300....,.3299職業補導の基準

3300-4299共同作業擁識の作業語ll諌

4300-4799工場事業場顎こヌ付る技帯雄助

4800-5799身体障害者は対する職業補選手

5800-6299補助金及び続理

6300-6799資材の確保その能の援ll}j

6800-7799監夜及び報告

7800-879百職業補導事業の宣伝

8800-939古関係機関施設との連結

94.00-10000その地

この時の f職業補導Jとは、 「公共職業補導
における職業補導j、 f共同作業施設におけ

る作業訓練J及び「工場事業場に対する技鮪

援幼j fの三を告揺するJどしていた〈河 I

東〉ように、今日の公共謀i輯！の事業の諮問と

iま異っていたと言えよう口

との戦投最初ι発行された公共訓練用のマ
ぶユアルめま－準については第2j'立で詳述する

が、この手引は前述したようにf職粟安定行

政手引』中の一部にしか過ぎなかった。この

ような形式から、公共職業捕導のための強自

のマF 為アルが発行される迄には、硬に 1ヶ

年が必要であった町それはf補導事務必携』

として、昭和24年10月1日に発行された

（文献『 37 Ji）。このマニュアルの脅次i主

改の通りである九

l. 職業補導の沿革

2. 職業鵠導の在り方

3. 身体障害者の職業輔導

4. 補導方法要領

5. 鞍業補選の手引

6. F貯金問騒業補導所寵覧
f：記第5寧は、前述の昭和23年の手引を若

干故正した内容であるが、披本的な変更はな

い。この中で、カリキュラム基準の完認定した

補導種目として拭も前手引の4種目iこ8種目 9
科を加え、合計 l2縄自 14科を掲裁してい

る 〈悶 74～1 9 5頁〉下その時間と期間
との関保は1- I衰の通号である。表iこ見る

郎く、機械・金属関連の韓首が追加されたこ

とが分る。叉、この時期においては、 IDll韓期

間均三向じであっても種討によ号訴練時闘が異

ったまま静存していたのであったおこの時間

教の差異は、 1日における諒i藤時間、及び1

月の日数の標準が異っていたことにより生じ

ていたのである号

以上の抱、 f補導事務必携.lHこおける、カ

リキュラム基準に認して解説的iこ明記された

次の2点、は重要であろう。第 1点は「常時入

？許制Jについてである。即ち、下職業磁専の

対象は…••，••一求職者－である。－一一・…従っ

て求肢の申込が常時行われる以上、補議生の

入所も、技織的に可能t.d畏号、常時入所でき

ることが廃想であるJとしていた〈詞8-9

頁〉。第2点は、 「穏期間観」についてであ

る0 ~p ち、 f労鶴市場における労舗の質と讃
頼に某，〈アンバランスを短期間iこ調整するこ

とが職業槽導に諜せられた使命であるから、

この瞬間が学校教賓のように長期であること

は許きれない0 ・H ・H …これに応ずるように

補導種詩とか補導内脅、叉は捕導方法が考察

される冊以jであるとしていた〈問9頁）。

上記1については、各縄問の教躍基準の f備

考Jiとあった「各補噂期間jの「各jの解釈

を明確に職菜捕噂の方針として打ち出［ イj
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1-1表 第2期f；：カジキユラム甚準が完成した櫨自〈公共〉 年震において相当数の補導所

期間 時間 23年手引種目 24年手引種目

を整理．する方針であ号これが‘

詳細につき近く 24年度事業

計画·~作成基準において指示

する予定であるjと通達した

のである（文献『 8 j 2巻

5号34貰〉。

苦 64 裁誕｛ 和裁科
洋綾手；｝
間在

」品 器械並びに機械1整理／、、
鍛造工

‘ 持造工ケ
1,0 5 0 

構鏡工｛ 電気時接持
ガス椋接科

しかし、失業情勢は静転せ

ず、一方では新制中学校等か

らの新規学校卒業者の就職問

題が新たな社金問題とな号つ

つあった。そのため、昭和

月
自動車務理工

ラジオエ

木船工

I. 2 0也 建纂工

木工

1年 2, l 0 0 時計鵠理工

2 4年3ff 1 4自の関議決定、

問9丹26日の通達、翌年3

月28誌の中央笑業対護審議

会の容申等において、新規学

校卒業者の就騎確保と同時に

のと設える。とのことを、出露木工補選事所で

は「宮市入所指~J と称して費施していたので
ある〈文献fI 0 J 9号8真） 0 上記2は、

「概ね§ヶ丹を醸準Jとして「I年記延長j

を認めていた基準的下で、 I-1表に示した

期間が、療制と「短期間制jであるととを確

認したものと言える。そしてこのま語期間に誠

謀可能な職議、カリキz弘ラム及び方法である

べきとしたのであり、重要な車期と替えよう廿

以上のように、第2期iこお付る会共調練の

カリキュラム基準は、 「職業補導の手引J及

びf補導事務必携Jにまとめられていたが、
接者は読者において訴されていた大綱ぬ範揺

を出るものではなかったと蓄えよう。このこ

とは、第2期も第I期に引き続き失業者が泊

費しインフレの進行という状況下であったこ

とと無関保でないaそのため、失業対策とし

ての職業補導の拡充策はやはり重要な政築で

あったのである申即ち、昭和24年2月16 
自の中央職業安定委員会の罫申、同 3j] 4日

の閣議決定、同9丹S日の失業対箭審議会、

i司9月 l2自の中央職業安定審議会の詩申等
にそれを克ることができる。

このような状況下で、インフレ収束をめざ

して出された 3月7日の fドッジラインj声

明は、穀業補導iこも大きな影響が押し寄せたs

即ち、 3月16日に職業安定局長は、 r 2 4 

鍍らへの投菊教育・職業補導の機会拡大の施

策を控議したのであった岱職業補導所への新

規中卒者的入費増大は、既に鳥取県では昭和

2 3年9月にその可能性を予見しており（文

献 ITl o』6号 12 J芝〉、叉、静岡県では昭

和24年3月卒業者の内で、卒業と同時に入

所を希望する者が大半を占めたことを報告し

ている〈詞 12号2貰〉。

このよう主新規学卒者を含めた失業対葉と

しての職業補導の方針は、昭和25年6月に

勃発した朝鮮戦争により大きく転換していく

のであった。その具体的立方針は、昭和26 

年度に立案された下職業補導の捜本方針Jに

まとめられる。その方針とは次のようなもの

である。 〈文献f32J98頁〉 〈詑6）。

(a) 先ず職業輔導擁設及び議轍の総合化が関

られるとともに、少数精鋭主義による準鶴

態勢が採られたc

(b) 補導種目の取捨選摂が行われて、近代控

業としての機械関連職種が増設されるとと

もに、戦後最も多く設定され、かつてその

投割を十分畏した建築、木工関誌職輔が大

巾に静減された什

(c）補導期間が再検討され、能来失業教務に

議点がおかれた当時とそ、起期に必要最少

罷の技能書fl授によって就職せしめ得ればと

と起号たが、産業の要求する高度の技能労
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働者を育成する観点から、標準6ケ丹乃至

1年に延長された号

(d）補司教艇の制定、教科J；の躍さん改訂を

通とて補母方法がl投持されるとともに、公

共職業補導所の所長、指導員の人事曜日新に

よりその機能が強化された。

(e) 年令的iこ技能習得度が卒く、かつまた将

来のわが画技能労苦語力の担い手であるべき

新制中学卒業者が、公共職業捕母所への募

集、入珊の対象とされ、またそれらの中で

も技能訓練の適轄性を有することが選考、

入所の雪春闘とされたむ

上話a)-{d）については、これまで述べてきた

通り、具体的に新しい内容ではないが、その

位j雪プづけが変更されたと設えるものもある。

しかし、（e）の新樹中学校卒業者を公共職業補

導所への募集、 λ所の対象としたこと辻、真

iこ「組本方針Jと寄えようロ部ち、中卒者を

対象にした技能者義成時方針が、（aHd｝の方

針を不可欠とするからである。この中卒者説II

練は、既iこ鳥取県、静岡県の報告でも指摘さ

れ、文、実態的にも崎属統計で見る通ワ相

当殺の入所者が推定されることから、行政の

後追い的整爾ともヨえるが、それが26年度

以降認識に増加する事が蕗められるので、時

宜にか立った方針だったのであろうo とのよ

う記、新規中卒者が、公共職業補君主所入所者

の大半を0めていたことは、当時の社会保障

が充分に整っていなかったととを物語ると同

時に、その後のカ自キュラム訴事を必Z全的に

学校教育に類挺した体系に再編成していくこ

とを予讃をする事を容易にするのである。即ち、

訓練期間の長期化、入所持簡の4.fl寝中、学

科の重捜、生活指導の尊重であり、これらを

合せた後期中等教育機i渇ti::である。このよう
な眠略の中で、第3期に公務される『職業補

噂提嬰』を提えることができる。

第Z，捕において現れた総業部i離の新たな流
れに、公共訓練の枠組の中で、事案内諜謀の

援劫として開始された監f望者説i輔がある。

このことは、産業の擁興策が偉進されれば、

必ず草員長クラスの教育謝練が重視されその組

織化が検却されることと間保する。この事は

戦ijなにも見られたことであるが、戦後も敗戦

直後の混乱が収まるにつれそら省庁で種々の監

暫者調練が関蛤された。！！Pち、通産省のMT

p ' f堂々公社のc.c.s.そして労働省の
T .W.1.等である。戦後のこれらに共通に

見られることはいずれも歌米の訓練方式を輸

入したものであることであろう。つまりこの

ととは日本の職長クラスの教育意＇II較が戦前十

分に発達しなかったことを意味し、労働省の

TW I推進設であり、戦前の東京府幹部機械

工撞成所設立の立設者であった小林正夫氏は、

TW Iに「棋戦まで弘逮が患いあく。み、さじ

を投げていたことが笹等において毘事に解決

され実行されていたこと（に）……務いたj

と述べている次第である（文献r3 6 JJ s 3 
頁） 0 

さて、 T.W.I.は昭和23年にイギりス

の方式が紹介されたのが最初であるが、この

墳は「職場補導Jという訳語であっえむそ丹

後24年に入って、己主めてGHQよちアメリ

カの手引を入手し、その翻訳を試みると揖闘

に、 GHQ担当官による識蔀講習会を通じて

捻々に普及が討られたのである守そこで、そ

の調諌体舗を整えるために先ず瞬業安定法を

改正した（昭和24年5月20持法8自号）

のであるs際ち、従来の f工場事業場等が一

. . f下業の話II謀計高iを実施しようとすると

きは、これに対し、必要な技箭につき、援蹟

をしなけれiまならない。 Jとあった第30条

をとたのように己主正したのであったむ

i習機大臣は、労働基準法に規定する技能者

諜撲を離さ、従業員の燭導藍曹に当る者の作

業調欝を実擁しようとする工場事業場等に対

し、技｛軒援劃Jをfすうために、特到に講i観され

た補導員を霞き、必要立資料を作成するもの

とする。

労働大肢は、工場事業場等が、労働基準法

に規定する技能者捷成を除き、そ的従業員の労

働力を最も有効に発揮させるため記、職長、

指導員等その従業員の指噂監督に当る者に対

して、指導監脅に必要な知識技能を習得させ

るための~~II輯Uri両i をたて、これま実施しよう

とするときは、その要求に応じ、補導員の派

遣、資料の提供等必要な事項立ついて、これ

を緩助しなければなら在い。
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労働大臣は、 filJ項に組定する技街援i立jにつ

いて、そσヲ恥4部を詰；道府f己安n1~1こ‘I

とがで、さるJ 」

以 J~.のようにふとの安定法魂 iIは、 rf!F.主

のぷii鶴：~ltihiJかム、 f従業員の指導監ffに当

る主の打；：右前！をUJへと「技街援助jのf'｛的内

有を大きく転換したのであヮたaその議i鎮の

異TI性について f 民主安定行政 f.•JI JJは次の

よ引こ樹立な提していたのである CYJ悪~r 2 9.D口
「労資問の関探

この説助は、監持者の監持艶力を向上せし

めて事業14）詑業員の労儲力をむも有効に発閉

させるのが目的であるから、これが単に事業

主の刊誌にのみ朋いられることのないよう注

立しなければならない。

TW I方式による監督者調鍛は、監持能力

の合理的向上によって明額五つ安全にして、

i定率的な結喝を実現するものであって労開強

化をもたちすものではない。

監｛寺者訟i轄をfIう場合はこれらの；主皆を雛
寵して、 7舎によく労資;!l(方のま理解を求め両者

の提捜による協力のもとに行うよう努めな討

オl~fならなし＼， J 

fr J子守IJJが連べているように、 TWIは労
椀の合照化iこ連りかねf.f.い関崩もあったが、

当時の総向盟の内部事fflーによ号、 「協力はし

立いが反封もしない、いわば黙認の形をとる

ことに落ちつ」いたことによって、安定法故

1I：は混乱せずに国令を通加したというのであ

る〈文献lf'81J]10真〉叶この改正を経て、

・背！勤者組織境躍中改正（昭和2;1年6丹、令

第10号） Iこより、職柔鴇噂識の分：京事項に

「監官者の訓練iこ関する援助jを追加し、翌

年4月iこ「職場補導員規程j （ ~II令第 4 号）

を公布して、 T.W‘・1.の緩掛体観を確立し

た この調令は7月の職業安定法範行規期中

教！！：（令第22号〉によってニれに鞭取されへ

ここに監軒者~ill!輯！の本礎が碓；立した母廷に、

翌26 年 5 月には、労欝~fi組織規程を改正し

く令第 l6号〉、職業補導課から監督者訓練

を分離独立するととにより、名実ともに監穿

者iml緯の組織は~立したのであったG このよ

うえま組織と体系によ号、前典的立T.W.し

丹普設が蛤まったとιえる。 f一部の企業内
労働組合が、 T.W.I.の実範i立労持強化に

つながるとの理出でその導入に反対してい

ました」がも 「以業rJIJ錬の近代化、と〈に企

業内部練 CT.W. I. ）方式的導入j （文献

f 7 3』248頁〉は、 「労｛持生産性を高め

るのに設立ったJとむHQ担当官のマッケボ
イが誌うように（向上27 1京）、その普及

が職業調躍のirt大に棄したな義は大きいであ

ろっD

一方、第21現の事業内議ll躍の所管課は、昭

和24年7月If:Hこ労働者組織続線を竣iEL 

〈令第 II号）、拡山諜を籍L(ニして設罰した

技能課であったロこの技能諜の設既により、

技能者義成、期ち事業内調！練的発展をj関侍し

たのであった口その技能諜の所学事務iま組織

揖程によると決の如くである。

1. 徒弟の韓害掛鞍に関するとと〉

1 労勘基準法中技能者長成iこ持する規定の

樹i定、改持及び解較に関することむ
3. 技能者の謹成に関すること。

4, 技能者長成審議会iこ関すること。

主 技能の向上設び労髄能率の増進に関する

1-2表 第2期兜成カリキユラム基準の説練期間到鞍種敷

’” 

経 営 訓練 s .23.札 30 s. 23. IO. l s .24. 10、1 S.25骨 2.16 
主体JJIJ 期間 告第 23号 1漁業捕噂の手i)LJnm器事務必携』 告縞 2号
公共 6丹 I 0 

JJll 擁 1年！ I 
一

'Wf~内 3：年 8 4 l 

事II 輯i it年 1 6 
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こと守

このように、 f支能課の分＇Ji＇：は、技能者遺成行
政令般にわた9、この組識確立の後、指導員

の免許税度（昭和24年11月、令 3l号）、

お導官制度（昭和26 年 2 丹、 ~II令 1 ~ま）等

の告を織を行い、昭和26年4月には指定性能

を12 0職種に拡大し（令8号〉、第3期の

教官事項12 0鞍騒の告示（第9号〉の準備

を進めていたので品ったり

以上のように、合共謀i様、事業内rillI練とも

カ！Jキュラム基準の体系は擁立してきたので

あった。 この摺2期にカリキュラム；基準が

完成した職種数の変躍をまとめると l-2表

のようになる9 そして、戦後の席増から再建

された工場が、朝鮮戦争を契機として生産を

活発化すると同時に、説：第に重化学工業間保

職種の技能者の要望がぬまる下で、子工業叉

は本工建築が中心であった合共謹！練も、叉、

拡続車業が中心であった・・je:ff：内諸i練も、共に

金成・磯械iそ！採戦唾のifI説へと転倒していき、

次の技能者義成期を適えるのであったo

第 2節 技能者養成期の

カリキユラム基準

第3（転国〉期

労働者は、昭和27年度組業補専の邑点政

策として、酷講内脅の充実、描噂語践の転換、

補導期間の延長竿を決定した（文献lr1:1Jl

2 8年207-210真〉が、これらの政策

を具部的にまとめたマニュアルがF職業補樽

提要』（文献『 28 Jl）である〈以下『提要』

と略す）。本棋ではこのf提要占的発行を、

第3期の始点と定めたのでJらったっこのf提

要』は上下2巻に分れてお9、上誌は主に結

；業補導に関する解説を、下巻には「職業補導

の手51Jを踏襲・己主訂したカリ守ュラム基準1

a-中心に載せている。即ち、その日次i土、
第 u~ 職業：補導の歴史

第2J~： 職業補羽の意義とその事業の経営

第3t;i: 管煙と監丹の仕方

第4京新しいj/11練）j法

指5l~： 身体障害者の融業補導

第G章捕導＇ toη生活能障（以上上巻）

明7主戦j長補碍の手51
第8r~~ 純業補碍関誌法令

第91'江 肱:/Ii油器にi揺する諜思労働会議の

ff.ii＂及び鮪告

第101;£ 崎支；補導iこ関する統計

である訂以上のように、『誕要Jiま全体的に

先の『補蒔事務必携Jを改訂したものと言え

る。それでは先ず、第？立の「職業捕誌の・f.

5U （以下「 27年版手引j と略す）を分析

してみようコ

この r2 1年鞍手引Jの最大の特徴は、従
来、職業縮専の3￥桂の 1つであった f工場

事業拐に対する技指緩劫J~剣持しているこ

とである心このことは、技指緩助の一環とし

て普及を錐進していた足時者訓練が公共鞍安

部i導から独立したこと吉な味する0 1'.!P t、こ

の頃のf拘柔安定？？致手引』iま全5てきとして

刊行されていたく文献!f29JJ)が、その第

4巻』こ「第官補職業補導Jと並び、 子第嘩漏

監官者訓練lエ関する技術援劫jを独立させて

指紋していたことからもそのことを認めるこ

とができる その新たに独立した駐f導者調轄
の話織については法述することにし、持部さ

れた「27年額手引Jの分析を松村ょう。先

ず r23午版手当IJとの目品：を比較したのが

1-3去であるG

1-3袈 f覇業績導む蕗準」の怠次比較

「23 

7j 針

職業補導持？の間模の主主苧＼ 1え棋のよ与 i~~
定tl.＆び期間的w1w i定員及び掃j間の基準

教患の基準

指結晶の資格華寺：

技能のi空軍
教程の基準

指呼員のj去時；

時誌の任期投（／iJll練

1補導方法

己竺さ
上ri己のように、カリキュラム某準に持する新

たな規船主「技能の相、車jで遣うる。その他、

rill芸品の任問攻び訓練j中lこ新設された［伐

箭指導抑巧HJ、1えび「補導方法Jr+11r・ 
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科・実警の指導方法jも重要な点であるが、

カリキュラム端成論tこやや額斜するため加議

に譲りたい。また上Jcl:i次には顕れえまいが、

この改正は教稗~基準の全。面改訂を含めた期

間器準の改訂及び補導種目の転換が行われて

いるのである。これらの基準の喰正内容につ

いては2立以持に4おいて分軒することとして、

ここでは「技龍の開準」について若干分析し

てみよう。 「技能の標準Jの慰問は、 f職業

補導は産業界の要求する技能寝度を明確にし、

これを目標に議II練安実諾することによって効

率的な成畏が期せられるのである。そのため

各捕導種詰ZIJIこ捕母技能標準が制定され在け

ればならないっ Jとしていた申控能的自螺は、
第2期において強築工だけに設定されていた

が、韓築工の自擦の金鍾改訂を含め、カリキ

ュラム慕準の完成した種目全てについて新設

されたむその目標設定の方法及び項目数を整

理すると、 I-4表、 1...,.. 5査の釦〈、極め

て多様な実態を示している。この多犠牲は、

今日の「教科編成指噂要領jの「教科標準J

の設定におげる画一性と嬬めて対称的で島る。

とのことは、当初の呂額設定において、職種

の特徴｛こ合せた11法で白蜜を設定したものと
窺えるのである。

一方、事業内議i鞭のカリキ且ラム基準は、

昭和26年4丹の省令教正〈令第8号〉によ

る指定技能職種の l2 0職種への拡大に基き、

1 ""--0長菌揮設定次充ZJJ補導種回数

同年 5 月 iこ「左官J が「左lf~［j になったの

を鞍けば全てi可じ名称の l2 0職種の教習事

境を告示（第9号）したことによりスタート

したu この 12 0職種への拡大i立、 「産業の

再建、費易の握興ということが我が閣の経済

自立体制の穫立にとって必要不可欠の要件で

ある，..……加之、米関のf後進地域開発援

助計額』め発表並びに其体化等、我が関の内

外の諸靖勢は、設能者の義成の強力なる撤進

を要求している。…...陣リその結果、従来の

指定技能47技能職種を以てしては、その範

癌が狭ますぎ、叉産業の実情に即さないJ
〈文献『 17 J 3巻5号21貰〉ために追加

されたのであった。

この昭和26年の改正は職種の拡大と問時

にカリキュヲム基準上の大きな変化として、

当初にあった「最抵摂度を示すJという規定

が期除された点であるが、この点については

第31撃で詳述したい。

第3期におけるカリキュラム基準の整備は

以上のように実擁されたのであるが、これを

一覧表に整理すると 1-6表のようにflる。

震に述べたように、第3贈のカ Pキュラム基

準i立、朝鮮戦争を境にして、公共事II親、事業

内訓練とも次第に重化学工業関連の技極者の

養成が強化されてきたと言える。この傾向は

唱和26年草月の産業教育法の公布にも見ら

れるように、教育事j疲全般への社会的な要求

区分 目標設定の次元 種間数 代表種目

技実門専
専門知識、実技とも直接端分fとして程標設定 事 ラジオ組立

専門知識は直接、実技は科註〈内容）別に細分北 2 経理事務
}]q 
実技は車接、専門知識は科目〈内容〉別に細分化 1 4 建 築γ知

議議 専門知識、実技とも持罫〈内容）加に細分化 7 電 エ定と
専門知識の一部と実技をコース加に討標設定 1 機 械

日

のt 一般的知識、専門知議及び実技別iこ設定 1 電気機器

分両日 内容別に専門知識と実技の目標を設定 水産加工
({) 
技能水準加に専門知識と実技の自擦を設定 l 無融通信

額龍
全く分頚せずに直接細分化して自壊設定 1 油 訳
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1-5褒 自標設定項目教の特熟顧問

項語教の特設 鶴田名 専門知識項話教 実接項目数

専門知識最大 屯 了” 6 4 2 0 

専門知識設小 経理事務 7 I 0 

実技最大 水産加工 6 3 6 9 

2 6 5 

礎技故小 木船 1 0 5 

活版印崩 1 6 5 

平均〈注） 一 2 3.8 1 8.5 

（注）通訳科は全部で9項自であるが除外

1-6表 第3期完成カリキユラム基準の耕糠期間別職種数

経営訓練 S.26.5.4 S.27. 5. 28 S.27, 9. 20 S.28. 5. 1 cs. 31年梯位。 S.33. 7. 1 
主体別期間告錦 9号告欝 9号 f職業補導提襲J告第 S号 f職業繍導基準』 令第16号

4丹 2 1 

品，λ'¥._ 5月 1 基

6 JS 9 1 8(5) 
礎
1 4 

共 7月 1 

9 .13 3 :ill! 

事II 1 0月 3 韓

1月 1 7 3 4 (4) 5 9 

錬
1年

専説i〈桟2)

門事草 1 8 

事業内 3年 1 1 4 I 1 5 1 I 8 1 1 8 

語i練 4年 6 6 6 6 

〈控 1）カッコ内は夜間職業補塁手で外数である。但し内容は末見であるc

〈註2）これは f基礎訴練j修了者が受講の対象にえまっている〈昭和33年7丹
5日職発第53 5号通達〉。

であったe しかし、その産業教膏法は、学校

以外の産業教育・職業教育をその対象から除

外したため、その後職業主II蹄は職業訓練の独

自牲を強輯せざるを得なくなったいそれまで

の学校教育と職業lVll蝶との協調関俸は、問え

ば昭和23年2月l6自の職業安定局長通達

において‘ 「文部省叉は惇生省所管の施設に

おいて職業補導が行われる喝合において、そ

の補導韻語が労働市鳴の＇JI;要に請合し旦っそ

の通営が職業安定時長の定める基棋に合致す

るときは、職業補導擁設として鋪朗金変什の

対撃とすることができるJとし、更に「職一業

補導所は学校教膏法………第83条の各議

学校として間接の通用を受けることに立って

いるjと説明していた〈文献f 8 Jl 1巻5

号3l頁）。叉、昭和23年2月27詩の教

脊調新委H会第 l3朗建議によれば、 f労働
者のための控能者義成所、見習工教習i所、組

合学校等の教育施設に対しても・・・…… J 宵

の機会均等の趣旨に基き、持t位串jクレジァト

を与える措n1.を講ずることj と建議していた
〈文献f67,.Hl0高～〉むこのよう仁 !)ii~ 
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碕初j詔iこおいてiまi：議：京Jτ，i

採iま極めて密接であつたと言えるt しかし、

昭和2:3年7月28告の「労働者数宥に関す

る文部古（社会まま吉見〉、。労勘右〈労政埼）

了解事担についてj通達以降、この通達が技

部教育について全く ι及していなかったのに
もかかわらず i文献『 68』38頁～〉、
昭和 24年5丹の職業安定法中改正〈法第

8 8号〉にて「学較における職業教曹との長

粧を避けえ泣ければ主らない官 Jと追加し、珂

者の罷1における段務教背に－：織が婦され、

「相互協力Jは特定の範留に較られたのであ

った。つまり、 「相互協力jとは新しい務的

投稿教育としてではな〈、各々の内実iこ手を

加えることえまく、高佐教育機会の払大及ひ胃

タ年の二重学習負担の軽減という「技能連携

制度jに制度化されたのであった（文献f

7 7 JJ）。

職業調諌におItる熟練工的技能者設戒は、

一公共訓練と事業内調蘇の連構としても要請さ

札た m それは、昭和29年413の技能者Yi成

審議会事中における、 r捕導内脅を・・・・“
f教習事項の基準』に関連付け得るように調

整すること。 Jとした替申であり、これを受

けて苅年8月の技能者義成規程中改正（令第

1 4号〉において、補導所修了生に技能者i案

成の教習事噴を控除できることを規定した丹

であったむ更に進んで、：公共謀II錬と事業内誠

練の二本立て寵lffiに対する統合要求となって

それは強まったわ期'ti、昭和27年5J3の技

・能者譲斌審議会許申により、技能者擁戒に関

する弔独法の制定要望に始ま哲、昭和29年

4月の間帯議会の再症にわたる答申、又、昭

和3l年9月の日本海工会議所、同年1l月

の日本経哲者連盟等の経清団体等からの控議

等にそれは表れていた（文蛾f83』審黙〉む

このような要望の下で昭和 32年 1月、既に

昭和28 ＇~よ 9設立されていた総合職業補導

所における補帯内容を技能者長戒境躍におけ

る教習事項に指定する〈告第 1号）ことによ

り、実質的に会共謀i掠と事案内調練のカリキ

ュラムの同質性を合けにし、カリキュラム基

準の時期庇分は次の第4期を通えるのであるo

i時iこ、 fill年同丹にi器業主II融審議窓をii:J:!ftす

る:EJfl令（第 1号〉を公布し、この審議窓を母

体として職業訓練訟が誕生することは掲知の

通丹であるむこのような経過より明らかなよ

うに、職業翻締法は、社会的要求から見ても、

叉、統計図表iこ見るように実態的嬰求から見

ても、正iこ熱藤絞能者の義成という要望の延

長隷上iニ成立したと言えようcこのことは、

失業対議審議会が昭和30年4月に f新規労

勘力のごく一部を臨定的な方法による職菜吸補

選手の対撃としている現状j （文献『 69 .Jl 

7 5 7頁〉であると危其者表明していたこと

iこも真つeけられる。そのため、駐寝軍離職者、

石炭鉱離職者等を対室長にした夜間職業補導を

昭和29年より鵠始したのであった。一方、

事業内議II蘇1こ対しては、昭和27年9月の技

能者共間接成費補助金空付規龍告最〈構2む

号） lこよち、昭和28年度より事業内共同訓

練に対する財政的援助制壁が確立したのであ

るが、拘故か昭和29年度をピークとして

その後の技能者長成実施事業所は減少し始め

たのであった官

この慣の行政組識を見ると、上述のように

拡大する職業調蔵施墳の下で、時の行政整理

仁関連し、文、 T.W.I，の普及が一段議し

たとともあ9昭和3I年8月に輩督審議｜続課

は轄止され、；記の職業補導課に統合されたの

であったc労鏑基準局においても同様に、技

能諜は給与謀と統合され描利識となり、技能

審議成だけを所掌する主管課はなくなったo

そして、職業補導課は職業alll親訟の制定と問

時に職業譲ll練部に昇格し、この中に揺利諜が

所掌していた技能者義成関採の事務を許せて

引き継ぎ、この中に菅理課と指議事識を設援し

たのであった。更に昭和34年4月には技能

検定課を増設し、 「調練と検定jの体舗が曜

立したのであった。

共験業i~（j鞭を実施する施設を一般職芸JU!f.車所ー

と総合職業品fl練所に分け、！！ff者では「基礎的

な技能に関する職業iilll続Jを、後者では「専

門的な技能に関する純~訓練」を行うことと

し、その実擁は「教科、訓練期間、設臨その

他の事項にi屯する労働宇i令で定める基準iこ従

って行われ立ければtt.らない母 j 〈塘 lG条）
としていたu 同様に事業内職業譲｜離に関する

犠離も、ヴ~·掛世i令で定めるとしていた〈第

I ・1条）悟 T冊W.I.を含めたこれらの1tl!l鯨
体系を渋谷職業詰JI韓部長が撃墜したのが 1-

1国である。この＆）I練法は7月に範行されたが、

職業訓｜観法擁行揖関（以下 f施行規期Jと略

す）において、 「基礎的な技能iこ関する職芸

品繊の基準jを別表第叫に、 f専門的な技能
に捕する鞍業調続的基埠；Jを別表構21こ、そ

してわJi:業内職業訓練の法準Jを別表第3に

定めることを現定したのであったむその f事

業内職業認i練のj長特定は事従来の段能者英成視

程iこ乱：く教習事項め基準きとおおむねとう議し

たものj ( 7月18発it設第 1l 6号通達、文

献rsnであるとしていたが、 f備考J（，乃改

1-1菌 戦築制練の体系〈部分〉

背
景君

主

iff.Pi' X.Jll斡：：
¥M T.P) ! 

正を除けば、昭和2思年5月の告示内容と全

く同ーであった（ 1,-6,J記事情）。また、

f公共i訟業訓練の基車jについては、従来、

闘将によ号差異のあった悲ヰの枠組み安職縄

問で統一した高司存在現定したが、 「従読の職

業補導ι拡司tl!こよ号既にaJll粧が実施されている

ので、従員IJの担当立によって適用して差交えな

いj (7月5Fl 職発第.53 5号通達）として

いたりこれらの ·J~から明もかなように、調練

法擁行後のカリキュラムJ様車は、昭和33年

の施行境問に現恕された基準よ号も、次の昭

和34年の施行規期改正に革命〈基散がより議

；曹にえまるめである3 即ち、 33 {f.路行境期中

の装棋は、詑前の基準を「暫定的にこれを定

め、法議行後中央執業謂！練事議会的J還を経て

本格的職業蔀j練基撃を設定するものとする凸 j

(5月26日瞬発第41 6号通達〉としてい

たのである片

そこで、 f労i勤者においては、 4111競革準の

験討資料とするため、昭和32年5月都道帯

県常鵠基準局、日本経営者団体連盟、日本鵡

工会議所等を通じ、業界の要望を調査してい

.. ~ 
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これまで公共職業掛端と事業内における技

能者義戒は、義母興った讃拠法令に基づき突

擁されてきたが、両者を統合した臨業諦i練法
が昭和33年－5 fltこ会布された。この法揮で

は第2章に公共職業調鯨を、第3草に事業内

職業ぷIf舗を規定したのであった昌そして、公
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たのであるが、奇パー－－－一これらの嬰望を土台

に、業界の実情によ9そうよう、かっ、訓練

内容の充実を期するために、…...…昨年9

.R 2日付労働者発第14 5号をもって芳働大

震から中央騒業譲＂掠蕃議会（会長内部俊一教

授）に諮問がなされたのであるJ 〈文献F
l 5 JI 1巻3号9頁） 0 この諮問に対し、中

郡審は昭和34ギ3月4誌に「職業諜績の基
準iこ関する審申jを労髄大笹宛に答申した

〈文獣ri84J}743貰～〉。この容申は、

第4期のカリキュラム基準の体系に極わめて

大き老齢曹をそFえているので、その内容を先

ず分析して箆たい。その答申の内容は前文が

あ号、本文としては

1. 職業調練の曽標

2. 部i蘇職種

3. 教科科爵

4. 訓練時間

5. 訓練期間

6‘設鱗

7. その他

B. 法第 I2条の規定による市町村等の行う

職業郡藤の基準

の8j!震より成っていた。先ず、前文では上述

のように「工業その強の産業に必要とする技

能労鋤者を養成確保するためJに検討したと
と等を述べている。次iこ特iこ本稿に関連して

重要な 1～5章を紹介Lておく。

1. 職業訓練の自壊

職業識鯨の基－準を定めるにあたっては、

先ず、職業譲ill練の種類別に訓練内容を考え

るための指針とするとともに各訓練相互の

関連を保持するため、次の如意訓練目標に

よるととが適切であると考える。

( 1）基礎的な技能に関する公共職業訓練

無投能労酪者に麗用締f蕗を付J与する器

産の技酷及び知識を耕輔するとともに産

業人としての白露を得させる。

(2} 専門的な技能に関する公共職業譲I！練

重軽技能労鴎者；こ襲用締植を付与する課

長をの技能及び知識さと調緯し、更に、技能

労働者として通話従事すべき作業にかか

る技能設び知識を調轄するとともに、農

業人としでの自究会得させる羽

(3) 夜間その龍特別の時期において訓練を

行う公共職業譲！！韓〈以下「定時舗公共職

難訓練jという〉

燕技能労梯者に対して属用縮績を付与

する恕度において、当競職種の中核的作

業にかかる技能及び知識を訓練するとと

もに、産業人としての自覚を得させる。

また、麗用労働者として必要な限度にお

ける技能及び知識を髄えた者に対して、

離用緬i穫を高める程度において当該職種
の中骸的作業にかかる技能及び知識を欝i

鯨するとともに量産業入としての自覚を得

させる。

(4) 事業内職襲調練

技能労働者として通官従事すべき作業

にかかる技能及び知識を訓錬するととも

に、産業人としての自覚を持させるG

2. 訓諌職種

訓練鞍謹は、合共職業部i蘇及び事業内職

業車If.錬を通じ、~の各号iこ鞍当するものを

選定すべきである。

（イ）技能が主体となるものであるとと。

（吋作業に従事させて訓練を行うことので

きるものであること。

十す技能を習得するのに、関連する知識の

教習を必要とするものであること。

また、職業部！醸の種額別方針は次による

ととが適切であると考える。

(1）基礎的立技能に関する公共職業部！韓

原期として、鉱工業、建設業、連輸

通信業等第2次産業における職額であ

って、技能の翠得に90 0時間以上の

訓練を必要とするもので、労梯市場に

おいて需要が多く、かっ、訓練擁設の

可能なものであること。

なお、農林水産業第1故及び商業そ

の他のサーピス業等第3次産業におけ

る職種については麗用対壊の弼から必

饗な職種について選定すべきである。

{2) 専門的立技能tこ関する公共職業訓蘇

原闘として第2次産業における職槌

であって、設能の習得iと3.60 0時間

の訓練を必要とするもので、労！轟市場

において諒要が多く、かつ、訓練施設

の可能なものであること。

｛討定時額公共職業訓練

課員4として壊2決i!t業における職種
であって、技能の習得に 30 0時間以

上45 0時間以内で早期に調練ができ、

労働市場において端要が多く、かつ、

謝獄範設の可能なものであることn

なお、第I次及び第3次産業におけ

る職韻については雇用対策の函から必

要な職積について選定すべきである申

（計 事業内職業訓練

車則として第2次産業における職種

で品って、技龍の管得に、 3,60 0時

間以上の諸j練を必要とするものについ

て、できるだけ網躍的に選定すべきで

ある。
3. 教科科自

教科科目は次のとお9に大草ljすべきであ

ると考える。

I 学科

( 1) 普通学科

(2）専門学科

n 実技
( 1) 基本実習

(2) 蕗用実習

（イ｝ 普通学科は労舗を中心に講i蝶生の人格

形成に必要とする人文科学的教義に関す

るもの、及び専門学科の習得上基騒とな

るものとし、その境白は次にかかげるも

のが適当と考える。

社会

体育

数学

物理

北学

実用外嗣語

国語

経営大要

経営大要の内容は、工場組棒、職場揖

棒、工程管理、作業者理、資材管理、工

具管理、品質管理、！京踊詰拝、簿記、労

働安全、労働韓jtj ：＇~1Jll続生が儲する工業

その抱の分野の極詩的構造投びその社会

的意義を理解させ、また、その分野にお

~24-

ける運営や管鰻に品要な知識を与えるも

のとすべきである司

普通学科は、これを設ける趣旨から考

えて、公共職業訓練の場合は、右の噴詩

の＊から、当該職輯に関誌深いものにつ

いて定め、事業内職業譲q蘇の場合は、体

育を脅めて絞底4項話を事業主に選択さ

せるようにするのが適当である。

｛吋専門学科は礎技の習得に必要な知識を

与え、作業に対する総合的分析的思考能

力を語長せしめんとするものであるから、

当該職種に必要なものについて定め必ず

教えなければえまらないこととすべきであ

るの

十守寝技は基本実習と臨用実習iこ分付、基

本実習においては生産作業の車種とえまる

単純な作業について教え、正凋実習におい

ては基本実習において習持した作業の集

成総合された実穂生態作業において誠嬢

し、段階をふんで組紐的系統的に技能を

習得させるべきである。

以上の教科科討の内容については、公

共職業ftlll績の場合は全蝿的に水準を維持

させるため、これを定める必要があると

考えるが、事業内職業蔀i練の場合は、企

業の実情に応じ必要とする程震に企業が

定めるべきもので、躍が画一的に定める

べきものではえまいと考える口

キ訓練時間

調i続時間は、 l8 7時間〈士羅臼は3時

間〉、 1週38時間、 1月4潤の算定基礎

によ 9年間 1,8 0 0時間とし、 1単位調練

時間は原則として50分とするのが適当で

あるむ

公共職業設II続については、教科の科目別

に訓練時間の標準を定め、科目の項目別に

は、地域的事前を勘業Lて都道府県叉は労

掛福祉事業部に定めさせるのが安当と考え

る。事業内職業ぷ；JI誠については、企業の自

主性をてきるだけ尊重し、企業が要求する

程重lこ応じて定めることのできるよう、年

関総、議！｜牒時！：司とイ芋科の市II轍

み最抵一峠準を定めることが妥j当と考えるひ

教科の件日野lj~~ll練時間を定めるにあたパ
也
事
象
ヤ
Ar
－－秘臭事－覚寺
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て辻、職種ごとに、教科の内容および京、

訓練内運詩の点辛苦勧索すべきであるつ

5. 訓練期間

基礎的立技能子関する公共職業1Yll輔の訓

練期klJi:t次のと乞りとすることが適当と考

えるむ

（イ） 訓練に9oq時間を必要とするものは
6月

｛ロ） WI！締に 1,8 0 0時間を必要とするもの

は1事

専門的な技能に［渇する公共職業訓練の道II

謀期間は 2年を適当と考える。

定時髄公共職業＆11醸のtiill線期間は訟のと

お号とすることが適当と考えるリ

｛イ｝ 識i績に 30 0時間を必要とするものは

2丹以上1年以内

｛ロ｝ ~u東に 4 5 0時間色品要とするものは

3月以上1年以内

事業内職業調糠の議i輯期間Hま決のとおり

とすることが適当と考える由

（イ） ,ill！練に設抵 3;6 0 0時闘志必要とする

ものは2年

｛ロ｝ ,1111錬に誌抵5,40 f)時間を必要とする

ものは 3年

えまお~II練期間内に謂1諌生が滑定的J}il鯨を

終了することが悶難である場合に擦り、 1

年を結えない範関内で延長することができ

るとする境行基準は妥 ~'.i と考えるG

以上の接申の内轄の特散を指錦すると、次

の5点が特iこ重要であろう。その第 2点は、

品業;1lil輯iを種類号ijに品定することとし、公共

訓練の3碕顧と事案内JJll棟を合せた4誌類を

提却したととである。しかし、答申の別添と

して出された「調練験結別職業制捜の基準J

が不明なため、上記の「基礎＆Ill.締Jとf定碍

翻公共職業九:111粧j との型J連tこつL、1て拭分ら屯

" 
装呼lでは、後者は稿者の枠組みの中に樹度化

されたのであったG 父、公共調練の場合、い

ずれの韓類も無技能労劫者を対象にしている

ことが在日されるa 従来、公共職業補導は、

一翻して f求職者Jを対象としてきためであ

り、 f無技能労鋤者jiこ「求職者Jが含まれ
るとしても、！詩文の「技能労話事者を義成確i最

するためjの方針が表れたものと競える寸吏

iこ、定時制訓練の場合は、 f雇用労働者Jを

も対象にしており、これは f訴｜鯨の目標Jで
は今日の下向上訓練Jをイメージできる説明

とまってお号、職業譲｜鯨法で「追加議i練等J

が事案内議i離の枠組みに一入っているζととの

関連が定かでないと言えよう。

その窮2点は、教科詩の枠組みを訓練の種

競iこ関謀なく統一的に艶記したことである。

そして、普通学科については社会以下8科目

を例示し、公共Wil練の場合は職離に掲保深い

ものを定めること、事業内調l棟の場合は8科

目の中よ 9体育を含めて4科目を選択させる

ことを捷起したのであった。このことは、カ

リキュラム基準の統合住に向けての大きな第

H長であ号、昭和4r.1年の基準覗正の踏み台

になったと言えようや

その第3点iま、上の形式的統脅化に反し、

新たに制定した問ーの時業訓練法下において

もなお、公共舗蝶と事業向調鱒との差異を従

来通9追認した点である。その議異は、上記

2の普通学科目の選択基準、教科註の内替、

及び教科自の調練時開設定に関する磁の関与

等に表われているE 特に＇jf薬局内議II醸の場合、

企業時の差異を認めたととは、従来のF技能

審議成指導員指導~J 』を発行していたことか
らも大巾な後退と言える。このことは職業m11

輔の営みの「おおやけ性Jiこ対する問題、中

でも蔀i繰：生の謝続格7後の社会的探障を弱め

る問題を桟すことになったと雷えよう t

第4点は、公共の専門調練については2羊

；棋の方針を出したことである。このことは、

公共調鞍における諜練期間の－，~きの民間化と
なり、初めて 1:V-1止との調U！支になったのであ
るc そして、この 21手指jの専r~J&tl績は、新規

中卒者によって後期中等教育機閣のーっと位

罷づけられたが、高校進学事が高まるにつれ

必然的に入訴事は7碕I.かしたのであった。

以上のような器準に関する新たな改訂方針

が、ぽぽそのまま 3月 l6誌の施行規制中改

正（令第8号〉によって公布されたのであっ

た。ここで初めて、公共ー事業内の訓練基準

が停に省令lこH 格上げ蹄されて公布されたの

で為るれ

手、

1-2簡 昭和34年基準の訓練体系（高容は訓練期間を表わすれ）

へ
業

内

部i

専門訓練

練

r－申判明叫叫1

1定時制調練i
基礎蔀i錬 一－， ~ 

主として中卒者

，..－棚田畑同時田！鴨時開閉昨3

: 失業者 ： 
L，軍曹－ーー自由自由町四』

〈注］ ）再調練及びT.W~ I.謝鰻等の選fl鞍を除〈。
〈注2）昭和33 年：基準では「専門調諜J は l~であり、主として「基鶴
訓練jからの鶴子主主を対象に認定していた。詰って、第 l年次の

J.111鶴は拐i外境定である。
Ctl: 3) 「専門議II練jが実態として蛤まるのは昭和35年からであるむ

この時の~II離種頼関の時速を繋理すると 1-

2植のようになる、

求験者のための訓練は先に触れたように、

定時髄謝轍が従来の夜間職業補専攻び駐母軍

離職者に対する語講等を引き継いだのであっ

たが、この定時制訓練の拡大という方読で進

んできたe その拡大i立、昭和35 

年3J:Jの施行境期中改正で、それまでrsヶ
月Jであった職種に 22織強を加えた 37職

誼全てを f6月以上1年以下Jの蔀牒繍替にし

たことから始まった、この雛和変更は、当政

！~京極の語II棟が「夜間その地特別の時期におい

ても実捕できるように記怠j 〈文棋ri s JJ 
2；岳4号11頁）した結袈・であったg このよ

うなよ 9長期の定時制調輯Hま、昭和37 Sf及

v: 3 8年にも制定されたが、より I長饗な制度
は、崩事138年4月の擁行境問中改正〈令第

8号〉であるn このl&iEI土、到来 1の城韻の

中から選んで、いくつかの学科目に丸印を鮒

しもこの科目は受講者の年令職業経験を判断

して諮略できるとしたのであった百これと持

時iこ2- l 0去にぷす「転騒JI!輯i対奇襲戦績j
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を指定したことによって、 「転職，i/ll輯uのカ
リキュラムl定準が曜立したと言えるのでJちる。

ところで、この頃迄の全補碍所入所生に占

める「求職者Jの中の H 純”求職者はどの〈

らいであろうかJ これらの「失業者J等を予

想し得るヂータが l- 7表であるむ去のよう

に、家壌を抱えた求職者、品るいは失業保積

等の手当で生討を立てている描導生は少い、

このことは、失業対筑としての職業補器が充

分に機能していなかったことを示すものと言

えよう。そこで失業者に対する訓練の受講機

会を保叫するために、失業保険金の受給期間

をよ号長期iこ交給可能とする対読等が構じら

れたリそれは昭和35年3月3I自の失業保

険法中改正における 1ヶ年迄F F給昨日教の

J:.i1員j措抗であり、昭和38年8月1日の改

正における「技能習得手当j及び f苦手街手当J

の交拾であったョしかしこれらの改善は、

≪ f~：かな社会静に詰る中での保障であり、真

にその時障をd耳、要としていた持期よりも大き

く遅れたと瓦わざるを得lまし～しかし、前ぷ

のように、昭和38；ドの基本改正によ灼
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組事E <4 4ま 掛さご

輸業補導入所者の生活状況

年読〈詑 1), 
調査対 生活保護による 失業保検に

世帯主〈控4)
dベ 象 者数 生活者〈控 3) よる生活者

〈昭和〉 入 数 人数 比率 人数 比率 人数 比率
（需〉 〈部） 〈弾）

2 4年（1:) 6,5 0 7 6 9 l. 1 2 l 3 3.3 3 4 l 5.2 
2 5年（下） I 6, 8 8 4 2 8 2 l, 7 l, 0 1 3 6.0 6 1 7 3. 7 

2 6年 2 2,4 0 7 2 9 0 1. 3 1, 5 9 6 7. 1 8 2 2 3. 7 
2 7年 2 8.2 9 4 2 7 9 1. 0 2,7 0 1 9.5 l, 1 2 5 4”。
2 8年 2 7, 7 2 2 4 2 3 l. 5 2,4 9 7 乱。 1, 1 7 8 4.2 
2 9年〈法2) 2 5,8 1 5 5 3 8 2.1 2,2 I 2 8.6 l, 0 6 7 4. 1 
3 0年 2 8,6 3 3 4 8 4 1. 7 1, 7 7 3 6.2 1, 5 2 2 5.3 

3 I年 3 2,0 I 7 5 0 1 1. 6 1, 7 9 8 5.6 l, 7 0 6 5‘3 
3 2年 3 4. 3 3 1 6 0 8 l. 8 2,0 8 9 6. 1 2,5 7 3 7. 5 
3 3 ~年 3 4,4 6 4 6 0 6 1.8 2,l 1 6 ιI 2,4 2 8 7. 0 
3 4年 3 5, 4 0 6 5 0 7 1.4 2, l 3 5 6.0 一 一

1…7袈

（詑1) （上〉とは上半期のみ、 （下）とは下半期のみの統計である凸

（説2) 2 9年産よち総合職業補導所生及lf身体障害者を食む刊 ~ 
〈控 3) 2 9 年［［£ よ t)~業保検受給の併給者を含むQ
Ci主4) 2 9年輩よち「主たる家計の担当者JとえEる。
出典文献Ir9 Jより作戒
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対する養成調練の拡充強化Jを打ち出し、一
方「職業較挽JQ練期間中の所持掠障の措置等

の強化を轍討する，必要Jを認めたのであった。
即ち、上の決定は、 「語、戒詩II諌jの文書の定

着を先導すると同時に、 「職業転挽訓練jの

再認識のr必要性を強調したのであったQ 後者

については、 34年の基準改正と相前後して

公事された「駐留軍離職者臨時措位法（昭和

3 3年5月） J及び「炭拡離織者臨時措！1空法

〈昭和34年 12月） j等に見られる署長離職

者対荒としてばか9でなく、技能労働力の不
足解消のため、これらの転職識鯨を組織する

上でも垂要でSらったのである。このことま、

「昭和35年度職業iill!蟻行政臥ゴ頃J (5 

月4司鞍発第41 7号通達、文献ff'1 5 .J1 2 

職者のためのカリキュラム基準が33：革法下

に明確に位符づいたのであった司

その後の詳繍iま第2意に譲るとして第4期

のカリキュラム基準の変造語をまとめると、 1

-8・夫のようになるu との表で、擁行規制の

別表の全面改正は、~~ 4年を欝1同とすれば・、

3 7年が2回目、艇用対策法擁訂後の 42年

が3副討であるが、その3＠）自は尉表1及び

2だけでJちり、その般に上述の38年の到来
1だけ、 41年の到来3だけの企画教正があ

ったむしかし、より担本的な改正は次の第5

期の新職業誹i舗法下！こ入つての改正である。

以上のようなカリキュヲム詰準が変型した

第4期の職業訓練をと 9ま〈社会的情勢とし

て、先ず第uこ：挙げtiければならない政法は、

~29-

榔
∞

i
F

巻6号50頁〉は次のよう4こ述べている。

「公共職業訓練に課せられた、新境労揚力に

対する義成調錬と境存労働力に対する転職事II

鱗との二つの梗命を再認認し、特に後者につ
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昭和35年 I2丹の F閤民丹号待倍増討函jの
I埠議決定であろうa この.H・i面は昭和30年の
「経済！3立5ヶ年計指Jを引き君主ぎ発履させ

たものであったが、この中で f訴境労f動力に



いては最近における炭鉱離職者調球を試金石

とし、今｛去における企業の合理北、貿易岳由

化の進展等告考癒して、その比重を高め、も

って苛揚力の産業u請における勺移動の円滑化を
図るものとする。J

しかし、この墳に「英成副II練J及lfF転職

謂！輯uの基準が明戦でなかったのは前述の通
りである守その基準設定に大きな要調となっ

たのが掴民所持倍噌計謝の訓練問題をよりシ

ャープiこ打ち出した、昭和 ~i g年1iiの経済

審議会の「人的能力政識に持する答申jであ

る（文献Ir5 5 J）。この答申においては、

容中の基礎資料として作成された蓮或Jiil蝶分

科会報告と併せ、 「転職訓練の充実Jを掲げ、
訓練内容、 J)IJ鞭期間等の検討の品要性を強調

したのであったむその検討の結果が、昭和

3 8年4月の施行規期中改正〈令第S号）だ

と言えるのである申叉、転職諒i練期間中のf~Q

線全の生活i!i障ま考L悲し、話i練生の失業保険
受給詩格の鰻偶恕置として、昭和 35年3月

に失業探険法を喰正し〈法第 18号〉、 「会

共職業詩i鶴iを受ける場合における給付日教の

延長」を境定して、従来Jtll樺生であっても失

業保険の給付期間が6ヶ月を限成としていた

のをr1年の期間j迄延長できることとした
のであったG この給付詰肢の延長は、求職者

に対する調融であっても 従来のように程期

間で訓練すべきだとする原剥と詰全〈異った

方針を公けにしたと言える。

第4期における 3番Bの重要な政讃は、昭

乾1'4］年7巧21日の記用対策法の公布であ

る。この法は、それまでの炭鉱離鞍者説fl輔、

あるいは駐留軍離職者説ti鏡等の特定の転離職

者を対象とした；~Ill轄とは異り、→空の怒号離職

者を対宗と;Jll躍を要に拡充強化することとな

ったのであるo即ち、雇用対叢法と械業Jll繰

法とは互に両輸の投割を担うことを賜持され

たが、このことが、折からの技能者不足の解

前壌であったのは吉うまでもないことで‘あっ

た丹この法の公事と同じ日に通達”を発し〈発

rill!第 l3 9号〉、先に出されていた「転職調

諜推進要領j等の諸埼艇を統合改正し、職業

転説訓練の詰極的な推進をHト；〉たのであった。

ごめ要誠によって、先に指定していた f転職

itlll練対襲戦犠jとして、 2月以上 i年以下8職

種、 3斥以上1年以下・l9職種、 6月以上1

年以下 34臨舗、 9月以上 1年以下2職組現

び1年32i!議舗、合計50職種を拡大指定し

たのであった。この時の教科目を消略できる

暗輸と先の通達の「転職~I練対象臓誼j との

i埼係は 2-1 0表の通りであるロそして翌年

3丹に雇用対策法施行に合せた擁打提期を改

正したのであったが、時間配分の改正を除き

カリキュラム基準土の大きな変化は在かった。

以上のような第4期における求職者を対象

とした訓練の整備と餅行して、在職者を対象

とした説i練：の持系も次第に盤い始めた。却も

昭和35年3月24日に中諌i審：iま「技術革新

に辞う企業内の再選11鯨についてjを答申した

ことがその本絡的な悼系fとの始まりであった。

この答申を具体北するために、労鱒省は 8月

3自に「再説II鞭推進要領J 〈験発第73 3号

通達別紙〉を発し、再認l繰の公共謀ll練校への

指示と事業所への勧奨を行ったのであった帯

住職芳働者に対する訓練は、其の議昭和4l 

年 6~ には通詰訓練：を、同 9 月 iこは生産技能

講mを開始し更に多様えま方法が単織されたの
であるp このよう急拡大によって、それまで

す.W.I.を中心とした監暫者に対する耕韓

から本来の在職'!li・醐者の謂i練が整輔されたの

であるが、詳しくは 2章にゆずワたい。

以上のように、第4J笥は議成誹i韓、事去職訓
練及lf再調練という大き者対象者別の分嬬に

よるlJll擦が分化＊定者するようになったので

あるが、荷重経済成長下での技術革新、高校

進学率の向上、技能労働者の不足等の状況の

下で、職業調練は新たな理；まに基づ〈総合的

な体系化が望まれたのでSらったむこの期待に

対し、中毒ll事は昭和43年1FJ r今後の職業
訓練鶴度のあり方についてJを答申し、この

芥申iこ基づいて、新W!I諌法が昭和4・1年に誕

生したことは周知の通9である。このように

拡大してきた第4矧の職業調練を交えてきた

持政組織における軍要な改正は、先ず欝lに

昭和32年7月の労掛福祉事業聞の誕生を挙

げねばならないむこの事業団は、それまで都

道府県に運営が委ねられていた総合職業補導

所を引き継ぎ、その経営に当ったのであった。
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輸業itlll棋が拡大し、散化学工業関保織識が重

視され‘とれらが全開的立労i効力政策の中に

組み込まれる時、全面的に散寂している総合

職業補導所を統括することになヮたのは、そ

れまで地誠の特色を生かすことを提携してい

た方針とは興った広主主的職業謡練の組織とし

て枝問されるc この労掛福祉事業団

から分離独立した鹿用捉進事業団は昭和36 

年7月に誕生した。この事業団は、それまで

の総合職業調麟所を引き継いだばか号でなく、

労織力政議kの記舟間賠に関採する擁護を幅

広く担当することになったのであるc事4期

における行政組鎮の第2に重要な改革は、昭

和38年7月に職業訓練詩に転職語lb練堵が新

設されたことであろう（政務24 1号） 0 こ

の転鞍alll練諌・においては、転鞍ii'lf練（「再就

職が困難な求職者に対してその就職を容易に

させるために行なわれる職業誠獄J）の法事、

助言、教科m・ 教材、援崩事を行うこととし
たのであった。このように、転職訓練諜の新

設が‘ややもすれば求職者に対する掛蘇が手

請になちかねえEい体制を立て鹿す上での大き

な投割を演じたことは、既に行誌で明ちかに

した通りである。しかし、昭和 41年に睡用

対策訟が範行されると前述のように峨業調諌

の再編成が期待され、転職訓練謀は翌年§丹

に役割を耕えて縄11:され、決の調練政壊を立

案すベくall撤政境課が設置されたのであったり

このようにして、次の第5踏の行政組織の体

制は整ったのである。

第5（擁立〉期

義成語II粧を中心に輔！変化された融業訓練法

が実体的iこ求織者のための転職凋練設び在職

者のための向上訓練を盤縮して〈ると、新た

な矛！首も生れそれを解決するためにも対争者

意！！の各課忍．を調度的にも位読づける必要が生

じてきたJ91Jえば和田は、事業内戦莱di！憾の基

準上の開磁点として、高等学校卒業者を対象

とする職業主IJ練基悲の設定のあ9方等を、公

共調練の法草上の問題点として、専門主II練に

おける第 1年目、部2年；自の議u隷内＇.f干の相進、
日開ーのあり方拝金学ぜていたのであった（文

献rrs 4』26 5頁～〉。このような問届の

解決のために労働大原は昭和42年6月に中

調事に対して、 「最近の労働罷済の変化設び

投稿革新の進展等iこ対応すべき今後の職業調

練制度のあり方について、貴金の立見を問うJ

と諮問したのであったむこの諮問に対し中調

審は、翌年7月「今後の騒業部！練；伊H立のあ争

方についてjを答申した（文献If15Jl10 

巻8号うのその答申は、革論、第 1職業訓練絹

度の背景、第2現行の職業事11額制度の問題点、

第3今後の職業dlll練制度のあり方の 4部構成

に立っているが、本稿に関連して特に重要な

部分を第3語的中よ号訴；iこ紹介しておきたい。

第 3 今後のi詰業高II練；樹疫のあり］J

詩文〈略〉

1. 域私書l練税理の目的及＂｛｝＇草剤の明礎fヒ
〈略〉

2務 職業認II鞍の計画的措進（患者）

3. 事実業fill)騨体系の確立

職業＆II轄の段措的、体系的立実施をi謀るた

め、現行では個々別111JIこ実施されている菌、

都道府県等の行なう峨業訓練及び事業主等の

行なう職業ill！！醸の！弱者を通ずる一昨した体系

建てを行なって、技能労働者がその長い聴業

生活を通じ、必要に応じて段構的iこ言hi捺を受

け鞍菜人として完成することに資するように

する品要があるG

(1) 職業訓i練の体系建て

今後の職業訓練の体系辻、

第1に、新視に学校を卒業して制業先活に

就こうとするものに主主し、必要な控能珪び

知識を村与するととにより、投能労働者を

長成する F投成調練」

第2に、技術革新の進展、産業の再編成等

のために新しい民業に就とうとする転離職

者事に均し、その能力の再出発と就臓の提

)ffiを司る「ti§刀再開発訓練Jの2者i二大樹

仁て構成する必要がある己

第3に、技能労i勤者iこ対し、一切出誌の設

能及び、知識を付与することによ号、指導的、

叉は専門的職務への持進を可首長とする［高

j支の訓練J
また以上に餅せて技蔚革新の進輔による

技能及び知識の椋織化等に持越しうる上 ら、
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必要に応じ、各still轍課程に対応した f再議II

練jの課患を設けるべきである。

(2) 耕i練課程の設定

議捜訓練、能力河浦発Wll輯uえび高誼の議II
鯨iこは、次の事嘆に寵J立して、必要なWtl轍

課患を設定する品要子ある。

イ 接成説｜鶴；iこ、訓練自壊、＆II練内拝等

の相違に正；じて、おおむね 2 つの~Ill鱒諜

種〈構えば、ばiま外国のラーナ…シァプ

(Learner ship) 鰯震に対応する一般

的な技能労鱒者を養成する認可謀議韓及び

砥』ま外留めアプレンティスシヌプ

仇pprentic怠 ship）掛度に対応する多

能的な熟練労間者の素地を村与する耕輔

帯援等） Iこ区分すること。

ロ 能力再開発部i練は、品要に誌じ、適

当な説i鯨課程織に箆分すること心

ハ 高度の訓練は、まとして設ill締目標の

相違に定、じて、おおむね3つの講鯨課程

〈例えば、多能的な熟蘇労働者を養成す

る訓練諜設、指導的背普通者の素地を付与

する訓練課程及び専門的労働者の素地を

什与する認II蝶課程等〉北区分することむ

(3) 訓練諜罷の泣詑づけ

各誕繰諜稗は、職業事II離の体系中で相互

に有機的な通関を接持しうるよう、改の諸

点に留意して、その位置づけを行なうこと

が肝要である。

イ 各請僻諜程は、可能主罷9技能被定、

鞍業謝続指導員試験等とその日顎及び内野

について関連を持たせると問時に、勝了者

iこ対しては、特定の弥号叉は賢構を与える

」とa

ロ各議｜練課穫の受講資格は、過去の語II練歴、

職歴等を中心iこしつつもできるだけ弾力的

に定めることとし、学校その悼の教育£111舷

施設の修了者も対象に含めるようにするこ

と。

ハ特定の調蝶諜観の蕗了者が、履修した

illtl練課課に町、じて更に上級の訓練課題に移

行し、：又は各実施主体の間で相互に編入が

可能になるようえE措買を講ずること。

ニ 各議II練：課握の倍了者には、その務了時

に、できるだけ当該職業に！就くために必要

な免許、資絡等を取得させるようにするこ

と。

4. 職業調練＃系の巌開

職業訓練の永続的、効薬的な、発展を期す

るために培、一目した謬It練体系iこ基づき、菌、

都道府県、事業主等関係各閉の間で、その寅

任区分と実施分担を明確にして推進すること

が必要である。 （中略）

(5）特に配意すべき事項

職業訓練体系の接関に当つては、その基

幹的な位慨を占める義成ii!ll謙及び能力再開

発鱗諌の両者を中接とすることとし、その

能~の事項について特に記意する必要があ

る。

イ 高卒者に対する養成訓練を制度的に

薩立して、とれを強力に謹選することo

ロ 従来場子の従事していた技能的職識

で友子に適した訓練職種を開発し、労働

条件、労梯：環境等を整備改馨した上で、

これらの職種に採る女子頼業譲11躍を拡大

強化することo

ハ 身体的、社会的事情等により就臓が

閤難立者に対する職業湖親を可能主噴9

拡大安擁すること。

ユ 語ll練効粟の確保、向上を図るため、

養成,yq練移了時に技能関査を実施し、そ

の合籍者に対しては特定の称号〈剖えt工、

「技能士補J等〉を与える制度を創設す

るとともに、これらの者には省庁所管の

免許、資格等を無試験又は簡易な手続き

で取得できるようにつとめること。

ホ 高度の説！練及び再議If嫌については、

必要な場合は、これを技能被定とも関連

づけて、段階的に定型化するなどの措置

を講じ、その推進を掛ること。

ヘ 能力再謝発話n麟は、労揚力不足時代
における労鱒揺力の有効発揮という新し

い観点から積極的に拡恋すること。

ト 能力再開発議i糠の弾力的運営を関る

ため、 i語、都道暗黙等の職業訓練施設外

で、叉はi適当な事業主等に委託して持な

う等の方式を大幅に採用することc

チ 菌、都道府県、事業主等は、訓練生

の安全衛生、龍躍的課持畏び安心して調
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蝶をうけられるよう；こすること等に格別

の配離を払うこと。

5. 職業議II練の肱大強化のための条件整鱗

〈時〉

6. 訓練内容の充実向上

時代の要請に即応した職業識練の円滑かっ

適正な実施を期待するためには、職業主！！鞭基

準、憲議案通II練指導員、教科古、教材等その内

容の吾方面iこわたって、十分立改善を加え整

織を限ることが不可欠である9

(l）職業訓練基準の改善整舗

今後の職業訓練基準は、調練の客観的水

準の薙降、将来の生産技術の進藤等に対応

しうるよう、次の事項に配立して、明確な

謂！練昌諜を掲げ、かつ、弾力的えま運用が可

能なものとする必要がある。

イ 職業訓練基準の中心となる謡i鞭期間母、

当接調i練の語II腕時壊を達成するために必要

かっ十骨なものとすることo

ロ 高卒者に対する義成訓練の基準i立、高

校において韓慢した教科との関連のもとに、

安技の翠熱に ~｝~を盟くこと q

ハ 中卒者に対する義成Wll聴の主主準は、後
期中等教育の一環としての見地から、基本

的教科を重視すること。

ニ 高震の謂館、及び再調練の基準は、企業

における調棋の必要性に期応し、かっ、そ

の効率的な実擁を促進する観点からこれら

の訓練のうち特に普通性の高いものについ

て、必嬰に応じ定めることとし、なるべく

定時制叉は通詰舗で実施可能なものとする

こと。

ホ 能力再開発訓練の基準は、産業経済の

動向、労鶴市場の実態等に即応し、かつ、

就職促進の見地から実技の留熟に重点をま2

いた強自のものとすること。

(2) 鞍業11111練指塁手品の資質向上と充足確保

（略）

｛司教科吉、教材の整備充実

職業訓練に必要な教科J号、教材を十分に

整儲し、その内容の充実を摺るためには、

民間で作成された優良立教科出をお極的iこ

認定する等の制皮をa；討するとともに、発行

部試の著しく少ない教科苫等については同

が自らこれを作成する品要がある。

(4) その鍛

その的改のような措監を講じて毒II練内事

の向上をi頭る必要がある。

イ 全日;t!J謹i練及び定時税調騨に加えて、

通信網J!ll錬の賞、全両頭にわたる拡充を溜

るため、ラジオ、テレピの活用について検

討すること τ

p 職業部i練に捕する調査、研究機関を拡

充整鱗して轍莱議ii練の科学的、効果的な推

進を図ること。

ハ 文部大箆は、職業諦親基準、教科書、

教材等に関し必要がある場合は、背離大臣

iこ対して、必要な勧告などを行ないうるよ

うiこするとと。

工 技能験定の制新撃嬬〈時〉

8. 倍能尊重気運慣持の確立（埼〉

9. 行政的諜付けの強化〈格〉

以上のような答申を基に、労働省は新訓練

訟の要綱案を作成し、中耕審iこ諮問した。そ

の要繍案はおおttね妥当との答申を受け、国

会に提索されたのであったむその新鞍3英語II練

法案は若干の轄iEを受け、 7月1自に新たな

職業訓練法として公布された〈以下、 44年

法と略す〉。この F新;{Ill練怯は、，u ・...一職

業高II鯨及び技能被定を段階的体系的に行なう

ことにより、『腕と頭』を兼ね備えた城業入

として有為な皆掛者を英成j (7月l8白書II

発第 18 4号通達〉ずることが大きな使命で

あったO その段端的な語II離課程はも次の 1-

9表のように先の中誠事答申に沿って制定さ

れたu

この尉表第1を見れば明らかえEように、出

職業調練法〈以下、 33年まと略す〉下にお

ける公共謀i練と事業内mu練との対応の差がな
くなっているのが大きな訓練諜翠構成上の特

色であるいとのことは、先の答申において、

3 3年法を rr技能者長成』及び『職業補導』
の商制震の色彰の残存jとして強く批判し、

議t事も全く別掘に設定されているので、これ
らの！日由j度の色彩を払拭するようにと答申し

ていたことへの回答だったと設えよう9

このように、 4 4 年法のJll練品患は、~~ 3 
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1-9表新職業部紙法施行規期間表第？（抄）

2頼技能
専修訓練謀農の義成!VI願書を捨ず

士語II隷諌
した者で、その後相当理麗の実

濯
務の経験を有するもの叉はこれ

らと同等以上の技能を有すると

認められる者

監f望書1lf'il! t 職長その他労働者の指蒜監餐の
親謀器 職務に従事しようとする者父母

託事している者

き当謀説錬謀程の調諒手；トに認し、 I 
生謹技能i l 
! 2植の技能検定に合格した者叉 1

訓練諜組j l 
1はとれと同等以，七の技能を有す i

iると認められる者 l 

能力再開ii鉱業転換i鞍粟を転換しようとする者その！
発，~ti緯 ！訓練謀税i地新たな開業にっこうとする者｜

養成~111織、向上調縁若し〈は能 i

Itヰ訓練課i力再開発調諌を受けた者叉はこ j
再訓練 1 l I 

！糧 jれらと！司等以上の技能を有する i

I iと認められる者

（時｝
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年法下のそれと全く異っていた

が、両昔話底下の経過.m:択を 1・-
1 0表iこぶすように範行規則鮒

階第3条において規定していた

のであった。この去に鳴らかな

ように 33 :C手法下の主主趣訓練が、

4 '1年法下の専務訓練課程の長

成語II棋と臨業転換調練課程の能

力再開発議IJ棋とに分離したので

あったoこのことに関連して、

香誠練諜程の議i練目的を止のよ

うに定めていたのである（ I0 

丹la調発第24 8号通達）ヮ
専館事fl蝶諜麗

:j;:として新農学校卒業者を専

務事II練課程対象として、比較的

観期間の語II輯lこよ 9基礎的な技

能を付与するととを呂的とする

もので島ること。

高等車ll擁謀韓

主として新規学校卒業者を対

象として、比較的長期間の調練

により専門的立技能を付与する

ことを目的とするものであることの

職業転担調続課程内

主として転離職者さと対象とし

て、比較的短期間のi1iff諌によ9

基礎的な技能を什年することを

目的とするものであること。

上誌の龍、 「尭戒訓練iこつい

ては高等学校卒業者を対象とし

て調続在行なう場合の装事を設

けるj ( 1 0丹1日発Wll第 27 

号通達〉こととし、この訓練を

f U類j として、範行組問の別

表第2と第3のぷi練基準の中に

明記したのであったo そして、

従来の中心的な課程であった中

卒者の悲棋を fI磁jとしたの

であった由その5類の訓練毘標

iまi額と！斗じであるが、議II輔；期

簡を ij額の半分とし、普通学科

その能の科Rの消時ができるこ

ととして、学絞数寄とのヨn誌を

1-1 0表部！鯨課程の経過措器〈除指導員訓練〉 した.i/ll喋は］ --9表に見る

通り向上訓練と ft｝ ~~I!穣に再

編され、前者は更に 3つのlEJ法の職業 tJ!l膜 新法の騒業譲！紘

諜較に分れている叫 fl{:~郭

3 5年に設けられた科目前

訓練は、後者のi再調騨課穏

基礎的な技能に関する職業識経緯

で、学技教育法による中学位叉

は高等学校を卒業した者父はこ

れらと同等以.l：の学力を有する

と認められる者にjせして行えまう

もの

専修調練課恕の英成Ml麟
に引き離がれていることが

窓える。子正鞄労働者のため

の訓練はこれらの課軽の能、

昭和46年 7月30 8に施

行疑問を改正し、向i二dill鰻

専門的な技能に関する職業~II締
！品等訓練諌程の長成調掛1

叉は認定職業wn鞍
jこ「技能開発ぷII轍謀程jを、

書訓練iこ「技能追加iJll隷諜

毘j設び「技能補習説i続課
麗jをそれぞれ追加したの

であったc しかし、同時に

融業ant諌大学校において行なわ I2級技能士訓練諜寝の向
れる職腫;51J評議櫛通信講賭 ｜上手II練

従来の f再訓練蒜握Jを嬉

職業調練大学校において行なわ j生連出国II練謀胞の向上！
れる生遊技能講FP: I illll様 • 

止したが、これらの課院が

充分整理されずに設定され

たため、 53年法下で再統

基礎的な技能に関する職業訓練 合されるのであったG

で、再就職が樹難な求職者に対 i職業転換諒i練諜顎の能刀
して就職を容易にさせるために！再開発訓練

この間の第5.摺のカリキ

ュラム基準の完成臨館は 1

-1 1表のように変遷した

のであったコ去に見るよう

に、第5訴の大さえ工特換は

行なわれるもの

さ吋るための詑識がなされていた台以上のよ

うな各議融諜較に関する教科等に捕する恐竜

は別表2より？において公布されていたロと

ころで、求職者のために 33革法下において

定められていた定時棋訓糠は、 t：記の訓練“I深
患に入ってないがやや性格を異にして縦続さ

れることにえまったむ却ち、 4・I年法暫定時に

「唱に行なわれている定時制蔀i練については、

専務i'dll韓諜裂の義成訓練における定時昔話~fl！練

に在るものであること。なお、新誌において

は、専務訓練の長控訴i練及び能力再開発，~!I聴

の何れについても、定時蹴；m1識を行えまうこと

ができるj ( l 0月1民主i発24 8号議述）

としていたのである。このように定時制謝績

は、！14年訟では制民的に麗止されたが、性

絡を変更しながら迎用として実擁できるよう

にしていたのでおるu

えまお、 44年法下の｛E思労｛識者を対象とし

昭和50年の改正にあるとιえるu との議！E
は昭和49 年 1 月の中1~11!'長の；tilJ持基準iこ関す

る答申 iこ t1~づくものでSちるが、しかしその思
想は、大きく明和53年法下のカリキュラム

基~·：に反映するため、むしろ第 61罰〈縄選雪崩）

において分析することとしてここでは消略し

たいc

tの議1Eを除くと、司王5期的主要えま改正は、

昭和5l 年 3 丹に特郡高等訓練課濯の）4~準が

養成tint静：の中iこ薪設された点であろうっこの
特別高等よII!融課程は、昭和，19年 12月の採

用探~~！法制定（法第 1 1 6号）に関連して職

業訓練法が改iEされた訴に、 j霊成主II錬の項iこ

追加境定された鞍業訓練穏期大学校iこ開設さ

れるための；Jn鏑課程であった匂この課程の受

講資格を品等訓練'11＋！鞄移了者またはf当て字学校

卒業者とi司写以上の者として、従来の第E額

が中卒者を対慢と Lていた第！；額の訓練ti皆、
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中小企業 l5 .，；までに高めること、 ir:j卒者を

対象とする義成.v11練＆び在職＇Jfl描~を対象と

した成人調鯨を去共訓練擁設においても安雄

する芋を決定したのであったく文献rr1 s J 
1 5巻5号26頁～） 0 このよう立践業訓練

計画の背j止として、記用対箪法措行に法づく

〈昭和42年 3月の（第1次〉 f経用対策主基

本祐輔j （文献f61 J1463～4 8 6頁
設び同月の「経済社会発展計画」 く文献

u84.!l532京～）の閣議決定を次に挙げ

ねばts.らないu これらのJ十画はいずれもも高
！支経簡成長下の労働問題を重視している点で

共通するが、中でも学ぽ構成の高度牝及び中

高王子令間のよ骨組等が、技能労働者の暗1'＇を来

たすということを基本とし、そのため後期中

等教育機関の多様化、高卒後のI：主主教育・訓

練の！！.＇.＼充、中品年令者に対する説 i繊の重規事

を掲げていたので‘あった。このような第 l次

の雇用対叢；基本汗説法、昭和48年 1月1こ講

2改の計画を閣議決定した（文猷『 61』

4 8 7頁～）が、労協力問題の捉え方に大差

はなく、従って技能労掛かの藤成についても

訴しい方競が出されたとはJえないお

以上のような、高東経昨成長下の技読者長

成のために隠F量的体系的iこ型儲されたカザキ

ュラム基準は、数年を待たずに哉正をせまら

れたのであった。つまり技街革新、高学樫化、

中高年化に対応して確立した騒業t~1H棋のカ 1)

キュラム M;i\t~は、更に訴たな対応を要求され

たのであるやその要求と培、技能革新による

技能労鴎者の分ftiこ合せた張感の争犠化であ

ったりこのために、労働者は附和481F 6月

2 2日に中rJll審にJ喜朗し〈文献F1 5 di 1 6 

巻2・＼号 27頁〉、中11111審は今後の職業訓練基

準のあ号方についての審議結果を翠 ct9年1
月 10日に答申したのであうた〈文献『 13 j 

4 8年瓶 49 9頁） ~＇労楠おは、この容申に

）~；づき、昭和 5 0年4月に能付壌問を一部改

正し〈令第 l5号〉、カリキュラム基準の全

面改正を行ったρ この結果、先の l- I l来

に見たように、 ~l！諌期間の知縮化傾向が顕れ

たが、よ号以上に大きな改正は、主主誠訓練の

導待選II鯨課程の到来rlli文を改正したことであ

った、この前文改正により、専務訓練諒詑の
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教科目基準において経が立かったのに対し、

全く訴しい短大レベルのtl標と教科詩認離を

設定したのであった。この~問自立、高度化す
る技術・技能に対rc~ しうる新しいタイプの職

業人の要請に応えるために新設されたのであ

ヮたが、 ll1主菜諸i緑樹境内においても重要な，な

味があった。部ち、従来の職業wn続的対争議
は、指導員長戒を続けば離転失業者もしくは

義務教育格子査を対象にしていたのであるが、

初めて後期中等教育持了者を主持撃にしたこ

とであった。このことは、砧;f!:~~ll親機関が

明ポスト・ハイスク… II--＇’の教育議 II続機器に

なったことを名実伴に訴したのであったり nu
ち、職業.U!I諌極期大学殺の設立は、 「職業alll

僻の高等教育化へのきざし」として F職茶話I!

錬・ぃ…・いの一大器革j （文献『 65 Jl 9 7 

民〉と提えることができるのである日つま号、

それまでの中卒者中心の長呪説ll;申立、ある関

面で機能してきたが f結果的に袋小路的性格

をもっjことになったこま、設び「実技請｜練

組織｛との試みが、速効性はあっても持続性の

ない教育として離しく批判されJたことに対

し、 44年法で志向した rrr椀3と『頭』と
を兼ねそなえた技i過労i勤者の育成jは、 「そ

もそも高等教帯段階iこiEしく位罰づけられて

はじめて解決される可能性をもつものであJ

〈同上 12 1頁〉ると三えるかも知れないか

らである。このような「実技謙テタニシャンJ

の育成は、 2分の l工科大学iこ甘んじている

工科系組期大学〈協や、進路選択を車関に

せまる工業高専では悶難だと考えられている

（文献 f7.JJ48貞～〉のである円

以上のような昭和40年代後半におけるカ

リキュラム基準の第5期の劫i司をめぐる職菜；

説諌の背畏を蝿親すると試のようiこ誌えよう。

先ず、職業訓練自咋の政f賓としては、昭和

4 6年4月に閣議決定された（第 1話：〉 「職

業主II.締法本計画jを挙げなければ与立らない。

この革本計一i弱は、 ・14年法において苛掛大臣

が論定すべきと境定していたことに基づいて

決定されたものである自この法本計画じよる

と、社両終了段踏で新境学卒者を対象とする

j訂正調練を約3倍（ 2 1劇人）に拡充し、長

時労苦弱者に対する向上訓練専を大金業 20吾、
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カリキュラム基準は、 「多樺なJJ!I練の麗｜培を

脅易｛とするため、訓練話事の多様ftと弾力化

を回ったJ （昭和50年4月19日調発第

1 0 0号通達〉改正が行なわれたのであった。

そして、この思想が、昭和53年議正の新職

業；~ti締法（以下、 5 3年法と略す〕のカリキ

ユラム基準においてJ従来的高響調諌課程の

名称を変更した普通訓練課程に引き継がれた

のであった申以上の誠れから，昭和50年の

基準改正が、カリキュラム基準の第6期、知

ち緩樹鵠のスタートiこ泣Inづくとしたのであ

る。この閉め詳細；こついては、次項で述べた

し、申

なお、第5期におけるカザキュラム基準に

鵠通することを述べれば、従来、逗気機器工

等の職種名で呼ばれていた学科編成が、

4 4年法下で電気機器科等の訓練科名に変更

されたことがあるむこの改正は、カザキュラ

ム基準の実質的な変更を伴わないが、技能系

職種が中心だった提来に比べ、訓練職種の巾

が広くなり、カザキュラぶ書準の完成語II練科

教を増やすこととえまった。究、このことは従

来の調練所が訓練校と呼称改正されたことに

合せて、それまでの描導所時代のイメ－：：／~
鯛新する役割を果したと言えよう。吏に、前

述の職業訓練続期大学授新設と問時に、技能

開発センターも開設できることが境定された。

この技術開発センターは、能力再揃発誠様、

向上；~11蘇等の業務を行う範設であったが、向

上訓練を主要業務として昭和50年4月に中

央技能開発センターが設立したことは、新し

い公共訓練の方向を指したとたと蓄えよう t

第3欝新理意襖索期母カリキユラム基準
第6（親輯）期

段踊的体系的に整備された 44年法下のカ

リキュラム指導；は、技占有革新の進展と労｛語力

問題の変化によって、数年でその患想、の改正

をせまられたのであったc との為に、前述の

ように、労働省は昭和48年6月に込：棋の荘
り方を中調溝に諸問し、中iJll事1ま翌 49年 1

月にその結果を許申したのであったU この問、

昭和48年I0丹の f第 1次石油ショックj

があり、経済界、ヲ1•｛錨市場の大掘乱が悲起し

たが、その審議は前年の号月迄にほぼ終えて

いたわで‘石油ショァグ以桂の草稿問題の喪

り方を反撃たできなかったにもかかわらず、そ

の雪中が、その後のカリキュラム基準的思想

として生き続けたのは全〈の奇遇としか言え

ない。ただ、生き永らえた理J由はあったのそ

の理由とは、高護経済成長下の技能者養成の

争様化が、低成長下におけるわ＇！~業内諸問！の

効率的かっ効果的な実捕を諮るとで調練実識

者とt1'!1練生の倒草lJニーズiこ応乙行われるよう

にするためj 〈昭和53年 10月1日調発第

2 l 0号通達〉に有効であったからである。

それでは先ず、昭和49年の中講i審答申を

見てみよう〈文献tr1 5』I7巻5号I5 Ji 
～〉。

iDfl審発第 1 号
昭和49年1月 l0日

労働大使長谷川股駿

中央職業訓練審議会

会長内部費一

今後の職業選II練法離の
あ9方について

本審議会は、昭和48年6月22日付け脅

働省発事II第 l6号により諮問のあった今後の

職業調練基準のあり方についてJJIJ紙のとおち

界中するや

（別紙〉

現行の職業訓練基準は、昭和44年 l0丹、

改正職業ID!！練法の施行時点において設定さ札、

その経連年必要な整舗が行われて来たところ

でおるが、最近における産業講造の変化、技

箭革新の進接専に即応しうるよう次の第1の
議本的考え方に立脚しつつ、当館、第2に掲

げる諸般の掻践を講ずべきであるむ

第1 基本的な考え万

( l} 個別の’！五業明における多様な謡｜醸の必要

性に適応しうるよう、職業訓練基準の争諜

1tを諸号、かつ、 il1能な限号弾J当性を翻え

たもむとすること。

(2) 高等学校進学率の上昇に伴い、持成調練
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の基準を高等学校卒業極度の学力及び体力

の保持者を対事としたものに改めるととも

に中学較卒業者に対してもより効果的是認II

練を突擁しうるよう措配すること司

(3) 職業訓練が労勘者の職業生活の全期間を

通じて段階的かっ体系的に行われるいわゆ

る「生涯訓練体鵠Jの確立をi迫るため、設

成41!1·~.長の :Jiミt軒以外の職業11iU練認~について

もそれらのむ機的関連を考惑しつつ一廓の

整舗を行なうこと山

(4.) 教科の編成iこさ当たっては、戦意訓練惇了

者の職業の安定と地改の向kに汗するため、

職業iこ測する各鵠の公的資絡の取得を一層

容易iこするよう配立すること。

(5) 最近における車業購j告の変化、技栴革新

の進握、労掛災害妨lt：体舗の番号婦、公害対
策推進の必要性等の新しい事惑に対応しう

るよう、挺存の職業ぷIf練基準について、必

要な改正を諏えるとともに、新たな誹i練課

程の設定事についても配立すること

第2 当語講ずべき措置

L 長成i調書官について

( 1) ぷII績科のたて方

訓練科のたて茸については、；m1棋の吋撃

となる技能の範器をできるだけ告括的なも

のとし、 1：：断に変化する職務 i二謡~t~できる

悲礎的立技能＆i.f知識を十分宵得させるこ

とによっても争龍的な熱諌労1d事者の主主成が

可能となるようにするとともに、技能検定

嫌揖との整合性についても留立すること。

｛討議i練科の拡充方向

従来からの技能工・生産工履作業者、運

輸・通信従事者等iこ採るもののtまか、事務

提唱L者、販売従事者、サービス械業従事者

等の分野についても結極的に調諜科を設定

するとともに、従頭jの説11韓併j諮問の関に比べ

比較的穏I舗闘で調融が可能な職誠について

も調鯨科として設定するようにすること。

(3) 教科の編成

イ 教科の持留については、従前の施

行実鋲亨に事づいて必要な~iE を加える

とともに、教科の編成については、作業

の実議等からみて必要立場合には選択讃j

をとち入れること0

;.:t 屯気、化学、運輸装託等の技指革新の

著しい恋業分野Jこ関連する訓練科であっ

て，必要立もめの専門学科の時間教を増加

すること。

ハ建設業、製造業等に関連する調練軒で

あって、必要なものの教科に専門学科と

して安全翻生を加えること白

ニ 普通学科の故偉必要調按持樹立ついて

は、巧能な限り組璃を閥るととc

(4) 詩ltM!J開場

高等学校卒業者を対象とする高等調綾課

棋の，1111韓親関は、修了後の鞍業にi持する各

碕の公的資格取得等のため、より長期間の

訓練－~~底、裂とする場合を験き、できるだけ

1年とすること。立お、この場合、従前と

河掠，必要立場合には1年を融度として調親

類間の延長ができることとする口

( 5) 掛続時間

公共職業訓練箆設における君II諌の実施状

況等をも勘案し、 1年あたり 10 0時開館

疫のilifl鱗時間の箆舗を行うことれ

(6) 奇想調練諜程の弾力化

専修語II練課題はついては、特に大幅

な弾力的連用者可能とするため、時菜転換

~~II練謀自の倒iと準じて教科の編成を標準制

とするとともに、 Jii能的立熟練労曲者の控

成をnT能とするよう配立することc

また、 ;till練時i詰Hこついても、品費な場合

iこは、 2分の l~成までの短縮又は 2 笛程

夜までのよVi加が可能となるようにすること内
¥7）心身障苫者に対するJI！隷

心身障？患者iまその障害部位、軽度等iこよ

り執業訓醸の1長件がかJなり異なるので、 fill!

繰明!I号は心身障害者の身体的、前神的状況

にあわせて、各人がff了時に一定の目標の

妓能を修得できるよう弾力的なものとする

とともに、 ~1111鞭時間、教科の！持寄等も心身

i道官ffin状間に十分適合したものとすると

と。

2‘ 能力再i増発調棟について

(1) 誹1錬科の主主充

議行の職業転換1Vll~課程の，Jll1;主砕を丈島i

iこ拡充するとともに高齢者を対象としたお
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ま車持の設宅についても配意するとと。

{2) 通信樹立；は単位鶴見棟方式の導入

職業転換ilil!練課程の［~II練科に採る騎業Ml

掛：であって通信樹党は単i立樹立〉方式によっ

て持うととが可能なものについては通信制

三：ま単位制的方式を導入することとし、こ

の場合スクーリングー 修了試験、 i執投認定

等についても必要な措読を講ずることu

3, 向上説i韓について

(l) ー額技能士rilll輯~~製器

現行の二縄技護士，Jll融課程の倒にw~ じて

一級技能士事j~課担を Utl設し、これを静 r

した者に対しては一級技能検定的学科試験

を免践するとと。

（計二措法Jさと認i練課程

原期として、二級技能検定7）~汗われてい

る全磯時について誹i車内を設けることとし、

可能な限り通信関.1111懸の教材を繋錯するこ

とu

13) 藍弓者~II練謀患

監欝者調練課捜の訓練科として「安全作

業のすナめ方j を司入することg

｛針生産技能調｜謀議自

生産投誕.11n膝課課iとついて、必要なwn蘇
持の増設受び訴Ii謹時間の額補を行うととも

に、教科の諸積攻び訓練時間を哲準帯jに改

めること。

(5）技龍揮発l'II融課寵

控能i靖発訓練課程の教科の内容を実技の

訓練のみに限定せず、学科の調輔も行うこ

どができるようにすること。

4. 指導員am練について〈略〉

上認の拝中で、最も喧費立項目は F基本的

な考え方j的〈けであろう。即ち、 44年法

のカリキュラム~：準は、 3 3 '¥i去ドのカリキ
ユラムj主準が公共と事業内訓練とが異質’であ

ったことを批判して、経営主体別の器準を統

合し、 「体系的段階的Jiこ定めたのであった

が、拝中では「個別の事業所における多梯な

議i練の必要性に適応しうるjためにその思認

の検討なく両者を更1こ分離するように提題し

たからである。この点は、第3阜で検討する

こととし、この塔本方針が具体的立誕望とし

て、接成.tiff鯨の（ 6）、 F専務;Vil醗：諜報の弾

)J化Jにぶされたのであるa この蝉カイヒの提
諜が、 tまぽそのまま専修訓練課程の到来前文

を全両改正してそこに壇定されたのであっr..:,,.,

この改正辻、許申において述べているように

「転職NII練課屈の倒に準じてj弾力北しよう

としたのであったが、この方針は次のような

検討を欠落させたまま実擁されえのであった。

そ的欠落と培、転職調鱒諜醸の弾｝J化と、義

成；~fj鯨の弾力化とを同一次定で考えてよいの

か、という点である。このととは、 3草で詳

しく整理するが、少くとも次の2点で問題と

なろう口第1点は、既iここれまで明らかにな

ってきたように、議； l~Jll輔、中でも事業内訓

練のそれは、訓練生の訓練を採－障するために

カリキュラム掠準は制定されてきたのでJちる

が、この点、きどのように考えるのかs第2点

は、転職議'fl鯨の場合も、この議論は必要であ

るが、よ 9早い職業機会の獲得のためiこll：む

を得主いとしても、 44年法下のカリキ品ラ

ム基準は、それ以前よりも普通学科の階除等

大巾に帆弾力化 H されているので島るが、こ

の時的哲・通学科削除の方針は不明なままであ

った点をどのように考えるのかである。この

ような換討を欠落させて、カリキュラム；基準

は弾力化されたが、この弾力化は主として基

本方針の（ l) tニポしたように事業内訓練の

多様化のために行ったのであったa このこと

を、通達では次のように述べている（昭和

5 0年4月l9日書ll発第 l0 0号〉。

f （専務JJll融課程の）話II疎の総時間に題鵡舗

を導入したととは、教科の繍成の探準制への

移行、普通学科の任意選摂制への移行等と併

せて、多様な職業高II麟の必要性に適応し、事

業内職業JJll蝶の認定提進、公共職業Wll蝶擁設

における在職労働者iilfl諌め実擁等を図るため

の措置として講じられたものであること斗

このように、 「事業内職業訓練の認定促進j

等の措置として、訓練時間の短縮制は導入さ

れたのであった。そしてこのよう立専務調締

課程における蝉力化が、との昭和50年の施

行線則改正の眼目だったのであるo このこと

を労i勤者は次のように述べていた（文献
rr 1 s』l7巻5号13頁〉岳
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「今回の職業調観基準の改正において、専務

訓練諜棋の弾力化が大きな柱となっているが、

その中でもこの訓場経時閣の2分の 1短縮制

諜入が最たるものであるa これによ号、各企

業で実擁している 3か丹程箆の新入社員alll練

等が認定職業Jilt練の対象とな号うるし、叉公

共職業rUll練施設において実践する企業よ号の

受託訓練についても、企業のなーズ』こ応じて

効果的に実擁できることになる。J

Kの解説のように、事業内語！！諌の認定挺進と

は3か月軽度の新入社員諸｜轍等も認定訓練の

対象とするということであったo 叉、公共調

療における受託（生） ~練も事業内訓練の援

助として実施していたことを考えると、昭和

50年の範行規関改正によるカリキュラム基

準の弾力化は、一言で言えば、 1-3践に見

るような事業舟訓練の品襲性に合せた麗期設II練

の認定のために行った改正であったと言えよ

つD

質的向上を悶るため、..・・...’・従来の専鱒耕

繰諜裂を廃止しj 〈文献『 60Jj201頁）

たため、普通訓練課程のカリキュラム基準を

昭和50年記専修調続課棋を弾力化したのと

向様に弾力化すると同時に、法定8111諌の準関

車n繰化という争様忠誠韓を追認することと合
せて実施したのであった。~くわ「労働者j

の訓練機会を提供するという意味での争樟叱

と、養成講鱒謀韓におけるカリキュラム基準

の弾力化という命題は、甑めて類似している

方讃であるが、しかしそれは異質であると主

を、当時の調謀局長試序章で紹介したように

認識していた。

そのような認識は、その隈りで正しいと吾え

るが、そこではこの間題の鞭振の執討がなく、

「準問調諒jiま職業設i臓の一部として規定さ

れたのであった奇開ち、昭和53年の「今回

の改正においては、近年ますます増大し、多

犠化する職業調練のニーズの充是を諮る体観

を確立するため職業

1-3詔 1人前になるために必要な職業献棟期間部変化の割合 訓練悼系立おいて、

50 100掃定形的な法定職業譲！

cほとんど必要
としない

＠数カ月程援の
鞍業訓練

の1～2年の職
業訓練

θ3年以上の職
業譲ll椋

区~ふえた 露麹変わらないじコへった

資料出所労掛省「技指革新の進展と技能の変化等に関する
調査j cs也 46.. ) 

練のみでfl＜必饗に

応乙実議されるべき

多様な職業訓練の振

興を図ることとしたこ

とに持い、『法定職

業事II鞭Jは、その従

来のイメージを払拭

するため、 f車問訓

練』の議に改められ

たJ 〈向上 19 8京）

のであった口したが

って、法令が観定し

ている「犠艶語II鞍j
文書t r a o』47頁よち作成

以上のように、高度経境成長下における持

帯革新を反映した調練の争様化の要求に対し、

昭和50年のカリキュラム事長準の故正では専

移.ill！轍課程の誌準の弾力化で揺り絞けようと

したのであったやしかし、オイルショッグ以

後の諜刻な経講の低成員Fにおいて、教育:ill!

練が効率化される持の多操ftの要求tこは、法

車の弾力fじだけではiえきれないのは鳴らか

である。つま号、 53年訟では「義成主i織の

拭、 「普及設が振興が悶られるべき多線記職

業訓練の一部をなすもの」 く向上〉としたの

であるむこの準関誌i鯨イヒの精神と閉じ〈、前

述の高等剥蘇i課艶の弾力｛tも「特に事業内議i

蘇の効率的かっ効果的な実臨ま捕る上でぶII練

実擁者と説II繰生の輯射のニーズに応じ行われ

るようにするためj 〈昭和53年10月1日

掛発 2l 0号通達）であった。したがって、

f公共~I練摘設の行う普通認！練課磁の長成NJ!
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練iま.＇＂・ 2・…原則として弾力的運用iま行わな 腎定措授として認めていることによるもので

いようにされたいJ （向上過iおとしていた ある。その第2点は、技能向上調蹄課程は‘

のである口 能来の 4wn練課程を統合して新設され、この
以上で明らかなように、 44°年法下で統合

された公共と事案内＆！fl諌のカリキュラム基準

i立、 50年器準改正下において専務ぷi櫛課程

で、 53 年法下の新i~I容において準期WI！練と

いう視程及び普通説Jj諌：課程の争犠f七・弾力｛と

という理由で、再度骨離されたとぎえるむと

こには、合共長び事業内jllj諌の基棋の統一性

の問題、民~jの弾力化の問題、とれらを耳元ち

まく ~l績の受講機会の拡大との内的矛盾等の

問題があるが、これらについては 3京で再検

討したい巴

以七のような経過によって53年法下のiUll

韓基準は設定されたが、との特の18基準下に

おけるillll線課程と、新民準下のそれとの期採

を擁行境剰の鮒期第3条において 1-l 2表

1-1 2褒訓練課程。経遇措震〈態指導員割111練〉

1-1 3表第S期完成カリキニエラム基準的訓練期構別割線科教
’H 

争宮
課題
書II謙 昭和 令第望号

類 期間 53.9. 30 54. 3. 24 54. 8. 30 55.4. I 55. 10. 29 56.6.27 57. 3.10 58;3.22 

能 2丹 3 3 3 3 3 3 3 3 

力
職

業 3芹 5 5 5 5 5 5 5 5 
再
転

開 5月 159 160 160 162 162 166 166 167 

発
換

議II
議時 9 }j 1 l 1 l 1 1 
鯨

鯨 1年 11 11 11 11 11 11 11 11 

6月 5 6 6 6 6 6 6 ら

普
1年 3 3 3 3 3 3 3 3 

義 類 2年 147 148 148 150 154 154 154 

通
3年 6 6 6 6 6 6 6 

成

講1 6月 2 ーつ 2 2 2 2 今弘．・

1年 151 152 152 154 154. 15号 158 158 
調i
膝
額 2年 8 8 容 8 告 8 8 8 

練 3 {f. 1 1 l 1 

専議｜ 2年 12 12 14 1 oi 15 15 16 17 

門蘇 3 ~＂－ 1 1 
『ー

結果それまでの再~I聴が掩止されたことであ

る窃従って向上語！！練は、資格に！期連する 1級・

2鰻及v:監督者訓練課裂と、資格に無関係立
技能向上訓練諜程の4課裂になったのであっ

た。

ところで欝6期における完成カリキュラム

基準の訓練諮問意締牒科教は1-13棄のよう

になっている。との査に見るように、先の第

5期の議II練期間部との大きな蓋異は、英成講i

練において従来なかった短期間の訓練科が数

持新設されていることである。『これらの科は、

は、 1-l 4 表に示した~u練科であり、 「専

務調融課程の崎ltに対応して、 18規制におい

て専修aJll輔課程にのみ議II練科が設けられてい

た和文タイプ科等の9rml韓科を普通車！！練課程

の訓練科とした。 J

i日法の法定職業認II蝶 新法の準闘訓練

高等部i続課程の義成調練 普通話II練諏模ぬ或成語II緯

特別高等訓練課程の長成説j膝 専門語II轍課程の義成事II練

！日専修認可練諜懸の提起定iilll醗 専務調練諜穣の養成訓練

一時技能士t~ll隷課程の向上書！！ 一級技能士調棟諜揖の向上謡i練
←一

二横技能士道fl親探患の向上訓練 二級技能士調練課程の向上訓練
晶、’司押園園『‘『両←一一『.“~－砕

紫哲者itfll融課授の向上調時 駐腎審議lfj練課程の向上訓練

技能i崩発訓練謀説の向上訓練 技能向上調練諜韓の向上事II練
生連技能誹i融課程の向上高II練

技能追加蔀1練謀書記一切丙訓練

技極構害課税課樫の再選II練

職業転換JI！練局；盈！の語力再i摘発 職業転換調練諜震の能力再出発

lilll騨 ぷII棟

のようにr示しているo この表で持徴的なこと

は、第 1に英成；1111輔の課程名が変更されたこ

とである。そのi:fiで帯住11,llJ練課程が変つてな

いことの理由はとの諜報が範行場期七路止さ

れたが、婦別第2条にて継続安擁については

〈昭和53年 10 

月1日語II発第210

号通達〉科であっ

た。しかし、 fこ

れらの剥離科につ

いての訓練基準は

i自規制による専修

訓轍諜程の調i糠基

準とほぼ同様であ

るJ （向上）と言
1-1 4表短期間新設翻練科

うことは、ここで
類 期間 調謀科名

編 物 草寺

紙器製造科

告月 トレース科

和文タイプ科
i類

英文タイプ科

軽印融科

I年 理 容 fヰ
美二 容 科

E類 5丹
軽却劇科

建設機械運転手；｝

も44年法制定時

の構想であった

「2つの講i錦課程

に区分」した意味

を間い鹿さなけれ

ばえまらえEい課題を

提記したのでJろっ
たり

オイルシヲツグ

以後の事業向調i鯨の争時化するalll練に対する

要求iこI.守し、 53年法は上記のように応えて

きたが、一方では経詩不安定下の転職itlll鯨も

重視されてきたのであったq そのために、先

ず中議II審は昭制49年1月iこ石油危機iこ伴う
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経清変動！こよって発生の危摂される転離職者

宰iこ！唱し、効果的立組業訓練を機動的に実擁

しうるよう予め構罰されたいこと、等を「当

面の棋業am敏行棋の運営についてJとして労
掛大陸布に建議したのであった（文献Ifl 5 J 
I 6脅2号〉。

と記器，訟の転離職者のための職業訓練の機動

的実施のために、 .l..:.. 1 1表に見たように長

成;Ult締にi増設されている語i棟科にならい草ヶ

月；v11頼科の大巾増加を昭和50年の基準改正

で行ったo そしてとれに続き、昭和51年6

丹iこ環定した（第Z次〉 f職業訓練技繭jは、

下組時入校事jや~II輯！期間の控鰯・延長などに

よ号機動的、弾力的な職業転換訓練の実臨を

推進することとしjたのであったく文献

f 61.Jl532京） 0 このような転離職者の

ための謝械の具体案として、職業訓練局指部

苛
0
4
吐



課は昭和52年7月に「能力持品J発.－Uil棋にお

ける入校時期の多綴ftとそジュ －！レ議員蘇方・3::

の導入についてj 〈プジント）をまとめ、

「モジュール説II鯨方式j－金持出したのであっ

た。このそジュールiJll様方式は、昭和53年

1月の「単位鵠訓練（モジューノレ訓練Jの実

擁についてJ〈認l発第 1'4号〉通速において、
昭和53年度からの実施・試行を明らかにし

たのであった。更にこのそジュール~~II耕は、

昭和56年4月の（第3次〉 「職業調練基本

計画jにおいても踏襲され、今日に至ってい

る。しかし、 「モジュール訓練Jのカザキュ

ラム理論は、多くの側面で誕来のカリキュラ

ム理論とは異例った立場を打ち出しているため、

実路上の様々な問題が明ちかになっている。

そこで、これらの識題については捕曜におい

てよ号詳越に換器したいa 以上のような転離

職者に対応するための法令上の整舗としては、

従来の職業訓税法にはなかった調練実施上の

器怠事項として 53年法においては事9条第

3項iこ、 「繍および都道府県は、....・H …開

業J/I醸の開始の持湖、期間及'(f内容等につい

て十分記惑するものとする0 Jを捜定したの

であった。

オイルショック以後の経祷の低成長下にお

いて、掛々な教育訓練の実態に対応すべく、

第6j闘のカリキュヲム基準はこれまで観観し

てきたように改正され今日に及んでいる。こ

こにおける多様な要求に合せた改正は、換言

すt-w~f、 4 :1年法で確立したかに見えた段階

的体系的カリ~ュラム基準の再端成であると

言えよう。つま号、昭和53年の職業誘l糠法

の ra'l正は職莱，－~I！諜制度に関するすべての問

題の解決の方法を用窓しているもめとはいえ

ないものであるむ j したがって、 「今回の議

正が、鴨職業高I!誠に関する抜本的験討の一里

様”と称されるゆえんであり、今後引き続き

職業調棟割i誌にi渇する基本的被討が進められ

ることとなろう司これが今最iの積正の窓義で

あり、また融界でもあるoJ 〈文献r6 o J 
1 4 8京〉からであるa カリキュラム基準も、

正iこ総合的、系統的に検討されなければ立ら

ない。

53 年法による組業j~！I楳；胡j誌の改正は、公

共affl練施設の再輔成も保した。具体的には雑

用促進事業団が経常していた総合高等職業訓

練校は、昭和49年の職業；議ii蘇法中改正で掛

定された職業議ii練題期大学校と披能開発セン

ターへの転換をめざすことになった。即ち、

f揺用挺進事業関は・…一…金額雇用保険料

でまかなわれており、性務的には留の施墳の

実誕機関たる投割を担うJ く関上 22 6貰）

からであった。特に「職業調錬題期大学校へ

の抵換は、 「紫的iこijf）道府県において実施す

ることは通常樹難であj （向上〉るとの判断

にえっていたのである。そして都道－府県立の

職業iYJ蹄按が養成訓練の普通調練課程、能力

再開発議i錬及び向上訓練を分担することにな

ったのである。

この総合職業訓練校の技能開発センターと

職業訓練雄期大学校へのi転換による公共職業

調蘇の機能分担拡53年法の新しい職業車｜掠

制度iこ対臨した臨策の一つで島った。

カザキュラム基準の「再絹成Jは、上記の
ように職業訓隷翻度全体の再編戒の中で行わ

れたのであったが、それは f多様化・弾力化J

の語につきるとも蓄えるE しかし、その多蟻

化又は弾力化が職~~Ii轍の存者Eと厳しい艶接
持誌にあるのであ9、その課題を解きほぐす

糸口を躍すことが 次章以下の目的である君
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第 2宝章 カワキュラム基準の受講者別分析

第 1節 失業者のカリキュラム基準 担ってきたが、第1章で述べたように、今自

のそのri!lt練体系は能力再開発rilil緯に制度化し

ている臼その誌棋の概要は 2-1}.(lこ訴す通

りである。この~II繰は、衰のように職業転換

失業者あるいは転離職者等を対象とした職

業譲ll練培、一世して公共職業調斡：が中心的に

：きま芋

1年
6月

2-1表 能力再開発訓練のカリキユラム基準の撮饗

i正 分 職業転換識諜諜思

能力再開発訓練を受ける i融業を転視しようと る者その越新たな品業に就こうとする者

ことができる者の青務-
投手：｝ 訓練科ごとに、教斜の科目の標準を定めている。

11'11鯨期信j l. 訓練科ごとの態準の議If続期間

2月 c3 ,gn練科） 3月（5訓練科） 6丹（1 6 7訓練科〉
9丹（ l 訓練科） l年（ 1 1 Wll槙科〉

2. 1に定める調練期間は、 1年を超えて延長することはできな訟も

/Jll続時間 I. 調轄科ごとの調練の臨時間の標準

訓練期間6月の場合は80 0時間

2. 1の総時間は、 2分の iaと趨えて極轄することはできない。
3. 講i線科ごとに、教将ごとの~締時間の轄撃を定めている。

通信制誹i糠 1. 教科のうち専門学科の訓練は、通信の方法によっても行き

ことができるむ

2舟 1の場合における面接指導のための調績の標準は、専門学

科の.~II続時間の標準の 2 0需とする。

出典文献rBo』24 3真より作成

2-1額 失業者対象の部i練期間基準の変遷

空竺竺ヨよ長長
舵円-I I 
1 ト-...J~；唖，嘗：’ F可旬，r可守 ＂＇調帯乙

． ←一一下臨

1年

お月
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調練諜寝のみにより構成されてお号、そのカ

リキスラム拡散を、教科、期間及び時間とも

「際単jとして定めている との概要は、施

行規制の剥表第7を安？とめたもめでJちるが、
このよう立失業者を対梨としたカリキュラム

基本が戦後指向なる経過を縫て成立してきた

かを整却してみよう G 討をこで、主要な快業者

対象のカリキュラム基事；におけるiilf糠期間基

準の変造を尚治すると 2-1臨めようになる。

この国と序－~ 2表等とを対比すると、失業者

のための；~11諜期間は 8 ヶ月を標準としてきた

ことがわかる窃担し、それ以上の延長が可能

であったことも国に見る通りであるが、場喫

豹にその延長が、財政的iこも、且つ受講者の

家計上からも可能になったのは、 「技能者英

成の職業調練期jiこ入ってからであった。そ

してその可能性が生まれた時期は、設肉にも

ヲミ業者iま誠鯨を受けずに再就闘が可能な時期

でもあった。それでは以下、戦哉の央薬者を

対象としたカリキュラム高司Iiの実態を昆てみ

よう c

先ず、戦後の去共耳i立業訓練の観拠誌として

は、職業安定法の制定迄は昭和I3年4月め

職業紹：）｝~正法治吋ミきてお号、その第 3 条

「政府ハ職業紹介事業ニニ辞セテ職業指導及必

要ニ応ジ職業補部其ノ組織業紹介エ関スル事

項ヲ行フモノトスjの条項であった。との紹

介法に：wづき、新たな規患として、 「勤労配
置規期j 〈昭和20年 I0月、相生省令第

4 0号）及び「職業紹介業務規額J （昭和

2 041 1丹、告第 1l 6号〉を定めたので

あった。荷；者では欝 3~長に結いて、 f地方長

官必要アリト認ムルトキハ求鞍者ニ対シ其ノ

就鞍硝ニ於テ勤労適性績査文ノ、動労訓練ヲ受

ケシムルコトヲ得j左、掩者では第35条に

おいて、 f勤労者ハ就職セノレ者二対シ必要ナ

ル祷噂ア行フモノトスj と場定したのであっ

たむこれらの規定に基づき、望者労局長は、昭

和2l年7月］ 2日 f職業補導実施暫縞に関

する件J 〈勤発第30 7号）を地方長官掘に

通牒したのであった（文融rr2 3』、 10～ 
1 7頁〉。その題行は、 「職業補導は戦争終

結に伴ふ産業離職者、｛抵抗'.if！入、指外・JI揖者、

i員長災竿失:t者中前ちに離職し得ざるものに対

し、所要の妓能を補ひ、健全なる職業に円靖

且つ速やかに就業し持る様指噂し、以って民

生安定を割ると共に戦後の産業高興に資する

ことを本旨とするとと。 Jとしていたa しか

し、その内容は、 「戦災筏！日、職挽産業の振

興に必喪主る聴器jを選定し、 「補導教狸j

iまf厚生省iこ鈴て指訴する所に故jるとする

にとどまっていた。職業補導の内啓を最初に

具鉢fとしたのは、同年9月 l4自の f職業捕

導所新設主主充計画に関する剖：j 〈勤発第475

号〉通謀においてであったむり蹴f19』33/fサ。

そとでは、繕噂種目として、建築工、強兵家

具工、和詳裁技能者、手工業関語、機械器具

工、食品加工技能者の 8積討を定め、 「補導

期間容ケ丹、ただし食品加工技能者は 3ヶ月J

としたのであったわ文、避22年3}j 4自に

f昭和22年度騒業補導並に按謹共関f学業費

2主計画調の件J （勤発第 98号〉通膿におい

て、上記の種罰の抱｝こ、木鉛工、建築関係技

能者及び事務関慌の3種目を追加したのであ

るむ掛f23 J 2 2貰。しかし、このような鴻

蒋話回と補導期間の指定の抱には基準の規定

はなく、職業補導の体系が形づくられるのは、

械業安定法の公布を待たなければ立ちなかっ

た。

職業紹介法に代わる戦後の新たな職業行政

としての職業安定法が公布・施行されると、

カりキュラム基準も新たな鞍舗がj摘始された。

即ち、昭和23年2月 l6誌の「職業安定法

端行に伴う椛業補導実捕に関する件j 〈発棋

譜 I3号）によれば、建築工、木船工、和洋

裁及び公民科の教醸の基準は、昭和22年2

丹4日よ号S月8自の間iこ既lこ通聴されてお

り、機碑工、自動車修理工、岳転車倍理工、

時計修理工、鋳物工、溶接工、電気機械務理

工、ラジオ組立体理工の教程についても近く

通牒するとしていた（文献F 8 J、昭和

23年6丹号）中上誌の補噂種目からも窺え

るように、補導教患は特に戦災複興iこ緊急、を

要する描日から基準が定められたのであり、

これに加え、同年4月7自には、補導期間の

恭準を通牒したのであった。 〈文献『 32J、
年来）。このようにして、次第に失業対擁の

一環としてのカリキュラム器準の整舗が計ら

れたのであったやそしても i：記のような楢剰

の通牒によち出されていた捕々の基準をまと

めて出版したのが「職業補轄の手ヲりなので

ある。

下子t;IJIこおいては補諜掻自として「現在
の労働力の首給状況からみて、一般的に不足

していると認められる職業種目であって、きu
噂上適当と認められるものjとして、 「製図、

鍛冶工、機械工、機誠器具組立修舟←工、印翻

工、捷芸工、大工、タイピス人京耕、洋裁

師、胸工、謝支工j を鯨していた℃峨11'25』

）。本稿との関連で重要なのは「職業捕導の基

準jでJちるが、その「23 0 0目的jは次の
ように認されている〈間話頁）。

f職業捕喝さと行うに当つては本事業的方針に

出り披接には労働力1:l1f給の状況によりその内

容が決定されるべきであるが、本事業に指針

を与え、内容に全i卦的現撲においての同一性

を持たしめることはともすればおちい号やす

い部道府県間における補導内容の不均衡を是

正して金属的共通性を持たしめ、足らざるを

捕ってその質的向上を図る方途となるのでこ

こに必要な基準金定めるのである。J

上の目的思定よち明らかな通丸公共職業

補導における基準は、調i緯内容の金問的共通

化現Z戸、その設的向上をめざして定められた

ものであった合そこには、 iiltl練内容の地域性

あるいは施設の特殊性を考噂する説点が欠落

してお9、共通性と地域性一等との関に矛窟が

存在するということを顕を化させぬまま、今

日義に及んでいるのである岱

この時の基準は、上記の目的の他に、場棋

の基準、定員の基準、樹導期間の基準、教思

の基準、指導員の資格基準の項目に分れてい

るc しかし、自標に関する基準については、

附属資料のように「建築工技能程肢剥鱈準案J

の例外的な記惑を撒いて定められていなかっ

たのである。しかし、各糧自とも「錨考jに

おいて、職業鵠導は「？計調完成教育〈の方章。

1こ依らずjに訓練し、 「務了並びに就職後の

自膏自動に依号大成せしめることJという目

轄境定は共通していたのであったむ公共職業

訓輯！の日標規定として、この「宣言了読の大成j

という在ち方は、今日的にも再検討に館する
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一；~:;,ij よ長えよう。

さて、捕時期間の主主単についての境関を見

ると、次のように立っている〈間宮ー I0費込

「楳埠繍現についてはさき議議業種目に就職を容

易ならしめるに必要な限度と、その補導を受

ける者の生活状態とを勘案し、擁ね6ヶ月を

標準とするも、描導種目め担問によ9これを

一年迄延長し交は故底3ケ丹を降らない範閥

において矩縮しても議吏えない0 J 

この補導期間の基準を別表に定めている

〈問 l8-2 0貰〉が、その期間別iこ種目教

を整理したのがZ ,z表である由来の朗〈、
補導の期間は上記境程にもあったように「6

月j及び「6月～1年jが中心に定めら札て

いたのであった。とのことは前述の錦 1期に

おける f補導期間6ヶ月j とした規定に比し、

主
主
宰
喜
量
号
店
TZfrzF4rzhh

2_;2表補導期間潤指定補導種呂敷

期 剖 種目数

3ヶ丹 ，、胸， 4ヶ丹 I 

3ヶ丹 円w 6ヶ丹 7 

4ケ月 ’“d 5ヶ月 5 

6 ケ 月 2 0 

4ヶ月 戸、百 1ヶ年 l 

6ヶ月 ’‘w 1ヶ年 2 5 

1 年 4 

許 6 3 

〈繍考） L 補導期間iこ舗をもたせてある
ものについては、地方的事情及

び製品繍自等を考lむし、その範

関内においてJ適当主期i誌を定め
ることむ

2. 補導期ni1が6ヶ月以上にわた
るものは、在るべく前期、強j認
に分ち前期終了後就業者製する

ものの認定を計ることむ

大巾な期間延長をなしたとJえよう。しかし、

競考の2にあるように、なるべく「前期jで

就職させることが望ましいとしていたのであ

った。

さて、教報の壊撃についての壊程は次のよ

うに記されている er斗10頁〉号
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I
f
－
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v
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i
品
葦
黒
曇
紅
会

is￥
宮
各
号
｛
d
F
F・－ば
E
r
』

as苦手
g
t罷草
川

i

消えるのであるが、とのことは失

業者保護の職業Jiiii聴が極めて闘難

であることを物語る 1つの事例で

あろう。

「職業補導の手予fJiこ続き、公
共職業補導舟として出版された準

挫のマニュアんは、 f輔導事務必

携』であったが、これは前者に数

種目の新たな基準を追加したもの

の、基準の枠組みに大きな変斐が

なかったことは 1章で述べた通9

である。その「職業補専の手号IJ
が大きく改正されるのは妓能者養

成期に入ってからである。期ち、

昭和26年度に「職業補導の根本

方針jが出され、この方針に基づき、昭和

2 7年に出甑された『禎導提要』がそれであ

った。この中に改正された「職業舗導の手ヲむ

が章として設けられたのであった。

共間作襲施設作業翻陳期間基準

分 類
f下業調練鍾日数
1ヶ月 3ケ舟

A料品製造の職業 2 

鱗維製品製造の職業 3 2 

仕立繊維揺品製造め職業 1 4 

木材及び木製品製造の職業 2 7 

化学製品及び化学薬品製造の職業 1 

ゴム製品製造の職業 2 

石粘土及びガラス製品製造の職業 2 

金属加工の職業 1 

各緩丹製造加工の職業 1 

五十 百 20 

2-3表

吾
輩
繁

a
g
F省
議
草
幸
ル
弘
吉

1zrvし仁
L
d
宇

共同作業施設の運営状況

区 分 昭和23年 昭和24年

施設数 634所 4 2 7所

経 都道府県 63 4 8 

営 市 1 2 9 1 0 0 

主 町 235 1 6 4 
体 村 207 1 1 5 

3 0人 364 279 

定 5 0入 2 3 1 1 l 7 

7 0入 29 2 3 

員 1 0 0人 9 8 

I 2 0人 1 一

議離鴻係 300 2 1 2 

種 本特関孫 l 5 7 9 4 

藁紙関保 7 9 4 8 

呂 金品開孫 1 7 l 0 

雑品同県 皐1 6 3 

作業人員 1 7, 8 6 3名 l 4匪719名

国賄補幼 1 0, 1 6 7 ＂円 生1496 円

__J 

文献r1 3』昭如26年度肱より作成
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的に修得するには少くとも 1ヶ月以上を要す

るものjで、 2-3衰のようえEf}J!J衰の基準J

を訴していた〈向上〉。この枠業訓練の基準

は、 「作業ii!fl練さと行う擁設の長は技艶教程、

関張学科及び詔II諒時間を定め都道府県知事の

最認をうけることを饗する。 jとしていた他

仁、 「段少限度灘20時間を作業時間の一部

を訓練をうけるもののために；｛！If続時間として

割当てねばならない（向上57頁） Jという

規定であった。

以上のような作業譲i鯨の実施状況は 2-4

表に示した通りである。 24年度ば誠少傾向

にあるのは、この公共事業としての作業~II練

が24年度の第2・4半期で鰐止されたこと
によるので島る。その理由は「中間続費が多

いこと、－……リ就労者に老人、婿女子が多

く家計の補助的な目的で就労するため、民間

事業へ、配置、転換が国難である・……一と

れに加えて緊急失業対諜法Jが実範され議事

業の再検討がなされていたところへ、 G.H.

Q. よりも中止勘告が出されたことによる

〈文献『 13J26年版97貰へ〉。しかし、

その重要性が苔恕されたわけではないため、

r.地方公共団体のうちiこは、告発的にその後
も継続して経営レ……・‘ている舟もあj

（向上98頁〉ったのである。共詞作業擁設

への関車構劫は上のような経過で打ち切られ、

後述する新たな共同作業施設が昭和28年に

設立される迄、この撞の議n膝泣閣の擁護から

2-4表

を域定していない以上当黙のことであったり

以上のように労働者探悪期における失業者

の為の鞍業補導の），！；~は成立してきたのであ

ったが、この地に失業者対象ぬ作業訓練があ

った。それは、戦前の授産施設、時民共同勤

労擁設を受け継いだ指定護時措設であり、共

同押業誌設における「作業iilll練jであるのと

の共同待業施設の持業訓練は、時業安定法に

おいて職業鵠認の中の lとして規定されたの

であったが当初試公共事業として運営されて

いたものである首長Pち、 「器産共同作業施設
は失業者就中ヲ｜拐者摂畏軍人工場離践者等を

対象とし、………還当主職場を提供し、生

活の安定を期せしむると共に経済再建に必要

なる生産に寄与せしむる目的を以って新たな

る構想のflこ極関再建公共事業の一環として

－設問するJとしたのである〈昭和

2 l年9.FJI.:i自動発第47 5号、文献

r 19,n31頁〉。このような趣旨から、職
業安定法が制定された後の rz3年版苧ヲIJ
では f共間作業擁設は受業者を叡容し、これ

に当該職種についての知識技能を与えると共

に併せて生計費を持せしめんとする施設であ

るが、そとに於て知謀技能を与えんとする一

連の任為を作業ll!ll醸といい、職業補導の一環

として認めんとするものである窃 （文献

rz5Jss貰） Jとしたのであった作この
時も「作業主If績を実施する施設は公共事業

〈向上） Jであることに変わり在いが、この

公共事業と作業部！識との関係について「失業

対競と人的判用jは次のように述べている

〈関上第41誌11000）。郎ち F共間作業

施設は公共事業が一部公共土木事業といわれ

る知くその性賀上主として筋肉的童労識であ

るので、かかる章常舗の識に就けない者でJら

って、比較的軽芳働叉は工場的労務に就労し

ようとする者に対し就骨の機会を与えるもの

である。 jと唖従って「作業譲ll練を受ける作

業者も一般叫特装者と関様当藷施設の鞍営者と費

用関係Iこ立つのであ S司前56東） J り、諒！鯨を
受けつつ賃金を諜僻することを本冒としていたの

であった。その円乍葉通i鯨積目的選定は・…・特に

語臨調関を考1畠L樹立3ヶ月以内iこ技能樹等d瀦号

を通し得るものjであり、豆つ「その技能を全般

0 2 4 5 0 原 剥

端部教指の安雄については、捕器全期間

における進技iこ！到し丈情搭な社掘を樹立し

指導員組互の緊樹な連絡のflこ計向的、系

統的立補導をむわなければならない。

0 2 4 5 1 基準

輔導種担調の教~~茶撃は 1,}lj去による3
0 2 4 5 2 記載外極uの器準
}Jlj表に記｛まされていない措日に！喝しては

各諸導溝毎iこJ教穏窓を作成し、都道府県知

事の議認をうけしbるものとする。

上記のように、カリキュヲムは計＠li的、系

統的に完結するとととし、そのJI!;（字詰制定iこ

えiしていた。との持の別表には「去民J、

[J~鵠j 、 f木梧工j、 ？建費思；I:J及び「木
工jが掲載さ札ていた自教梶の名i体から卦る

ように、 4時組と If千百iこついてjま棋が示さ

れていたが、特徴的なのは「去民jであろう岱

「公氏Jとは今日の「社会Jに相当する科目
であるが、この単独の教』持の基離が制定され

たことは、戦業訓i離のカザ今ュラム法準の歴

史j：：この時のみであるa この公民の基準を受

け、戦：後の職業擁護J用の教科；l｝として主主初に

発行されたのがf公iえの議』〈文献fr2 4 J) 

であったn これらの分析については本稿の毘

的を外れるため別棋に正義りたい。公E誌に却す

る今日的課週について記せば、失業者を対撃

にしていた時期の公民の基準は、各職嘩頭j教

程｝｝.；；棋の普通学件と併に、今日普通学科が月号

除さ．れていることからみてその存在の忍；味を

問うていると言えよう。

~HA葺資料；こ紹介しているように、この時の

教韓基準には、 f繍考jとして数項目の並立

;1r.きがあり、それfぞれ＝主要な指識であるが、

その設建に f各補i!f.1明間の開始…… j苦々

とある。この「各j は編めてな味のある語~lJ

と誌えよう治これは補導期i喝の開始が年間iこ

按数回あること、即ち今日的f言語でさえば

f範時入按舗Jを採っているととであ九と

のととは関諸資料l｝~留によっても説明でき

るむこのような結時入所は、学校教育法範行

規摺において学年の飴めを4月1誌と規定し

ているのと異り、械業訓練においては今日に

るまで、年疲あるいは－訓練組問開始の時期
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2-5表 構 導 種 自 の 転 換

仁 職業安定行敢に共通して檀用さるべき職業芳額（注1)

大 ．分 額 中 分 顛

番 号 職 業 名 番 号 職 菜 名。 日出専門前管理的職業 o- 4 半自由専門的駿業
‘ 

1 書記tiJ麗売的職業 I- 。占詩的及r.l誠艇職業
2 奉仕職業 2- 2 接客サーピス融業

農業水産業排業 轍業的職業

4- 9 技能、半控能、無技能職業 くA) 製造工業及び関連作業の職業

4 -0 1 食料品製造の職業

4-14 紡融品製造の職業

4 -2 1 紡織品仕立加工の職業

4-29 本材及び木討製品の製造の職業

4 -4 l 紙及び紙製品製造の職業

4-44 印刷業の職業

4 -5 9 皮革及rfl主革製品製造の職業

4-65 石、粘土、ガラス製品製造の職

業〈蕪~、土石加工）

4 -7 1 金嵐加工の職業

4 -9 7 定気師及び電気機概器具の製造

職業

5 0 2 輸通機械製造の職業

』R

5-06 さを種製品製造の職業

5 -1 6 各種の製造加工の職業

(B) 非製造加工作業の職業

5-22 連投職業

5 5 l 通信、ガス、水道、電気の職業

週舗の職業

捕 噂 種 自 名

~ 2 3年版手引だけ 2 3 ) 2 7年臨手引の雨
2 7年版手引だけの選定撞目

の期間基準種目 者に掲載されている韓日

翻訳 F製図j、 f通訳j 「無織通信J、翻畳、統計、

儒生試輪、農芸化学、 f亨

認j

珠算薄記 「英文タイプj、r和文タイ宍j速記、 f経理事務J
下理容j 美容

漁労員

食料品製造工 「水産加工J

「蟻布J、染色 r手芸編物j、製糸
製輯工 f浮慈J、 〈有l裁〉 f男子躍j、ミシン鵠製、

事臓

製材工、建具工、家具工、 F木工L f竹藤組工j i本竹工芸
下駄製造工

裂紙

製本工 「活版印網j、 f ！書写印轍j

ま革加工

硝子工 「商事磁器J、石村加工

金属彫刻、工、製鋼工、農機 f鍍金J、 〈鋳造〉、 F鍛造』、if自動車薮金j、 「社J::j、
貝，f整理工 『搭接L r機棋J、f時計移 接金、銅器、装身具

理j 、 「ミシン組立静理j

fラジオ組立務理.J、 日誌気機

器修理J
歪~

f木船L ~I 転車組立静理、

F最動車整鑓』、内燃機鋒理

説其工、洋傘工、和傘工、 義2支 調印、毛筆

眼鈍工

「壊装J、 「議器j 本型

鳶職、配管工、 ~u: f建築』、左官 章受筋、 タイル

F電工J

能鮪連転士

（詑 1) 2 7王手版予引を基iこf乍成

〈注 2）年度によ 9名称の異る種自や統合、分離もあるが、関連するものを整理した。

種自数はいずれも 63種目が掲載されている。

（住 3）カリキュラム基離の完成した種目でも く）内は第1期に完成したが、 27 

年版で不掲載、 「 j内は 27年版で定成、 f 』内は両者lこ掲離されてい
る種目。
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この「27年瓶手引」では耗来別々であった

規模の基準、期間の基準及び教躍の基準の3

基準に、技能の標準を捕えだ4基準が統合さ

れて別表において縄自粛jに公表されることに

立ったG

それでは「判uの母えま点について、先ず
輔導種目の転換を分析してみよう 9 それを見

るためには種目の選定基準があるが、 「23 

年版手引Jでは前述のように数種目を例示し

たlことどまり、 「21年甑手引」では、選定

方法の原剰を5噴諒解説しているに過ぎなy¥o

建って、種呂の転換状視を分析するためには、

r 2 a年販手号むの基間基準の一覧表に掲載
されている 63越自と r 2 1年版手引jの
「稽導種目の職業分類Jに掲載されている

6 3種目を対比しなければならない骨その結

果が2-5表であるo表に毘る童日〈、 27年

巌手引で選定されていえまい鍾毘は、本来公共

~n躍に向かない種目か又は、余 9 高度の技能

を要しない種目と蓄えよう q 反対に27年賦

手引で新設された種自は、各々の職業分類で

より高度の技縮‘技能を要する種目と言える件

このような播導種自転換の方針が、実際の補

導所における転換状況にいかに反験されてい

るかを吊したのが2

2-6表 補導種闘の転換状況〈＃〉

磁噂鍾目時職業分額
昭和 25年蜜

種目数 定員数

1 3 4 4,2号Q
木材製品の製造業

(2 6.0) (2 4. 2) 

建 設 鞍 業
1 1 0 3曹885

(2 1.3) (2 1. 9) 

4 5 1,4 8 5 
金属加工の職業

(8. 7) (8.4) 

227 8,0 5 5 
そ の 也

( 4 4. 0) (4 5.5) 

5 1 6 17,715 
討

く10 0.0) (1 0 0唱。〉

昭和 26年度

定員数 定員数

1 0 3 3,4 3 5 

(2 1. 0) ( 1 9. 3) 

93 3,3 4 5 

(1 8. 9) (1 8.8) 

7 1 2,3 5 5 

(1 4.5) (I 3.2) 

224 8,6 7 () 

( 4 5. 6) (4 8. 7) 

4宮1 I 7, 8 0 5 

(I 0 0.0) ( 1 -0 0, 0) 

出典文献r1 3』s.2 7年.1 0 5真より作成
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一吉表である。この表の如く、その転換は木

工・建築系職種の減少方言審じく、これに代って

金属加工職種の増加が謀められるのである。

補導種目の金属加工職種への転換は、問時に

推進された新捜中卒者の入所・募集の方針と

密接な調達をもっていた。即ち、金属加工職

種への適蕗は、中高年失業者よりも若年者に

その可能性があり、よ号高度な熟練を要求す

るとき必然的に蔀i競期間は長期に、調緩内容

は学科；重視・高度化へ連なるのであった。と

の期待に充分新規中卒者は応え得たのであっ

た。とのような変色・対応は戦前においても

全く関様に認めることができたのである。

このような「撞導内容の充実jは、新規中

卒審向きのカリキュラム基準として定着し、

以後の養成訓練の築盤と立っていくのであっ

た。従って、そのような基準はそのまま失業

者に有効であるとは蓄えない。そこで、中小

企業等の離職者、炭鉱及び駐留軍関係の離職

者を対象に制度化されたのが夜間職業補導等

であったの職業訓練法が制定される迄の言わ

ば第3期の失業者を対象とした調蘇は 2-7

衰の通ちである窃以下、とれらの訓練につい

て紹介してみたい。臨時職業輔導とは、当時

の行政整理に伴う行政敏整理者を対象とした

ものであり、しかしその訓練の内容について

は不明であるc

共同伸業所は、後述の総合職業補導所と向

識に、失業報検識祉施設として身体障害者職

業補噂所iこ開設された。この施設は昭和24 

年度国崎補助が打ち切られた共同作業施設と

異型、闘が設躍し、都道府県が運醤し、失業

保検の被保険者を入所の対象としているc 調

練期間は 1年以内とし、1 作業種目は当該補導

所に設置されている補導種目の中よワ選択さ

れ、作業~fl掠を行って技能の向上を図るとと

を宮前としていたく文献『 13 J昭和29年

叢 24 2貰）。この掩設は職業訓練法；範行後

も継続されていたc

失業者特別指導謬II離は、 「失業者に土木作

業iこ躍する知識技能を付与するとともに、そ

の勤労意欲を艦記せしめ、もって公共事葉、

民間事業等への就労促進Jを目的として、開

始された（昭和30年9月12詩職発第

1, 0 2 2号） 〈文獣r1 a JI昭和30年度
3 0 l東～〉色 「指噂訓練の期間は 2ヶ月と

するが、………これを伸縮するこ左ができ

るjとし、蔀i練内容は、 rA土木作業、 B舗
装作業、 Cコンクリート作業、 D石域作業、

Eその砲jの作業種目とし、とれらの選択及

lf f艇に必要と思われる種目を適加してj実

聴が認められ、 「指導部諜は基礎l'll練と作業

dlll績に分けて突掩するjとしていた〈間上〉。

こわ讃鯨に関する昭和32年度以降の実擁状

況は不明であるが、失業者の為のjl［離として

住罰されるq

家事サーピス公共職業補導所は「額鶏聞に

有能な家政婦を膏成しようとするJ施設であ

り、文、内職公共職業輔導曹は「未亡人や主

婦の職業対策の一環として、内職に関する相

談、あっせん、その他の接競を行うJ擁設で
ある〈文献向上35 8頁〉。これらの識鞭は、

特定の女性を対象とした~II疎としては戦後初

めての擁設であった。

銀期補導とは、 f駐留軍の撤退に倖う離職

者対策の一環として、昭和32年 10月以降

臨時に、 3ケ丹ないし8ヶ丹くで〉・・

既設の擁設を利用し、または臨時擁設を設け

て実擁jしていた訓練であるく文書まF7 』

昭和33年24 1頁〕。この書II諌は、昭和

3 2年9月24日の「駐留軍撤去に伴う離職

者の対策についてJ閣議決定〈文醸r1 3＂』
昭和32年 28 3頁～〉により晶体化された

ものであった。

最後に夜間報業補導であるが、との蔀j線が

2-7表の中で轄に重要な制度と雷える。即

ち、後述するようι、この訓練が織業譲II蟻法
下の定時制諦！錬として鱗度化され、失業者の

為のiitll醸の基轄になるからである。この書＇ II様

につき、労働省は次のように説明している

〈文献F 7 JI昭和30年25 2東〉。

昭和 29年初頭に始まったデフレ政慌の影

響による中小企業・倒産に持う離識者の増掬と、

アメヲヵ占額政葉の推移による駐摺箪労務者

の大最解属や、現在淳動的な職業にいるため

に転職を話聾する者に対する緊急措誼として、

昭和29年 I0丹20日、 f夜間職業補革実

施要領jが擁行せられた。
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以上のような訓練が、軽自贈の失業者を対

象とした訓練であったoそれらはそれぞれの

趣詩に合せて輔わめて争様な立つ割弾力的’

ti基準であったと替えよう。

さて、上述した夜間職業構輔が、昭和34 

年の基準改正により樹皮北された定時制調較

に受け継がれるのであるが、この経過を説明

した通達が設の昭和34年4月1自の職発第

1 5 3号である。

「昭和33年7Yl 1日付職尭第53 5号通鞍

叫車業譲II練法の施行についての通覇むによ号、

昭和29年l2丹 10日付職発第60 9号通

腰（夜間職業補専の実擁についての通臨〉及

び32年 l0月18詩付時発第83 0号過轄

（駐留軍撤退iこ伴う離職者に対する職業捕時

の実施についての通事却の備によることとな

っていた夜間交は駐留軍離職者に対する鞍菜

ilJ!l練についての特jtl措授は廃止され、今後、

これらの者に対する職業訓i蘇は定時制の職業

訓練の－基準によるものであることむ J
この時の基準改正により、 f定問調語II続j

と名村けられた基準が新設された認では立い

が、その内実を示す基準と考えられるものl:

して「基礎調練jの中iこr2カ月以上1年以

下j及び「3カ月以上I年以下」のj境問で2

-9表に示す職種が新設されたのであった。

先の 2-8表に示した夜間捕噂に設定した基

準職種は、ここでは「3カ月以上l年以YJ
に継続されていることがわかるn しかし、

3 3年法下の基礎調轍は「求職者に対して、

基礎的立技能iこ関する職業調練密行うjこと

になヮていたのであり、 f定時制＆II謀」のみ

が失業者対象の訓練諜較でないことは明らか

であるが、序.，.－ 4関等から見てそれは少数で

あったことが寵えるひ

上手己の定時制訓練が年々拡大し、より長期

の基準が定まったのは 1-8査に示した通号

である打倒えば昭和35年3月の施行規期改

正（令第4培〉では、それまで f6丹jであ

った基準を r6月以上I年以下jの剥続期間

とし〈但し、 rJll緯時間90 9時間は不変〉た

のであったが、この改正は「夜間iその地特別

な時期においても訓練ができるようにしたj

〈問29H戦発第25 7号、文献F1 5 Jj 2苔

却ち、この補導tこは、主として大都市所悲
の公共職業補導所で3ろって、新たに設備を必
要としない所を雨期することとし、報Hは車

問として、機械、自動車整鶴、較金、塗襲、

溶接等工業部門より選定し、定員は 1輔自

3 0人とする。

その教韓議準は、おおむね、昼間の：教報基

準に都拠するが、特に実技にi点をおくこと

は夜間補轄の性格上当然で、補導時間は毎日

午後5時よ号午後8時まで、期間は6カ月で

ある。また、その実施に要する経費は、定め

られた基準の 2分の 1を補助するなj

調鱒の対称者は上記説明では、中小企業及

び駐摺軍労務者の離職者を対魚1こしていたが、

お炭鉱離職者も後に/JUえられている。期ち、

昭和3l年11月1Bの「石積鉱業合理化臨

時措畏法の路行に持う離職者対壌について

（鞍発第 1,1 1 1号の 1)J において、 f離

職者に対する職業構部事業の持知撒底を国り、

夜間i補導の活用等によ号離職者の就業機会も

増大するための技能樹与につきできる罷り努

力することJと通達したのであった〈文献
f I 3 J昭和31年3I 7頁〉。この夜間補

唱の基準iこついては昭和31年3月9自に通

達されたとある（文献f32 』年来〉が、そ

の内曹については未見である。ただ、その潤

開については2-8表めように現定した苓準

が明らかになっている。
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夜間諜穏鞍業補導基準制度種間

捕導輔自 補導期間

機 械 ( 1年， Gカ丹〉

搭 接 く1年， 6カ月〉

1立 工 ( l年， 6カ月〉

自動車整騎 ( l年量 8カ丹）

ラジオ組立時理 (6カ月〉

文献f3IJ(6ヵ月）

1 7 1真より

2-8表
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2…語表昭和34年基準におけるr定時制割i糠J職種
月以上 1年以下）を追加し

〈令欝9号、 5月l9日朝発

l 2 2号〉合計50鞍種；こし

たのであった官この転職訓練

対事職輔が設定されたことに

よ号、失業者対象のカヲキュ

ラム議準はその独自性の足場

を確立したことになるa却ち、

2-l 0表からも分るように、

それまでの定時制調練の基準、

その能川年」の基準の中か

ら、換言すれJま「基礎訓練J
の基準の中からそれは指定さ

れたので島り、 「求職者Jを

対象としていた「基礎調隷j

から f失業者Jを対象とした

めっき工 ．， 諦物工

のこ目立工 機械工

2 洋服工 3 仕上エ

カ
洋裁工

カ
故金工

和裁工
事

捧接工
月
ミシン鑓製工

月
配管工

以 端物工 以 官工

と ニ・三輪自動車整備工 上 寵気機器修理工

1 左官 1 ラジオ・テレピ修理工

年
タイル張工

年 自動車整備工

以
プロック建築工

以
機構製間工

字国工 塗装工
下
謄写知樹工

下
事務員

英文タイピスト 経理事務員

和文タイピスト

4号〉のであった。そして、とのような定

時事j訓練を基盤として今日の能力再崩発誹臓

となっている基準を整備したのが、昭和38 

年の範行議員ぜ改正〈令第8号〉であった。部

ち、その改正で別表第 1の基礎調鰹の基準を

全面改正すると同時に、表末の f備考」の2

として改の1項在新たに追加したのであった。

「科目の調的O印を付した境目は、議II練生の

年齢、職業経験等からみて技能を習持させる

ために必要がある場合において、これらの項

目記除いて調韓を行設うことができるものを

訴し、 ~II練時間の翻に掲げるかっこを付した

時間数は、科目の翻のO印を付した項自を除

いて訓練を行なう場合における科目どとのXIII

練時間教を示す。J

こめO躍が材された職種は 2-10表記見る

ように合計35職種になる。叉、上記擁行規

制E設正に統き 4丹8日に「転職訓練の拡大強

化についてj 〈事ll発第 54号〉通達を発し、

この中で「事長職訓練推進要調Jを鰯定したの

であった（誌7）合との要舗において 2-

l 0表iこ示す「転職議II練対象職犠」を指定し

たのであった。前記主主態改正でO印が付され

た職栂を全てこの中に含めていることがわか

るa翌年これらに加え、機械部品検査工（6

「転職議：11蘇jが分離強立した

と言えるのであるのこの転職

事II練がti{;t第144年の法改正に

よ号、能力再開発灘練の職業転機訓練課程に

再組織され、今日に引き離がれているのであ

る。

ところで、 f転職訓練jの文書は昭和38 

年になって突然に生まれたのでは怠く、昭和

3 5年項より次第に慣用さ札、概念も明確iこ

なってきたのであヮた。即ち、 f昭和35年

度職業認II練行政の重要制調について（職発第

4 1 7号） J （文献r1 s J第2巻第6号〉
において「新規労働者北対する養成事II蝶と既

存労働力に対する転職選II鯨Jという対韓親念
の下に初めて F奪三職議II諌jを用いてこれを勧

奨したのであり、翌年4舟1日の「職業調練

行政の運営の基本方針についてく発職第宮 3

号） Jにおいて、 5項自の基本方針の第3項

として「較職訓練の推進jを掲げてそれを勧

奨したのであり、更に、 lG月21自の「合

共職業訓i諒：における転離職者の受入れについ

て〈誹！発第 l3 0号） Jにおいてその推進を

指示していたのであった古

これらの転職議i錬の基準に関連して、事II発

I 3 0号通達では、 「入所時期経過後であっ

ても、補智斜線等により所定の調練目標の達

成が期待し持ると認められる審iこワいては臨

時 cvn練期間6月の職種については原邸とし
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立－10表 公共穣業訓練転鞍蔀i練対象職種一覧（ 0印〉

種類の l 年 9月以上 6月以上 3月以上 2月以上

分 頬
ill観戦種

1800時調 1~5年G以時間下 鈎l年8時以間下 1年以下 1年以下450時間 300持関
金属材料

鋳 物 工 R 。
製造

金属加工 叡 金 工 6?i 了ヲ 「ヲ
製 埼込 ん 工 60 n n 
lーは金容属ー プレスヱ
。 ＠ 

接工 。 R 。 。
め つ き 工 。 1誌 。
配 管 エ R 。 。
建設機械整轍工 0 
製 材 機 械 T ＠ 0 
構 造物 鉄 工 R () 

電気工事 @7月以
及 び 電 工 。 上l年以 。
首機製造 下 1.050

時器修理工 R 。
品組立て工 。
準鰻工 。

紡織及び 洋 Z民 工 R 。
織物加工 洋 裁 エ n ぬ

和 裁 I 。
盟ぬ、、司‘ シ ン結製工 () 

錨 物 エ 0 
刺 し ゆ づ 工 。 。

製運輸装造置 自動車整鏑エ 0 
。 。

2・3輪自動車整備工 ぬ 。
建 設 左 官 @ 。

タイ ル 5長 9工 。 0 
プロック建艶工 @ R 。
配 筋 工 詩

木材加工 建 築 大 工 R の
オミ 工 ＠ 。

土石製品 石 エ 「ヘ 5己
製造 プロック製造工 0 
製図及7f機」械製図工 00 。 。
印 遍3活 販 印 剃 工 R 。

聾ー 写賄 劇 ヱ 。 60 。
各種鞍造 塗 装 工 ｛怠 。 ぞヲ

製メ口』 く つ 工 ぬ
成樹臨製品成形工 ＠ 
紙 器 I 〈づ
／、が フ 研 ま エ fラ

運 転 建設機械連事正工 R 
プルドーザ運転工 。
ショベル運転工 。
口一ドローラ運転工 。
自動車運転負 。
クレーン運転工 g 
ポ イ フ 工

そめ他 讃t 起： 員 。 わ

玉掛け作業員 。
荷扱い作業員 。
経 理 事 務員
。 「3 の

〈注1）昭和3事年5丹、 f金属加工jiこf機誠部品検責主J(6月以上1年以下骨〉を
追加する。

住 2）曾教科の科自の一部省略ができるもの
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の二者が転職議II糠の主要な種顕であるととが

わかるn 特にこれらは44年法以降は「…般

転職訓練Jに；再編されたが、しかし昭和46 

上に複雑な変遷をしているのは「定時期j訓練j

である。即ち、蔀述のようにこれはそれまで

の夜間補導を受け薙いだ翻練であり、調練法

鵠定当初は失業者対象の露If練であった。しか

し、衰のように、昭和39年度よりは「転職

課棟計画jの中に入らな〈なり、文献によっ

てはこれを f養成調鯨jの中に整理している

資料もある。しかし、既に明らかにしたよう

に、その基準は「転職IDll藤対象輯種Jに延

9 0噂種が含まれていたのであった。文、

4 4年の謬II練法改正時においては、 f現に行

ft.われている定時制調r1練については、専務訓

練諜畿の義成調練における定時樹訓練に北る

ものであることJC語！髄248号〉として、明確にそ

れを養成調蘇の種類にしたのであった。しか

し、 F失業対策年鑑』ではそれを「養成訓続j
からも「転職制蝶Jからも独立して鞍理して
いると問時iこ、 f新法においては、専務訓練

諜翠の養成部！諒及び能力再開発朝練の荷れに

ついても、定時制識練を行なうととができるj

（向上）ともしていたのであった。更に、 「二

級技能士隷i麓諜韓jにも「定時制訓練Jを定

義したのであり、ここでは「全日調書1鯨Jの

対鼠概意として告を舟していたのである。しか

し、定員数から見るとこれらは初期の定時

輔諦i練が継続Lているものと理解できる。

ところで、荷崩資料（1ト命表tこ示した「転

職訓練jの各種類毎の極構規種及びカ担キュ

ラム基準の運用規定は2-l 1衰の通りであ

る。問えば選~I続期間で見ると、設業離職者調

諌の3ヶ月を原種とした謹期の議II練から、昭

和46年の中高年者等訓練の基準より 1/4

～1/2の延長を醸準としたように長期
の語II訴があったo農業離職者説i鎮の場合も、

年10丹S自の「中高年舎者を対象とする能

力再開発itll憾についてjの中調審答申を受け

た畿は、再麗「中高年舎者訓練Jiこ再編守れ

ているのである。その問、昭和41年度から

4 3年度までは、これに f日題労鱒者調糠j

もi謁達していることがわかる白

(1ト＠衰の転職調輔の中で、中高年訓練以

て1月以内、調練期間 1年の域極については

探間として 2丹以内とする（＂＂ ）入所させるも

のとすること。 Jとし言、今自t宮う柑臨時
入校制 nを指示したのであった。そして、前

述の「転職議II諌推進要領jにおいて、就に昭

和 35年の「民拡離職却II鯨Jで提唱してい

た f等義語環方式Jの操用を勧奨し、 日ll練

内容は、務了後の就職に必要な技能及び適応

力を養成することに重点をおき、学科につい

ては、実技に護接関連のある知識及び関係法

うに、この壌に定着した失業者対象のカリキ

ュラム基準は、従来の定時調書II練を議にこれ

を改革し、よ9失業者に治うように整備した
と蓄えよう。

昭和38年に成立したこのようえま転職調輔

の基準は、 f確立競jiこ入って昭和44年の

新職業ぷ，，練校の下で、能力持蕗発車臓の職業

転換議l謀諜器として輔度化きれた。これは諸
行盟関jの別表第7に整｛輔されたが、前述のよ

うな失業者iこ配議された運用方針は、その欝

文に明記してある事骨麗資料（6）事解00 
つま 9諦文では、 f教科の科目」、 「調緯期

間j、 「語II練時間Jについてこれらは「諜準J

であることを明らかにし、特に議II蘇期間につ

いては基準の期間の2分の I迄の短縮と 1年

迄の延長を認めたのであった申との44年の

誌準i立、 50年に改正されたが、上述の基準

の枠組みに変更は立く、それがそのまま今誌

の53年法下の転職議11融課程の基準として引

き継がれているのである。なお、との刻表第

7においては、普通学科が教科よ9欠落して

いるが、教科の科目が諜壌であるために、

「弾力的立運用を行うこ左ができるj （昭和

4 4年10 }j l日書II発第24 8号〉ので、詑

詰tfと同じように実捷できるものと考えられる。

さて、昭和33年の職業調鞭法制定以陣、

今日起の失業者を対象とした訓練の主要な櫨

類と、その定員を整理すると附属資料（1)

ベ訟の如くになる。表に見るように、 「一般

転職調練J と「中高年舎者~II蘇J とで諒年の

転職議i練の全定員の7割強を占めておちもこ

規の知識の語II線とし、実技については鞠務に

必要な中接的枠業に重点をおいて調練を荷な

うこと。 j等を指示したのである。以上のよ

Qザ
戸
内

d
…58… 



1

4

F

l

 

炉

1
1
i耳
号

Z
P
E
E
R
t言
語

z
t軍
事

E
t
d
tャ
1
1
1
F
f
F
F
T
i
k
i
r
f
t
h・－
t
L
L
E
a－
i
；
I
N
i－
－

s
f
l
i
L
2
1
f
A
r
i
a
d－
－

4
1
f
j
J
r
z
p
f
i
y令

有すると認めら

れる者

訓練持ごとの教斜め科目が標準としてj謂i練科ごとの教科

定められているG ! について最抵殿必 i特騒が標準として定
ただし建纂科の認定職業調線についてi饗とする科自を定！められている。
は、教科の斜呂が最抵離として定めらiめている。

調鯨科ごとの教件の

l. 議i諌科ごとの番号
躍の総時閣の標準

16001 

時間1

2. 1の総時請は2

分的 1を越えて鰻

錯することはでき

3. tV!l鯨科ごとに教

科ごとの&fl続時間

第1頚 j第2類
普通翻練｜高等学校

卒業者文

の額態を定めてい

はとれと

同等以上

認められ

る者

の学力を

脊すると

800 

時間

6月

専務調緯課穣

2年（8訓練絹〉

3年（6調蘇科13年（1訓練科〉
2. uこ定める調掠期間i立、 1年を越えて延長するととはできない窃
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3年（ l語持続持〉

ZJ¥のいずれかに議

当する者

れと同事以上の

技能を有すると

認められる者

2. 高等学技卒業

者又はとれと開

等以上の学力を

2年（17語II掛

科〉

L 調練科ごとの

最抵隈の詩n轄の
総時間

教科ごとの最低

限の訓練時間を

訓練期間2年の

2. lの総時間は、 2分のlを越えて

短縮することはできないっ I 時間
3砂 却It東科ごとに、教科ごとの訓練時12. iijl轍科ごとに
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4. 瞳築科の認定職業訓鱒については

~t織の総時間及r.f教科ごとの訓練時

間を段低識として定めている。
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文献fi80J237頁より作成

いう百〉又はこれ

第 1 類

養成411練を｜学校教育法による

受けること 1中学校を卒業した
ができる者i者若しくは悶法に
の詩格 lよる高等学校を卒

業した者〈以下こ

らと開等以上の学

の表において「高

等学校卒業者Jと

カを有すると認め

2年（ 154議IL鞍

科〉

普通語ll

場合は 3,20 0 

時時間

られる者

2-1 2褒

出典

底分

調練期開

調i練時間

教科

新規学卒者の訓練、換書すれば護成車！練の

カザキュラム基準は、昭和44年職業訓練法

の制定主主は、公共調i謀と事案内調躍の基準は

別々に設定されていた。それが、 44年法に

おいて誠一され今日に裂き継がれている。そ

の今日の概要を宋ずと2-12衰の通号である。

衰のように、今日の53年法下では普通翻錬

諜現、専門Wll練課程及び暫定的に継続実擁を

認めている専務調蝶諜麗より譲成誤i蘇は構成
されている。そして訓練時間について泣いず

れの課程も標準として定められ、教科及＇｛｝翠I[

練時間については普通調諜謀麗及ひ噂移訓練

基準額接！と興ることはないと蓄えよう。

しかしその転職訓練受講者が2-2図に見

るように高令化している現実を見ると、新た

な課題を提起されていると替えよう。

第2節新規学卒者のカリキュラム基準

才
5
 
5
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但し、文献2l 5 jの「～2SJの段階は「24才以下jである。

46～54 36～45 

能力再開発露II練受講者の年令別割合の変叱

-60-

f受講希望者の実情に蕗じて弾力的に運営す

ることj とし、文書II練期間も「訓練受講者の

実惑を記臨し、必要に応じて変更することが

できるJ f新発第 16 l号〉としていたので

あち、失業者の部i練としてゆるやかな実擁が

銀幹されていたのであった。と開時に、教科

目の内容を見ると、昭和35年の炭鉱離職審

議棟以韓実技を重複し、その時間を学科よち

充当する方針が慣かれていたと言えよう。そ

れは、 f轄す後の就職に必要な技能及び適応

力を養成することに重点をおき、学科につい

ては、実控に謹接関連のある知識及び関採法

規の知識の調練とし、 5建設については職務に

品費な中接的作業に？重点をおいて訓練を行な

うJ 〈転職訓練推進要領）ためであった。そ
して、還時発生する失業者のために、受け入

れ体制として f等差額様方式j を早くよ号奨

動していたぬであったお今日の能調講1擦の基

iv~も、本質的に以上のような蝉力性iこ富んだ

26～35 ～25 

（%） 

2-2菌

出典



課樫が標準、専門調賦課認が最抵i混として定

められている。 fを戒訓練の今日のカヲキュラ

ム誌準における経費は｝：記の通習であるが、

この「探準j摺jについては前捕の生業者の埼

flと述’った課題を含んでいるが、 ζの点につ

いては話3~~lで詳述するととにし、以下公共

~I練、 :rti；案内 ;v-11練及び .111手法以後の統会期
の3項iこ分けて、そのカリキュラム基準の変

遷を昆てみたい也

2-1 会共饗成訓練りカジキユラム慕準
既に明らかにしたように、公共磯業訓練に

おける新線学卒者を対象とした養成調謀は、

「技能者選成期j、カリキュラム基準の底分

で言えば第3期の f転拒i期Jiこ入って開始さ
れたのであったn それt立揖々の社会的な外的

要因及l.f、公共職業輔導の拡党震としての内

自により制度化されたと苦える町その最大の

現象が総合職業補噂所の設立であったと瓦え

るであろう。

カザキュラム基準に贈して述べれば、 f職

業補導捷曹』の発行によって、前部で述べた

ように、先ず訓練職種の金属加工輪種への転

換として表れたのであったc この職種の転換

は、新卒者を入所の対象としたことと関連し

ていた。それは 2-3国及び2-4図に見る

ように、通話卒者の増加、機械・金鼠種自への

入所率的増大というように、持者が相応的に

他方を斡長したのであった。そして、入所者

の新農学卒者化、補蒜鵠目的機械・金属イりま

説i麟期間の長期化を必然的iこ促進するのであ

った。問えば、昭和27年iこ発行したF職業
補講提要』中の「職業捕噂の手引J ( 2 7年

手引〉の期間と、 23年の f職業補導的手5lJ
との訓練期間を比べてみると 2-13衰のよ

うになるc期間基準についても前述のように、

2 7年版手引では一覧表がな〈なり、カリキ

ュラム基準の完成した 28種目についてだけ

しか対比でき悲し....0 その結果、丸で関った 1

種目〈製図〉を険いては、全て 23年抜手引

2-4関

．．
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2-1 3表期間基準の延長状況

三話~ 5月 §月 ヨ月 1 0月 1年 言十

3 ～4月 1 1 

3 ～5丹 1 2 3 

4 ～6 Jj 3 1 4 

6 月 2 1 l 2 6 

4月～ 1年 ] 

6丹～1牢 2 l 8 1 1 

1 年 i心 1 2 

討 l 9 2 2 1 4 2 8 

30 

機械・金属関播種目入所率
20 

10 

28 32 26 30 

~62-
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2-1 4衰 カリキユラム基準。完成種自の期閉め延長 間基準から見た公共

養成蔀臓の大きな変

化は、 34年基準で

2年制を制定したこ

と、及'U44年基準

で中卒3年制と高卒

基準を讃i定したこと

である。この内‘

二議ど空 賂止 6丹 1 O月 1年 計

6 月 a‘ 
2 2 6 1 1 

』一一一～一
年 1 1 

富十 品 (1) 2 2 7 

（詑〉討の種討教が合わないのは f建襲jが草月と 1年

の2揺を完成させたため司 4 4年基準の中卒3

の期間以上に延長していることがわかる。叉、

カヲキュラム基準の完成した鵠目だけについ

て晃ると 2-14衰のように、醸止した鍔造

科を除いて 24年販の『必携JIこ掲載されて

いた基準以上に延長していることがわかるむ

このような期間延長は、 23年賑手引の f期

間の恭準JJこはあった「最寵3ヶ月を降らえE

い範踏において短縮しでも蓋吏えないjとい

う短縮規定を、 21尊厳手当iよ9削除したこ

とによっても根拠を与えられていたc

以上のように、昭和27年に確立した公共

養成~It練の調鍛期間の以接の変還を凶示する

と2-5閣のように立るei翠のように謡i諌踏

年割を制定したとと

は、とれが事業内部！棟と同一基準になったた

め、後述のように従来の事業内訓練ま引き継

いだことの顕れであったので為る。以上のよ

うに、養成講l練の訓練期間は、基本的に長期

北、高学鹿北しているのであり、とのことが

学校教育の情況変化に大きく影響を受けてい

ると言われる所以である。

ととろで、訓練期間の延長は r2 1年手守む
における基準の延長だけでなく、様々な対応

がー慣して試みられてきたのである。その第

1は、 「27年乎手IJにおいて、捕噂生の能
に「補習生Jを設けたことである。 f補習生j

とは、 「所定の補導期縄終了談、………更

2-5摺 新卒者対象〈公共〉の部！練期間基準の変遷

〈中毒主君主｝

4与i
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；こ技能の議i績を受けようとするものjであり、

「8ヶ月を越えないことを原則」として、

「実技に護点を置き、…・ー・・・自らも研究を

行うように調練するJとととしていたQ この

補習生は、統計七補漕生に f算入せず両者を

区別すること」になっていたが、手当につい

ては補導生の手当と開ーに取扱うことに詰っ

ていたので、補導期間延長策のーっと解する

ことができるのであるロ

その第2は、 「追輔導Jft譲渡を昭和29年

に設けたことである。 「追輔導jは、 「公共

職業捕帯所における追輔導の強化についてJ

(8月l0日職発第45 3号、文献f 7 J 

3 0年、文献r3 2 .n年表、田本文未見）通
達により指示されたのであった。とのi嘉輔導

とは、 「真に産業界の要求する擾秀な技能労

梯者を義成するために、従来5ヶ月の補導期

間のものについては、あとの6ヶ月を追輔導

とし、補導丹時の調蘇によって膏得した技能を

一補導所外の現場実習によって完成さ

せることJであった。その追補導の内容とは

f{l）通信・による補塁手、（2）指導員の巡回、（3）ス

ターリソグ、（4）レポートの提出、（5）補習生制

度による再訓練等のうちいずれかを重点的、

計画的仁実施して擁噂生の技能向上を留ろう

とするものJであった〈文献l'32Jl05

頁〉。この過措導は、 O.J.T.を公共謂i練の
訓練内容として認めたという点で戦前及び共

同伸業施設における作業調練を験けば異例の

匙置であったが、引用文のように明技能の向

上聞方壌として採用されたのであった。

上記のように、昭和20年代後半の義成謝

麓の訓練期間は、 「種目位よっては6ヶ月の

ものもあったが、...……これらを考践した

結果現在補導期間は各種自とも 1ヶ年となっ

ているJ 〈文献『 7 』30年、 25 1頁～〉

としていたりこのような運用による訓練期間

の長期化を、更に議準上でも追認したのが、

昭和31年頃iこ発行されたf職業植草基準3

〈文献『 31 J)であった。例えば期間基準

が『接要』において 4丹、 5月であったもの

が各1櫨詰6月に、 9丹、 I0丹であったも

のが各2輔自 1年に長期化している。その地

新設した l9種目の内 l 2縄自が1年であ

り7種問が6月であるように、より長期の基

準を多く新設しているのである昨このような

補導期間の延長と捕帯内容の充実をめざす方

策は、次々に試みられ、職業訓鶴法下におけ

る養成部！緯諜韓へと発展していくのであった。

このような捕尊期間の長期化による技能の

高麗北は、その公証北を期持することになる

のであったo その欝 1の方策が、昭和29年

2｝ヲより開蛤された公共職業補専務修了生に

対する「技能検定jの実施であったo この技

能検定は f職業補導事業の訓練水準の向上と

稽導生の技能習得意欲の捉進、技能器度の客

観的評舗による属用主の修了生に対する認識

等を目的として行j （文書u 13』29年、
2 4 3頁〉わ一れたのでSらった。これは次に述

べる技自主審按成規躍において養成工に年1田

義務づけた「技能の検定jの補導新版であっ

たがこれら技能横定が、続業~！続法下の技能

被定期j度へと発展するのであったa

設能の公証北の鰐2の方競は、昭和32年

1月1］おの磐梯省告示第 1号にて、露合職

業補詰所の説i練内容を、後述の事業内養成:flt!

諒の~II練内容である技能者義成施設における

教習事項として認めたことであった。つまり、

会共職業構専の調練内蒋が、拐めて熱親王義

成のための技能者義成措設のそれと苅等であ

ることを認めたのであったo この職業:i/ll練調

度内での最初めカリキュラム基準の接近拭、

次的「整鰯期jにおける職業訓練法下の基準

樹度の土台となるものであった。

やがて、職業訓練：法が制定され、新たな基

準の脅選定をめざして中誠事：は、昭和34年3

月4日に「職業訓練の基準iこ関する容申」を

発表したのであったc この容中に基ずいて、

昭和34年の新恭準が確立したのであった。

会共謀！騎の場合 1年以下の基礎訓練と 2年舗

の専門調練に関する主主串が設定された盟その

諸事iま職業dill線法施行境問の第 H長及び第2

7条iこ捜定され、.§々割表第1及!:f開表第2＇こ

定められたのであった。

それではこの時の公共義成語！！轍はどのよう

になっていたであろうか、この施行境問では

2-5留にも示したように、基準を「定めたj

のであったが、この f公共職繋訓練の山部；は
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標準を訴したものであるj 〈昭和3・1年4丹

1日、発鞍第36号）として、通述で「標章

舗jを指示したので島，った。この標準制につ

いて、 fやむを得ない事ri!fこより所定め調続

時間のー認について議'II婚をうけていない場合

であっても、当該訓練生の調練を受けた時間

教が、職業;;Ill練の基準に定められている総調

諌時間教の80 ~·こ達してお号、かっ、試験

の結果その他から見てその保有する技能の程

産が控了に植すると認められるときは、調練

を特了させても差し交えない。 j 〈昭和37 

年1月 11羽、議＇Ill院第 29 8号の 2）と通

達したのである。

上記のような主主準だけでは、調輔の内容部

ちカリキュラムを担向に縞成すべきかが不明

であるため、労横審は先の中調審答申が f公

共謀臓の場合は全倒的に水準安藤持させるた

めjに教科詩の内容の設定を勧めていたが、

この方針仁問り施行麓剥iこ「基準の縮努は、

労働大臣が車＇IJに定めるjと規定して、これに

従いf公共職業調練基準の組問』（文献

r 3 s』〉を発行した〈以下f細目』と略すっG
このf網目』は割ると「23年ヂヲuの F教
授端日J、27年『提要』の「教程縄自表J
であり、そして今日の『教科編成指導要領J

の前身に樟唱するものである。そして、この

F鰹[1』に関し、労働者は次めように通達し

たく昭和34年4月1目、職発第 l5 6号） o

(l) 梓百

｛イド科目各項目の細野は、当議事II諌職績に

かかる語II鯨内容を標準的に訴したもので

あるが、地続車業あるいは労働市場等の

事問に応じ、調自に示したものから甚だ

しく逸脱しない裡鼓で、適宜選定して差

支えないものであること。

｛吋職業指帯、就職相議等は、社会に含め

られるものであること。

(2) 調館時間

付｝ 1訓練単位時間は、 50分を諜単とす

るものであること。

（吋 科おそら積自の訓練時間は喚地塘産業あ

るいは労縄市場等の事情ま勘案のうえ適

賞定められたいこと。

やす学科〈普通学科技び専門学科〉及＇（／実

技〈基本実醤及び応用突討〉のWI!練時間

については、議II跡；の事情によっては各科

目ごとの謂定説II練時間を5＂＇まで、減じ

て、益支えないものであること。

上の通達のように、先の発戦第 36号通達を

受けて、縮自及びi.Jfl諌時間について標準制を

再確認したのである。更に翠年、上諸2）吋サ

を改正し、 「各科目ごとの所定訓練時間を

1 0 S1iまで按じ相互関に融通して益し吏えな

いJ、但し「説111練時間の合計の 5＇惑をこえて

減じてはなら立いj として、基準内の画一性

を若干緩和したのであった（3月29日、職

発 25 7号〉。そして、 i二述の『締自 2は、

f職業事It鯨基準の綱目 .JJ （文献fr38 .Dと
して薪装距が発行されたのであった。

しかし、上記二種のf細目』は、今日の

f教編』｝こおける f科自の網目Jにとどま号、

「訊i練内容Jのνベんまでプレーグダウンし

たものではなかった。そのため、先の中~II審

書中が「科目の項目別には、地域的事情を勘

案して都道府県又は労働福祉事業部に定めさ

せるのが妥当jとしていたのを受付、労掛省

はより詳細ft.調練内容の標準案四作成を都道

府県及び事業閣に故ねたのであるG 前者では

「専門訓練鞍種別指導要額〈案） J 〈文献

r s i n及び「専門翠11蘇指導要策i（文献
r s 2』〉が、後者では例えば東京都の f報
装i調観基準試案J （文献r5 6 J）がある。
しかし、単独の道府県では標準案作成が関難

なことも考えられるため、義主購語fl諌について

は労働省が「教科絹成指導要髄」 （文献

『3告』）を作成していたのであった〈法的む

これらの標準案を重量考にして各訓練所でのカ

リキュラム繍成が行われたと替えよう。開え

f;f掛照慌進一事業団は、 「専門IDll練職種別指導

要額〈案） J ~発行するに当り、その〈案〉

についての「し一般的留意事項Jiこ次のよ
うに記んていた。

(l｝嗣マ指導要項は現行の職業i訓練基準、

戦梁訓練器準の掛目及び公共職業謝謀にお

ける技能標準iこ基つ＠いたこと。

(2} この内容は、一当議職種の専問櫛第 1年

次の革本実技及びj議本実技期間における専

門学科の訓練に関するものであること Q
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(3｝編成に当つては、各請i蘇所から編成委員

及び専門委員を委嘱し、また試行語ii練所を
指定して各訓練所のt1lll練内容及び実績を集

約化して反映するようにしたこと9

(4｝適用に当っては、指導要領の舎内容を十

分理解把握することに努め、更にこれを手

がかりとして地域産業の要求や議II締所の実

情に適応するように一段の創意と工夫をし

て自分のものにして調練すること。

従って、地蟻産業の要求や訓練所の実情

により、指噂要領の舎内容となっている事

項の一部を省略した号、掲げてないものを

加えた号あるいは、ここに掲げてあるもの

の敢扱いに軽量の叢をつけたちするととは

蓋し交えないB

上翻4）に記してあるように、労樋省が通遥し

た f標準j性は具体｛とされたのであった命こ

のような方針は、改正版の「専門講l練指導要

額Jの発行の際も受け継がれたのである。

ととろで、 J:話1）の f技能標準Jとは何か

と語まうと、前記の労働者発行の2鶴の『縮日』

は両者とも技能の目標（諜単〉について記し

ていえEかったため、労働省は、 日ii隷の効果

を高め所期の目標達成に資するため・ H ・H …
技能標準を設定LJ、その技能額準を通達し

た〈昭和39年3月5問調先第49号〉ので

ある。 「この技能額準i立、専門学科及び実技

〈基本実技及ll応用実技〉について、全菌的

な標準を訴したものであJI)＂各選 II蘇詩「に

おける訓練詰標は、この技能標準に基づき、

職業訓練所の実情及び地方産業の要求する技

能の範囲及び寝度を勘案して設定するもので

あるとと」 〈向上）とされたむこの技能原準

は「専門学科及び吏挫の欝得縄疫を表わす尺

度として三段構の区分を設けJ 〈向上〉、そ
れぞれの指導隠安を示している。その具非的

資料を入手し得ないが、指曜日安を見ると、

後の「技能関東の基準の細目jの前身とも蓄

えるものであった。

以上のようなカリキュラム議単に基づき、

3 3年法下の公共諮戒訓練は実施されたので

あった。その基準性は、通速において「標準J
性が議われ、議！！続時間、訓練内’容における弾

)J化が運用可能であったo こめようえま基準がも

事案内調醸の基準と統合され、 Ckの44年法
下の基準へ移行するのであるが、その前に、

この唄迄の事業内訓練の基準を見てみようむ

2-2 事業内襲成訓練のカリキユラム基準

戦後最初に事業内訓練向けに成立した基準

は、昭和22年1母月 31日の技能者養成規

程〈令第6号〉であったo この規握の第 12 

粂で、 「養成態隣は頭j表構2lこ定める期間を

2-1 5表
掛褒第2養成期間表

技 能 議成期間

理科学機械工 3年

2 精密接続工 4年

3 電気機械組立工 3年

4 鋳物：仁 3年

5 鍛工 3年

6 調販主 4年

7 精1砦印繊工 4年

8 舗金工 3年

9 カァトグラス工 3年

l 0 レンズ研欝工 4年

1 1 陶工 3年

1 2 接工 4年

l 3 竹雄輔工戦 3年

1 4 手議染織 3年

1 5 手織工 4年

越えては年らない。但し、月号結脅備基準監普

署長の認可を受けて、 I年を鵠えない期間に

おいて、これを延長することができる。 Jと

して、 2"--1 5表に示す 15聴種の設五定期i詩

を定めた。とこで議成期間まええ高極度として

定めたのは、実質的なam麟をせずに徒に穎用

線閣を延ばすことが不可能となるように主主成

工保護の立掛から定められたのであった。こ

のように昭和22年に確立した事業内訓練の

その以降のよm麟鍛閉め変遷を悶示すると 2-

6悶のようになるa この描で、事業内部鯨の

訓練期間基準fi..よ号短期間のコースが新設

されるととにより多様化してきたと震えよ号。

また、 44年以降の：主主取は、前述したように
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この拡大と伺時に、脅If考の 1を「教官事項の

各学年配当は、事業場の5契約に応じて多少の

変更をえますことができるJと改正し、若子弾

力化のさぎしを訴したのであった。カリキュ

ラム基準としての上誌のような教習事項の実

施について、次のような数点の留·~＊壌を労

働省は明らかにしていた〈文献r4 6 n o 
第1点は長成期間の短縮化の可能性である。

義R定期間は前述のように薬品定工の保護のため

松高年限が省令で決めちれていたが、教習事

項の最低限を充足すれば、これを短縮できる

としていたのである口問えばrr三年の義戒
は少し長すぎ、もっと短い期間の英成を実施

したいjという場合盲目働馬・・姐置は 1,4 7 0 x 3 

=4巷11 0時間を満し得る鞄題、 ~p ち 1 年間

の労掛時間を長大離に利用し得る場合、 s

年2,4百8時間の教習を喫施し得るえまらば1

年 10ヶ月の義成を実擁して塾支ええまい」と

していたむ 「但しこの場合は、達成契約に記

載される養成期間は 1年10ヶ丹となjるの

であった（関上82葺～〉。このように、調

練時間を謁たせば車!I蘇期間は短縮可能で島っ

た。しかし、故大労描時間で除した1年l0 

ヶ月が「養成期間の最低限といい得るJとし

ていたのである。

第2点iまJ主主習事項の設低性についてであるc

つまり、設能者義成としてIまf労撤者に必要

な知識と践能を関持させることは最も最悪な

る問題でなければならない口従ってその教育

には少くとも社会 労働、産業経請、作業能

率その他体位向上に関する’ド項や実技に関す

る拙本実習、応用実習等の事項は句論、これ

が習持に必要ft.基礎理論に関する学科及びそ

の教習時間の適正なる配寵等は欠くべからざ

る事柄であるから、 jであったお告示iこ定め

た「この基準は斑に述ベたように按抵限度の

ものであるから、これを下摺ることは許され

ないのである。特に教器時間は、・ー…ー…そ

れ以外の労鍋時間も勿論教習に充てるべきも

のである。黙しこの投開時i詰j以外の芳働時間

はなるべく実習に充てることが望ましいJと

していた（I司上70其～〉。このよう仁、結

準の蚊低音~！を強調すると何時に、基準以外の

苛程調時間を実習に充てることを勧環していた

二仁長成にあったとぷえよう口

この時iこ告治されたi機騒は 2--1 6表に示

した 121接種であるが これは先に昭和22 

年 l0丹に公布した指定技能職種のl5願輯

とは異っていることがわかる。即ち、 2-

1 5表のi織鵠と比べると、極めて伝統探業職

語的割合が大きいことが分るのである。この

伝統産業中心のカリキュラム基準制定は、当

時の経辞状況下で「経務の自立化を掴旬、間

野社会に甑して行かなければ立らないので島

るが、特1こ経i斉の自立イヒの上には、先づfnlを

措いても輸出の挺興ということが刻下のわが

菌の謀本的要請j 〈同 12貰）であるため、

最も再建が容易であった転統産業の育成を重

識したためと言えよう。

さて、との特に告示された教科枠組みは、

二社会...…...各年次 70時間、但4年次

訴し

二、体育・日……千手年f'X3 5時間

三、関連学科“一‘社会、鉢育を含め杏年次合

討 I,4 7 0時間

〈高卒者｝

4王手

2~！ 

1年｜

3童手

高

新卒者対象〈事業内〉の訓練期間基準的変遷

高卒者 者考E

44年iq~

上

緒
川
伊
制
官
‘
年4
 
3
 

崎司

2-6国

2~手

3 

1 

中 考古E事中$喜吉中卒者中章者

問、実技ー

であったn その教科目毎の時間が35時間の

借教で決められていることは、高等学校が1

単位35時間でit!J能｛とされていたことを参考

にしたためであり 特にし47 0時間の根拠

を35灘、 1週6El、1日7時間として算出

したのであった〈向上80頁〉。また、開属

資料に見るように鏑考の 1において教習事噴

は最抵限度であるととを明確にし、調i輯i生の

保護を明確にしたのであった杓このことは

f社会」が教科目の壌頭に揚げられているこ

と、その内容構成からも寵うととができるの

である。社会の車視は公共調練における f公

民Jの重視と耕せ興味ある事実とJえよう。
ところで昭和23年6月に告示された l2 

種の教習事顎は、昭和25年2月16日に

3 5指定技能を追加し、合計42技能47職

種となった〈告第？号〉。この追加は、告示

iこ先だって公布された詰f患者長成提麗中改正

〈令6号〉の52指定技能の内、 1正菰嬉接等

5技能を除外して告示されたのであった骨こ

の拡大によって、主要な機械・金品関係織輔

のカリキュラム基準が完成したと.~－える。叉、

・-6 9--

能工たるべき素地をもった単能工』の議成と

いうことなのである。」と定めていた（向

7 7真〉。これらのことから、技能審議成の

対象と岳揮は、新規中卒者を対象とした多能

2-1 6表
昭和23年S月教習事項告示職種

指定技能 養成期間

金麗工芸部

鑓金舗 3年

器金部 3年

持金額 3年

甥 師 3年
叢 器 蔀

議素地鏑 4年

接接踊 4年

接加鱒師 4年

織 物 工 4年

染 色 エ 3年

鋳 物 工 3年

主立究機械組立工 3年

通信機組立工 3年
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公共謀！糠と統合された議II練期間である。この

ように、調練期間は不変又は短期化を示す下

で、その事業内Wtl醸のiml練内容ほどのようiこ
変選してきたであろうか。

先ず、昭和22年の技能審議成規程を見る

とその第 l3条で「｛要用者は、必要主知識、

技能を習得させるために労働大監の定めると

ころによって、技能教程、関連学科及びその

教現時間その協の教習事顎を定めえまければな

らえEい。 Jと規定し、調錬期間を除くカリキ
ュラム基準i玄関途公布することにしていたむ

その基準は翠宇、 7掻目 l21蟻績の f教軍事

項Jの告示（6月30日、告第23号〉によ

守公布されたのであったり；た記教曽事項の告

示とは、 l2職識のカリキュラム基準が完成

したことを意味する。その教習事項の解説に

当り、謝鎮の対撃者をf技龍習得者は少くと

も中学校卒業生であり、………高等学校程

度ということが言えるのであ9叉そうするこ

とが望ましいのである。 jとしていた（文献

r46J74頁〉。そして、 f技能者養成の

目的とするところのものはf多能工或は多能

工になる素地をもった者』、換誌すればf争



のである。

第3点は、実技の教習事項については、上

掲の作業に揮して軽量を付けることができる

点である。 ~pち、基本実習等にいくつかの教

習事項が9t記してあるのは、 「その工場で必

要とする・ー…・…待業に重点を誼き、この技

能を十分体持するように長成し、 （地の〉作

業について拭隙極的に一応の技能を習得させ

ればよいのであるe開ちその工場で桂文の都

合で、その作業を行う必要があるという場合

に教えるとか、又は第3年度の頃になって

〈註点4ごした技能）の知識技能を備えてから、
〈抱〉の作業をやっている工場へ一定期開通

わせて習持させればよいjとしていた。この

ような委託も困難立場合は、 「文献、写真等

によ9これに関連する知識を GIL1点とした〉
技能蜜得iこ関連して習得せしめるという梗訟

を講じてもよいのであるj としていたのであ

るく向上 78頁～〉。とのように、実技につ

いての最抵基準としての教問明も、弾力的

立実施が可能であったと言える。更に、その

実技の教習時間については基本実習と誌、用実

習とに区分していえ主いこと、応用実曹につい

て見ると例えば鋳物工のように「工場内にお

ける鋳造作業の境換に従事することによち修

得せしめることを原問とするjとしていたよ

うに、それは「労鍋Jとの証閣がつけにくい

内審であっても可能であったのである。この

ように、監督行政下の基準であっても、それ

は離Lい翻限で臨められていたわけではなか

ったo

カリキュラム基準が完成すると、次にその

費の持jtが課題となるのは明らかであった。

そこで、指導員のための手引書として昭和

2 5年より f技能者養成指導員指導i!lJjを輪

種別に発行してきた口これは、告示で公帯し

ている「教習事項の基準の内容さど項自別に明

治し、指導員が教習計踊を樹立する上の審考

手引j とするためのものである（文献f1 6 j 

2 6年 I7 1真〉。昭和25年場 26年に発

行した指導i!Jは2-1 7表に泊した敏雄であ

ったくこの内蒋構成は今時の『教科編成指導

要領2に相当する事業内職業;i!lll練販とも言え
るものである。またその内響は「実学一体j

2-1 7表 技能者饗域指導員指導寄り
発行年舟期職種〈第2期〉

9!12 58 1 漆 主
南

鍛 工書

和
現留工一

25 
大一 r 

年
〔家具工〕

一 連具工

昭
5丹 1日 織壌調職工

一 電気運転工
和 (2踊： 10. 1) 電気組立工

26 I c 2麟： l0, 1) 竜路工
5月10日 ft 上工

年 1l丹30日 錆物工

12月20日 紡機調整工

恨の文献r16J2s年により整理
建主2）〔 〕内は末見、地は療本確認横揺

導書

裂とも蓄えるが、詳細の分析措崩稿iこ譲りた

ヤ＇o

昭和26年の告示改正に基づく職種の追加

により、指定技能の統薦合、技能名の変更等

が行われたが、カ予キュラム基準の完成した

職器だけにしぼり、持識的な戦構を掲げたの

が2-1 8素である。この結襲、訓練期間4

年の職識は、問じ6技能であるが、実質2技

能を増したことになるa との後、昭和27年

5月iこ、洋服裁縫工を洋服工と洋裁工とに分

割し〈告第9号〉、吏iこ昭和28牢5/Hこ労

働基準法の改正に基づき、石興関係職種を3

技能追加した〈告第8号〉のであった。この

ような若干の職種増加はあったが、第2期に

おけるカリキュラム基準の完成職槌に大きな

変動はti く、職業訓練法擁行後の~l表第 3 に

そのまま定められたのであった。基準上の変

更は、当初、教習事項の告ポの楢考記記され

ていた「教習事項誌、最抵離震を示すJとい
う文言を倒換し、別途「使用者は、第 1号の

去に定める教器事項の基準を下らない範癌に

おいて、当該事薬場に必要な変更を加えた教

習事項を定めることができる。 Jという但し
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2-:-18褒 指定頴能の新｜詰対照表

昭和25年2M完成 昭和26年5月完成

技 能 期間 技 能 期間

漆素地師

譲盤師 4年 漆 工 4年

漆加飾師 4年

木 彫 エ 4年
識 物 工 4年 手 機 工 4年

レンズ研磨主 4年 レンズ研磨工 4年

光学機器工 4年

器密機誠工 4年） 計讃号機器工 3年

理化学機械工 3年 時 計 エ 4年
理化学器械工 3年

自動車組立工 3年） 内燃自動車工 3年
自動車修理工 3年

3きを加えたのであった。このことによ号、
「最臨擬度j が「議準jとなり、やや麓用者

の判断が従来より入りやすくなったと蓄えよ

う。このことに関し、労働省技能諜は伎のよ

うな解説を示している〈文献r4 6 J s o頁L
「教習事項の基準は、各教習科目〈社会科、

体曹、開通学科、実技〉ままびにこれ等に含ま

るべき項目、それぞれの教習科誌に対する教

習時間の配当等について示したものであ久

教器科目語の各項誌の内容麗度については、

当議事業場』こおいて適宜決定せしめんとする

ものであること。 j

そして、この意図を「それぞれの事情を異に

する各事業場の技能者長成を画一化すること

となり、各事業場における技能者義成の健全

なる発展に交障を来すおそれがあるので、前

項の措躍をとったjとしていた〈向上〉。こ

の基準性の問題については3章で再度述べた

し、。
2期に引説いて「技能者長就指導員指導itJJ

も発行されたs そのー誌が2~ l 9売である。

衰のように、先の表iこ比べ軍記学工業関係職

種が多数を占めていることが分るq
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2-1 9表 技能者養成指導員指導警の
発行年男別報種〈第3期〉

昭和 1月17日 内礎自重喜車工
2年7 

（洋麗工〕

昭 1丹 5日 染 色 エ
和 2月 1 s 叡 金 工

2 8 1月258 手 織 I 
年 l 2月25日 定彊搭楼工

3 JJ 3 0日 石炭坑内蔵接夫
4月25日 鉄 工

事詰 5月30日 製かん工

9月15日 本 型 工
和
1 0月 l f3 造船ぎ装工

2 9 
石炭説内機竜夫

I 2月 10日 ガス溶接工

年 9Jj I 5日 洋 裁 I 

3}) 3 0日 掬 工

3 Ji 3 1日 却 撰 エ
昭

〔機誠工〕

和
l 0丹31自 機嫌組立工

3 0 
I l月25日 議長機組立

年
8月15日 合成樹脂工

2月28日 左 官

昭 1月l2日｜納側組凶

和 〔計翻機器工〕

3 1 〔能大工〕
年

〔自転車工） "" 

持 3月25日 境 装 工

昭 う十3月30日 金属プレス工

和 7月1s日 車両木工

3 2 韓 機誠検査工

年 l 1月 30S 石 工

l 2 Jj 5自 機披製図工

〈住 l）文献F1 6 JIによ号整理。但し、
（ 〕内は末見資料、その胞は
原本確認資料、 《》内は文献

r 1 6 Jに不掲載の縮認資料。
＃印は表紙発行年輩に前年度が

認されている。

（注2）府和32年版め編者は労働省労

働某準局である。



以上のような労梯基準法下における事業内

説II躍のっち世キュラム基準は、職業調続法下に

おいて若干のは主正が；持わ札たo）~Pち、その基

準は公共謀II練の基準と分離した体系を継続し

ていた為、基本的には技能者義成規i患の基準

と大き主義はないが、教科躍の枠組みが公共

と統一されることにならた。しかし、調練時

間については、全〈異った議事が設定されたね

つまり、年間総時間についてはいずれも

LB 0 O時間と詞じであるが、会共の場合、

各教科都？こ恭離の時間が設定されているのに

対し、事業内の場合 F学科Jのみについて規
定されたにすぎないむその学科は、石段関係

職種の3年合計 1,7 1 5時間を例外として、

大体、 3年合計で70 0時間～ 1.0 8 5時間

であり、従来の社会、持曹及び関連学科の合

計時間数より減少していたのであるo このこ

とは、年間の枠のま昼時間が規定してはあるが、

実技、特に応用実技がO‘1.T，として実範

できることから、むしろ f弾力化」されたと

蓄えるものである。即ち、 f基準の範鹿内に

おいては、事業主が弾力的に運用できるよう

定めたものであることについては従前と異る

ものでiまないj (4丹1日、発職第 36号〉

としていたので為る。

3 4年基準にお付る事案内書店練の事fl練時間

誌、先の 2-6関に克たように、 1年短縮

l._;_20袈

された基準となっている。却ち、従来あっ

た4年舗の職種は全て3年舗とえrIJ‘新たに

2…Z O表に示す職種が2年舗になったが、
これらの職種はどちらかと奮うと単能主的職

舗とl蓄える駿種のようである Q 叉、簡に

訴したように、 ri年をこえない範調で延長
することができるJと期資欝3の縮考4tこ記

していたなめ、 2年の職種も実繋3年の議fl鯨

が可能であったのである。

以上のような 33年法下のカリキュラム基

準は、昭和36年以降数職種づっ新基準が追

加されたが、すでに制定された職種の基準に

変化はなかった。このような中で事業内訓練

用の刻表第3が全面的に改正されたのは、昭

和41年6}Jの施行規則改正〈令第 l9号〉

においてであった。との持、全職種の専門学

科に f生産工学績論Jを追加すると開時に、
「工業的事菜種に属する調蘇職種〈法、決の資

料によれば89職種）の学科の訓練時間安

1 0 需～ 20~増加し、増加した時期を第 1

調練年震に麓点をおいて配分したj (6月

2 5司、語＇ii発第l1 6号〉均であった。この

ような処震は、 「最近における生産技術の高

度化に伴い、技術労働が提来よ 9舗の広い、

あるいは高度の知識を必要とするようになっ

たことに基づ〈ものでj 〈文献『 I5』41 

年7月、 36頁〉あったのである。このよう

な若干の敬正を経て、事業内部j

畿のカリキュラム基棋は次の

4 4年法下の基準へと統合され

ていくのである。

2-3 会共・事業内統合下わ

カリキユラム基準

4 4年法で統合された養成調聴のカリキュ

ラム基準は、専務i捕僻謀型左高等調練諜鹿に

大別され、各々 2・3舗の訓練期間関の訓練

件（従来の織種〉が設定されると問時に、高

等学校卒業者を対象とした「E額j コースが

各課程に設けられたのであった。その専務訓

練課程の基準は施行規制の別表第2に、高等

訓練課程は別表第3に組定されたのであった。

訓練期間については、顔準を定め、 1年迄の

延長が可能であったので（1 1月 l宮司、指

発第28号）通達でも確認されている通り、

中卒者の場合従来の事業内調輯！と同様なJill績

が実擁可能だったことについては 2-6凶で

見た過ちである。

ぷti緯時間について見ると、とれは、最少援

の時間として、総時間、普通学科、専門学科

及び基本実技について規定さ札た このこと

は、公共で見ると応用実技の枠が外れたとい

う点で接準上は弾力fとされたことになるn 一

方、事業内で見ると、学科の枠から普通学科

投び専門学科の枠に細か〈鍵定されたとと、

そして、更に基本喫技についても枠が設けら

れたことにより、基準上は鵡東fじされたこと

になる。主基準上の公共訓練iこおける弾力仕の

可能性は、全嗣的水準の統一等の為、後述の

f教科編成指導要領』を嵩j定・発行すること

によ号、その無統昔話を防いだのであった自究、

事業内の抱東北は、その移持論！続課患である

高等割謀諜韓を見ると、 2年割の場合製鰭特

の学科計 1,18 0時間を剖外として l.0 0 0 

～6 0 0時間で大半が 1,0 0 0時間であるこ

と、 3年嵩jの場合、公共Wll麓から移行した無

縁技術科＊無報通信科の2,05 0時間、及'(f

鉱山開銀の1,7 0 0時間を部外として1.300 

～8 0 0時間であり、特にそれが強北された
とは雷えないのである。

文、議成i:~I織の接部iの適用1こ当って泣「教

科の科！＝.Iごとの講憾の結問及び水準は、技能

陣、置のj去準の網目又は教科編成指導要韻が定

められている訓練科については、これを傘考

とし、それぞれの謝轍実施主体ごとにその；'DI!

韓日療を考癒して定めることができるj （昭

諒！練期間 2年＠鞍種革び分類

金

属

加

工

錠盤工

フライス難工

平前盤工

指切盤工

研期盤工

けがき l 工

びょう打工

ぎょう鉄工

持計詩型空工

織 iドピー及びタペ
ット織機調整工

プロック建第工
技 i
と と戸 工

摘積加工

結

控

木材加工

土石製品

製造

香櫨製造

製材工

合披工

採石工

陶磁器成形工

陶器ま器燐成工

梅磁器絵付工

ほうろう工

皮製品工

紙器工

製パン工

運 転｛持諌機運転士

その能！造調士
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和46年4月8日調発75弘通達〉としてい

たのでJらったG 「技能期、夜Jとは高等訓練課
器移了者に対する投能認定の H 公証”揖H!tで

あ9、合格者は「技能士捕Jの称号が与えら

れることになる。この技能照査の基離は、

「部’働省令で定めるJ 〈法第12来〕とされ

ていたが、擁行規尉に拭規定されず、 f控能

関査の基準の細詩jが通達で吊された〈昭和

4 5年 12丹22日謝発第29 9号）。この

基準は、各議II締科とも l 0項目前後の f学

科試験J及び数項自の「礎技試験jの目標が

箇条おきで記されている。その居標は、学科

は fよく知っていることj及び F知っている

こと」に、実控は fょくできるととJ及が
「できること」の2段階で記されているむこ

の技能照査の基準i主、訓練修了時の目標であ

るため、カリキュラムを規定する基準である

と宮える。

前述の教科編成指導要領は、 「公共駿業選IJ

諌擁設における教科の科在京jのtiill練時間の配

分j 〈関上通達〉をする持の参考資料として、

昭和45年l0月21日以静作成された〈調i

発第2・1 9号通達〉のであったo 参考資料と

は、 「具体的なMl練目標の設定、訓練計画の

樹立の……・いための参考jであり、従って

「各職業調諌校においても、これを手がかり

として地統産業の要求 職業品購校の実情等

を考慮して独自のものを再編するjための資

料であったのであるぷ向上〉。

以上勾ように、 44年法下の公共と事業内

とを統合した義成iUI!鞍のカリキュラム基準は

樹定・運用されたのであったが、今日の53 

！革法下の基準に改正される要因として、 I章

で述べたように昭和50年の基準改正が護費

である。この 50年4月の若草司交正は、 49 

年 1 丹の中調審~申に治って苛われたのであっ

たやこの改正により、 1-1 1去に晃たよう

に謝続期間のよ号短い調練科が各訓練諜態と

も観定されたと同時に、専門学科において

「安全高＇~：.J を独立した科目に設定したこと

等の能に、特にl草持!Vil謀；課躍の場合決めよう

えま改正を行ったのである。第1点は、道II練時

間は従来「最低制」であったが、とれを「器

準制Jに改めたことである司そしてとれに持

--7 3-



達して、訓練の総時間を2分の 1までま誌縮す 塘2額の公共謀i蝶における定員と入校喜容の推

ることができるようにしえことである。第2

点は、教科・科目の輔戒は能来。「故低髄jで

あったが、これを fti11悲観jに改めたことで

ある。第3点は、普通学科においては従来、

「体育を含めて 3科目F選定するJ明選択必
顎制障であったが、これを「必要に応じて選

定できるj n任主；選択制”に改めたのである。

以上のような「専務訓練諜握の義成調繰〈の〉

e 弾力化は、…...・・・職業IDll練を取号

巻く諸情勢の大きな変化に対処して、職業部j

醸の適正かつ河構立展開を図るためJ (4月

1 9日調発第 l0 0号） tこ改正したのであっ

たo 上記の~正方針は、先の中毒II審答申に斑

にぷ唆されていたのであるが、特に、訓練待

問の2分の l短縮化は、あらゆる意味におい

て大きな謀題を含んでいた命この基準上の課

題については第3常に後述するが、その弾力

先的意閣は欝 I章で紹介したように金莱の多

様なニーズに応えるためであったのである一

以上のような専修調蝶課謹の弾力化は、

5 3年法においては「箆成講織の質的向上を

捕るため、今回の改正の趣旨に基づき……

提来の専務部i鞭謀患を蕗止しj 〈文献r6 o J 
2 0 1頁〉したため、従来の「高等書ii練に相

等する普通事Q融課程J 〈関上〉に引き継がれ

たと言えるG 部ち「普通調騨諜器の教科、語i
諌期間、訓練時間及7.1設儲は、問視闘による

高等;Ill融課程のそれと関ーのものとしたが、

！日規制における高等誹i練課題の訓練基準は、

調轍期間を除き最低限必要なものとして定め

ちれていたところ、普通調練課程の耕輔f基準

は、教科、議！練期間‘訓練時間及ひ首鱒の標

準を示すものとして定めるものとした。した

がって、詩通説i練課程の義成調麟の実施に当

たっては、それを受ける者の状況に正；じ教科

の省略、訓練時間的短描等在弾力的に行うこ

とができるものであるつ jとしていた（10 

丹1日、議II発欝21 0号〉。 2-1 2表に記

した今誌のカリキュラム）Ji準の鞭要は以上の

ような経過によって存在しているのである。

ところで、高校卒業者を対象とした、これ

持を見たのが2-7図である。 i誕のように第

2類の入校卒が今1つ神びないのは、カリキ

ュラム基準において、学科の時開票日分の若子

の謹異泣あるものの、技能水準・ ~HI練目標が

第1讃と同一であることと関長はないであろ

うか。そこで、第2顛というようなコースで

はなく、全く期的短大レベルの謀議京課糧とし

て設定した町が、昭和5l年度より開始され

た特別高等調練諜患であり、これは53年法

によ哲専門講i楳諜樫にそのまま移行したので

あった。との専門語II繰課程の基準性は、 2-

] 2表の通り道i練WJ陪iを除けば f最低鰯Jを
規定しており、普通話JI謀課載の「日類Jとは

異っているのであるe とめととが、職業調醸

短期大学校としての社会的事立の基盤になっ

ているとも震えよう。その験器II短大の定員一

入校事の撤移拭 2-8閣の通りであるが、

5 6年症では Z類が上昇しているのiこ比べ若

干下降していることは短女持鍛によるのだろう。

以上のように44年法以時の公共と事業内

を統合した義成講｜離のカ 9キュラム基準は統

合過躍をたどってきたのであるが、果してそ

れは実質ともに統合されていたのであろうか。

先ず44年法下の新基準を制定した時の特例

をみてみると、 f認定職業訓練における基本

実技の繭錬は、認II線時間を輯立して設けない

で、基本実技と応用実技の訓練を行う躍にあ

わせて実施して議しっかえ段いj ( l 0 ~ 1 

日、議ii発24 8号〉としていたo この但し書

きによって、恭本実技に訓練時間が配分され

ていた基準は、事業：内訓練の場合、通用上0.

J.T‘ と間ーの£111蘇とすることが可能であ

号、 33年法下の事業内;tfil輔の基準と大蓋な

いこと1こなるのである。このことは、 f訓練

期間は必襲とするときに1年を限度として延

長が認められるがf必要とするとき』とは…

－特iこ認定職業i'illl練等において必要によ

り………応摺実技の議i繰に襲する時間教を

十分に組み込むj場合等の運埠と許せ、 33 

年法下の基準に更に接近することが可能であ

ったのである。しかし、このような運用が公

までに述ベてきた f第Z類jは、 rのような 共に認められなかったことは瓦うまでもなし＇ o

状況であったであろうか。学壁掛の第 l類と 第2に、 50年誌準改正下の場合を見ると、
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こ円時 f訓練の総時間iこ短縮舗を詩人したこ

とは、教科の輔或丹原準；出への移行、普通学

科の托五；選択期jへの移行等と悦Qせて、多出な

職業~f隙の必題性に遁応し、事業内職業（~IJ練
の認定促進、公共i器.Xitiff｛鏑擁設における在職

労働者；i)ll献の実施等を国るための措ii'iとして

講じられたものである〕 (4月 19日、調発

構10 0号〉のであった。上の文立から明ら

かなように、専修訓練謀躍の弾力イむとは、事

業内長成事II練あるいは受託事fl聴の促進のため

であ号、会共訓練に適用することは考えられ

ていなかったのである。

第3に、 53年並下の「普通請願課程の訓

練基準が標準を定めるものとされたのは、特

に事業内;Jlt練の効率的かつ効果的な実撞を図

る上で講義u~を掩者と訓練生め｛関節jのニーズに
応じ行われるようにするためであること。．．

・なお、公共職業J.111練擁設の行う普通調

糠謀麗の養成語ii続は一般に多能工の素地を村

年するためのものであり、体了生に技能士捕

の称号を付与することができるようにする必

要があるので、原則として弾力的運用法行わ

えまいようにされたいこと。 J(I 0丹1日、
調発第2] 0号）として、更に明確’に弾力化

が事業内議｜練向けであることを通述したので

あった。ここにおいて、 2-12去に喪した

普通訓練諌患のカリキュラム基準は、事業内

識館前jけの基準であ号、会共訓練的基準は

4 4年法下のAi抵掛の基準で島ることが分る
ので舟る。

以上のように、 44年法下において統合さ

れた議成調練のカりキュラム基準は、当初か

ら運躍によって分離されていたのであったG

この基準上は統合されたが運用上は法然とし

て分離していたという事実を如向に解釈する

のか、今日J；司われている課題の Iっと言えよ

う。そしてその分離は、 50年基事改正にお

ける専務，v11練議麗が、要iこ53年法下の？占準

改正における普通訓練謀駐が、基準上の弾力

化条項を措定するのに対し、公共の4-｝合は弾

JJ（（：］運用を行わないという行政指導によって

それは深まったのであったo この結束、今日

では臨調短大の専門J,llj組課長！を除く長成；Jfl練

i土、公共と事染内訓練とで異った .~II練が進め

られていることになるの：である口ここには基

準の統合一分離の問題と問時iこ基準〈省令）

で認めている m弾力的連用”を通達で否定し

ているという法今解釈の問題を字んでいるの

であるが、その問題については第3平に譲9、

長成~v11離のカリキュラム基準上の実態整理を
ひとまず終えたい。

第 3蔀成人持儲者の

カワキユラム基準

在戦者あるいは技能労襲達者を対象とした今

訪のカ担キュラム基準は 2-2 l衰の通りで

あるが、先の失業者あるいは新卒者を対象と

したカリキュラム基準によ七ベ、掛めて幅広い

基準と立っていることがわかる。これらの各

諌樫毎の受講者の状況を見たのが2-22表、

2 3素である。とれらの表によヲ最近の受講

者に見る通り公共、事業内調持続とも技能向上

調隷課程が主要な課程になっていることが分

るo この技能向上調練課程は2-21糞では

段抵の調練時間として 12時間安規定してい

る龍は基準がないとも言える課裂である。

それでは、このようえま向上謝騒が戦後知拘

にして受け継がれてきたかを毘てみよう。そ

の端緒は、第1章で述べたように、公共職業

諦帯の中のそれまでの「工場事業場に対する

技街援勅Jを読み替えて昭和25年に開始し

た監督者訓練であった口この監督者遺II錬は、

昭和24年5fJの職業安定法中改正で職業安

定法に撞定され、これを受付翠年7JJに職業

安定法施行規劇中改正〈令第 22号〉により

第22長に改のように規定された。

2 法第30条第2項iこ規定する、蛍踊大庄

の工場事業場等（以下事業場という。〉に

対する投網援劫は、次にま詰げる事項につい

て行うものとする。

職長、指導員等従業員の指導監曹に当

る者〈以下弦f害者という。〉の訓練。

二前号の蔀！糠に当る者の長成，tJJI競

7 'iKd'l者r誕i謀議宵会及び補持品主主成Wll練講

清会は、おのおの次に掲げる訓練項目につ

いて、それぞれ別鶴に行う。

仕事の教え万

一守もー

可園田困層F ー←

2-2 1表 向上競醸の力リキユラム基準切蝿喪

区分

教

事II練期
間

議i願時
間

1. 通信号~J訓練以外の識醸の長少限必要とするiJll
練時間

100時間＜ 16 I 100時間citsI iso時偶く7
語If練科） I 訓練件〉 [ ~II謀科〉
120時間csI 12付与問c31 I 
訓練科 I 調練科 l 
1邸時掛け 1 150時間付01
iitll棟科 f ,1Jl!球科 I 

2. 通信制訓練の最5レ騒必要とする面接指導のた

めのぷ:ti鯨u割前
14時間（ 16 

調練科）

17時間（8

訓練科〉

21時間（7

調練科）

14時間（ tlS 

訓練科）

17時間（31 

品！蹴科〉
21時間（40

All!謀持〉

出典文献rra o .n 2 4 o～1京より作成
〈住〉 この課程：は昭和57年 1l月に新設された〈令都37号〉。
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2-22表 向上記号線実施状況〈公共〉

（単位：人〉

（討：） 5 3年度までは技能向1:認可聴課程iニ再iJll練等を含むo

tH典文献f8 0』21 5頁より

2-23表 向上部練実施状況｛事業内）

54年境

87 

1,059 

6,9 7 4 

9 2.6 5 5 

10 0,7 7 5 

〈単泣：人，＃）

出典文献『 80JI80貰よ9

-78 －~ 

54年度 55年度

3 7 I 8 o 

37 

2,3 8 8 

492 

1,8 9 6 

2,9 2 7 

555 

2,3 7 2 

6 6, l 8 0 

2, l 2 4 

6 4,0 5 6 

7 l,5 3 2 

3,171 

6 8,3 6 1 

80 

2.母71 

456 

2,2 1 5 

4, 1 8 8 

1,4 0 6 

2,7 8 2 

8 1,4 0 1 

2,7 I 4 

7 8,6 8 7 

88‘340 

4.5 7 6 

8 3, 7 6 4 

55＇.年産

54 

829 

7,50 6 

105,4 3 4 

113,82 3 

一関

二改善の仕方

三人の扱い方

文、第22条の3において「事業場臨場結導

員は、次に掲げる事項を遵守LfJ:けれJまなら

ない。 jとして、職場補導員は f交付された

手引に、 iEしく従って弦哲者約訓練を行うこ

と。 jと明記したのである。とれらの挽患に

より、所議T.W.l.の露支格な”定形A'-J蝉 till!

綜方式が確立したのであった。このような施

行捜部は、昭和26年 10月31日に改正さ

れく・it2 8号〉監持者訓練の体系が完成した

ので、あった。

ところで、以上の法令では明監持者；JI!融月

とはSちるが、これらの条文にはT.W.I.の

埼語iまえLいのである。監持者調輔がT.W.仁

に読み代えられるのは、昭和27年壌に発行

された『職業安定行政手引jの第4分間中第

l'll端 f監督者訓練に関する技荷主雲院jにおい

てであった。即ち、 「訓練方式Jの「京間j
に rTwI方式Jとして「監持者調鯨はTW

I (Trainin草 Within Indus士ryfor 

Supervisoros騒場内最督者alft鯨）方式に

より行うものとする。 Jと境定したのであっ
た。そして f訓練方式の遵守jとして f監督

者調練を実識する場合は、 TWi方式により、

所廷の訓練用問；~｝ （以下子引という。）、カ

ード、資軒等をj司いでましく諸！椋を行わなけ

ればならない。 Jと告げたのであてコた（5玲む

との「監督者訓練講調会jの「調擁時間及び

日数jiまf講習会におけるJiii舗の総時間は

l 0時間とし、 1詰2時間づっ5U叫に分けて

行うものとする。 講習会は開始後 I5日以

内に終了しえまければーならない。 Jと定めたの

であった。このような基準は今日まで全く資

らずに受け継れていることが2-21表よ9

分るので為るc

昭和33年以時になると、上記の監督者調

練は、 「追加議II轄等J として－~l球i内説練の体長

に再絹されたのであった。賠ち、 ［都道府県

及び労悌福祉事業団i士、 111rnにより、事業主
の行う控能労苦審者iこ対する追加:Jll親、再訓練

文は職長all！練その他の労働者の指導監轄に関

する，;Ill識について、・一…・…提踏を行うよう

に努めなければ立ら立いj 〈法第20条）と

79 

規定したのである。しかし、その基準につい

ての境定は範行規則になく通述で指恭してい

た (I昭和33年8月IA‘職説｜発構3号〉に

過ぎなかった。このT浮W 幾 i，にJ.mえ、理年

同i椴1~ti1喝の進め方 CProgram Deve lか

pment Institute) J P .D.ト及び

「問題解決の仕方（ProblemSolving 

Training) j P旬S.T.を職長訓練：の方式

としたのである (1月S日、職発第3号〉。

以kの5コースが、 44年誌下の監骨者iUll蝶

諜轄iこ部系づけられたのであった。

以上のように、 :(fij読者を対象とした向上調

練は、初期においては監軒者説II鞍のみが実持

されていたG このような状提において、 $.く

を職労働者を対象とした訓練が要品定れるの

は当然であり、これに応える方震を示すため

昭和35年3丹24 日に中~I審が F投能労櫛

者等の再三II!棋に関する蒋申jを提出したので

あった。この容申において、中謝審は器、都

道府県及び芳横笛祉事業団は「差し当9、次

の5櫨顕の訓練を早急にさ長擁に移す必要があ

るJとして、 2-24表の実掘を勧告したの

であった〈文献r1 s .!l 3 s年4月号） (I こ

の門書中iこ従って以後各種の長時労働者を埼京

とした向上；~n練が出始されたのであった。そ

の指示誌、先ず n支能労｛識者等のI写諸i絹iにつ
いてJ 〈昭和35年男月 3日、職発第73 3 

号〉にて i二記中部i事答申の吏3撃を指〆示 L~＂次

いで謝隷の律摂$1Jに指示したのである（昭和

3 6年3丹29 詞職~~II楚第 3 5号、昭和・11 

年6月25日発議II第30号、同調理第 11 5 

号、同年.9丹30自/VII発第20 I号〉。これ

らの中で、通信講穫の開講が指示された〈発

調第30号、 jJJ！発第 11 5号〉のは、先iこ中

認！事器；申が fj_事隔地居住者に受講の機会を与

えるための通1S教育の開飴に［喝し、適切な措

置を講ずる必要があるJとしていたことに基

づく必程であった。この頃の追加~VII練等の受

講者数を示すと 2-25克のようになる。去

のように、通信講躍が！討議されることによっ

て、初めて監骨者を対望とした，~ii諌よりも、
所謂妓能労約者を対象とした，Jll練が主誌にな

ってきたのであったQ

これらの各訓練コースが、 1-9 去＂~



璽開・開－

2-2 4表 中諒i審答申の再認i棟母種類

-so-

2-25表 埠加部i鯨等の実施状況（人〉

年度 T‘W.I. 相互啓発 その龍 職種剥 科目別 通信講座

昭和

36 7, 1 1 2 3 0 l 783 1,5 6 1 1.9 8 3 

37 1o,2 0 2 224 887 1,8 9 1 6,1 3 2 

38 1 0,4 8 4 560 958 3,3 1 8 5.5 9 6 

39 1 1.2 6 5 483 l, I 2 1 2.121 6,5 2.0 

40 1 0,0 9 6 896 883 1,5 4 3 6,9 3 0 

4 1 9,5告。 8 9 3 777 2,0 2 3 5,1 4 0 5,5 4 3 

42 l 0, 7 4 2 773 798 959 9,4 2 4 弘442

4 3 9,6 5 5 764 542 7, 7 3 3 l 3,4 5 8 

4 4 l 0~2 0 2 807 822 6,4 3 6 1 1,6 7 l 

出典文献r1 3 .1より作成
〈技〉 fその飽JとはT.W.I.の舗噂員選！練及びP.D. I .• P .S.T.の計
「通信jはその年の受講申込者数

た44 年法下の向上~I練と再訓練に再編され

たのであった。即ち、 「向上認1韓は………

従来、追加訓練、事在費者調蘇等として行なわ

れてきた去を認定調練の務了者等に対する各舗の

職業訓練は、これに該当するJ、叉「再調離

は、………従来の袈義の再調蘇はこれに該

当するjとしたのである〈昭和44年10丹

l目、発調27号〉。更に昭和46年7丹

3 0日に施行規制を改正し、向上選1r嫌に「技

能開発訓練諜器」を追加すると問時に、 「再

調続謀説Jを路止し「技能追加調練諜麗Jと

f技能補習議！練課程Jを新設したのであった口

そして、との時新設した上記3課寵と「生産

技能wi融課麗jを53年法下おいて f技能向
上訓練課撮jに統合したことは、 1-1 2去

に見た通ちである。つまP、 「これらの諸i練
課麓は、現実にiま必ずしも夜分が明躍でなく、

実施上あるいは受講上混乱を生ずることがあ

った。また理論的にも尚織の内容の職業訓練

が一方にとってはその向kを捕るものとなり、

地方にとってはそれを補充叉は補完するもの

となる関採にあ札拡分することが必ずしも

合理的とはいえない出があった。 J〈文献
『60 .JI 2 0 8京）からである。

ところで、との技能向上車！練課税の受講者

が、向上諒II鯨の中でその大半を占めているこ

とは先に見た通りであるが、このことは同時

に、序－ 4図の釦く今日の職業調i鞭全体の中

で見てもとの課程が第1位を点めているとと

を示しているむ受講者数という量的剖掛から

見るととの技能向上訓練謀棋は今自最も震要

となってきていることが分るが、このように

母的拡大が可能となっているのは、 f技能向

上語JI蝶諜樫の議fl耕f基準は、十分弾力的えまもの

とされている。 j 〈同上20号真〉からであ

るかも知れない。しかし一方、 「.（£職労鱒者

に対しても、その部日ごとにその職業能力を

十分に発捧できるように機業訓練を受ける機

会の鑑保を隠っていくことが労檎者の麗用の

安定、充実を関る上で必要であ号、そのため

公共職業語II績及び事業主の行う職全ii'll練の体

舗の整備を闘っていかねばならない。 j （向

上15 3頁〉のである。受J持者数が最大規模

と立っている詰II課課題の f職業Jill輔の体制の

整備を国るjことは極めて重要な課題である

が、その課程が「十骨弾力的なものjだけで

は「体舗の轄鯖Jは充分とは雷えiないのでは
なかろうか岱

いずれにしろ、戦詮職業訓親のスタートの

時期と今誌との両端で、般大規棋の受講話を

-8 I -



示したのが成人労識者の課題であり、スタート

のT.W.I.が極めて舷格な極拳であったの

に対し、今日の技能fl~ 上~II膝諜程が極めて弾

力イとされているとい守のは対照的と若えよう。

ここに成人労働者を対象としたカリキュヲム

基準の産号掠を示唆すp糸口が潜在している
ように思えるのであるむ
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第 3輩 カリキュラム基準の理論的課題

第 1節 教育訓練内容選定の課題

「議i蘇内容Jとは何か、それは知伺にして

選定するのか等1とついての解説は掩行捜則等

の法舎にも、そして通達にもない。ただ施行

境問の別表iこ「教科Jの構があ号、そとに、
学科、実技等の「科目」が掲げられている棄

がそれを物語っていると言えるoその為、

「訓練内容Jを解明するためには、その耽概躍

を分析しなければならないc本館では、この

よう立意味から、との f教科j又は「科目j

を轍討する。具体的には訓練科脳に行なわな

ければならないが、その立は負えないので、

その枠組みあるいは骨組みを横討してみたい。

期ち、この分析によって職業連JI繰の訓練内啓

を選定する際に適用している指針を明らかに

し得ると考えるからである。

それでは訓練内容をどのように援えればよ

いかと言えばそれは容易なことでほえまいが、

先ず f訓練科Jが如向なる範関をカバーして

設定されているかというととを解明しなけれ

ばならないであろう。しかしそのitltl鯨内容の

範癌の広務を吟味する尺度を設定することは

極めて悶難である。例えば「造船科jと「蛭

科jは両者とも各訓練謀程に開設されており、

後述する「蔀準的調練期間jの語fl練科である

が、稿者のii!ll錬内替をイメージすることは極

めて図鷺であるのに対し、後者は容易であろ

う。このように調藤内窓の範顕は議II練科の設

定iこ大きく影響を受けるし、叉‘今日ぬよう

に技輯の遊審が著しい時代はその新しい分野

を含めるか苔かによって奨り、議II練の対象者、

レベル、期間等のコースによっても左右され

るからである。このようなことを前提として、

先ず、 f語I！諌科Jというものほどのようえま範
踊で織成されているのかを見て見たいひその

尺震として、職業の範揺を知る上で最もー続

的で戦前からの歴史もある「職業分類jを利

用して克ょう。現在出設されている露成品i標

及び能鵠訓練の 19 2 filfl棟科を、融業分類

〈文献r2 1 .1）と対比したのが3-1表で
ある。この分購iこは擁行旗開別表に記されて

いる「謬ll棟の対象となる技能の範閤jをも加
味して行った引 「Jill練科の症卦jで、金属材

：持警建造から各種製法までが職業分療では大分

類の f披能工・生産工寵の職業Jである。こ

の表で訓練科は、その2分の 1が職業分類の

小分額で成立し、 4分の 1が f代表職業名j

の分類で成立し、桟ちが、それらの組み合せ

によるか、または、職業分額に存在しないた

め、対荘、がt蕗躍な議II練特（住9）で成立して

いると言える。対応、間難fl諦i線科を珠いて、

今日の調整章特は約3分の2が鞍葉小分類また

はその組み合せで、接りの3分の 1が代表職

業名文はその組み合せで成立していると言え

る。叉、大まかな額向として、 ~II需要科の区分

で「農林jから円七学製品製造jまではや分

類で成立している ~II諌科の離合が高〈、 「建

設Jから「その抱iまでは代表職業名でj成立

している調練科が多いと言える。このように、

職業分類の範盟の客観？をは掛として、訪II謀科

の成立している基盤は、職業分額のある段階

に自主定されているわけではないと言うことが

できる。

それでは、小分類の組み合せにより成立し

ている科、代表職業名の組み合せによ号成立

している科及び対芯困難な科の46科を具体

的に毘た棄が3-2表に吊す語11繍科である。

衰のように、職業分類で上位分額iこ対応する

lilll諌科ほど、公共~ii蘇撞設での開設科が多い

ことがわかる。逆に公共施設で開設していな

い事業内調練を中心とする事II諌科では、特諌

なJill接持と甑〈限定された作業の訓練科が多

いことが分る。この額向は「対応悶鰭ft.科j

に錨著に見られる。以上のように、調練科内

部l糠の範簡と考えられる巾を決める尺鹿は、

定った露関があるようには見えず、極めて

刷 f打開があるようで品る。

ところで、以上に昆てきたi~I！鞭持がカバー

する調諌内宮の範間辻、戦後常iこ一定してい
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たという訳では立い合それは、附属資料3に

示しているように、カリキュラム基準が全面

改正された時に、 i~ll絃L善寺の分化あるいは統合

が繰り返されてきたのであった。例えば、事

業内語II練の機械科は昭和34年には鞭誠関連

の9科に分化再編されたのであり、 i敢に44 

年iこはそれまでの12科を再編統合して新た

な接棟科を新設したのである。叉、統合一分

化の回数が多い科としては接器科がある。部

ち、昭和26年にそれまでの3科を統合し、

次に昭和34年に3科に分化し更に、昭和

4 4年に再度統合したのであった。そして最

も分科・統合の科教が多いのは昭和44年に

それまでの 15灘親科長再編して設定した造

船科がある。この統合による造訟科の設定が、

当初に述ぺたその内容の範闘をイメージする

擦の摺難住を襲している理由と言えよう。こ

のように、訓練の内容を設定する訓綾科の範

閣は時iこより変｛じしてきたのである。このと

とは、先に見た職業分顛との対比も、常に変

化する可能性を内包していることを示すと詞

時に、その事ll館内容の広棋を調整する内容設

定の方法として、次に述べる、 「専門コース

割Jあるいは、 「科目内最摂雛Jが組み合わ
されているのである。

f専門コースjとは、今まで述べてきた職

議あるいは調練科の中に設寵している「専攻

科j等のコース事j品るいは縮分化した専門科

のことである。このような専門コースに分れ

ている職種・調糠科を樹属資料4に蝿げてい

るが、その型態としては次の3撞に分顛でき

る。先ず第1は、昭和23年より 33年迄の

公共職業補蔀のカリキュラム基準に顕れた裂

で、科の教科内容を専門コース別記設定して

いる方法様である。この場合の最も顕著な慨は、

昭和27年の製部科と援金持であり、その中

を各々鎚間科と写調科、一般割託金科と自動車

板金科に分けて、全ての教斜を別々に設定し

ている型である。第2の型懇は、昭和33年

及び37年の公共1vll続、昭和44年の転験訓

練、昭和50年及び53年の各議II練謀議に見

られる方法である。この型では、いずれかの

教科の中のいくつかの科目において f…－

を専務するものに荷量るJ等の限定をつけて、

時ーの科であョても伺を専門とするかによ哲

ある誕の科目を訓練から除外している型であ

る。第3の聾態は、闘す嵐資料の〈注2）にも

記している昭和23年より 34年迄の事：業内

訓練の基準に顕れた壌である9 この彊は、機

誠工のように、応用実技については「専門と

する機誠について:VII蘇するものとするJとい

うよう立、開ーの教科・科鼠でJちりながらも

専門とする調練に合せてその内容を選定する

ことができるとしているものである。この第

3の頚翠は、後述する f科目内選択制jに最

も近い専門コース掛で＇－＞り、それとの関謀も

無提できないものである。

ところで、以上の専門コース輔は何設成立

したのであろうか。それを解説する文ヨ？とし

ては、昭和50年4月の講発第10 0号通達

がある。そこでは、投鋼科、非鋲金属科及び

陶磁器科を新たに専門コース舗にした理由と

して、 f包括的な訓練が可能となるよう、…

・耕練科を統合したjのであり、そして

韓議科の場合「技能検定職種との整合性に智

恵し、……・一訓練科を統合したjとしてい

る。このように、 li'll膝科設定の夜9方として

のWll練範間の拡大と専門コース制は重要な関

係があると蓄えようむつま号、事ll語科設定の

妥当性と、その調藤内容選定の可能性との緊

張関鋲で専門コース舗が設定されていると雷

えよう。この事は、酎属資料の専門コ一九樹

のある蔀i親科一覧に見るよう託、誠意薬科が専

門コースの上位の職業分類によ号成立してい

るととも明らかである。

選II練内容を選定する際iこ、上記の専門コー

ス制は採らないが、これに類劃して内容選定

に輔を認めている方法iこ「科器内選択寵lJが
ある。 F科目内選択制Jを有する職犠・訓練
科については附属資料5に掲載しているが、

次のような塑舗がある。その1つは、昭和

3 4年迄の事業内訓練に見られる型であ久

調えば、昭和25年の板金工の「議誠工作法J
の関連学科について「叡金工作法を主とする品

との担し書きをつけている型である。この場

合は、ある科自の範閥の訓練内容をその~I糠

科に関連する内容に隈定した選定が可能にな

っていると震えよう。第2の類型は、昭和
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－「

4 4年以持に見られる型であ号、例えば昭和

4 4年の専務調練課程の鋳造科なおける基本

実技の科討である「錯造基本作業Jに、 「鋳

物砂調整、造型、中子、構解及び持込作業の

うち必要とするものJとの砲し書きをつけて
いる型である。この場合は、指定した誹！練内

容は全てその謂i練斜に探く関揺している内容
であるが、その中から、更に鞭定した選択が

可能になっていると語・えよう。

上認のような科目内選択舗のある科訴は、

紺属資料の詮記に記したように、ある教科に

醗定されているわけでは主く、交、その科目

数も一定しているわけではないのである日し

かし、いずれも、上記の例のように、議饗えま

訓練内容のi醜定を定めていることが分るので

ある。また、船頭資料の4と5を突き合わせ

れば分るように、専門コース舗と科目内選択

舗の職種語II鞭科がKr.複している場合もあり、
そ的jfj練訴ではより訓練内容の範簡に輔があ

ると註えよう G 更に、専門コース~jt：科話内
選択制との関係ば、どちらかと苦うと前者は

公共職業補導から受け継がれ、後者は技能者

養成から受け継がれたと亘える。それは昭和

4 4年改正時の専門コース舗は、職業転換調

練謀躍だけにしか存在しなかったこ在、しか

し、科目内選択鱒は、養成訓練の各課麗に多

く設定されていること等からも言える。この

ことは、類叡の職種の場合、公共職業補導の

方が技能者養戒よ9も、持の設定がより輔拡

くなでコていることによると恩われるむとの傾

向は昭和50年の基準改正時に、全ての期観

課韓に摺互に設定されることによって義典が

無くなり今日に至っているのである。

さて、前記専門コース制の第3類型及び、

科目内選択舗の第1類型は、いずれも事業内

調親の基準におけるコ…ス制・選択樹であっ

たが、それらは事業内訓練基準の昭和37年

故正時から基準上に直接的に明記されていな

いのであるoその後、それでは基準が砲東北

されたのであろうかむこの離間は、後に述べ

る「基準性jと漂く係っているのである。即

ち、昭和37年3月の議構改正時に備考5と

して追加された「科目の欄に掲げる実技の訓

練は、必要がある時は特定の噴自に重点をお

いて行なうことができる。 jの但し書きであ

る。この現まをの運用によって全職離とも喫技

における調締内容選定の自由1邸玄拡大し、 J:

記のようえま専門コース制及び科目内選択棋を

繰る必要はなくなったものと考えられる。

以上のように、訓練内容選定の基準は専門

コース制の設定、科目内選択鵠及び「基準性j

の設定という 3つの角度よりそれぞれ咽弾力
的運沼野が可能となっていると宮えるのであ

る。左ころで、部！鯨内曹の選定に当9、その

質を大きく左右する要闘として諸1錦期間を挙

げることができる。特に今日、同じ調練科が

主主成語II謀の第1類、第2頬及'[f能力再開発部！

聴の各コースに開設されている科が多い現実

を考えると、議！棟期間と語Iii諜内容との関採を

分析する品要があると言える。そこで、 ;1111鯨

内容を教科の科目数あるいは教科に配分され

た時間数という量的樹掛からここで誌分析し

てみたい。為る耕輔（科が義成訊鞭の第1顔、

第2類、及び転職NII畿の名諜麗・コースiこ問

時iこ開設されるようになったこの輯向は、昭

和50年の基準改正において、 「生涯職業訓

練体制の一環としてJ、 「専務調！観課額又は

高等書fl練課樫iこ設けられている訓蘇科であっ

て、華農業転換~I鯨諜艇に設けられていないも

ののうち、無謀技備科、喜怒床検査科、情報処

理科及炉原子力科以外の識：11緯科を設定した

（~II発 1 0 0号） Jことにより顕著になうた

のである。これらのカワキュラム基準が寛成

している訴練科の全てについてその君II盤期間

別の議II練科教を見たものが、 3-3表である。

衰のように、普通訓練課程の第1類は2年、

第2類は 1年そして職業竜王換訓練課撰は6丹

の調練期間が大多数を占めてお号、これらの

誹練期間が今日のコース測の標準的訓練期間

と言うととができる。叉、その標準的制撤期

間の誠膜科は「技能工・生産工樫J関蕗調鯨
斜iこ強く見られ、それ以外の職業分野では~II

蘇期間が長期化あるいは短縮化した~f［蹄科が
多いことが分る。さて、今日カリキュラム基

準が完成している全訓練科19 2科の中で、

各コースとも原準的事11諌期間にえまっている訓

練科は、 15 0科である。その I5 0科を除

いた42科の一覧が3-4糞である。衰のよ
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3-3費 き訓練期間別訓練科教

程 職業転換誠棟諜軽

2 類
1年 9)3 6月 3月 2月

? 

3 

金 属 加 工1一一町一 1一0一←ーーーーー 10 

～号令音－r-

6 

11 1 

1足気機械製造哨時i11 11 1 1 10 
・ー’γ一ー月一

輸送機械製造 2 守 2 7 3 6 
？”ーー・ーー・4・E

計器・党学機醗製造 6 6 6 
ゃ・

その他の機械製造 7 7 7 

襲糸および紡組 ヲヲ l 6 7 

設断および縫製 7 7 
マー

木・竹・草・つる馳詰製造 I 7 7 7 

パルプ・紙・紙製品製造 2 2 2 I 
印踊および裂本 2 1 2 1 3 

ゴム・可摺的製品製造 3 3 3 
一一

E支革・ 2支革製品製造 3 3 3 

窯業・土五製品製造 j 6 6 1 

5 5 5 

化学躯品製造 7 I 7 7 

建設i 23 23 24 

すえ付け機関・運転i 3 l 3 1 
製回・其験・検査 l 8 1 9 10 
各 事i 襲 組、持怠 11 l 1 11 

運輸・通信・公益 2 1 1 3 1 2 2 2 
u~ 務 3 2 4 6 1 

腹‘ 売 i 1 2 
サ 一 ピ ス 4 2 4 3 7 
そ の 地 ＆今~ 1 2 3 3 

一 ま

計 154 3 6 1 8 158 2 11 1 167 5 3 

良
M
Q
M
 

---,,'' 

3-4表 標準的訓練期間以外の諮i様科一貫

訓練期間

区 分 議II 練 科 普通調練
職業転換

儲考〈住〉

第 1類第2類
採 鉱 接 童E 科 3年 2年 1年

彊 鉱 山
調機 屯：：議 科 3年 2年 1年

畢 拡 山 科 3年 2年 1年

電気機械製造 電気錨擁諮路組立て科 2年 1年 1年
量 電 気工 事 科 2年 1年 9丹 。

輸送機械製造 自動車整構科 2年 1年 1年 。
曹 航空曳製造科 3年 2年 1年
曹 航空気整備科 3年 2年 1年 。

運輸・通語・公益 無謀 通 信； 科 3年 1年 1年 。
II 無 線 技 街 科 一 2年 一

サ 一 ピ ス 調 理 科 2年 1年 I年 。

そ の 他 情 報 処理 科 一 2年 一 。
II 原 子 力 科 一 2年 一 。
II 臨 床韓杏科 一 3年 … 。

金 属 加 工 ノξ フ 研爵科 一 一 3月
， 機繊部品被責特 一 6丹

曜気機棋製造 家蕗m道錆議器サーピ坤十 一 6月 。

襲来および紡績 縞 物 科 6.f.1 一 草月 。うや

Aレプ・紙・紙製品製造 紙 器 製 造 科 6}1 一 313 。特

印劇および霊長本 軽 印 蕗。 科 1年 6耳 6月 。快

燕業・二上石製品製造 コンクリート秘詰鞍造科 ← 一 5月

建 設 家 麗 営繕 科 一 一 6月 。

すえっ付機関・機械運転 建設機械運転科 一 61:1 3月 。持

摂関・試験・検査 ト ν 一 ス 科 6河 一 5月 。持
司h

』F 公 害検 査 科 一 1年 6月 。

運輸・通信・公益 自動車運転科 一 一 3 Jl 。
甚 フォーグザフト運転科 一 一 3月 。
置 購内寵話交換科 6 JJ 一 一
ー

ま 掛 け 科 一 一 2月
璽 荷 扱 v' 科 一 一 2月一事 務 経営 実 務 持 一 一 2 Jj 。
膏 和文タイプ科 5丹 一 6月 0 
曹 英文タイプ科 6月 一 S月 。

II 工 場 背理 科 一 1年 6丹

巌 売 不動産実務科 … 一 6 Jl 
サ 一 ヒ ス 室長 政 科 一 一 6~ 。

曹 理 容 科 1年 一 1年 。特
， 受 容 科 1年 一 1年 。特

# 建築物語生管理科 一 一 6丹 。
轟 建築物設鏑管理科 一 一 6丹
,, 

結 禽 科科 一 一 6月 。
ヤ鴨叩問。即時叩蜘問F・－』一角，－

1年 6 Jj 。そ の 他 冠子計算機

〈主主） 0陪は会共訓練施設における開設科、。印は身体障害者職業d/I蝶擁設のみの
開設科である軒持印は専務語II練；課韓梼止に伴い普通it'll離課程に新設された訓
練科である。
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うiこ、訓練期間が長出仕する謝i疎科は、 i・ -, 

ース！詣で比到するようであるが、逆に鰻縮化

する場合は、養成車II練：では訓練科が設立され

ない額向があるようである。この事実は訓練

科設定の指針の一端を示していると蓄えよう。

それでは、結準的なそn続期間によって各コ
ースが設定されている調糠科 l5 0科の器準

の内容はどのようになっているであろうかむ

その 15 0科の教科部の科沼教及び時間配分

を整理したのが3-5表である。との表より、

各コースの教科部の特色としては次の5点が

指摘できょう。第 I点は、教科.BIJの科呂敷に

は杏コースとも特に顕著な特撮がな〈、時期

配分(f)時間数によ号大き立それを見ることが

できることである。その時間数の持色として、

第2点は普通誠意表課程第1類の場合、応用実

技に全体の5割以上の時閣が配分されており、

応用実技が極めて重寵されていると言える点

である。第3点は、これに対し、第2舗の場

合i立、専門学科及び基本実技の時間配分は、

第1顛の8割となっているが、しかし応用実

技は第2類の8割から更iこ80 0時間を差し

引いた離とはるかに低くなっているととであ

る。この結果、 3教科への時掲配分が近接し

てお9、このことはこの3者に閥謹度の比重

がかけられていると脅える点である。第4点

は、転職訓練諜患は、基本実技iこ6割強の時

間配分をし、専門学科と応用実誌を合せた2

倍近くになっていることである t とのこと

は、‘転職謝練課捜の場合、詰本実技を最も重

捜していると言えるかも知れない。そして壌

5点は‘以上の3コースを比較すると、正、用

実技の時間露日卦の差が最も大きく、逆iこ、基

本実技が最も近接しているのである。このこ

とは、今日の調謀基準の訓練目標として、基

本実技を最も重視しており、ことに、各コー

スの出来上哲像での整合性が討られていると

も言えるであろうa以上の5点、が今日の蟻業

~vii詔！のカリキュラム基準における謝棟内容の

最的実態を示しているめであるが、その中で

も特に第5点、は興味出い事実である。廊ち、

職業訓練のカリキュラムの特撮として四実技

を重視したカリキュラムである n とこれまで

指捕されていたととの内実は、基準上では

f基本実技jであると設えるからであるe

この基本実技への時間配分が、平均掠に近

い時期数：であり、最多訓練科教となっている

丹は、普通謝諌課程第 1頬の60 0時間、転

職議II穂課患の50 G時間であり、この両者の

時間教になっている調練科は、 15 0科の内

1 0 9翻諒科であるG しかしこの3母親科の中

には、機械科iこ代表される f金蝿加工Jの区

分iこ入る l0訓練科は全て入っていえまいので

Jちる。そこで、上記時間配分に立っている木

工科における教科の時間配分を主要なコース

及び年度lこ酸9整理したのが3-6議である。

この表より、基本実技の傾向を見ると、 6ケ

丹及び1年のコースでは次第に増加してきた

が、 2年内コースではほとんど変化がないと

雪える。これに対し応用実技の場合、合計時

開教の減少以上に減少させていることがわか

る。そして、上記の基本実技が、名コースと

も近接してきたのは、昭和50年の基準改正

においてで品るごとがbかる。それまでは、

各コースの教特別の時間配分率がどちらかと

言うと問乙轍向になるように時間を配分して

いたのであった。

ところで各選If藤課麗間の教科毎の科目数及

ひ鳴問散の関孫を見ると、 3-7棄の左側の

相関係散のようlこあまち高いとは震えない。

つまり、館述のように基本実設の時間散の平

均離では近接しているが、調課程間の相関は

蒔くないのである。しかし、実技の科目数で

はやや高く立っており、調謀程間の科目散と

時間教の相関は一致していないのである。ま

た、開表者鱒のように同じ課内の科目教と時

間数閉め招閣はほとんどないと言える。これ

らの教組が、今自の顕準的調練期間を有する

ぷII擁科の実状であるが、その結果が妥当であ

るか否かについては簡単に結論を導くことは

困難である。その問題を吟味するにはより多

角的立検討が必要であろう。さて、以上の分

析によって標準脚II蘇期間を有する語樺科の

平均像宏明らかにするととができたが、 3__..;. 

4表に記したその飽のillfl蘇科における訓練内

容はどのようになっているであろうか。その

4 2科の中には、普通訓練諜誕の第1頼、第

2類及び伝戦訓練諜躍の各コースに問時に捕
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”圃..............
仇

3-5衰 樺準的訓練期閉鎖楳科（1 5 0科）の教科別科目数及び時間数

~ 
普通訓練課程 転職訓練課題

時間数
科目数 時間数科目数 第 1類第 E類

普

専

i勺

学

科

基

本

実

技

応

用

実

接

【注2:;

，嘩
学〈注 l科〉

？ 200 --

最 大 1 5 1,0 0 0 800 l 0 200 

最 多 9 800 640 200 

関訓練科教 (6 8) (5 3) (8 8) 

最 4 3むO 240 3 100 

乎 均 9.1 6 l 1.0 4 8 8.8 4.8 l 6 0.0 

s . D. 2.3 1 9 6.7 1 5 7.4 1. 3 4 8.5 

最 大 1 0 800 640 8 500 
尚一一

議 多 5 600 480 3 500 

詞Wll錬科教 (4 O) (1 1 7) くl1 7) (4 .4) く13 4) 

最 I 450 360 1 300 

平 均 4.8 6 2 0.0 4詰5網7 4、1 4 8 6.4 

3‘ B‘ 1. 7 6 8.0 5 4.4 1. 4 4 4.2 

最 大 事 2,1 0 0 S君。 5 300 

設 多 2 2.0 0 0 800 1 l 0 0 

向調練科教 (6 2) (4 3) (4 3) (8 3) (7 7) 
刊一

最 1 1,2 0 0 1 6 0 l 100 

平 均 2.7 1. 7 6 9.4 6 l 5.5 L7 1 5 3.3 

s. D. LS 2 z 2.1 1 7 7. 7 0.9 5 9.6 

計 一 3.2 0 0 1,6 0 0 一 800 

〈詑 1 ）第 1 類の普通学科は全~ll練科河ーで島る。
く控2）普通訓練課程の応用実技待問散は基準では示されていないが、

本衰のは般の項目より算出した髄である。
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である。具体的には、

上記4費闘がいずれ

も昭和50年の基準

改正時に大きく作用

したことを考！議に入

れ、その時の改正経

過をより詳細に分析

することが不可欠と

なるのではなかろう

教科別科目数ー時間教わ相関系勲一覧

イ側議櫛空関誌！均一普通識練内喧喧型

科目教信il i時間教関 i科目数・時関数開
一一一一一一γ一一一一一一丁一一一一一一「一一一一

-0.4 1 2 

0.1 B 8 

o.o 9 5 

0.4 6 6 

0.6 6 1 0.告21 

3-7表

か。

f教科枠組 j設定の課題

前節ではカリキュラム基準にお付る~I鞍内

蒋の実状について．述べたが、との内脊として

の基準の砲に、＆ti躍捜レベルのカリキュラム

を編成する際の｛主要な要素として基準の「教

科枠組Jがある。 「教科枠組j とiまこの場合、
カリキュラム基準における「カリキュラム構

造jである。つまり、施行蝿剤取表の「教科J

の欄iこ記してある子教科j及び「科目jの関

連のことである。言い換えま材、世間技

との関連、学科の中の持進学科と専門学科の

関連、実技の中の革本実技主拡用実技との関

連接々の関連構造のことである。特にこの場

合、実技におけるO.J.T，が讃在fとしてい

るので、その位置づけも重要になってくるこ

とは言うまでもない。このように袈えると、

f教科枠組jとは、先に設定した調練内脊の

「組成の仕方Jというととになる。それでは、

教科枠組の戦後の変避はどのように在ってい

ただろうか。その調錬の種類毎の流札を表わ

したのが3-1国である。

闘のように、今日の製態は5種類の枠組み

が存在するが、この閲から~の点が指摘でき

る。先ず第1点は‘職業譲i練法下の基準〈昭

和34年）において、それまで公共職業補揮

と技能者義成との全く異っていた枠組みが統

一されたことであ号、第2点i立、逆に多様ft

の第 1歩は失業者のための新たな枠組み造り

として開始されたことであり、欝3点は、そ

の失業者の枠組みに合せるようにその後高卒

者警の枠組みが適騒したことであり、そして

最後は、 53 ~手法下で新たな摸索として通達
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第 2範

設されていない調練科が31科あるむこれら

の訓練科は、 j掛設されていないコースに拭調

練期間を長期北あるいは額総生してもその内

容が向かない科であるこ左カミ推察される。特

に、そのdltl鯨科の中に、昭和53年の施行規

則改正の際、専修調錬諜患が廃止されたこと

により開設された科があるが、それらの訓練

科についての次のよラな諌｜発第2I 0号通遥

の解説は詑話すべきである。

「専務調！諌諜鞄の蝿止に対応しても！日規閣に

おいて専樗w11締諜麓｝このみ説It線科が設けられ

ていた和文タイプ科等の9訓練科を普通訓練

諜担のJiii鯨科とした。これらのit'll醸科につい

ての訓練基準は18規期による専修調1鞭諜騒の

iilli練基準とほぼ問様である。J部ち、 44年法

下において設lri:した義成訓練の高等調練課程

と専務訓練課程は、 日II練目標、車＇II棟内容等

の相違に応じて〈昭和47年間中毒博容棋

院分したのであったが、上記通達では当初構

惑していた課程間の差異を全く蕪視している

と百えるからである。 t記の話II練科の課程［奇

襲行は、 44年法下のf段階的・体系的J1u11 

瞭制度の根本理念を再被討する課題を提超し

ていると瓦えないだろうか。

以上の分析に毘るように、教育~II績の内容

選定は、第uまw11鞍科の設定、第2に専門コ
ース昔話の設定、第3に科話内選択制の設定、

そして第4に調練期間の4つの要因によって

大きく左右されていることが明らかになった。

そしてこの内容選定の在ち方を定めることが

臨めて闘難なことは、上記のいずれの要因に

ついてもその：妥当性を明離にし得ないことに

ある。この：（£り方は、従ってa111緯の実践の経

緯からと、そして対社会的な関係の両方の立

場からの吟味の中から定まるものと五えるの
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3-1国教科枠組む変遺

主主縫型

職業補導型

戦意書ii持主！

技能者員長成型

レベルの持続みである失業者のための fそジ

ュール型Jと、新卒者のための「実学一体製j
が試みられていることである。それでは以下

に、各調練種類別語：の教科枠組みについて述

べていこう。

先ず、 f技能者義成型JIま、現に2：訟で述
べたように、 1社会、 2.体育、 3省関連学科、

4.実技の枠組みである。この枠組みは全ての

職種に共通するが、しかし、やや詳細にみる

と、 「実技jの科目設定には、最初に公布さ

れた職種により分類すると 3-8表のように

4韓類の構造がある。

3-8褒枝能者養成型<Dr輿按jの科白構撞

経常実務型ト・閣情橋間耐制帽伽柚骨骨ム＋

能i習訓練型

？モジュール型トー＋
L句醐由慣由幽倫園噛A＠＠⑪ 

ー一審
d

一
一
型
一

一
搾
一

了一十一

一
英
一

F
1
d
R
L
 

「織物工型Jは、実技の中の科註が並列に頃

次裁んでいる型である。 「金属工芸師塑jは、

先ず最初に F基本工法Jがあり、次いでいく
つかの科践がある埼玉、その科告は吏にいくつ

かの項Bに分れているのである。その中で

「基本工法Jiこi均しては、各騒種とも農の3

項目に分れているのである。 「詩物工型Jは
今日の調鎮科の教科と開じ枠組みである。

「議器部聾Jは、 「持物：ζ型jを更に一段階

溺分化した項自が掲げられている裂であるり

このように、実技の教科枠組みは、それぞれ

の峨離の特設・性轄に合せた類型を形成した

と考えられる官こ

れらの顛襲に従い、

教習事項告示時の

職種数の変避を見

たのが3-9表で

ある。衰のように、

追加された職種の

多くが f鋳物工型i

に集中していたこ

とは、次の職業調！

練基準下の教科枠

組に移行する上で

有利な条件が盤髄

されていたと詰え

よう。

次に「職業補導

翠i及y「裁縫製i
在見ると、 「23 

識物工型 金属工芸部型 持物工裂 接器欝型

1基本工法 1 基本実習 申基本実習

2.……… a工具製作法 a 1 ‘・・司...一

b……… a 

b －一一・・一

2 ・・・・ H ・H

a 
b .... .. b ...・....・

3 ・・ e曙一－

: a iz応用実習

. a 
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，，，． 

3-9表 r輿技jの科路構識別職種数
3本註にする講遊であり、

f搭接工費jとは、実習

を基本、応用の他に更に

「総合実習Jを連加した

講造のことである。衰の

ように、昭和24革、

2 7年に新たな類型を追

加するが、しかし裁縫裂

の瞳止等次第に類裂を整

理し、昭和31年頃には

大学の職種が控築工型に

まとめられたのであった。

そして、昭和33年の職

業訓練法擁行時ιは、新
設された職種を含めて全

ての職騒が謹築工型に統

一されよ大の 34年の臓業

高＂線型に移るのであった。

f職業iYll諌型jとは，.＞＇

昭和34年の基準改正時

に鞍業議If輔の全ての種競〈恋蛾者を除く〉の

全ての職種について次に示す構造のように統

一的に規定された枠組みである告

一学科

類 型 S.23年 S.25年 S.26年

織 物 工 型 2 5 21 

金 鼠 工 3宝章f 型 4 7 一
詩 物 工 現 3 3 1 99（剖

漆 器 師 聾 3 4 

討－ 1 2 47 120 

〈注〉との内 1I職種は f譲器師塑Jとの中期的構造であるむ

3-10表職業補導型り教科構造

裁鵠護主
職 業 補 導 型

木船工 木 エ 建築工

l. 普通学科 ]. 普通学科 1. 普通学科 1. 普通学科

2. 専門学科 2. 専門学科 2. 専門学科 2. 専門学科

講義 3. 基本実習 3. 基本実習 3。 謀本実習

実習 4‘ 造船実習 4. 龍装実習 4. 応用実習

5. 応用実習

年手引jで承された4職輔の教科枠組みは3

-1 0表の通習であるむ衰のように、職業補

導型でば普通学科より基本実欝までの教科の

配列は問ーであるが、最後のj応用実習及びこ

れに相当する教科の立て方で叢異があること

が分る。これに対し、裁縫型では、 「専門学

科jの中iこ実習を含んでお9、職業訓練の教

科醸造として極めて示掛守である。これらの

栽鵠型と補導型の教科構造の頼型誌に、 f職

業補導の手号u等の発行時の職種数をみたの
が3-11素である。この表で f通訳型Jと
は突留を区分せずに普通・専門学科と弦ベて

3-1 1表職業補導の教科構造部韓種数

1 普通学科

2 専門学科

二実技

1 基本実習

2 応用実習

これは、今日では普通訓練諜程の第1類に引

き継がれ、 25年以上の最も長い期間にわた

9突擁されてきた構造であった。この持組み

は、能開講糠翠が彰戒され

る迄革本的に定時制調練の

場合も、また昭和38年以

CS.3t)I 時に新設された事長職訓練対

象織種中の教科目を員IJ略で

3 I きる臓種の場合も同一であ

った。即ち、前者は、 「2

月以上 1年以下jの謝繰期

s1 I 摺でSうっても普通学科にお

いて「社会Jを韓器科目に

54 ! 掲げていたし、後者におい

ても、 「社会j及uf｛転手む

里一型 iS.23J~IS.27 
裁舗聾I 1 I 

~ ι；t-1十÷ムJ
~~＿＿＆ーと上J
強築工型

樟接工型

計！

← 95-



に〉下官足型 総 時 間

実 習 1,0 5 0<2 9.4 1> 

機蛾工作 I 7 5< 4.9 O> 

材 料 70く 1.96> 

関 製悶 3 l 5< 8.8 2> 
必
機掛設計 2 1 0く 5.88> 

1 't O< 3.9 2> 

70< 1.96> 

t事 教数 学 280< 7.84> 

物理及化学 2 1 O< 5.8 8> 

手ヰ 工業概設 3 5< 0‘98> 

教 工場経営 70< 1.96> 

計 1.5 7 5<4 4.1 2> 

！普
国 1手i'lt 3 1 5く 8.82>

科 通 主i: 二f:て』 l 7 5く 4.9o> 
教 体 育 3 l 5< 8.8 2> 
科

so 5<2 2.5 s> 

品格教科計 3.4 3 0<9 6.0 8> 

選択教科〈略〉 1 4 0～ 655 
自 由 研 究

ぷz』t 五十 3,5 7 0～4,0 9 5 

高等学投機楓科の教科課程〈抄〉3-1 2褒

〈 〉内は、 3,57 0を10 0とした

パーセント。

出典文献『 67 J 5 7真より旬

ょうえ主点から考察すると、設能者選成型の教

科枠組みは特徴的ではあるが、戦前の技能審

議員覧のあるいは戦後の工業高綾のそれの変形

であると蓄えよう。

経営実務型は f寝技のない職業認II韓jとも

言え、職業部！蘇の教科枠組みとして注目され

る。つまち、 「実技jとは向か、 f技能jと

は剤かという間の評言葉材とl支えようのこの科

に類概した事務科等の第3次建業の語幹線科の

教科枠組を設定する時に番考になるばかりで

なく、職業語IJ絹fの内容を考察する上で註告に

纏すると言えよう。

モジュール型は、既に周知の通号、 I.L.

0.のそジュール誹！諌システムの日本版であ

るが、普通学科を除いて考えた場合前述の哉

咋

t
n『
v

練の歴史あるいは職業技術教育の歴史の中で

も特筆iこ植する構造論と瓦えるG この教科枠

組みは、洋裁科の場合講義26 8時間、実習

5 3 6時期であるが、そのNII事室内務を具体的

に例示した「洋裁科教授期日Jでは fJ主綬時
間数804時間j と上の合計を示したに過ぎ

ず、 「題目J毎にもその題目毎の講義あるい

は実習時期は示していないのである。このこ

とは、今日的用語を｛脅号れば、真iこ鴨実学一

体的固な教科枠組みと言うことが出来、職業

調醸のそれを考察するJ：で極めて示捜iこ富む

構造と言えよう Q しかし、こわ裁経翠も、昭

和27年発行の『接要』によって建築型に再

編されたのであヮた〈文獣『 88』傘照〉。

それでは技能者義成型はどうであろうか。

このことに関し性々木は、 r f労g韓基準法』
下の技能者養成制度が、 l目指j度下の捷弟鶴度

と技能者養成制度との折衷的な制度であったj

と指摘しているが（文献r6 1』88頁〉、
このことは、戦後のそれが徒弟制度の理念と、

技能審議成制度の訓練時鶴の比重との両者を

合せた制度であるという指橋であった。教斜

枠組みで比較した場合も、工場事業境技能審

議成令擁行規剥く昭和I4年4月、陣生省令

第3号）の教科枠組みとそれは摺訟している

こと詰言うまでもないが、関等に当時の新麟

工業高等学校の教科斡組みにも類似している

のである。即ち、昭和22年4月に発表され

た第1次教科諜醸の枠組みは、 3-12表に

示す通りであるが、との案の必務教科の部分

を主として、普通教科の中の罷語を除外した

枠組みが f教習事項Jの枠範みであるとも言

えるのである。この工業高校の教科枠組みを

そヂルとした可能性がある理由として、第 1

1ま、これが rr実習』を中藤とするコア・カ
リキュラム原理によって編4戒されているj

〈向上54 J葉）ために導入が容易であったこ

と、及び、 「教習事噴jの「関連学科を務得

した場合、 2定時制高等学技iこ於て履留すべき

学科と重複する部分については、定時制高等

学校の単位クレデットに於て、免除又は認定

等の特典会与えられ（るように〉………目

下関保省と接面jrf 1であるJ 〈文献ri 1 J第
2柴22頁〉仁していたからである。以上の

るためjiこ、新たに作成した「教科縄成指蒜

要領Jの教科枠組みであるゆその持組みとは、
3-2凶のように、職業主！！蹴裂の教科持組み

における「基本実技Jと「専門学科Jとを

［基本実技及v:関連専門学科j及び f共通専
門学科jとに再編した教科枠組みである〈文

献 risJ20巻10号18頁〉。これは

「学手干の訓練は、実技の訓練と十分関連づけ

て計画されなければならないわ Jとした f職

業訓練指導員業務指針j 〈昭和37年8月調

発 I9 1号期添〉を f調絞指導の基本理念j

として提起した枠組みである。この実学一非

型の「教嶺Jは専務訓練諜龍の機減科（一齢

と電気掛科（一蹴〕の2科についての試案し

か発行されていない〈文献r4 2 nめで、
その後の進展は不明である。

3-2図
饗綾部1繰り教科織成指導要領における対比

実学一体調韓用
齢鴎謝料襲甑

文献r1 s』20巻10号18真
より

以上のように各類型毎の教科持組みを見て

くると、その中でも特に持般的な型として、

裁措型、技能者義成型、経営実務費、モジュ

ール型を挙げることができ、強りは、職業訓

練型の変形であると苦うことができる。それ

では、これらの顕型信のカリキュラム構造と

して各々如荷なる点が本質的に異っているの

であろうか。先ず、裁鵠塑を考壊してみたい。

この裁縫盟は「専門学科Jを講義及び実習に

守けたので島り、このことは「実溶も毒内辛

科の内であるjということを表わした講造と

言えよう。このようえま枠組みは、永い職業譲！
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は消略しないことになっていたのであった岱

¥ r能捕訓練型jとは、 44年法下の器準；と
おいて設定された職業.<llll鞍型の普通学科を嗣

除し、 l専門学科、 2長本実註、 3応用実践

とした教科枠組みで島るいこの時の教科目は

f瞭準鵠Jであったので、普通学科書と追加す

ることも可揺であった示、しかしその基準の

ままでの謝轍もでき、職業訓練翠との大きな

違いど言えよう。この能閣議j藤型が設定され

た44年法下の基準において、同時に、 「経

営実務翠」が現れたのであった。との枠組み

は、専門学科のみという型であ号、経営実務

科（能｜埼； 2月〉だけに適用されている僻外

的な枠緩みだったのであるq しかし、この讃

が基準における教持枠組であることに変ちは

ないのである。

昭和44年法の舗定において高卒者を対象

とした「第2類Jが新設されたのであるが、

その2類の教科枠組みは f普通学科の科目は、

省略することができるJとしてその謝練時開

設も境定してい立かったので、結県的iこ能関

訓練型と向ーのカリキュラム構浩にえまったの

であるa このような推移は、昭和5l年に新

設されと特別高等調締課程、 J~Pち職説II短大の
教科枠組iこも開憶に見られるのであった円こ

れらの2顛及び短大は高卒者であったが、昭

和50年の基準改正において、専務訪i藤誠程

の第1穎も標糧需iではあったが同じように能

闘訓練型に立ったのである口

. f｝をジュール型Jについては補立において

詳述するが、能力再調発調練のー型躍であり、

これは r~技、学科を一体とした訓練である
ことから、陣表（範行調則別表第？のこと、

引用者住〉教科丹鶴に掲げられている控科の

科目・ー……については、それぞれiま？号する

ことなく弾力的に運用することとするJ 〈昭

和53年 1月26日、調発第 14号〉教科枠

組みとなっているのである。即ち、 Jill諌内容

をまとめた単｛主であるMU（そジュール;:r.ニ

ァけにすさ腎と関連知識の両者を含んでおり、

基準における教科枠組みは全く存在しないの

である。

kえ接4こf実学一体型jとは、義成nl!I練の
「諸｜輯｛内2撃を充実し謝轍効果をいっそうI認め



鑓聖と類似していると言えるかも知れない。

長崎後iこ、職業認II輯！製に代表されるその他の

教科枠組みはどのように特徴づけることがで

きるであろうかむそれは若干の組み合せの差

異はあるが、普通学科、専門学科、 1高本実技、

及び、応用実技の4者によ号構成されているこ

とに共通性があると吉正るa その教科の関連

構造として『提要』は 3-3国のシェー？を

掃すと伴に、 f説、；導j苛の訓練においては実技

に重点をおき、...・・禽..・専丹学科はあくまで

3-3関 親量産捕噂の教科講指

出典文献f2 8 .i上巻50頁より

も実習を合理的にし、高めるために………

実習と密接な関連をもって実施されなければ

えまらないむ普通学科はその実習や専門学科を

－補うために必要な最少経度の時間を

もって行わなければならない。………また

舗導生は人格を高めるため、ある極疫の教聾

学科と生活誹i練とが技能fllll練に加味されなけ

ればならえまい。 J （文献『 28 J上巻49 Jま

～〉と述べていた。このような教科の捉え方

は、ほ•£同じようにその後の r職業主II緯指導

員業務指針J（昭和37年8丹、調発第 191

号剥鋲）に受け躍がれ今日に至るまでの「毒性

練指導の基本理傘j となっているのである。

先の3-3閣に見るようにこの職業訓練裂も、

先の技能者設成裂と同様に‘実技を中績とし

たコアーカリキュラムの構造を構想していた

ことが窺えるのである。

このように箆てくると、戦後のあらゆる職

業語i醸の教科枠組構成の謀本軍念は、実技を

cp棋としたカリキュラム構造であると言えよ

う。そしてその基本理念の提え方の主主翼、又

は主主準iこ表わす場合の砕鑑みの表現型態とし

て鵠々の型態がとられたと考えられる。しか

し、それが、カリキチュラムの思想と君えるの

であるがc それと詞時に、以上の教科枠組み

の中には潜荘イとして表面化しない科目島るい

は誠錬内有としてのO.J.T.があるむこの
O.J .T.は企業内訓練の場合法とんど；臨用
実習を読み替えているが、逆iこ最近の高卒I

年訓練の場合部外的であるがこれを実掘して

いえまい事業所もあ号（文献II86J｝とれも

1つのO.J.T.の荘り方である。一方、公
共調練でのO. J .T.はほとんど行設われて

いないが、共同作業擁設の作業調棟、昭和

2 9年iこ出された「適補導jあるいは、市町

村等の行う認可公共職業訓練ぬ場合の「応用

実習の~vi陸軍は、やむを持ない場合は、事業所

等に委託して行うことができるj （昭和34 

年 8~ 2 4目、騒発第55 8号〉としていた

倒外的知器もあったので島る。教科枠組みの

中に、 O.J .T.をどのようむ故慌づけるか
も大きな課題と蓄えよう。

なお、以上に見てきた教科枠組は、事長準に

明記された構造であるが、との構造の解釈に

も基壌の｛旦し古き、又は通達による適用によ

って基準上の構造と異った教科枠組を編成で

きるのである。その 1つは、昭和37年3丹

3 1 Elの擁行涜哨改正1こよって、期議第1及

(f j語表第2の公共ii!ll練の基準の「構考jに追

加された「普通学科の訓練は、必要があると

きは、専門学科の調練を行う際にあわせて実

擁することができる。 Jの但し書きである。

この結果、学科、実技〈基本実技、応用実舶

の教科持組が設定できるのである。その2つ

辻、留和44年10月1自の誠亮第24 8号

通達によって指示された、 「認定職業識練に

おける基本実技の訓練は、訓練時間を強立し

て設けないで、基本実技と応用実技の調磁を

行なう際にあわせて実施して蓋しっかええEい

ことむJの通達で島る。この過連によって事
案内の養成講練はも学科〈普通学科、専門学

科〉、実技の教科枠組を設定できたのであっ

立。

ところで、先の 3-1関及yその後の紹介

一号8-

に見てきたように、教科枠組みも統合一分化

を繰り返してきたのであったo それでは、こ

の f統合Jの論理と f分化jの論理及び、

f移行Jの論理は何であったので島ろうかa

先ず、統合の時点は前述のように職業補持型

内、および技能者長成型内における統ーもあ

ったが、より大きえま統合の時点として裁経型

が職業補帯型に統合された時と、その騎業補

導型が技能者義成裂と統合された時の2点が

ある。前者の場合、明礎な説明はないが、 ?X:

のように考えられないだろうかく文献ras J 
4 3頁）む

Fそれは、教耗基準としての教科持組におけ

る職縄問の整合性を母親した結果ではなかろ

うか。つまり、朝鮮戦争の「特需jによる重

化学工業を中心とした経済的脅興を背景；こし

て、捜鞭・金謡関探職種が：寵され始め、職

業~II棋が f労働者保護の識業調僻 Z期から、

f技能者長戒の職業調轍』期iこ入るに及び、

汝第に重視されてきた機職職種に適した教科

枠組によ号、職舗関の銃ベちが図られたと考

えるのである。この時、各々の職種が内告し

ている特蘇性は、職業譲i粧の桑農のために、

結果的に拭捨象されたのではなかろうか。そ

の職種間の整合性を求めるねらいは、議！蝶行

政の、あるいは調藤実践の管理上の惑芸春花で

は立かっただろうか4昭和34年の基準改正

において、技能者養成裂さと含めて草車業主II続型

に改造したが、その時の教科持組の捉え方に

ついては、 1章で紹介した「職業.1111輔の基単

に関する答申jの通9である。この時の統合

も‘世ぽ上記の解釈で大きくは外れないので

はなかろうか。

一方、分化の時点は、先ず昭和44年iこ能

関訓練繋が分化したのであるが、この時に教

科枠組の変更在意味づけた解説はわずかに第

1章で紹介した昭和42年の中部審の F今後

の職業；.Ull輯制度のあり方に関する答申jにあ

るやすなわちm 「能力再開発調練の基準は…

‘実挫の習熟に；：R点を置いた独自のもの
とすること。 Jである。この「独自のものj

として、職業~~ll練型から普通学科を離陸した

能関誕線型にな，，，とのであった。しかし、そ

の理由としている「宵技の腎熱に重点を授j

くため、あるいは「就職促進の見地からjの

普通学科の削践は、それまでの転職訓練対最

重車種の枠組みでは詩通学科があったのを考え

ると、在しろ、 「労働力不足時代における労

働能力のJ有効発揮という新しい鵠点から前極

的に拡充することj 〈向上等申〉と合い入れ

えまい観点ではなかったのではなかろうか。

何時iこ2頚コ－A.も、普通学科を除外した
能i靖iYll鯨裂となったが とれば、 f高校にお

いて尉脅した教科との関連のもとに、実技の

習熟に重点を置〈ことj Cl母上~申〉として

いたことを損拠にしていたと言える。その後

の職業iV!l糠短期大学授のための教科枠組みも

間接に統一されたが、高卒者を対象としたカ

リキュラム構造として能関訓練型は定若した

のであろうか。

更に、昭和50年の基準改正で専修誠続課

程も能関言語i鯨型に移行したのであったが、こ

れは「際業転換Ml練課題の割に準じて教科の

編成を酷準制とするJという昭和49年の中

Nlf審答申1こ基づいていた。この移行は f個別

の事業所における多様な調融の必要性に適応

しうるよう、臨業誹練基準の多様化を国j

〈向上答申〉るためで為ったが、これまでに

見てきたように、中卒謡！錬生の教科枠組みと

しては問題を残した改訂ではなかったであろ

うかa

「実学一体型jが職業訓練型より分化Lた

立留は、 f学科（／）~！！諌は、実技の調練と十分

関連づけて計画されなければ立らないjiこも

かかわらず、 f指導方法の実態を調べた結果、

訓練現場での実誌と学科の関連づけが必ずし

も十分でないことが明らかとなったためjに、

「教幹編成指導要領の実学一体化jを提唱し

たのであった〈文献『 l5』53年 10月号

1 6頁〉。このととは、職業調練あるいは職

業技布教育の実践上における本速の課題を、

カリキュラム基準のレベルで「これらの資料

の整憐充実を悶っていきたいj 〈向上〉とし

た、カリキュラムレベルのずれた援助・掛長

策であったので島る窃しかし、その「議員韓シ

ステムjについては、既にJll氏の批判がある

ので〈文献『 63 J）ζこではくり返さない

こととしようの
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以上のように、教科枠組みの統合一分化の

論理は時代状況によ号軽々であるが、 44年

法以i衰の分北は、かず1ての：13年法以前の枠

組｛こ頑ったのではなくL全く別の読点からそ

れは遂行されたのであった。職業訓練が多結

花している今日、 ;ill！蝶？種頼、課程あるいは

内容の性搭によって、最も適した教科枠組み

を設定することは当然であ号、民っその分化 a

多様化の議題を明確にすべきことが求められ

ているのではなかろうかお

第 3節 f基準性 j規定の課題

前崩迄においては、訓練内容をカリキュラ

ム事事としてどのような範踏で定めているか、

あるいはその選定の結果を、どのように構造

fとして編成するのかという教科枠組みについ

て述べた。しかし、実際の議I！練校のカリキュ

ヲムを編成する場合には、とのような基準上

の諒i繰内審と同時に、その内容を基準として

規定している「議事性jも、同時iこ重要な要

葉として反映してくるのである。ここで、

「基準性Jとは、カリキュラム基準に基準と

して設定している訓練内容を、議If練校レベル

のカリキュラムにその恭準の調練内容を、

再編・接持する時の堅動性あるいは強難住を

さしているのである。つまり、最近の用語で

言えば、 「訓練基準の弾力的運用Jと言うこ
との根拠に関すると左であ号、よ号具体的用

語法、第2￥の:tr却の枇初iこ紹介したカリキ
ュラム基準の減要について説明されている

「最高・最低J、 「短縮・延長J、 f消略・
追忠商J及び「標準j等の文言て喰解説されてい

るカリキュラム基準の運用についてである。

そして、その基融性の内包している怠味を整

理することが本部のねらいである。

カリキュラム基準に関する「基準性jの内

実を上記のように捉えれJま、今日その「弾力

的運用Jに持する認題が想徴的iこ表れている

のは控成~＂輔の基準性であると言えるq その

ような課題が、養成調練に集中的に生じてい

ることの理由は、長成&lI棋が職業誹i糠の重要

な種類で島ることによるとともに、その課躍

には、経営主体あるいはJ糠対象者で見ると、

会共1JI鯨に在籍する求職者と、事業内rVtl練の

在職者のi弱者が存をしているからだと苫えよ

うo今野の義成:illl練：は、普通説II髄課程k専門

Jli締諜i慢の二種があるが、上述の現象が強〈

顕れているのは前者であることは言うまでも

ないeそれでは、この普通説練課程のカ担キ

ュラム基準における基車性の課題とは持であ

ろうか。とのことを端的に顕わしているの埠L

F職業訓練法の一部を故正する法揮の施行に

ついて〈昭和 53年 10月1日語If発第2l 0 

号） J通達である。この通達は次のように述

べている。

普通諦｜離課認の主主将、訓練甥問、議lt練時劉

及lf設婚は、！日規開による高等調練課程のそ

れと向ーのものとしたが、！日規期における高

等調練課程の識躍基準は、 ~II練期間を除き設

抵限必要なものとして定められていたところ、

普通調練課鰹の調練基準は、教科、調練期間、

議ll続時間及v:設舗の標準を訴すものとして定
めるものとしたa したがって、普通語i練諜躍

の養成品i謀の実施に当たっては、それを受け

る者の状況によ忘じ教科の省略‘説I諒時閣の短

縮等を弾力的iこ行うことができるものである。

との場合改め点に留意されたい。

イ 普通訓練諜麗の調練蔀躍が醸準を定める

ものとされたのは、特に事業内訓練の効率

的かっ効悪的な実擁を関る上で語II韓実施者

と議ill蘇生の鋼腐のヱーズに応じ行われるよ

うiこするためであること。したがって、普

通詞続課棋の聾武器II績の認定等に当たって

は、事業内耕輔の内容の充実に配識しつつ、

弾力的運用の必要に応ずるよう適切に対地

されたいこと。なお、公共職業訓練施設の

行う普通認！嫌課認の養成訓練は一般に多能

工の紫地在付年するためのものであ9、修

了生に技能士捕の称号を付与することがで

きるようにする必要があるので、東射とし

て弾力的運躍は行わないようにされたいこ

とB

ロ 普通訓練謀程のIDll諌科ごとに定められた

総時間を穏轄する場舎には、二分のーを越

えて短縮することは認められないものとす

ること。この場合、高等学校卒業者等に対

する議l蘇において、 18規則による高等書ll鯨
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課濯において認められていた耕自の省略と同

様の科目の省略を行うことによち;VII蝶時間を

矩織した場合には、この想織に係る説l錬時間

は、額織しなかったものとして敢り扱うもの

とすること〈下線引用者住〉。

通還にあるように、詑来の高等調練課程の

基準は f段低i挟必要jとして定めていたが、

これを普通剥締諜轄の場合「控準J制とした

のであった。この「標準Jfとによって「教科

の者略、議ll輯1時間の接結等を弾力的に行うこ

とができるJようになったとしているのであ

る。この解説が、今日の「基準性J論を象徴

的iこ吊していると言えるのである。との普通

調練謀騒の標準北という基準の弾力化i立、そ

れでは何故に、そしてどりような経過によっ

て実施されたのであろうか。この間を解くた

めには、昭和50年4月の労鴎省令中改正に

よる基準教正を再度分析し託ければならえまい

ことは既に第 l章第2￥で明らかであるが、

その前に更：に調って基準性の変選宏見てみよ

フc

戦後のカリキュラム基準の基準性を語！JI練の

種類別に鞍理したのが3-I 3表である。こ

の表から故の点が指摘できる。第1点、は、失

業者を対象としてきた基準は、常に基準の弾

力的護用が可能なように基準性が設定されて

いることである。そのことは、 44年法下の

職業転換讃l練課謹の基穣が従来の転職w11躍の

基準と大差ないことiこついて震に述べてきた

ことと持合するのである。第2l告：培、事業向

訓練における義成訓練の基準性は、大きく変

化していることである心部ち、 illll鯨期間では

最高一浦港特陣と変化し、教科目及問ti藤

時間では最低限一滞定山城低駿一糟準と変化

しているのであるむこのことは、事業内議II醸

の法準設定、換註すれば薬単行設が極めて摺

離な問題をはらんでいるということを属して

いるのかも知れない。第3点は、昭和50年

以時の基準故正による標準化＝弾力化が後に

詳述するように事業内訓練だけを対象として

いるのであるため 公共訓練の養成訓練は、

戦後全く変化していないと設える点である。

このことは、公共，·：~ l 1.::nlfl械が、準学按化して

いる実態iこもftっていると言えよう。以上の

3点を総合すれば、カリキ品ラム慈悲の基準

性i之、大駆iこ言えば企業内訓練の養成調練の

それが変化してきたと吾えるのである。この

事業内dill錬の基準設の変化が、今日の議準性

の課題に課〈蕗わっていることは君うまでも

ない。

さて、 53年法下の普通語＂韓課程の基準性

が開準性に移持したのは次のように考えるこ

とができる。即ち、昭和50年の基準改正に

よって、専務議fl練課題は最低制より標準艇に

変更されたのであったが、昭和53年法下に

おいてその専籍調輯課程が廃止されたために、

議成講離の標準樹という基準が普通訓擁謀患

に受け継がれたのだと考えることができる。

その昭和50年の基準改正の大き立原動力は、

第1撃で紹介した昭和4号年1月の中毒II審答

申 f今後の職業諒i韓基準のあ号方jであるこ

とは蓄を侠たない。その蒋申は「碁本的考え

方J~IHこ記しているように、 「鏑艇の事業
所における多蟻な諦！揮の必要性に適応しうる

よう、職業訓練基準の多様化を関哲、かつ、

可能な限り部力化を鍛えたものとすることj

を重要立自壊にしていたのであった。そして

その弾力北の方針を「当面講ずべき措置jに

いくつか示しているが、その中で最も具体的

に、かっ最もドヲステァクに改革寮を示して

いるのが f専t言語！！韓課程の弾力化jであるa

即ち、 「専務~m練課棋については、特に大輔

な弾力的運用を可能とするため、職業転換訓

練諜謹の例に準じて教科の鋪戒を顎準割とす

るJ、 「また、 ill!諒時間についても、必要な
場合には、 2~の 1 程産まで短縮叉は2倍謹

震までの増加が可能なようiこすることjの答

申であるa とのような答申を受け改正した基

準が昭和50年の恭正諒準であったc この結

果、 1- 1 1 表に見たように、各1~1!練諌穫と

も期間の短かい調練科が設定されたと問時に、

前述の「専移~II謀諜裂の弾力化j が実施され

たのであった。

以上のような経過で実施された昭和5詩年

の事移調掠課鐙、あるいは昭和53年の普通

!VII続課程におけるカリキュラム草草の「轄準1J

f七、いわゆる f弾力化jは、知何tiる諜題認
識で施行されたのであろうか。その専許訓練ー
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わらず‘通達で公共訓練をその鴻用から除外

しているのであるG このことは昭和50年改

正時のro11発第10 0号では暗示していたが明

記はしていなかったのであ号、今後の法令解

釈に按絞を践するととになろうa しかし、よ

り以上に大きな課題は、 44年法下でそれま

で別々であった公共謝練と事業内調醸の基準

を統合した時の基準観と、今日の普通説i練課

韓の基準の運用のように、再霞商者を分離し

た基準観との関様である。この基準における

経営主体の統合一分離の関係についての整理

が，必要に主っているのではないだろうか。な

お、公共調棟に弾力的運用を適用しない理由

として掲げている「多能工の素地を付与jす

る訓練は、現に瞬らかにしたよう仁、むしろ

事業内部i醸の毘績であったのであ号、鮪濃い

の議論と雪えよう申

そして、基準の弾方化に関する第4の諌贈

は、その弾力的運用を実施した場合、先の通

達にあるように技能士補の称号を取得できな

い事了生が生じていることになる点である。

しかしその修了生も普通訓練課患の務了生で

あり、間じ講i輯課程務了者でありながら蕗了

資格が興るという鑑離が生じることになるの

である。このととは、 44年法において段階

的・体系的観度として確立してきた f生罷職

業調諌jが崩弛せぬかという問題でもある。

その生涯職業調蘇の体制は昭和 4 吉年の中~II

審答申も再確認しているのであったが、専務

謀組の弾力化の若：関は、中道II審答申4こより、

f樹jrjの事業所における多様な調練の必要性

に適応しうるようJに改正することであった

と言えよう。そしてその視点として「職業転

換~fl融課患の視に準じてJ 実議するとととし

ていたのであったo このような護戒訓練の基

準の弾力化のための意閣と観点は、それまで

の職業譲i疎観との関様においてどのような課

題を誕生したのであろうか。その課題として

安くとも次の4点が重要であろう。第I点は、

既に述べたように、議成訓練の慕準を季語カイヒ

した点である。このことは、今日の弾力化の

課題が、養成制謀に象徴的に表われている、

としたことを意味している。その弾力化は前

述の通号、転職謬II練諜謹の倒に準じて実施さ

れたのであるが、その「帯用Jは果して妥当

であったかということである。既に第1章及

r.f欝2章で論じてきたように、転職訓練の基

準の弾力北l立、盟史的に失業者の訓練機会を

探揮し、叉再就職を容易にするために定着し

てきた基準躍で晶君、それをそのまま養成欝i

練に準用したととが関われていると言えよう。

第2点は、弾力化の窓図が「事業内調搬の

…個別のニーズ仁誌じJるために実施
されたととである。即ち、との事業内訓練の

ための弾力北は、第1章及び第2重量で述べた

ように、事業内訓練の初期の理念であった養

成工問調錬生擁護という基準観との関保にあ

まりにも飛離がありはしないかという問題で

調稼課程の捕力化との関係については考察し

ていないと蓄える。との調者の関係の整理も

哉された課題と言えよう。

以上4点が今日の普通調練諜躍のカリキュ

ヲム基準における基準性に内在している主要

な諜噂である。それらの諜題は、今日の基準

性がいずれもこれまでの職業課嫌が自ざして

きた想愈あるいは掴Utとの関孫を充分整理し

ていないため、そこに一見自己矛震あるいは

内部矛震が存悲するかの親を議していると苔

える。それではこのような自己矛盾崎、内部矛

績を東鰻し得ていない車問はどこにあるので

あろう語、その原因として次の点が考えられ

る。先ず第 1点は、労働者保護期の基準理念

であった失業者の調書~機会の樺陣及び訪i様性
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あるおその調練生擁護の立場から、訓練期間

は最高に、又教翠舟認や教雷時期は最低限に

捜定していたのであった。そのような基準が、

最終的には今自の「器購J舗に移行してきた

のであるが、訓練生保護の基準と、ニーズに

町、えるための弾力化との関には、来だ未務理

主問題が鳴っていると苔えよう。

第3点は、先に紹介した調発節21 0号通

達にあるように、 f公共職業訓練施設の行う

普通調練課程の義成主Ii模拡・ー＊υ …原則とし

て弾力的運舟は行わないJという指示であるQ

とのことは、弾力的運用を事業内訓練だけに

融定したものであり、法令の施行規期では公

共~II練と事業内iUI!線に差異がなく、経3君主体

に係りなく弾力条項を明記しているにもかか
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の保護という基準理企と、技能者議成期の理

念であった公共、事業内の統合及Z戸、設階的・

体系的fJll醸のための基準理念と仰両者の調練

期の法準理念を今日末だ統合して新たな基準

理J合同局長確立し得ていないからではないかとい

う点である。換；討すればこのととは、 53年

法下の基準理悲が末だ様紫の域を越えていな

いと誌支ことでもある。それは極めて閤難な

ことかも知れないが、調練さ主を保護し、なお

かつ技能：者j警戒iこも武献できる基準用念とは

どのような基準なめであろうか、そこが関わ

れていると設えよう。そして次に、その統合

した新たな基単理，念に、普通認＇II鯨課穫の基準

に代表される基準の弾力化論を{y模し、新た

えEF基準性j を未だ設定し持ていないからで

はないかという点である。事ifl膜基準の弾力｛と

が労鱒審に対しても ~II練の受講縄会を拡大し、

受講者の議i練要求iこ応えているという側面を

無謀するものではないのしかし、一方では繭

述の技能士舗の取得が不可能になる等、労勤

者、受講者の得てきた諸純益まそれは放遂す

るという内実も同時に有しているのである。

労働者の利益に応えるというとの相反する基

準性は、単に財政的容：＠：が艦大すれば解決で

きることなのであるうか。

今日の普通認fl諌課捜の弾力化論が一見詰弓

矛盾、あるいは内部矛盾を有しているように

克えるのはz 以上ぬような f基準理念j と

「基準性jが束だ確立していないという現状

を表Lているに過ぎないのではなかろうか。

これらの「基準用念jの統合、及び f弾力化

論Jの「基準性Jへの詔棋と言う 2"?cr:.模索
は、訓練法の欝1条にある「労鋤者の地註の

向上を弱るJ為の真のカリキュラム諸準を追

求していく上で不可欠と言えよう。
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補章 モジューノレ訓練の検討課題

トモジューん訓練の成立

「モジュー 1L-~ll輯u どは如向なる訓練かと

いう解説は続iこいくつか出ている〈文献

r 6 』）のでここで拭略したい。これらの
解説によると、ったきくは熟練工遺戒を詩的と

した英国製と、失業者への鰭能付与を日的と

したしL.0‘型に分れるようであるが、我

が同のそれは能力再開発訓練に導入されてい

ること等から、 I.L.O.製に属すると言え

よう。しかし、そこには後述するように、そ

のシステムの蝦本方針が異るため、あえて言

えば、 f日本製モジュール罰｛諌Jと百えるか

も知れない。その日本型の特徴を簡約に解説

した資料として、；；：のようえま昭和53年3A

3日の智発第4号‘業指発第7号通達の倒添

〈参考〉資料がある。

一単位常時制鯨〈モジューん訓練〉方式とはー

単位制訓練方式とは、調輔の対象kする織

績について職務分析を行い、そこで必要とさ

れる技能を基本的な作業単位（モジエール・

ユニット）に分割し、そのよそジューfレ・ユニ

ットの組合せによって訓練カリキュラムを組

立てる方式であるG

この方式を援用すると、入校時期の多様化

を推進しうることのほか、モジュール・ユエエ

ァトの艦合せを変えることによって、地蟻産

業界の要請にも、また転離職者の能力、技能

組度に店、じた要求iこも応えられ、さらに語！Jf練

ヨース相互の関連の明確北、調鯨の段階的体

系化をはかることができる。そのメリットを

掲げると、

告〉 労f識者調々人の能力にrc：じた開閉j調練と
なるので、思j紙のような入校時期の多掠化

がはかられる。 〈引用者枝，別紙は次京）

争地域産業、屈府予定事業所の必要とする

妓能を i立点、的に 1~fl鞭できるため、.Jiil練生の

求人の確様及'lf就i諸島っせんが容易にft.る。

〈善 説~I続生が詩卦のfiする知識、設能、職業

経験！専を考！草して、問得すべきそジューFい

ユニットを選択することができる。

告 f何か月のi.111鯨を受けた治寸という訓練

期間主義から「伺ができるようになったかj

という控能到達主義となるため、個人ごと

に宵得した妓能水準が明葺にft.る。

母 労働者のニーズに臨じて、必要えまモジュ

ーノレ・ニエぶ γ トを髄時習持してゆけるので、

段階的・持系的な生粧訓練体制の撞進がiま

かられる。

k記解説のみではそジュール訓練の全体f裂

を捉える上で不明な点もあり、また従来の銅

線との関連についての解釈にも期解でき立い

点もあるが、これらについては次節に詳述す

ることとして、先ず上記のような日本型モジ

ュール剥離が我が儲の職業調錬に導入されて

きた経過を見てみようo

f単位指lJあるいは「モジュール訓練jの
用語を用いて、その導入安企式に唱えたのは、

昭和49年 1月の中部i審許申でSらったc そこ

で誌、 f通信制又は単位輔訓練方式の詩入J
として能力再開発Jill練に導入することを答申

したのであった〈第 1￥参照〉。しかし、と

の答申を受けて教正した昭和50年4月の施

行現則改正では、能力再開発議II練に関し：ては

別表第7のi計j文4tこ「通話観訓練についての

持倒Jを明記したものの5 「単位制」北つい

ては繰り寄生げずに持ったのであったη

この「単｛主事j議i膜jが「Jそジュール識i融J

の文言と併せて提起されたのは、昭和51年

6月18 Aの閣議で策定された第2次「職業

fill!離基本計踊Jであった。即ち、 「職業論i踏

を段階的、劫果的に受けられるようにするた

めの方法として、問えば、単位制〈モジュー

／レ〉語ll練〈嬰議作業を単位とし、具体的な線

務に合わせて必要な単位を組合わせて行う調

練〉の開発をすすめ、その再定東を受けて適当

な職種iこついて会共職業iJI！館描設において試

行的に単位輔〈モジュール） .~ill！棟を実施する

ことが適当である。 〈文献r6 1』53 3 J{ 
～） JとしたのでJらった。しかし、この段階
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L 作業事鏑

(l｝交韓、車l(I）電器仁 !(l）逗療の種
流の椙出i・I 電流昔の種 i親及び締結
及.（｝＂＇ij"L施計i類及ひ¥Jf捻 l(2｝負荷の輔
の準鏑 I l 頚及び用途
(2) 変説、直l{ 1) 耳元設い法
施の寝起刊（2）蹄ぞF• 点
及びj卓砥ttI 検法
の取扱い 1(3）窃琵す及

び或掘十の
接続法

(3｝担慌艶蕗I(1 l f羽根jな
の準璃 ！ 距酪瓶詰の

調類、名称
特教及び用
途
(2）静誕距酪
町鞠実

モジュール訓練用教科編成指導要舗の併〈電気4科〉

技能の範簡と ~J速水準及び訓練の組討

MU 2 電圧針及び常流計による電気回路の灘定並びに計算〈部分〉

技能の範囲と到達水準

とのモジュール・ユニットの務了時iこ各調諌生は、~·のことができること。
1. 直流回路の測定及び計算が正しくできる。
2. 変流国轄の欄定及び計算が正しくできる。
3. 変圧器の動作樹定及び計算が正しくできるわ

補－ 1表

確認テ久卜

(1) 屯日ミ守、電

漢語t・明富蔵
'{j用途を知っ
ていて、その
取謹む暗証し
くできること。

抗
日

1

J
之
宮

Z

妄矢信

部安全荷生

(1｝樹民
器具等に
よる感寵
0議事i上

応凋計算
知識

一時議識

9、単位制調練用教掃で定めたよそジュ品

ル・ユニットを省略することができるが、

省略iこ当たっては当議そジュール・ユニ

ット巳定められた技能の範関と到達水準

を満足していることを職業訓練指導員が

当該訓練生の有する技能について評踊す

るものとする。

ふり耕輔生澗々の能力iこむじたilill練を行う

掴劉議i輯！のため、訓練生めなかには、（'1)

で組み合わせたそジュール・ユニットの

すべて1こついての謝聴を受けられえまい場

合も考えられるが、この議II諌生のために

単位鰯議fl練用教舗で定めたそジュール・

ユニットごとの確認テストの本準を抵下

させるととにはならえまいものとする。

単位鱗詔IJ練修了者に対する務了証書

持了証書については、別に定める蟻式に

より、規開摺 25条iこ境定する事項の』まか、

習得したモジュール・ユニニットについても

記癒するものとするo

7 

(l｝甑潟議事の
摘陀及的十葬 i
が正しくでき！

一一ーヨミ主~

(1)E描 IR 

(l｝変在器の基
本動作及び南
通の坪克革浩司王
し〈できるこ
と。 i
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2. 蔵前日臨の
調i陀及ひ言↑辞

(l)オームの
法期
防護おlj掛
路及びその

指導上の留意事嬰[i このそんIt …の轍標準時間は30時間程度一とり
2. このそジュール・ 3・ニァトでは、各計掛器を組合せた課題による諦！練を行うことv

{I）間記号

(I）’識麟導 1(1）電流の磁
作用 I 気作斑及び

その応品

( 1｝竜庄比

及び巻教

比
(2）電流比
及び巷数

比

(2）部理器の
基本擁護 I 

(3) 劉壬器の

種額及.m若
造
(4) 1・盟主、電
流と帯散の
関係

このI.L.O砲のモジュールli!ll膜を下敷にし

た日本翠のモジュールtilfl緯も、従来の職業訓

練では考えることのなかった新たなカリキュ

ラム論を提起したのであった。その特換は、

次鯖で述べるように詩本的に変質した部分も

あるが、 「単位制jにある、と言える岳部ち、

従来的カリキュラムは課寝〈コース）あるい

は「科jによって定められていたが、そジュ

ール訓練のカりキュラムは、仕事の単故によ

って定めたため、調様生1人ひとちの必要性

と興味によって構成するととが可能となった

のである。この方式i立、大学などで運用され

ている f選択制Jを更に雛臨したものとも解

せるが、しかし、そこには課種あるいは ri>tJ
という制度枠組が事在しないため、 「選択鏑

とi竜一読することはできない。このようえまカ
リキュラム思想を、日本の職業訓練樹度に応

用する時、検討すべき課題は後述するように

少なくないであろう。

ところで、従来能力再捌発訓練用としての

教科編成指導要観は発行されてこなかったが、

上記実擁要領のGに記してあるように、モジ

品......， ）レ訓練の場合は教縮、を遂次発行するとし

-10詔一

職業；~II締法菰行境問〈以下「駐日目j とい

う0 ）制表第7の f職業転換諦i続課樫の能

力再開発i訓練の教f辛苦iこ関する基準jiこよ

り行うこととするが4単位制.JI憾の場合は、

完投、学科を一体とした訓練であるζとか

ら、同長教科の調iこ掲げられている教科の

科目並びに訓練期開設ぴ訓練時間の鵡に掲

げられている教科ごとの調練時間教につい

ては、それぞれ夜分すること立く弾力的に

通用することとするα

3 単位制品l練賀擁調錬科

境望号別表第 7 の f職業転換~~II離課題の能

力再開発Wll練の教科事に関する基準Jの設

定している~r藤科のうち、融業訓練崎長の
定める議ill舘科とする。

4 単位制耕輔~3堅持iiJll諌期間

規制矧i表第7の r職業転換詔！融課畿の能
力再開発lJll締の教科等に関する基準jの訓

練期間及び調瞬時間の摘に掲げられている

誹i諜期間とする。

5 単位制訓練を行う 1単位の識経生定員

原期として、踊月入按とし、 1諒i練科ご

とに 1凶の調標定員は 10人程度とする0

6 単位制議II鯨実蒐方法

単柱制訓練の実施に当っては、到に定め

る単位制訓練教科嬬成指導要領〈以下「単

位制調練用教編jという。〉によるととと

するか、その植については次によるととと

する。

(I} 単位融liDll諌用教編で定めたそジューfレ・

ユニァトは、各職業譲｜練授において、各

地蟻、各業界における雇用可能性巳対応

させて、範々組み合わせて龍用するもの

とする。

この場合、各鞍；業i~!I諌授においては、

モジュール・ユニットの訓練轍序に十分

留意すべきものとする。

(2) 講｜練生鵠々の技能を確旅するため、単

泣制調謀舟教端で定めた各モジュール・

ユエットごとの確認テストに不合格の謝

蘇生については、当該テストに合格する

まで次のそジュール・ユニットの訓練を

受けることができないものとする。

(3) 訓練生の蔀職経験による既得技能によ
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たのである。とのことは、それまでの転職議i

蘇は、造成訓練の第1年次との混合訓掠を容

認していたのであつだが、モジヰールillll練の

場合はそれを明鑓iこ舟噂する方針を出したこ

とを；IT,瞭するのである。そのモジュール説！！蹄

の教舗は、昭和53年3月28日付の議lj発第

3 5号「単位制訓練（モジュール耕輔りの試

行実撞についてJにおいて初年度対象の溶接、

板金、配管及｛／器製の4科分が送付されたの

であった。この教磁の編成方式は、従来の養

成語i練用の教編と金〈異号、モジュール事ユ

ニァト CMU）鮭に補－1表めようえE枠組で
構成している丹である。この描－ 1衰の併は、

福気4科〈電子機器科、’瓦究機器科、家庭用

電究機器サーピス科及'{f寵気工事科〉用の

l 4 IMUの中の欝2のMUである。とのよ

うに教編で定められたそジュールユヱジト撃

に、 f教討jが印刷され、労働者より発行さ

れているaそのMUr教材Jは、先の饗擁要
領の解説及l.fモジュール教緬の倒に見るよう

に、学科剥績と実控訓練を学習単位ごとにま

とめて編集してある。従って、従来の「作業

指孟書j、 F実技教科：~u 、一般的な f教科

＇~!fJ 及びテスト課題の 4 者をまとめた内容の

編集となっている。

以上の説明からも明らか立ように、モジュ

ール調練のカリキュラムは、日本型であっても

極めて詑思すべき改革を実擁していると言え

る。それは、技鮪教育あるいは職業教曹の永

遠のテーマである鴨知識と技能との統合静カ

リキュラムを持現させた点である。この「実

技、学科を一体とした訓練Jは理会、としては
事悲していたが、具体的な教材のレベルまで

を提訴した点で高く評価されよう司しかし、

その職種の性絡、更に科目の性格を事軽視した

画一北した蟻式による教材開発が、議！！練の実

擁上で種々の問題を輩出することが一方では

予想されるのであるr しかし、その課題は本

研究の枠を越えるので、問題の指舗に止め、

モジュール議Ii椋の基準上の検討すべき課題を

次に解明していこう。

2. モジューJI,耕錬招基準

モジュールilfli錬のカリキュラムは我々が真

剣に取9組まなければならないカリキュラム

上の謀題を提怒してくれたと同時に、それは

目下試行中でありその進展を注目したいと思

う。しかし、カリキュラム基講義上からみると

次の3つの課題を提超していると言えるので

ある。その1つは＠JI練期間についてでありも

2つは謂i諜科の設定及び選定についてであり、

そして3つは教科枠組についてで品る。これ

らの3者は、先に紹介した実施要領の第4、

第3及び第2の項目に説明されている内容で

あり、極めて重要な項目であると蓄える。結

論から雷うと、前2者はそジュール訓練に誤i

韓基準を適用したととによってむしろモジュ

ール部閣の本来の特長が減少するのではない

かという問題である。そして、との課題の中

iこ前述した F日本聾モジューJレJ調諒と苦う
損拠が内在しているのである。そして第3め

課題は、逆l之、調練基準適用を除外したこと

から生じる基準設定の意識に関する課題であ

ると替えるのである。それでは、この3つの

課題について購次説明していこうι

先ず、そジュール語ll聴の議fl鯨期間について

である。このことについて宗像は設のように

解説しているく文献r6 J l 6 5真） (> 
fIL Oのモジュール訓練体系の大きな特長

はその臆習に時期を基調産にしない点、にある。

すなわち、修了時の技能水準はテストで押え

るが、題習の期間、進度などは端接や借入の

事情に在せているなjこの訓練：期間を定めない

制度が、そジュール諒i絹！の最大の原理である

と患うo この原理が存在するが放に、 rt葬了
時の技能水準jを離しく「テストで押えjる

ことが可能なのであり、その合絶した技能が

騒用に連なるとする誠憩思想が成号立つので

ある。したがってこの調蹄思想は典型的な

「能力主義jの立場であるが、日本製モジュ

ールでは、；~f様車期間を定めているため、その

批判は多少緩和されよう。即ち、前記実範要

韻の4~こ記しているように、我が国では l~J

表第7の岡山・・・… tVll蝶期間とするJとしてい

るからであるら！ところで、この別諜第7に示

-1 1 （ト
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されている職業転換諒！鯨課程の詔l蝶期間は、

既に伺度も本草の各7震で述べてきたように、

f標準J制であり、 「1年を越えjない範閥

で「延長」可能なのであった。とのことは、

施行規則では「態準j 摺jである ~ll樺期間を、

通達で「指定割jとしたという法令解釈上の

問題があると同時に、モジュールw11練の本来

の原理に適していた「標準j舗を逆に抱束化

したという鶴贈を問時に含んでいるのである。

法今解釈の問題は関に罰〈としても、モジュ

…ル識1練は、 「離車長職者を対理とする職業訓

練は、単＋こIDll練捜棋の拡大を菌るのみでな〈、

その発生に対芯し、機動的、弾力的に実施す

ることが重要となっている。 〈昭和53年1

丹26自書II発第 14号前文）.Jために詩人し

たのであったが、本来弾力的な諒！練基準の誠

疎期間を、開設に抱東北したのであろうか。

例えば基準を撤魔しないまでも 5ヶ月の期間

となっている訓練科であれば、基準の最低限

としても rGヶ丹～1年6ヶ月Jの期間とな

号、この方がよりそジュール議II載に適してい

るのではないかという問題であるe この間語

に関し京醸は、 f吾舗の職業調蘇は『期間監

視型』であって、到達水君主は頼い0 .一

両者の是非はともかく、この考え方の遣いは

語II疎基準の構成の根本的な相違と言える。 J

（間前 16 7頁〉と述べていたが、自本型モ

ジュール訓練は I.L.O.のそジュール訓練と

謀本的に譲ったのであろうか。

次に、モジュール謀i績の訓練科の設定につ

いてである。このことは‘何故訓練科を設定

するかという疑問である。即ちこの疑問i主、

モジュール調轄の親習単位であるMUが、課

程〈コース）によって設定された単世ではな

く、それ独自で完結的であ号なおかつ、その

挺Uが雇用に結びつくことを前提として構成

されているにもかかわらず、なぜ既存の；~！J練

科を必要とするのかと言うことである。つま

り、 MUは「組み合せて任意のMES（モジ

ュール・オプ・エンプロイアプル・スキル〉

が作れる。／闘WJ、職種・j}f者、労蹄市場など

の相違には組み合せを変、えるだけで弾力的iこ

対応できる。特に地域毎の異なる要請に対し

て適正、できる。 〈向上 16 5頁） Jと！僅が

連べているように、麗用に最も適したMUを

組み合せることがそジュール調績の特色であ

るにもかかわらず、訓練科を設定すればME 

Sが有名無実になってしまわないであろう

車、このことは、実掩要領の7において指示

しているように、 ai1t練科の修了証明と問時に

習得したMUを記載することにしているとと

に速なっているのである。これでは、モジュ

ールヨIt鑓の予言結的なM町内意味は無くなるの

ではないであろろかf ミお、その手UI鰻科設定

の拡大状況拭補－ 2衰の通りであるが、この

謂続科選定の詰安は何であろうか臼 ~J えば、

昭和38年の「怯職諦観Jの f入所希望者の

語II楳職種の決定については、本人の希望、‘・－

...選考の際に実擁された適性検査の結果、 ?Jll

糠修了時に予想される呼働市場の状況等を勘

案するとともに必要企指導を加えて決定する

ものく転職訓練推進要領） Jとしていたので

あった巴しかし、そジュール訓練の調練科選

定の指針は明確とは習えないのであるaこれら

が議II醸科設定の第2の問題であるG

捕－2褒 モジューん訓練の
部i躍科の拡大状況

年月！ ~II 練科名

S453. 4. I t容接、接金、配管、結製
s. 53. 10. I；造頭、家庭用電気蟻器サ」

ピス、プロック建築、建装

s. 55. 4. ！機獄、電子機器、電気機器、
1木工、タイル抱工、家政

S.56. i経理事務、銀売
S .. 57. i屯気工事、 トレース、製版

1印調

S.58、 i韓造物誤工、建察物語生管
理、家藍営籍、一般事務

モジュール調諌の基準上の第3の問題で

ある教科持組について述べようねこの点に

鴎し、実施要領の2で、 「教科の持目立長び

に…ー・...教科ごとの訓練時間教について

は、それぞれ区分することえまく弾力的に運

用することとする。 jと述べているが、何

故にこの教科目及びその時間だけが弾力的

運用の対象なのかとするのが第1の疑問で

-lll-
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リキュラム基準の課題今日のカ一語結

舗の産業及lf鮭携を一瞬の内にどん底に落し

込んだ所譜第 I~の石油ショックが発生した

ことは気穏に新しい。先の諮問は従って、高

度経清成長下の頂点に登りつめた時期のカリ

キュヲム基準の在号方を搭うたのであ号、諮

問の内容もそのようになっていると震える。

しかし、容申はオイルショック以後iこ出され

たのである。では、この諾需と答申の閥に矛

爵はないのであろうか。その審議の経過を見

ると、そのオイルショック以前にi訂正調練基

準の問題点の整理を終え、客車業の記草はオ

イルショァク以後設のであるく文献r1 s』、
第17巻第5号、 7 頁～。）そして、この

答申に藷づき昭和50年4月の革準改正が行

われ、旦っその基準の枠組みが53年法下の

基準に受け継がれていることは既に克た通り

である。こむような経過は、技能者遺成期に

おける基準の改革理意・改蕃葉が、そのまま

戦後の第 i期を想、超させる低経構成長下の基

準理念に適用されたことをJ意味すると蓄えな

いだろうか。つまり、答申の基本理怠であっ

た f産業構造の変化、技構革新の進賎等に即

応、しうるJために「認ll練基準の多樺化を間り、

かつ、可能主限り弾力性を備えたものとj し

た訊！諌基準が、何故そのまま今認のカリキュ

ラム基準の謀本理念にえまり得るのであろうか

ということであるュその雨時期の「多様化j

あるいは「弾力化Jの内容及ひ湾株立は、更に

その方溺こは当熱異った基準理念があるのでは

なかろうかむその検討は、今自の我が閣の労

働者または脅働界iこ訓藤基準、カリキュラム

基準として向を応えようとするのかの視座か

らなされる必要があろう令

本報告で克たように、戦後40年弱の鞍業

IDll蘇のカリキュラム基準は、護度とえEく一見

大きく変ftしてきたように克える。この変化

は、それではカリキュラム某準の捉え方が問

時に変化したことを苦：味するのであろうか。

カリキュラム高等：の変北をもたらした饗悶と

しては、その在り様の解釈の相還を認めるこ

-1.13-・ 

以上の3章及び補2誌によって戦後職業訓練

のカリキュラム基準の実態を解明すると何時

に、そこに内在している課題を指摘し得たと

思う。とれらの分析結果は、しかしながらカ

リキュラム基準だけに関する分析に終らず、

表誕の関係として職業譲II醸の制度あるいはそ

の直り嫌についても触れていると言える。開

ち、このことはカリキュラム基構が、そのま

主職業訓練の内実を表わしている故だと言え

る。それでは、管轄元局長の苔にある現職業

調締の抜本的検討師、中でもカ担キュラム基準

のそれは、｛可故、何を、如何に行うべきなの

であろうか。その理由は、今日の 53年法下

のカリキュラム基準が 第I:期の労働者保護

期、第五期の技能審議成期の基準を経て第Z

期に入っているからである。このことは第i

期と第Z期め2大理；舎を止識することが今日

求められていることを示しているのである。

この調理；まの止揚は極めて閤離かも知れない

が、それではその作業の手懸りとして荷を検

対すればよいであろうか。

その再検討すべき基準論は、現に明らかな

ように、昭和49年1月に中部i審が労鱒大臣

に対して筈申した「今後の職業訓練基準のあ

号方Jの内告する基準論であろう。この容申

がカヲキュラム基準の様々な分野において、

第i期と第E期の基準論を充舟鞍理しないま

まに新たな基準制度を提起し、これが今日の

カリキュラム恭需産の不透明な実態をもたらし

ていることについては説記詳述したのでここ

では鰻9返さない。ここではその答申わ持つ

意味を到な視角から分析して問題提起に替え

たい。

これは、ごの客申が成立してきた提識と漂

い開銀があるe蹄ち、その諮問は昭和48年

8月22自であり、その諮問の内容は「産業

構造の変化、技稀革新の進展等に良書記；する今

後の訓練法準の島rJ7iについてJ諦うたので

あった。そして答中山llii・fil 4 9年1月10自

に出されたα この諮問と持申の問lこは、我が

する理論は、既に持論で明かにされたように

成りたたないp MU教材がイコール識練校の

カリキュラムであるとするのがそジュール割

練の原理であるからである。このことは到な

見方をすれば教科~制度とカリキ a ラム制度

との統合であると言えるが、その結果、カリ

キュラムを梗E主化させることになるという新

たな問題を含んでいるのである。 MU教祥の

選択だけがiiJfl騨：校のカリキュラム編成である

とすれば、この間題は必然的であるとも言え

よう。

以上のそジュール語母親｛の基準上の課題及び

カザキュラム編成上の諜揺が、今告の日本軍

モジみール誹！輯に解決をせまられている大き

な行政上の課題と言えよう。これらの解決が

なされない開は、日本型モジュール窓II躍とは、

能って「イギリ λ製モジコーール調i錬の能関4111

練応用型JとEぎわれかねえまい。句論両者の蔀i

鯨期間は数棲の農があるが。なお、駄足であ

るが、 f随時入投網jについては、モジュー

／レ訓練でなければ関難であるということは法

令上及び基準上ないと言う点について辻、塁王

に本撃の各章で論述したので、ここでの詳述

は消略したい。それは、むしろカザキ A ラム

編成と問時に訓練の街詩体鱗の整備の問題で

あったと蓄えようo

モジュール識Ii棄の灘皆は、昭和53年法下

の困難な社会情勢に極めて時宜にかなった識

練方法＊制度として登場したのであったが、

しかしその訓練基準の適用に験し、斑在の基

準の選躍を取り違えたのではないかと苦う観

をぬぐえないのである。 4ともかかわらず、そ

の理意及び、指母方法の喪り方は今接も追求

されるべき重要な課題であることについては

前述した通9である。
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ある。この場合も別表7の基準においては剥

蟻時間も教科宮も標準なのであ号、教科目及

び調練時の「弾力的危運用jは特に基準上の

問題があるとは言ええEいのであるでとの点は
前記諦！続期間の設定等と金〈逆な指示在して

いることがわかる0 lぺかし一方、このよう立

運用がなければ、前述したように実学一体の

教輔及び教科書は望むベ〈もないのである由主

それではそジュール調蘇の教科目のような

「基準の弾力的運用jを可能とする判断はど

のような尺度でなされるのか、というととが

第2の罷問であるq 入校時期の多掃化が実舗

できれば、その弾力化は可能とするのであろ

うか。このようえE基準運用上の課題が事在し

ているように患うのである。

以上、モジュール訓練の基準に関する課題

について3点を述ベたが、その｛患にもそ子ュ

ールWI！輔の趣旨の実現のために解明し立けれ

ばならない課題は少なく立いと蓄える。その

中で、基準とは誼棲関係ないが、 MU毎に労

働省が発行している「教材J （教科書〉の利
用上の在り方がヵ Pキュラム行政の重要な諜

題として浮上してくるのである。即ち従来は、

舗が公布しているカリキュラム基準に基づい

て労鋤省は教科儲成指導要舗を発行し、一方

では学科及び実習用の教科書を発fまして、調

諒校レベルのカリキュラム輔成の参考資料に

供してきたのであったO ところがモジュール

訓練の場合は、前述の通りテスト課題を含め

たMむ教材〈教科i！？）が発行され、この「教

材jiこより訓練を実擁することになっている

のである。このMUの選択及びその配列につ

いては、実擁要領の6に多々記してあるよう

に極めて弾力的な連用が可能となっている。

しかしMU教材の内容は、その目標としての

テスト課題が設定されているため、逆に最も

向車疫のない教育訓｜続的内容になると言わざ

るを得ないのである。このことは訓練校の諸

々の現実の相違を考えた特に、モジュールam
練の f抱東北Jiこ連なるという側面を同時に
有していること在示していると設えるのであ

る。この問題の根議長は、訓練校レベルのカリ

キュラムを労繍省が編成するこ主にある。 M

lT教材は教科書でありカリキュラムでないと



後述のように昭和45年に、新調i舗法下の

まとして公共謀1練用の審考資料として発行

されたのが一般的である。この議鍵説i練用

の教科掃成指導要領に関する労働省の通達・

指示文書を見い出し得ないので、発行の根

踏ま不明である。

9. ( 8 3 頁〉調観科と職業分類が対応

できないのは、 f職業辞典』の改正が昭和

4 5年増措版以降行われてい悲し鳴い方、そ

の後に新たに生じた職業に対応、した訓練科

が開設されているためと考えられる。

注

1. ( 2頁 ）授産・輔導を除き今日の職

業Wt!蝶と河じ調練方法で苛われていた調瞭

で、政府が底接週営したものに関東大員提

寵後の l9 2 3 （大正 l2）年 12月に内

務省社会昂が設置した「木工講習会jが島

る。この基準は「木工講欝志験者心持jと

して境定された〈文献rs 1』〉。
2. ( 3東 〉この戦前の体鱗を克服で

きなかったー閣として、 iL O丹駿業譲！蘇

に関する勧告が、当時主として合共調鱒向け

の「職業訓練に関する勧告（ 1 9 3 9年第

5 7号） Jと事業内事ll練向けの「徒弟制度

に関する勧告〈同年60号） Jとに2分さ

れて出ていたこと、及び当時強い権限を有

していたGH Qの労働保護と職業安定の担

当官間悲で政策の対立があったことによる

務響等が指摘されている〈文書主『 8・1.117 

頁〉。なお、 I.L命O迭の勧告に関しては石
川氏の論文〈文献『 59』〉を審階、された

3. ( l 0貰 ）戦後職業訓練の歴史を分

析した先行研究は少なく立いがく文賦ri』
審照〉、これらは各噂攻分野の立掛からの

研究であり、職業訓練全体を主題とした研

究は多くなく、更にカリキ a ラム基準~探

り挙げた研究はないと蓄えるむ

4. ( 1 2 頁〉分謀議題は労働者組織現

程が公布される昭和24年6!! 2 0日まで

の問は官報提報である。

5. ( I 2 真〉機械工養成所は昭和l8 

年 ll月1日軍需省設立に関連して商工省

より厚長省に移管された。

6. ( 1 6 頁〉諸択氏iこよれば、 「職業

輔導の根本方針jは、 8項目に整理されて

お号、民の場合相公共職業補導所をT.W.

I.普及の拠点とする”項目が入っている点

が特設である〈文献rs 1』13頁）。
7. ( 5 6 貰） 4月8日のall！発第54号

通達の全文意入手し得ないが、その後の改正

状況を見て、 f転職調麟対象職種Jの変更
は「機械部品検費工jの追加わみと撒察さ

れる。

8. ( 

i
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とはできるが、しかし捉え方が異っていた左

は言えないのではなかろうか。それでは、カ

リキュラム基準の捉えみ聞とは何か。それは常

iこー闘して f労働者の地位の向上Ja:結果す
るように追求してきたことと蕗えるので誌な

かろうか。このように謡えると、それではカ

リキ 1 ヲム珪？艇は何i牧に必要なのであろう方、

森氏が整理した f訓練水準、技能水準の維持j

は1つの要素であることに踊いはない。しか

し、その他に次の31期間をt需主こすために必要

であるとさえよう己その第 1は、職業訓練

法の目的である「労勤者の地位内向上を図るJ

ためでSちり、この詩的実現のために基準は必

要なのである。その解釈が、時、立場等によ

って控妙に変ってきたのが戦後の基準史だっ

たと替えよう g その第2は、その労働者のた

めに政府が安擁しているという f公共性の保

障jを基準が果さなければならないのである。

これは、普通訓練課翠の F技能士補Jの公認

髄度ということでは主く、より広義の理念で

あるのは雷うまでもない阜第3は、従って受講

者の受講の f機会均等の保障jのために基準

は必要なのである。これは換富すれf'i，上の

揮し第2と合せ、労醗者の麗用探検で蛍ま

れている職業訓練を労働者自らが受ける権利

を保障することを.~：株するのであるの

以上のような「労働者の地位η向上を図るj

議準の必要性の立場から、今日、昭和49年

の中翻審答申を再検討し、新たなカリキュラ

ム器準の基準理念の確立と、その理念4こ基づ

くこれからのカリキュラムの基準制喪の確立

が襲たれているのではなかろうか。そしてこ

のよう立基準制度の立掛から、職業説II掠の体

系、あるいは割度を再構築すべきなので誌な

かろうか。これが、今日求められている職業

調練のカリキュラム基準の課題と雷えよう。

「教科編成指導要額jは
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〈以上不定期刊〉、昭和24年 IJj （第2

巻第I号〉よ！）.fl荷。

1 8. f厚生省 20年史』、昭和 35年 7

月。

l 9. 車生省勤労局F失業対策資料第二輯、
去共事業特輯J、昭和21年9月色

2 o. 通萌産業者通商金業謁産業労働諜f職
場教育』、昭和26年12月。

2 1. 労動省f職業辞典』、昭和44年3月

改前増輔、騒用問題研究会。

2 2. ！手生省職業安定璃r＜経荷緊急対積に
対する具体的方震）職業補導施設の拡充に

関する事項〈業〉』、日欠（文献r3 2』
では昭和22年7月29日）、按版印制。

2 3. 労鱒省職業安定場『失業対策資料第三

輯』、昭和22年9月。

2 4.一一一一、『公民の話』、昭和23年7
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月。口絵写真＠参照。

2 5伸一～一一、『職業安定行政手ヲJJ、昭和
2 3年（草別に発行月日異る）、日絵写真

骨〉参照s

2 6.一一…一、 f十時間で出来る騒場監督者

の訓練法』、昭和25年2丹、日本労務鰐

究会。

2 7.一一一一、 fTW iの実務必携』、昭和

2 6年 12月、労務法令協会。

2 8.一一一一、 f職業補導提要〈上巻、 下

巻』、昭和27年9丹、口絵舎写真事照。

内容同一で麗用問題研究会発行の出も島る0

2 9.一一一一、 f職業安定行歌手引』（全5

巻〉、日欠〈昭和27年船、題用問題研

究会。

3 o.一一一一、 f職業t¥tll蘇の現況と問題点ム
昭和28年10丹、職業安定rt.報臨時増刊。
3 1.一一一、『職業補導基準〈付為月、 1

年〉』、日欠（昭和31年頃）、口絵写真

昏審照合

3 2.一一一叩、『職業安定：ff政十年史』、昭

和34年3月、説用問題研究会。

3 3. 労働省職業安定局失業対策部f失業対

策事業20年史ム昭和45年3丹、労掛

法令協会。

3 4.一一一一、『炭鉱離職者対穣十年史A、
昭和46年 11丹、日明j労鮪通信社。

3 5. 労働省職業安定局職業部練部f公共鞍

業譲II韓基準の細自』、日欠〈昭和34年4

月1日職発第 15 6号通遣の,Bl）首長資料と考

えられる〉、口絵写真舎拳照。

3 6.一一一、 ZTWI実務必携ム昭和
3 5年5丹、麗用問題研究会。

3 7. 労構省職業安定局職業補導課f補導事

務必携L 昭和24年I0丹、厳摺問題研

究会。口絵写真命倉照D

3 8. 労働省職業訓練局f職業訓練某患の縞

詰J、昭和37年6丹、麗用問題研究会。

3弘一一一一、 f教科繍成指導要領〈基礎謡i

練） JL iヨ欠（昭和42年～43牢の間頃込

口絵事真静香照。

4 0，一一一一、 f改正峨業訓練法』、昭和

4 4年 l0月、 13T~J労磁通信社。

4 1.一一一…、 f教科編成指導要額一高等調

槙課寝－ .L『問専修事ii練諜翠ム昭和

4 5年以降合

4 2.一一一一、 f向上〈試案〉 〈実学一体調

諌用〉…専修誠鯨諜額一機械持（一類）電

気機器科〈一類〉』、 f技能と技梅J2/ 

1 9 7 9号付意義G

4 3.一一一一、『単泣観謂練（モジュール事＇ If

練〉舟教科嬬成指導要額』、昭和53年以

降。

4 4. 職業訓練局指噂課「能力再開発調練に

おける入校時期の多様化とそジューノレ都練

方式の導入についてJ、昭和52年7丹1

閥、プヲント〈これは新開発表用資料と患

われる。） 0 

4 5‘ 労働省労鵠基準局技能課f技能者養成

のあらましJW 昭和24年 l2丹、日本労

務研究会。

4 6.一一一一、『端正技能審議成規寵解説L
昭和25革3月、日本労務研究会。

4 7.一一、『技能者主主成関保法令並に解

釈例規』、昭和26年 l1 jJむ

4 8.一一一＼ 「技能者長成指導員指導如、

昭和25年～32年、口絵写真寺委託唱。

4 9. 労働省靖人少年爵『年少蛍働者の教育

と事II諌』、昭和25年2丹、日本勤労者教

育協会。

5 0. 『職業安定行教組織職業訓練行政組織

及び擁設一覧2、昭和57年4月。

5 1. 麗用捉進事業部職業調諒部「専門諒i顕

職種別指導要領〈案） J、日欠〈昭和39 

年以降41年誌の関の刊行〉、口絵写真舎

審照。

5 2. 麗用挺進事業問「専門NII韓指導要額j、

昭和42年4月。

5 3. F扇舟健進事業間十年史』、昭和46 

年7月。

5 4. F労働揺祉事業団十年史3、昭和42 

年 10丹。
5 5. 経済審議会f騒掠発展にお付る人的能

力開発の課題と対積J、昭和38年3丹、

大蔵省却制問。

5 6司 東京都労蹄局職業訓練部 F職業調韓基

賛意試襲〈電気機器轄理） J、臼欠（昭和

3 9年～41年の問頃〉、口絵写真骨悲Hι
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5 7. 日本職業；~II練協会 f 職業訓練年嵩ム

昭和35年版、昭和36・37年版。

5 8. 岩説書店編集msf近抗日匂本総合年表』、
1 9 6 8年1l丹、岩読書店。

5 9; 石JII俊雄「職業訓練の闇路基準J、

f職業訓練研究』第J巻、 19 7 7年。
6 0. 岩崎艶造『これからの職業＆JI績の課題』、

昭和54年3丹、労働基単調査会。

6 I. 遠藤政夫f完走極躍の理論と実践』、

昭和51年12丹、労務行政研究所。

6 2. 大河内一男f賢料・戦後20年史 4 

労｛勤ム 19 6 6年 10丹、 EJ；本評論社。

6 3. Jll 守「実学一体調練についてJ、

f技能と技構.：n9 1 9年第2号。
6 4. 木村力雄f労鱒基準法における技能者

養成規定の制定過程について』、昭和48 

年量調査研究資料込8、職業部i藤大学校調

査研究部。

6 5.←一一一、 「職業調轄の高等教育北への

きざしj、元木・宮地・斉藤f職業教育品、

昭和50年10月当間接堂。

6 6. 構原諜晃f技能審議成J、昭和29年

4丹、ダイヤモンド社。

6 7. 註々木翻雄F高等学続制度教革の今日

的課題』、昭和49存度調査研究報告醤欝

3 6.号、職業iifll鯨大学校。

6 8. －一一一一、 「教育樹新委員会第 13間建

議と戦後高等学校改輩j、f職業訓練大学

較紀要』第5号、昭和5I年令

6 9'. 渋谷謹議f戦後日本の臨用失業とその

対東』、昭和32年5丹、労儲法令協会問

7 0”一一一一、 f職業訓練法の解説ム昭和

3 3年7月、労働法令協会。

7 L 特璃常治『アメリカ対日労歯政策の研

究』、昭和45年 11月、日本評論社。

7 2.一一一一、 f戦後労掛改革ム 19 82 

年4月、東京大学出版会。

7 3.一一一一、『証言臼本占領JI... 1983 

年記丹、岩按市高野

7 4守 中村常都 fテタニシャン議成課程の討

踊にあたってJF肢能と投前j、19 7 4 
年I号。

75幽一一一一一、 f東京職業qm1締結期大学校の

立義とカヲキュラムについてj、f職業説l

融研究J第2巻、 19才8主fo 
7 6. 中原晃f生遊説糠J、昭和51年

1 2丹、労務行政研究所。

7 7. 村上者腰f技能連携樹擾の研究』、昭

和47年度調査研究資料第7号、職業割練

大学校調査研究部c

7 8. 村中兼村 F 職業~II蘇ム昭和 3 3年

1 0月、自刊工業新聞社窃

7 9.一一一、はII鯨方法設定の鮭晶、

『教科方法研究資料（ I)、昭和55年度、

鞍業譲If諌研究センター。

8 o. 藤良英『踏襲車1fl厳司現状と課題』、昭
和57年5丹、労務行政務究所。

8 1. 諸沢麓「総合職業補導所設立の経緯j、

f教科方法研究資料リ〉ム昭和57年

度、職業認i練研究センター。

8 2. 矢越さ幹穂 F技能者養戒規患の成立過程j、

『教斜方法研究資料 (ll）れ昭和57年

度、職業譲！撤研究センター。

8 3. 山見農『昭和33年職業訓練法の成立

過理』、昭和47年度、調査研究費斜地2、

職業訓練大学校調査研究部。

8 4 .. 和部勝英『職業調藤の課題と方向』、

昭和43年8丹、労務行設研究所。

8 5. 鹿談会 f事案内翻擁・昨日・今自・明

日Jf職業訓練L 第24巻第？号、
1 9 8 2年7月。

8 6. 問中高年「企業内高卒養成車練のカリ

キュラムに関する一考察jf職業訓練研究』

第3巻、 l9 7 9年、職業譲＇fl観研究センタ

8 7.一一一一、 「公共職業諒i鯨の成立過糧に

関する研究（第2部） J tr職業訓緯研究』

第4巻、 J9 8 0年。

8 8.一一一一、 「f実学一体認II鱒』再考J

f技能と技術』、 19 8 1年2号。
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日 次

職業譲！！続関i系統計

一般職業紹介状況〈昭和 24年～ 56年〉・ l 2 l 

労融力人口まび失業率〈昭和 22年～ 57年） .. 122 

学校卒業者投び進学率〈昭和 25年～ 57年） l 2 4 

会共謀i融実施状況〈昭和 2l年～ 56年） 125 

事業内部螺実範状祝（昭和 23年～ 56年〉 126 

公共職業構噂範類別実擁数〈昭和 23年～ 33年）・ 127 

公共義成講韓首、装事省入所率〈昭和 33年～ 56年）・ l 2 8 

/Dll練種類 .BtJ~詰腹数・計画数〈昭和 3 3年～ 56年）・ 129 

転鶴訓練の実擁計画く昭和 33年～ 56年〉・い l 3 0 

調融期間別カリキュラム基準芳成績種・語！諒科一覧

昭和 23年～ 33年（公共職業補導〉・…..... l 3 2 

昭和 23年～ 33年（技能者遺戒〉・ 134 

昭和 34年～ 43年 .司...ーー‘ー・・・・ーー－・・魯・...・司..・・・......・‘’事情喧圃......, ...... ~’...・.... ~ . .-. 136 

昭和 44年～ 52年 句t ・ M ’・・・~. "' ..帯咽町4・・......, . .，・....‘．島申書，.......・・E・4ド喝喝事，，pa胸司司司，，..・p，ー......... 140 

昭和 53年～ 58年 ..，・ a・1・・圃，......司』.........ト骨租司.......司胴・.........・4・・・2・4“‘’ー..,.,. ..... l 4 8 

職種・訓練科の新！日の対応一覧

昭和 34部 3月恭正時 .....・・.』.”....骨畠晶・......ートーー・・彊，司品輸事.....’E司副＂9・量得.....・・.......・司.. l 50 

昭和 44年 10 JJ改正時 ，．．胴..ー・ー・， a・司...膏司...・....・R・b・6・・・・..，・ーーー・骨.・・...・・咽司P崎ψE I 5 1 

昭和 50年 4月号立正司時 ーー・益 a・・..ー・，E帽崎駒碕暑骨骨格品・4・.暑争歯叫・.司E‘”骨‘.......暢属4・a，，，陣内＇＂司副司’輸品輸．動車 153 

職撞・喜！！鱒科の「専門コースJ一覧

昭和 23年～ 37年 ・晶 4・4ト泊司量剣量』埠岨・3・...・‘・・R・4・e・........・・4思明，....・ー・・・4’“・h・R・......踊・・・h骨1・.’. 154 

昭和 44年～ 53年 開蜘，...，喝・.，暗号司，，・・.t骨・...., .. 4 ’.・~...... "' ...・・・唱司，，，，.......警官量哩‘.E’屯噛・ l 5 6 

f科目内選択制Jのある職種・訓練科－＇！；

昭和 23年～ 34年〈技能審議成）・・・ 158 

昭和 44年～ 53年 ‘1・4・B署事・幅骨’‘・.・.....・・可・....曇周司p・..........，.，崎，．畳......・・.......・.司.......... 160 

カリキュラム基準の変遷〈持裁科、木工科、機擁科、建工科関連科〉

昭和 23年～ 32年〈公共職業補導〉 164 

昭和 23年～ 32年〈技能者義成）・ 168 

昭和 33年～ 43年 4・‘縄，e，劇場哩司事鴫司F唱時，....f. ・也司・・・・ 4 ・b ・•Ii•••・・ 4‘・ 1冊、也事.，侮司需用色・ 4 ・ 4・岡弘ち軍事司蜘割払骨輸骨． 1 71 

昭和 44午～ 58年 ..・b ・・・ 4 ・・E 国司，.........司，＂＇•＂＇也竃量岳・.・，..世・・・・・..晦・，..，，.，.＿，司且，r 曹、“‘・... 190 
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$学校卒業者現び進学率

’‘ 
中学校卒莱者 費等学控卒聾者

年 月
人 数 進学率 人 教 進学串 専棒高校 e職事II等進学事

2 5, 3 if'. 1. 5 8 8. 2 2 7 4 2‘5 2 5 3.2 1 8 3 o. 3 
2 6‘ 3 l, 711 3, 3 6 l 4 5,6 4 4 3,8 5 1 2 3.6 

2 7. 3 1, 6 8 2.2 3 9 4 7. 6 5 6 5,8 4 0 2 1.6. 

2 8. 3 1, 7 4 6, 7 0 9 4 8.3 5 8 5, 7 6 7 2 1‘5 

2 9. 3 l. 5 3 l, 4 8 8 s o. 9 6 8 o. l 9 l 19.7 
3 0令 3 1. 6 6 3, 1 8 4 5 I. 5 7 l 5, 9 I 6 ,, l 8. 4 

3 L 3 1, 8 1 I, 6 8 2 5 L 3 7 5 5,8 4 1 1 6.0 

~ 2‘ 3 ！.扮 :;o7智 9211 51.t. 7 3 l.0 3 6 l 6. 1 

3 3. 3 iを89 5,9 6 7 5 3. 7 7 7 6普75 3 I 6”5 

3 4例 3 1. 9 7 4. 8 7 2 5 5. 4 8 5 4.3 1 7 1 6. 9 

3 5. 3 l, 7 1 0,4 8 3 5 7. 7 9 3 3, 7 3 8 1 7. 2 

3 6. 3 1. 4 0 l, 6 4 6 6 2検3 9 5 6‘3 4 2 1 7. 9 

3 7. 3 1. 9 4 7, 6 5 7 6 4.0 1. 0 1 6. 1 7 1 1 9.3 

3 8. 3 2.4 9 1. 2 3 1 6 6.8 9 8 7, 4 2 6 2 o. 9 
3 9. 3 2. 4 2 6, 8 0 2 6 9.3 8 7 1, 5 3 4 2 3.4 

4 o. 3 2,3 5 9,5 5 8 7 0. 1 1, I 6 0, 0 7 5 2 5.4 

4 1、 3 2,1 3 3,5 0 8 7 2.3 l,5 5 6,9 8 3 2 4.5 

4 2. 3 1. 9 4 7. 2 3 7 7 4. 7 l, 6 0 3.1 2 2 2 3.7 

4 3. 3 l, 8 4 6, 7 8 7 7 6.8 l, 6 0 1,4 9 9 2 3. l 

4 4. 3 1, 1 3 _7, 4 5 8 7 9.4 1. 4 9 6, 9 7 2 2 3.2 

4 5. 3 l, 6 6 7. 0 6 4 8 2.1 1金 40 2, 9 6 2 2 4. 2 

4 6. 3 l, 6 2 l, 7 2 8 8 5.0 ], 3 5 9, 6 5 4 2 6. 8 

4 7. 3 l, 5 6 l. 3 6 0 8 7. 2 l, 3 1 8. 5 4 l 2 9. 2 

4 8. 3 1. 5 4 2. 9 0 4 8 9.4 1,3 2 s. 7 7 7 3 1. 2 
4 9. 3 1.6 2 3.5 7 4 9 0.8 1. 3 3 6, 8 3 9 3 2.2 

5 0‘ 3 1,5 8 Q,4 9 5 9 l. 9 l, 3 2 7,4 0 7 3 4.2 

5 1. 3 1. 5 6 3, 8 6 8 9 2.6 1. 3 2 5. 0 8 7 3 3、9

5 2‘3 1,5 7 9,9 5 3 9 3. I l, 4 0 3. 3 4 3 3 3. 2 

5 3. 3 1. 6 0 7, l 8 3 9 3.5 1,3 9 2.3 2 0 3 2.8 8.0 

5 4‘3 1. 6 3 s. 4 6 0 9 4.0 1. 3 8 3恥53 9 3 1.9 9.0 

5 5. 3 i曽72 3.0 2 5 9 4. 2 l. 3 9 9. 2 9 2 3 I. 9 9.S 

5 6. 3 I. 6 7 7, 7 6 4 9 4. 3 l. 4 2 4. 2 7 3 3 I. 4 1 0‘3 

5 7. 3 1,5 5 6,5 7 8 9 4ヂ3 1. 4 4 9. l 0 9 3 o. 9 1 L l 

出典 『学校基本調査報告翻Jよワ
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( ~持蔵資料 2 ) 訓練期間前カワキュラム基準完成職種・訓練科一覧

φ 昭和23～3.'.3年；公共訓練
~ 

一－－
＼＼＼  昭和23年 昭和24年 l0月1日

1 0 Ji 1日
昭和27年9月20日〈全面改正〉

4 ' 5月
‘ 、 写圏、経理事観4)

和文タイコ珂5)

木船、建葉、 機揖並機械棒穂、農動 機械並機械棒理、自動車修理、裁績、

木工、裁緯 E事鯵理、鍛造、鋳造、 理事接、木工、木齢、持造、鍛造、

6 月 槽様、ラジオ 竹掘工司雄事印刷、建装、英文タイ

プ、一鞍槙金、電工、ミシン組立修

理、〈ラジオ組立修理〉

7 , 9 I } 0月
争議京丹、製擦問）、通関冊、自動車整

嫌鎖、犠操（10入選接（10)

時計管理 ホ謹加工、無線通信、洋裁、男子腰、

活組印刷、理容、轍布、木工、陶治

器、ミシン組立暢理、木船、鍛造、

篭気機器修理、議器、建築、自動車

1 年－
整犠、

・E

1 年

〈専門訓練〉

（控 1）ゴシックは新設科、明朝は蕗止科でSうるの但し カリキュラムの中身が

変っても、謂！謀照閉が変らなければ新設としなかった。

（詑2) fヱJ, r科Jを閉略した。
（在3) ( 〉内は名弥変更科である。

-132-

〈昭和 31 年）

経理事誠心

和文タイプ（5)

昭和 33年 7丹 1 13 

牢関4)

製紙、製図、経理事務、和文タイ i機揖、鱒造、製問、製紙、主主築、竹部工、
プ、ブロック躍謀、 機械 、鋳！ミシン犠立務理、ラジオ組立修理、電工、

議、溶接、自動車整矯 i芋園、嬬物、〈按金入タイル張、小型自
動車整舗、ミシン趨製

製関（9）、通訳｛説、自動車盤錨（9）、 I i手誤7)
機械、溶接（10)

章受造、製菌、費容、製靴、石材加 It韓議、 〈鰐物〉、めっき、 （建設機械）、
主、機域、極金、鋳造、薄接、電 li農機具修理、ラジオ暢理、ラジオチレピ修
工、襲服、建議、のよニ自立、ブロ i理、 〈埠服〉、裂騒ミ 〈織機調輩出縄布〉、
ツク謹襲、配管、内燃機関穆理、 ！染告、和裁、ミシン縫製、前jしゅう、浩崎、

建設機械鰭理、ラジオテレビ組立 I＜内燃機関整構〉、小艶自動車整備、者宮1
修理 l混IJ量語、 〈大ヱ〉、 （船大工〉、フド竹製品、

-
－ 

‘ 

竹とう細工、 〈石工〉、鞠磁器盟葉、〈機

械製図入オフセット印割、度製品、封印、

鋳金五装身典、事務員、経理事務員、英語

事務員、衛生検査員

錆物、犠械、精密嶺械、掛金、湾掻、配管、

逮設機城、電工、霞気犠器穆理、ラジオテ

レビ暢種、無様i通龍員、自動車整備、内燃

機関盤稿、木工、機構製留、活醸印職、オ

フセット印刷、連装
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② 昭和 22～3 3年；事業内観練

3 

年

． 

4 

年

昭和23年
昭和25年2~ 1 6 s 昭和26年5月4日（全商品企正〉

6月30日

鎚金部、酷金師、 七軍縮工輔、宝石綿エ グラヴィール、竹藤細工輔、自動車組

鱒金師、鈷師、換 職、力ツトグラス、グ 立、（犠袋〕、自動車務理、電気、〈ガラ

色、鋳物、電気機 ラヴイ －）｛...、櫓工、竹 ス〉、〈編組〉、メリヤス機製盤、立染ロ

織組立、通信接組 麓細工事章、金属説具、 -JI,..彫刻、盤紙野輔、洋願戴韓、製設、

立 紡機調整1 報接調整、 製鋼、非鉄金属製銀、金属材料試験、

横様、損金、製壊、木 金属検査1 操i.fi,EE延伸張、刃物、金
盟、錨工、車高木工、 調滞融ョ金属プレス、電弧選接、ガス

造船木工、現図、仕上、 選接、メツキ、熱処理、鉛工、E塁線被
i台工異及金型社上、理 装、ケープJf..接続、電業運転、〈震機

科学機様、内燃議関組 組立〉、特蘇真空管、電気製臨～計測

立、機械組立、自動車 機器、〈造工具社上〉、機捜検査、機

組立、蟻装、富動車修 織運転＼ ~吻泊ん、程重機運転、機械蓋

理、輔密閉朝、電気、 装、木工、針布、製針、機械製国、

寵語、大工、建異輔、 〔造船ぎ装z電賀ぎ装〕、鉄工、観工、

霊安異輔、タイル強、配 ドツ夕、舟大工、船台大工、船具、造

管 松製圏、内館自動車、電気自動車、自

動車、内張、韓アルカム撫機薬品、

圧擁Zえび液イヒガス耳電車ヨ製品、特殊ガ
ラス、ガラス襲晶、期業構境、産業火

議1 高圧合成、合成樹脂、ガス発生炉、

有機合成、塗料、論編、齢化綿及びセ

ルロイド、パjレプ、製紙、はつ静製品三

化学分析、議装、産官、石工、築炉、

患揖ふき、表具、畳、〈印廟iJ)も製本、

製革、くつ、製パン、おけたる

漆棄地師、議加掛 レンズ研磨、精密機織 〔器禁地師、漆塗鶴、接胸部臨〕、精密

師、漆議師、織物 機械、〔漆エ〕、〈手撮）、木棒、光

学機器、時計

〈註4）〔 ）内は統路合に関連する科である。開属資料3）も参摘されたい窃

（注5）昭和 26年の改正で「師j及び「騒jは「工jに変更された。又漢字が

｛＆.名iこ変更された職種もあるが、特に註記しなかった。

~134-

昭和27年5丹28日 昭和28年5月1日 昭和33年7月1日

〔持署長哉縫〕、〔洋職、洋裁〕 石巌抗内直接夫、石蹴 〈讃造〉、〈電気薄接〉、

説内軽量電夫、石閥抗山 〈自動車整備：18内最思惑

澗量失 動車〉、〈機蟻木工： 18

木工〉、〈ガス発生〉、

〈竹とう細工： IB編組〉、

〈鞠磁器〉

〈譲器〉
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Q) 昭和34～4 3年〔1〕

可抗

基

3 月 l6日 〈全語改正；全職種掲載〉 昭和35年3月298

ミシン結裂、編物、 2~ 3 輪自動車整構、家官、タイル張、ブロック建築、写謡、離写印

オテレビ修理、自動車整備、機破裂菌、造装、事務員も経理事i製かん、活極印静i

公 プ i；鰻金主連接、ミシン髄製、編物、自動車整龍、 2. 3輪自動車整舗、
6月～ 1J:手i

；英語事務語、英文タイピスト、和文タイピスト

l誕

共｜誤 l I 
! 7・9丹

調 I I ～I年
! J練

l I l iニ自立、ミシン搾理、時計修理、電工、電費機器惨理、ラジオテレ
l I 咽 ケ ！鰻、滞載、和裁ミシン緑風刺じゅう、自動車聾抵 2・3輪自動車整
練 i l . γ j建築、韓襲大工、船大工、木工、木盤、製材、木竹製品、竹とう細

－ iγ トE担割、盛装、捜製品、製くつ、水産加工、義肢、割印、マネキ
；：事務員、躍理事務員、英語事務員、無線通信員、衛生検査員、理審

I ！講鞠1 機域、橋欝機械1 フライス謀、仕上、損金、製かん、金属プ
専門 i ！ l 2 年 ｜組立、ラジオテレピ修理、化学分析、自動車聾輔、内撚機関整壊、
調練！ I ' i無線通常員、衛生検査員

2 年

事

：業

内

3 年

議!II

続

タイル張、ブロック建築、写鶴、謄写町樹、違装、経理事務員、i：鋳物、機織、仕上、製かん、
iめっき、配管、のこ目立、震
j；工、電気機器棺理、ラジオテ
！レピ穆理、洋服市洋裁、和裁、

i内燃機関整備、在官、建築大
［工木工、石工、機械閥、
活臨印瞬、事務員、観客事務

鎚

金購プレス、連接、めっき、配管、建設機犠、農機異舘理、 t1)I構建物故工、無線技術員九タ
ピ館理、電子機器組立、製紙、化学分析、融機調整ミ染色、洋 jイJI,..張、雄写印蕗lj、秘書事務
官君、内燃機関整舗、舶用内撚機関聾靖、議船主在官、ずロック i員、意匠圏実
工、石工、陶磁器、鞠融器図案、機械製額、活額即瞬、オフセ i
ン入車製作、〈観器：！日持金）、装身具、漆器、持票機選転、 ! 
員、美容費、開芸員、；期畳員 i 

レス、溶接、配管、建設機械、電工、電気機器修理、電子機器！めっき、簸機鵠盤、ブロック

建築大工、木工、機按製圏、活組印樹、オフセット印瞬、建議、i建築

ぎよう齢、時計修唱、 ドピー友びタピット醸機調整、フ＇ oツタ！

絵付、ほうろう、竺色紙器、製パン、線機運転、脳 I 

刃物、金罵選期、轄物、熱処理、粉末苧金、金属材料試験、金！

機械検査、内競機関組立、積金、韓害事根金主金属プレス、製か！

車問鉱工、構讃物設工、製針、金構織軽量調整、光撃機器、計測［

発電、電路、ケーフル接続、雷機組立も通器機組立、糞空管組！

レクトロエツ夕、蓄電通製造、蓄電池穆理、融アルカリ、無機宅

捜合成、距繍及び液化ガス、官伊製品、ガス発生、議料、油脂司

学骨折、紡機調整、織機調整、〆リヤス機調整、手織、染色、

造船ぎ事実1 造機事装、造機検査、議能検査、 ドツ夕、船異、航

動機1航空機産力機器、航空機整舗、自転車、産官、タイル強、

車両木工、造船木工、木型、家具、建具ミ内張、竹とう縮工、

製品、機械製図、電機製閥、造船製額、航空機製菌、構造物現

機棋輩襲、船舶建装、針布、金罵がん具、製革、製くつ、表具、

龍、機械運転、電機：運転、程重機運転、ポイラ、石損壊内重接

続盤、フライス鏡、平削鶴、歯初盤、研削盤、けがき、びょう打、

建築、とび、製耕、合板、保石、縄磁器成形、陶磁器構成、掬磁器

電気自室主事、製鉄、製鋼百非鉄金属製謀、操摂1 圧延伸張、鞍議、

罵績査、熱管理、捜結、機棟、仕上、 i台工具仕上、金型、機織組立、
ん、常気選接、ガス薄操、めっき、鉛工、配管、鋼工、造船鉄工、

機器、理化学機器、レンズ明ま、時計、シャツ夕、水力発電、火力

i立軸輔、錦繍、議船程賞ぎ装、電子機器位、融機工
裏品、産業火薬、硝イヒ綿設びセJレ口イド、高庄合成、合成樹臆も有

パJI.-プ、製紙、発酵製品、化繊製造、ゴム製品製港、石油楕製主化

な染口一Jレ膨刻、製紙影謝、洋曜、洋裁、自動車整情、軍需ぎ築、

空機機体組立、航空機ず襲、航空機造工異プラスター灘、航空機発

事事炉、麓領ふき、畳エ司建築大工、路大工、船帝大工、機械木工、

おけたる、石工、櫓磁器、難業構成、ガラス、特森ガラス、ガラス

題、車碕現菌、造船現額、続空機現圏、開瞬、製瓶、製本、議装、

つい金、彫金、韓金、かざり、セ室、宝石、葉地、漆塗、加館、木

央、石炭坑内機電央、石康坑山湖畳央、機器実験、湖量員
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昭和37年
〈全語教正〉

3月31詔
昭和38年
4月 1日

昭和39年 昭和40年 昭和41年 昭和41年 昭和41年 昭和42年 昭和43年
41.1308 4月 1日 3月31日 8月25日 10月15日 3月31日 4月 1自

プロック建葉、写問、

欝写印瞬、英文タイピ
スト、和文タイぜス人
見事jしゅう、製材機銃

機械、製写図筒、 ブロック譲
築 、韓寧印刷、

英文タイピスト、和文
タイピスト、

議；奪荷役作 2・3輪自動車整舗、
襲員 タイプ印刷

悲喜軍機器設 2・3輪自動車整髄、
備も写真植 〈建設機構整借入船
術すA帽

用内理性機整輔、 〈農
業機械整靖〉、蛤大工、
本竹製品、〈ミシン組

立て〉、マネキン人形
除額作、〈電気機器〉、

配〈電子機器入編物、
筋、タイプ印樹、合
成樹脂製品成務

損造 〈建設機織撃犠〉、 語き官
｛噴気機器〉、〈智子

磁器〉

中ぐり、電 商店設業員、
工、〈パン・ 旅館誕葉員
菓子製造3

金扇彫盟、 〈製銑〉、 ガラス装着、熱絶隷
題瞬撞、乾処理電池皮悪党製品民 情建設、議棋盤

端、水産加 農業機 製造、（メ
ヱ製造 械整靖、印 ヲ科ヤ離ス 〉、

軍慰謝、プ 樟製、
レハブ雛作、 特罪率合語、
合成樹指製 晴嘩海員荷役伶
品成型

ま
い
研
扱
フ
荷

、
員
う
業
ゆ
作
員

し
掛
講

師
判
玉
作

シ
整
ミ
車、動
議
自
和
輪、qa
哉
・
張

洋

2
・ル、J
l

職
務
タ

洋
輔

1

き
製
在

つ
麗
め
ン
髄

礎

電
ル
ペ
一
転
、

＼
フ
翁
泊
運
転

て
、
シ
ド
事
選
臨
調

立
器
、
一
動
ン
霊

組
紙
転
ロ
自
一
淵

晶
、
輩
、
、
レ
、

部
練
ザ
転
転
ク
ラ

機
巻
一
護
軍
、
イ

電
機
ド
ル
ラ
一
員
ボ

盛期印販括理惇器機
日
「
剖
川電物鋳

- 3主主
'A I I 3月～ 1年

共
建設機械諜 i化学分析、 i電工、構造物怯工、 電子機器組 i金麗プレス、ブロツ

6 Jj～1年！転 ！建葉興図、 i立て、配鮪 ｜ク製造、合成樹趨裂
z意置図案、 ！ ！品成形
（製制機械〉

電工（ 7月～1年〉 薄接（ 9月～1年〉、
めっき（ 9月～1年），

〈製材機械kj衛生検査員、金裂、〈義肢装具〉、
建築製臨 I ＜印章彫刻〉、〈水産加工製議〉、

作業管理・品質菅理作業員

導主

薬

内

議

金型 I J.恵子力作業員

配筋 I i更生タイヤ

広告費構 j〔竃気諒接、ガス講接）、〔造船
数工）、〔襲安アルカリ、無機薬品、
礎化綿及び'tiレロイド、建料、油

脂〕、（高圧合成、合成樹脂、有
機合成）、〔庄縮及び液化ガス、

ガス発生〕、〔溶接〕、（造船組
立て、譜蛤鉄機〕唱電機繍査司半
導体製品製造、〔一般化学L
〈火薬）、〔高庄合或〕、〈壇賞

化学〉、〔ガス化学）、舟艇も構
造物罷図、〈クレーン運転〉. － 

〈住 6 ）昭和：~ 7年の執正で職種名iこ土器9がなをfずした改正もあるが、掲載しなかった。
｛住 7）昭和43年9月9ELvll発第21 2号において、転職訓練として f経営実務科（2月～ 4月） Jが通達されたり
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@ 親和44～5 2年〔1〕

車！謀謹；鵬j 昭和 44 年 I0 月 1 日

職

莱

再 転

開
換

議II
発 練

疎日

2~1 刺しゅう、経営輿務、玉掛け、帯扱い

3月｜コドクリートブロック紙、紙器製輩、パフ研磨宅建設機蛾蓮転、ホーク

．機械部品検査、鑓造、鱒浩、機械、極金、製語、金属プレス、溶接ミめつ。
冷凍機器設輔、機械製園、構識物製園、時計修理、電気工事 （1JD、寝室
製紙、北学分析、織機調整、髄製司編物、自動車整舗、鉄筋、ブロック建

くつ、水産加工製造、合成樹指製品成費彦、ポイラ運転、クレーン運転、電
0 

事jしゅう、金盟、染色、洋服、洋載、和裁、建設、建築、建築板金、主官、
1年j
具、金島工芸百欝金、漆器、潜蒋荷役、理響、糞容、工場督翠

日付円。

6月i編物、和文タイプ、芸文タイプ、写詔
鍛鏑製造、非鉄金属製輩、 fE誕伸張、鍛造、熱処理、錆造も金属港融、粉

製寵宅金屠プレス、選接、めっき、陽極処理農襲、構造物鉄工、謹設機織

構造物製関、光学機器製造、計灘機器製造、理化学器械雛造もレンズ製造、

専 1 I I J按捕、電子管製語、半導体製品製造、電線被膜、蓄電連製議官乾竃地割造、
I I l ＿」1境、製紙、北繊製造、発蝉製品製造、ゴム製品製造、石油務製、化学分析、

義！ l i寸織、崎、縫製、械、鋭、錦、舟私鉄道関製造l 動車問、
I J掴 i l 鉄筋、建議、ブロック建襲、配管、建築積金、藤築遺接、 2佐官、タイル雄
市 1 i木盟、製材、金額製造、特殊合報製£竹工藤、石材、陶磁器製造、鞠磁

i l l i表異、製革、皮製品製造、製くつ、水産加工製造、葉子製造、がん具、印
戒 i訴I I 

諒II糠 j
! l第

第

工芸、漆器屯動力、無様過程耳議宥荷役、塗装、広告饗柄、遺題、商店、

鉄鋼製浩司鼻鉄金寓製造、定延伸張主鍛造、熱処理、錫進軍金麓漉融、粉

皮腰、構造物鉄工、建設機械聾溝、農業機械整韓、製材機械撃錦、糧費話機

i事（7月）、電気機器、電子機器、半導体製品製溝、電鞭被装、蓄電通製

6｝］！プ製造も製紙、 1t織製造、ゴム製品製造、石諌精製、化学分析、更生タイ

！車；製拡自動車盤情E 議船製盟、航空機製題、鉄稿、フ’ロック建襲、配管、

印閥、製本、捜製品製造、製〈つ、水産加工製語、菓子製溝、合成樹脂製

掠題、事務、和文タイプ、英文タイプ戸、芋語、 1駐在図案

金調材料試験、金盤、複雑組立て、金鹿野盟、光学機器製造、計測機器製

子管製浩司火薬想製品発酔製品製品メリヤス、犠布、染色、染色補語、

第顎金、 E童謡塗襲、在官、タイJレ施工も題視施工、ガラス施工、熱絶縁施

軽印割、内接明、豊司喪具、製革、がん具、印章彫刻、襲被・装具、金属

詩役z広告饗街、工場管理

-140-

（全面改正；全訓練科掲載〉 昭和45年
4月1日改正

〈注8)

ジアト運試自動車運転

~＼構造物鉄工、接投機被整備、最業蟻械製稿、部材機械整構、縫製模様襲憤J 題芸

繋機器、電子機器、

築、醍管z 潤量、建襲製翻、木工、製材、鞠磁器関葉、 ~!J樹、理製品製議員、製

子計算揖f、議装、調芸、事務、タイプ、写菌、意匠額索
タイ JI,.施工、木盤、竹工芸、石材、淘磁器製議、軽印癖IJ，印章態調、豪華肢看装 ii器薬

来や金、金縄材料試験、機按、金型、機械組立て、内熊機関、金罵罷型、語金、1スレート施工、

整構、農業機械整構、製轄担軽械整積、議製機誠整備、海譲機器設輔、機械製関、i築炉、閣議
時計製造、暗博理、舜電車、潜碍毒気工事、電気機誌電子機器通信機袈造、想穣

電気製題、一章量化学、火藁類製造、高庄合成、電気化学、ガス化学、パルプ製

更生タイヤ製造、紡機調襲、織機調整、メジヤス、織布、染色、染色捕if.、洋。
自動車整構、航空機製造、杭空機整構、自載車、議船襲題、航空機製閥、建設、

0 
工、最模施工主ガラス施工、熱絶縁施工、とび、土木、潮輩、建襲製菌、木工、

器翻案、窯業規成、ガラス製品袈造、童話掛＋印i瞬、製本、韓印刷、内躍り、盤、

軍用3刻、合成樹脂製品成形、饗鰻包装具、金績工叢、講金、七宝、宝石、木材

旅館、翠容、英容、事務、意匠翻案

末や金、機棟、内燃機関、援金、製語、金痛プレス、溶接、めっき、陽極処理 i関芸
械整晴、ヌ告Z重機器設靖、機揖製圏、構造物製図、時計製造、時計館理、篭景エ i
灘、乾電池製造、電気製爵、一般化学、高原合最も電気化学百ガス化さ罪、パJレ’

ヤ製造、紡機璃盤、織機調整、経製も絹物、事異L議鶴、鉄道車荷製造、自動
潤量、建築盟国、木工、製材1 合極製議、橋磁器図案、ガラス製品製造、製版。

品成都、動力、ポイラ運軒、クレーン運転、建設機機運艦、議装、議圏、商薦、

港、理化学器械製造、レンズ製造屯発電、滋賀2電、通信機製議、無謀聾柄、電 jスレート施工、
洋服、洋裁、和裁、舟穂、載空機製造主航空機整構、自転車、醸語、建築、建！築F、電子計

工、とび、土ヰミ木製、特融合掛饗場、竹工芸、器材、隣磁器製造主窯業購成、i算機
。 l

ヱ装、鋳金、七宮、き定者、木材工譲、漆器、採鉱、鉱山機官、舘山測費、議湾
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種類 課器 期間 昭 和 4 4 年 1 0 丹 1 日

一一一一一 一， 一一一

ほうろう工、紙器工、鉄鋼製造可非鉄金属製造、圧延伸議、錨造、熱拠

｜灘、めっき、醐処理輔、構造物鉄工、建設制強備、雌醐聾

q年 計製造、時計修理、電気工事、電気機器、震子機器、半導体製品製議、

第 さ皆、ガス。イヒ学、パJレブ製造、製紙、化繊製造、ゴム製品製造、石油精製、

遊軍軍基謹1 自動票襲撃舗も議船製図、航空機製摺1 （鉄筋〉、ブ口ツク建

高 ス製品製謹、製服.EfJ酎．製本、度製品製造、製くつ、本麓加工製造、

製針工、金網織機調整工、惑うE製品製造工、なっ染ロール彫刻工、翠紙
提
等 金爵材料試験、金盟、機棋樹立て、金属彫裂、光学機器製造、計灘機器

類
3年
智子管製造、火薬銅製造、発構製品製造、メジヤス、織布、議色、染色

襲、韓襲掛金、患築重装、 2佐官、タイル施工、麗韓施工、ガラス縮工、

成 話II 成、内張りE 畳、表具ョ製革、がん異、印重量彫刻、金属工芸妻、鋳金、七

山；期輩、無線通信、港湾荷役、忠告義術

IDll 疎
！鉄諜製造、非鉄金属製造、荏延体張、銀輩、熱処理、鋳造、金鰭選融、

理皮様、構造物鉄工、建設機械整備、農業軽量域整備、製材機横整輔、結

第 1年
貫工事、噴気磁器、君子機器、半導部製品襲輩、電韓被装、蓄電通製造、

造、製紙、化繍製造、ゴム製品製造、五油精製、化学分析、更生タイヤ

自動車整輔、造船製図、甑空機製菌、獄縮、ブロック建築、配管、とび、

印麟、製本、車製品製輩、製〈つ、水産加工製造、東子製造、合成樹指

、ー

金麗材料試験事金盟、機械組立て、金属彫盤、光学機器裏話遁、計測機器

類
電子菅製造、火薬類製造、発欝製品製造、メリヤス、織布、染語、議色

2年 籍、建築緩金、議築建装、産官ミタイル施工、塵視施工、ガラス施工、

成、肉強り、議、表鼻、製革、がん異、印章彫割、金揖工芸、鋳金、七

山測量、電子計事機、衛生検査、原子力、港湾荷役、広告奨箭

〈住8) 18~！！諌コ一九の蕗；上職種についても当掠訓練期間欄に記した。なお、
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（全謝改正；全 Jfl練科掲載） 昭和45年
4月I司恭正

（住8)

理、鱒造、金属遊離、粉末や金1 機械、内燃語韓関も機金、金璃プレス、製緒、 ! i麓叢
端、製材機械整輔、謹製機械整輔、冷3軍機器設器、機械製図草稿撞物製菌、時

電線被盤、蓄電地製造、乾電池製造、電機製菌、一般化学屯高距合成、電気化

化学骨折、更生タイヤ輪、繊職、離職、縫製、寝起輔、繍鞠製造、患

葉、配管、とび、測量百建襲製図、木工主製材、合議製造、穐磁器図案、ガ安

菓子製造、合成額脂芸品品成形、動力、議議、港関、商店、棟館

彫刻、航空機治工具プラスター聾工、おけたる工、針布工、プレハプ製造工、 iスレート施主主
製造、理イヒ学器械製造、レンズ製造、発電、送配電、通f童話連製造、無線設術、 j築炉

補五f、洋服、洋裁、和裁、卦範、続空機製造、航空犠聾晴、容転車、建説；、建｜
熱絶縁施L 土ポ！、木盟、特株合板謀議S、竹ヱ裏、石材、陶磁器製造、襲業規！
襲、宝石、木材工芸、漆器、ポイラ濯転、クレーン運転、採鑑、範山機雷、鉱

粉末や金、機構、内燃機関、梅金主金属プレス、製題、港建、めっき、陽極集 ii罰薬
製機械整靖、冷活転機器設舗、機揖製弱、崎議物製邸、時計製造、時計官整理、電

乾電池製造、電機製図、一般化学、高圧合成、電気化学、ガス化学、パんプ製！

製造、紡機調整、融機鵠整、縫製、寝豆、濯私鉄道車高製臨自動車製筆記 （ 
測量、建築製罰、木工、製材、合板製議、網越器関索、ガラス都品製造、製版i
製品成弟、動力、額線通信、選謀、連覇、商店、掠館

製造、理化学器按製造1 レンズ製趨、発電、送配電、通鰭軽量軍基輩、無線技稿、 I スレート施工、
構試料語、洋裁、和裁、舟題、航空機製造、航空機撃輔、自転車、建語、建 i襲F
熱能障施工、土米木梨、特熟合極製紙竹端、石材百糊器製謹、窯業暁

宝宝い材思議器一転一転探拡：~

従来基準が完成していなかった剥瞭科で、統語合によらない新調穂科に c印を附したo
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種
課程 期間 昭10和月42~ 年百顕

2月
3月

機綾部品検査
職

事長
カ

転
再

換 6月

開

習II

発
練

議i
諜

練
題
1年

器用

第 クリーニング

1年
類

護
専

タリーニンダ、

修
電子計算機

戒 lll 第
6月

事fl
練

課

練
電子計算機

程
額

1年

昭和46年 昭和47年
5丹 1日 4丹11日

聾わく、プレ 動水施工、食

J、ブ嘩築、さ 間加工製造、

〈井、地質調 公害検査

葦

プレハブ建築 鉄道軍高盤情、

さく井、地賞、 防水施工、金

調査 間加工製措

プレハブ建築、 鉄道事前整備、

さく井、地覧 防本施工主食

調査 肉加工棋譜

-144-

昭和48年 昭和48年
1月3o El 3月 9日

1*t土上げ施工、 造密、給金、
執布製品製造、 家政

表異、〈ヂザ

イン入建築

物衛生管理

調理

床仕上げ施工、

帆布製品製造

床校上げ雄工、

帆布製品製造

昭和 50 年 4 月 5 珂 〈全面魂 iE) （注9)

コングリ－！：＿＿~製造

自動車整髄、〔陶騒器開案〕、〔タイプ〕、〔鉄筋〕、型わし〔事務〕、翻宴、鉱鋼、非鉄
金翼、熱処理、粉末治金、金盟、金屑彫盟、鵠撞強化処理、電子管製造、電韓被装、半導体製

品製造、蓄電地製造、乾電地製造、接程調電気機器サービス、発費宮、送配電、〈電気工事

(9f1））、自動車挺語、鉄道草商製造、裁選車高整輔、自絃車、造船、舟龍、時計製造、光
学ガラス加工、光学機器製造、計測機器製造、理化学機器製語、機械租立て、内野ま機関三〈玲

2軍空極陸調和機器設構〉、紡機調整、離布、染穂、染色補正、メジヤス、埠費、津穂、和裁、器
具、合報製造、特殊金額製議、木盤、木材工芸、竹エヨ妻、パJレプ製造、〈製販，印麟〉、製本、

轄印刷、ゴム製品製場、更生タイヤ製讃、〈プラスチック製品成形〉、製革、〈皮革製品製造〉、

ガラス製品棋譜、窯業構成、陶器器、コンクリート製品製造、石材、 1::窓、菓子製輩、発静製
品裏話造、一般化学、高距合成、電気化学、ガス化学、石油轄裂、イヒ蹴製造、火薬類製造主建築、

家震者蟻、鐘楼施工、とび、窓宮、築炉、タイル施工、督、建設、スレート施工、インテリア・

サービス、熱絶繕施工、ガラス施工、土木、機械運転、電気製語、選器製図、観空機裏話関『

（トレース入金属材料試験、がん異、；萎器、鋳金、金属工芸、宝石、印章li刻、内張り、広
告繋術も義肢鳩装異、港湾荷積、〔和文タイプ、英文タイプ〕、｛経理事務、穂署事務、一酸

蔓整ふZ警埜亀一種表L主聖書簡輿務、警思虫思タジーニンダ一一 一一
園芸、金型、襲色、洋裁、洋親、和哉、本型、竹工芸、軽印輔、石材、胸離器、建襲、在；官i
タイル擁工、連4君、持金、金属工芸、捜器、印J市膨刻、義lf.主・装具、議湾荷役、工場智理、建

襲披金、採鉱、事E山潤量、鉱山機電、電額制調1盟諸組立て、店動車整靖、航空機製遁、続空機

整理L墾塑議室
〈トレースム紙翠盤準

〔圧延伸張〕、〔金揺諮融〕、〔通信機製造］、無報技捕、〔鉄筋〕、〔控議I託金〕、〔建築
龍張｝、〔梅儲器図案〕、無線通信、〔事務〕、（鵡掻器量化処理〉、〈発費需〉、〈光学ガラ

ス加工〉、〈冷凍控気講和機器投稿〉、〈プラスチック製品成型〉、〈度革裂品製議〉、〈販

売〉、 〈デザイン〉、インテリア＠サービス、〈機械運転〕、〔一般事務、経理事務、秘書事
務〕、写真

〔圧延伸張）、〔金高時融〕、〔鉄筋〕、〔悔磁器関棄に金型、金罵藤盟、｛陽極酸化賂理）、

電子管製造、発変電、送配意思〈電気工事（ 9,Ef）入器転車も舟襲、光学ガラス加工L光学
機器製溝、針潤機器製造、理化学機器製造、機械組立て、（蒋凍空気講和機器設備入組布、

染色、染急補正、メジヤス、洋裁、洋壊、和載、特株会報製造型木型、木材工芸、竹主芸、紙

器製造、韓印揮ljも〈プラスチック製品成彰）、製革、 （Bl革製品製法入窯業規成、陶磁器、
石材、七室、発騨製品製造、火薬類製造、建襲、麗槙施工、とび、窓宮、襲炉、タイ jレ施工、

畳宅建設、スレート璃エ、インテリア零サービス、熱絶繰璃工1 ガラス施工、土木耳〈機械運

転入 （トレース〉、金議材料試験、がん具、漆器、鋳金、金属工芸、宝石、印章員長刻、内譲

り、表具、広告糞筒、義肢。議具、写真、港湾荷役、〈一般事務、経理事務、組審事務〉、
〈販売〉、〈デザイン〉

金型、金属彰型、電子管製造、発電、送醍沼、自転車、舟艇、レンズ製造、光学機器製造、計

潤機器製造、煙北学機器割培、機持組立て、織布、染色、染色補正、メリヤス、洋経、洋j盟、

和裁、特珠合叡製造、本型、木村工芸、竹工芸、転印劇、製革、窯業構成、鞠礎器製造、石村、

仁宏、発酵製品製造、火薬類製造、建第、題担擁工、とび、在官、築炉、タイノレ施工、位、建

設、スレート靖工、熱絶縁擁工、ガラス施工、土木、金員材料試験、がん具、漆器、鋳金、金

属工芸、宝石、印君影剤、 i有蛭号、表共、車告奨館、義鞍・装具、港湾荷役、通信機製造、無
頼技軒、控築鍍金、建罫濯装、工時管理

(t主的昭和5O if;1V1_iEで、「製造Jを制践したitlll練科名があるが、特記し立かった臼
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餓向I:ク·rtリJnー月4ニ2~ンヰ日ダ』蝿課程 昭和46年昭和.17年昭和48年
関 5 ~ l fl 4月11 8 1月30日

電気制調理詰 鉄道草荷整備、床仕上げ施工、

‘ 
組立て、プレ 防水施工、食 帆布製品製造、

ハフー・題築、 さ 肉加工製造 デザイン

第 l2年

く井、地質調

1査

高

設 調理

等

類
3年

語究
議II

電子計算機、 電気制調l顕路 鉄道車間整備、 床仕上げ擁工、

練
クリーニング 組立て、プレ 鵠本籍工、食 帆布製品製造、

rill! ハブ襲築、さ 関加工襲造、 デザイン

1年 1
く井、地鑑鵠 公害検査

第
査

課

諜

B 

謹
電子計軍機、 調理

情報処理

類
2年

3年 趨床換査
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昭和48年
3月 98 昭和 50 年 4 月 5 日 〈全面改正）（註9)

〔正延伸張〕、（金属搭融］、〔鉄筋〕、〔鞠離器国案〕、金盤宅金属彫盟、〈鞠樋酸化格理〉、

智子管製温、発変E章、送車2電、自転車、舟盤、光学ガラス製造、光学機器製造、計調！機器製造、
理化学器械製造、機被組立て、〈海凍控気調和機器設構入織布、染色、染色補正、メリヤス、

洋裁、洋線、和輩、特礁合報製造、木盟、木材工芸室、竹工罫、〈プラスチック製品設器入製

革主〈痩革製品製造〉、難葉境攻、掬磁器、石材、七窓、発静製品製造、火薬類製議、韓襲、

農模施工、左官、襲炉、タイJL-璃工、畳、建設、スレート持工、インテリアサービス、熱絶縁

施工、ガラス施工、土木、ボイラー運転、クレーン運転、〈機構運転入金属材料試験、がん

異、漆器、錆輩、金罵工芸、安石、印輩摩刻、内揺り、表異、京告奨術、港湾蕎役、経理事務、

掛審事務、一般事務、〈頭売〉、写真、調理

金型、金騨型、つ発電、送配電、通信機甑語、自転車、舟龍、レンズ製造、光学機器製造、計

測機器製造、理化学器誠製造、機械組立て、織布、漁色、襲急補正、メリヤス、洋語、洋服、

和裁、特殊合極製造、木型、木材工芸も竹工芸、製革、窯業構成、掲磁器製造、石材、七宝、

発酵製品製造、火薬類製造、連葉、麗県箱工、 IL官、第炉、タイル施工、畳、建設、 λ レート
擁工、熱地縁施工、ガラス擁工、建築較金、建襲塗装、土木、ボイラー運転、クレ…ン運転、

金属討料試験、がん具、漆器、鋳金、金属工芸、宝石、印章彫刻、内蛍り、遊具、広告美前、

無線技帯、港湾荷役、調理

圧延伸襲、金属溶穂、童書筋、胸磁器関輩、動力、金盟、金属膨型、〈陽様議室化処理）、電子管

製造、発変電、議事E龍、自転車、舟艇、光学ガラス製造、光学機器製造、計潤機器製造、理化
学器犠製造、機械組立て、〈治凍空質調和機器設備λ韻布z染色、染色補正、メリヤス、洋
裁、洋錦、和裁、特競合極製造、木盟、木材工芸、竹工慈、〈プラスチック製品成影〉、製革、

〈皮革製品製造〉、窯業暁成、陶磁器、石材、七室、善悪酔製品製墳、火薬類製議、建襲、農槙

施工、 3::官、葉柄、タイル施工、盤、建設、スレート施工、インテリアサービス、損控撮斑工、

ブプラス施工、土木、ボイラー運転、クレーン連載、機械運転、金罵材料試験、がん典、漆器、

鱒金、金罵工芸z章者、印重量膨刻、内蕪り、表具、忠告饗鏡、溝埼荷役、鰻理事務、秘書事務、

一般事務、工場管理、〈甑艶〉、写真、調理

金準、金掃員長型、発電、送配官、通信機製造、電子管製造、自転車、舟襲、 νンズ製造；光学

機器製造、討調機器担造、理化学器械製造、機械組立て、織布、染色、襲色補正、メリヤス、

洋裁、洋旗、和裁、特蘇合板製造、木型、木村工芸、竹工芸、製革、興業時夜、陶態器製造、

石材、七宝、発陣製品製造、央薬類製造、建築、麗醍施工、左官、薬炉、タイル施工、畳、建

設、スレート施工、熱絶縁施工、ガラス擁工、土木、建築板金、建第寵装、ボイラー運転、ク

レーン運転、金属材料試験、がん具、議器、鋳金、金麗工芸、宝石、印＆！：理3鶏、内張り、表具、
広告奨脅号、港湾揮役、調理、高生検査
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5 8年

昭和54 ~年 昭和54年 昭和55年
昭和56年6月27日 昭和57年 昭和58年311 2 4日 8 fj 3 0日 4月 1日 3月 10日 3月22日

工業包装 刺しゅう、埼 ほうろう製品製造、住宅 建薬物設備

演食品製造 設備機器施工、サッシ施 管理

工、フラワー基盤

鴇内電話交

換

工蕪包装 奇想jしゅう、主告 iまうろう製品製造、住宅

諌食品製造 設鏑機器麗工、サッシ施

工、フラワー装飾

工業包装 事jしゅう、車 ！まうろう製品製造、住宅

3寝食品製造 設備機器施工、サッシ擁

工、フラワ一義鱒

印跨lj技術主遺 ヱ業・工芸デ 総合土木

装技楠 ザイン
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昭和53牢

課程
昭和5:3年
9月 308

戦
業

転換

館記号

寝課

寵

H：二
酷除

、同J

蹴物、紙器製造、

トレース、和文

事 タイプ、英文タ

普 イプ

軽叩剤、理容、

通 藁容

.'VII 
額

練

課 建設機誠運転、

第 轄印刷

撞

H 

類

専

門

調i

館

課

寝

③ 〔3〕

続

護服・装黒
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無鞭技術司

情報処理、

臨床検査3年

特
別
高
等
調
練
課
緯

＠ 

1練

I ti 
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（附寓資料 3) 識種・翠n醗科的新！日の対応一覧

① 昭和 34年 3月号t正時［右側〕

非鉄金属鯖諌二仁句町一一一非鉄金謀者：'j諌工

,.. ＼掛来や金工

盤投工 てご一一一製鉱工

務結工

治工具仕上工 叱r一一一治工具世上工

時計工

計調機器工

電機組立工

通信機能立工

織機調整工

造－騒ぎ装工

木製工

器工

機械製図工

印蹄工

機械叢装工

機械溜転士

＼金型 .I

てミ二時計工

時計修理工く2年）

＼＼＼＼計調機器工

シャツタ工

てて定機組立工

電機巻嬢工

てて通母様麓立工

電子機器組立工

＼＼織機調整工

ドピー及びタベット織機調整工（2年〉

て〈造船ぎ装工

造機ぎ装工

ててこ木型工

競型機拍工具プラスター工

てこご石工
採器工（2年〉

てて機械製図工

航空機製密工

てごこ印樹工
製甑工

＼＼＼＼、韓械設装工

斡謝韓装工

てて機械運転工

P告穣機運転工（2年）

機械工

仕上工

較金工

製かん工

鉄工

駐韓ヨ：（2年）

フライス鍵工（2年〉

平剤盤工（2年〉

歯切離工（2年〉

研削盤工作年〉

機械工

車両ぎ袈工

航空機発動機工

航空機EE力機器工

仕上工

けがき工（2年〕

板金工

建襲痕金工

航空議機体組立工

事調鉄工事

製かん工

構造物鉄工

造船鉄工

びょう打工（2年〉

ぎょう量生工（ 2年）

／造船電気ぎ装工

電気ぎ装工 硬手一一鉱空機品レタトロニック工

三〉航空接ぎ装工

機械組立工 ι 一一機練組立工

機械検査工 て一一機械検査工

＼ケ＼造機験査工

／機器実験工

金属材料試齢工／＇＂ 金属材料試験工

（詰〉 擁行境期附間及ひ職発欝 15 3号通達よち作成
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iijl機運転工

汽かん工

陶磁器工

現図工

漆器工

〈公共謀続〉

水力発電工

時一一電機運転工

〉火力発電工

ぷζ一－mイラ工
死一工（2年）

悔磁器蟻成工（2年〉

掬礎器絵付工（2年）

可一工車両現調工
造船現凶工

航型機境問工

ぐ諜地工
漆罷工

加館工

自動車整鶴 一一ーゥ自動車整欝工（ 3月～I年， 6月～

(6丹， I年） / 1 ~＇ l年〉

小型自動車輔ムー－ 2・3輪自動車整髄工（2月～1年，
(6月， I年〉 6月～1年， I年）



-(3）一φ

皇民 機械検査工

機械組立て工 撞誠組立て科

精密機械工

‘ 目、 機揖部品検査工

犠域主 機擁科

歯切り盤工
／ 

げ方：きJ:

建築板金工 建築是正金科

援金工 叡金科

裂かんエ 製端科

びょう打工

間管主 記管科

語工

車両鉄工

車両ぎ装工 鉄道車両製造科

車両境問工

ぎょう鉄工

構諸物銑エ 構造物鉄工科

構造物現図工

錦 1二

造船工

造船組立て工

遣船鉄機工

造船現間工

造船ぎ装工

造機ぎ装工

造語検査工

造機肢査工

ドック工

船具工

船合大工

造船電気ぎ装工

－~I 51-



昭和 44.年 10舟改正時〔右鏑〕 ( 1職種対 1!Ill練科む対蕗走除く〉

製続工

製鋼工

非鉄金属賄額工

操炉工

圧延伸設工

焼結工

刃物工

鍛造工

金属溶融工

鋳物工

金属材料試験工

金謀換査工

本力発電工

火力発電工

福路工

ケーブル接続工

濯機巻棟工

竃機組立て工

電機検査工

電莞機器工

電気部品組立工

織機調整ヱ 一一一7 識機調整科
ドピー凌びタベット融調整工／

家具工

建具工

木工

船大工

機械木工

事両木工

造語木工

掬磁器工

陶磁器成形工

商磁器構成工

ガラ λ 工

特蘇ガラスエ

ガラス製品工

石工

採石工

活眼印掛工

化学骨折員

一控化学工

大薬工

高任合成工

電気化学工

ガス化学工

パルプ工

製紙ヱ

化蟻製造工

発蘇製品工

石油精製工

鈷鋸韻造科

非鉄金属斡摂科

圧延f申張科

＼＼＼、最造科

＼＼＼金属溶融科

錆造科

~金騒斡料試験科

ここ~発電科

二三〉送配官持

三、
電子機器組立工 、

航型機エレクトロニックエ＼ご＼

電子機器工 一一ペエ主’母子機器科

ラジオ・テレビ修理工 ~ 

蓄電池製造工 ＋／蓄電池製造科

書電地修理工 _,...--

航型機構体組立てヱ

航空機ぎ装工

航空機発動機工

航空機圧力機器工

航空機現国工

自動車整備エ

舟螺機関鞍備工

内燃機関組立工

~ ＂＇＂＂＇＂＇＂＂＂＇副グ…＿.，...A;;tTJ 
~！：：：~十
／／／日何回四円

オフセット印醐工

印刷工

製甑工

写箕欄字工

雄事印蹴工

タイプ印蹄工

謀議二ζ

機棋盤袈工

船舶塗装工

化学分新科

一般化学斜

火薬類製造科

高ff合成科

電気化学科

ガス化学科

パルプ製造科

製紙科

化繊製造科

発酵製品製造科

石油精製科

木工科

7梅磁器製語科

ミ…製品製造科

コアお材科

ミ製版印劇科

う抑制科

ラ之建築麟科

〈注 l) ~II発第 2 4 8号通達別撮りより作成。
／十組1 ハ、 （太線〉 ， （錦織〉

（注 2 ）ゴシックー~はA共・事業内訓練の両方iこ、明朝一一一は公共謀練のみi」、明朝一一ーは事業内訓練のみにi増設さ ilていた職種である。
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つい金工

膨金工

かざり工

装身具工

銅器工

木降り工

素地工

漆塗り工

加鏑工

譲器工

機間運転工

持喋機連転工

必

本

’

す

が

さ

む

F

・

廿

百

十

一

一

品

工

金

工

議

材

金

持

木

k
Zア
グ

器科

ニ工〉動力科

建設機慌運転工 d 連投機捧持

プルドーザー運監工－－ ，／グ

ショベル運転工 '/  

ロードローラ運転工’

事務員 ~事務科

秘書事務員－－十一／づY

経理事務員／／／

英語事務員’

英文タイピλ ト『～』 英文タイプ科（専務部報課題〉

ヤ ＿.：.コ〉タイプ科（転職説i輯｛謀程〉

和文タイピスト－－・・ 和文タイプ科（専務謡i蘇課理〉



( 3）ー③ 昭和 50年 4月号k正時〔右側〕

鉄嬬製造科

非鉄金属製造科

正延伸費量科

持造科

金属溶解科

胸磁器製造科

胸磁器関案科

三〉ヲ之士数鏑科
~ニ~非鉄金属科

~鋳造科

連設科 －：？＇ 建設科

鉄筋科 ／三／

型わく科（転職のみ〉／

板金科 －－板金科

建築較金科 ---

域子機器科

通信機製造科

塗装科

建築塗装科

事務科

製競・印制；科

印劇科

－－－－－－－－－電子機器科

／／／／絵装科

－－－－－経理事務科

く＼＼蹴事務科

一般事務科

／／／／製版偽印蹴科

一一一一一日和文タイプ科
タイプ科〈転職のみ）叫Zごご「

一一～～嶋英文タイプ科

〈語II発第10 0号よ型作戒）
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〈附属資料4) 鞭種，詣ll聴科0r専門コース J一覧〈本文SS再審照〉

「
昭和23年 1む丹 i昭和27年 9月 I 〈昭和31年〉 l 昭和33年7月 昭和34年 3月 昭和 37年 3月 l 

韓接工
｛ガス培接

電気諮接｝
諒接工

電気搭接

間i

｛ eス搭接} 

l 現

裁鑓

必A、
｛洋裁科 ｝ 

和裁斜

基 造船工
工

械工 ~ 
造船工

鉄

木

機

礎
基

本 工

石 ；仁
木 工

家 具

｛建 共｝

iii!! 
石

礎
石 工

｛蝶石文iま石顧み

持者磁器工

石狩加工 } 

擁
t持

{ i導 金｝

期鑑器工

鍋 器 wl! 
彫 金

構成

漆 器｛譲塗装｝
描写印掛工

fやすり製版印綿

加部

子し甑印輔 ｝ 

練専門訓

銅器工
鵠 金j
{ l膨

語手 接 ｛ 電ガ気ス溶搭接接 j} 

金

譲器工 ｛譲塗装 J 
加鯖

! 機械科 機械工
共

｛捷盤科｝ ｛譲盤科｝ ｛錠盤科 ｝ 

職
仕上科 仕上梓 仕上科

｜盟国科〈詑1)

業 ｛製国科｝
〈桟1）全てのカリキュラム基準が君。

写悶科 立てになっているので、コー

補 ！甑金科〈詑 1) 
ス樹というより、別科とも雷

一般叡金科
える。

導 ! ｛自動車；板金持｝
〈症の昭和34年の事業内訓練議、

開れかの教科において、 「噂
門jによるカリキュラムの変

更を認められていた職種であ

る。

昭和23年8月 昭和25年2丹 昭和26年5月 製鉄工

技

接素地踊 機械工 製鉄工
能

告動車組立 製鋼工

事
製鋼工

家具工

騒蹄デザイン

業 郎副工

者 自動車修理 機概工

議 金舗がん呉 家其ヨ：

精密印舗 印鋼工
成

家具職 金属がん具工

製瓶工

内 機械工

門 車子力作業員． 原子折の運転
itlll 

iJJI 
メリヤス機調整工 i 膜

槙禁号、科物質の構

竹とう縮工工

錬及び加工

〈注2) 接素地部 繍組工 続 素地工

竹藤細工工 漆 工 加鵡主

塗装工
」一一
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( 4 ）～ <2) 

昭和44年改正時ぐ転鞍;VII躍のみ〉

itlll糠科｛コース｝

昭和50年改正時（住〉 昭和53年改正時

専替訓練 高等訓練 転職訓練 普通訓練 艇職調隷

。 。 。 。 。
。 。 。 。 。
。 。 。 。 。

。 。
。 。 。 。 。
。 。 。 。 。

。
。 。

。 。 。 。 。
。 。 。 。 。
。 。 。 。 。
。 。
。 。

。 。 。 。

正時及び翻親譲程

調穂科｛コース｝

木 工｛； 共

共

石材 i；ι；j

タイヅ { ：~：； ;1 
J

’r
 

叫
マ

盟

関

関

寧

写

字

1
i
1
3
1
1
3
s

の

の

の

務

務

務

務

面

酷

商

事

事

事

事

関

盟

国

語

敬

喜

理

械

気

木

菓

一

組

経

機

竜

士

務

部

写

立匠悶案
（工業デザインj
翻業デザイン

室長
鋼 ｛鉄鋼特科の製造 l 
i故鋼有料の圧延伸張1

｛非鉄金蕗材料の製造

非扶金属材料のEE延持張

r工場較金 l 

金 ｛自動車較金 l
t諸具板金 正

非敷金属

叡

r メザヤス機槻の運転及(f'調整 1

メリヤス Jメリヤスの製造 ｝ 

iメリヤスの鵠製 J 

木 工｛建具製作 } 
1その組の木工 1

1掬磁器関案製作 ｝ 
梅磁器 i t 

l の砲の掲磁器製作I

インテリア・1内装施工 1 

サーピス l室内装鰯品の選定 1

f大気汚吉良1

公害検査 ｛水質汚構｝

t騒音 j

t宝五加工 l 
宝石 4 ~ 

L真雄 e さんご加工 i

I建築物盤装 l 
強襲 t t 

L金輯ー木工製品的議装 l

一般事務｛主立j
f援療事務 I 経理事務 ｛ ｝ 
iその抱の事務j

f機誠密部の事関1

トレース , 1霊気国語の写錨｝

t土木麗語の写調j

f工業デザイン1

デザイン ｛萌業ヂザイント

t工叢デザインJ

〈詑） iVll発第 10 0号によれば、持造科、建設科及び電子機器科にも「専

従えばそれはむしろ、 lkの f科目内選択制jと言えるのでここには
攻帯jを耳元り入れたj としていたが、基準の内容を見ると、筆者の分額に

掲載し立かった。
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〈揮す属資料 5) f科盟内指定制 j及び「科目内選択帯jjのある鞍種・留ti練

① 昭和 23～3:;4年；事業内部！糠

昭和23年 昭和25年 昭和 2 6 年

1. 

鋳物工 宝お繍主 宝 15工 ガラス工

カァトグラス工 陶 工 接 工

〈注） 掬 工 木彰工 金属がん具工

「工業数字jの内 金麗がん具工 な染ローJレ欝期工額 工

容を選択制にして 機機工 詩物工 本型工

いる職種もあるが、 板金工 甑金工 金属プレス工

これは験外した 鋳物工 メッキ工 熱処理工

〈以下関様〉む 木製工 鉛 工 仕上工

讃 エ 汽かん工 機械塗装工

車関木工 木 工 造語ぎ装工

造船木工 量生 工 ドックヱ

現関工 船台大工 蛤具工

仕上工 現関工 造船組問工

レンズ研欝工 車両木工 酸アルカリ工

自動車修理工 無機薬品工 特蘇ガラス工

購密碍翻：ζ ガラス製品工 窯業能成工

タイル装工 産業大薬工 合成樹脂工

有機合成工 塗：料工

油脂工 構火鱒及びセルロイド工

パルプエ 製紙工

発酵製品工 塗装工

. 石 エ 印醐工

製本工

〈注）教科の種類に調様立〈、また選択舗を表示している科語教に掬保なく掲げた。
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科一覧〈本:l:8 7買春照）

昭和34年3月
〈開表第3)

錯工

事柄木工

造船木工

石工

期磁器成形工

期磁器燐成工

胸磁器絵付工

窯業慎成工

特殊ガラス工

ガラス製品工

印踊工

製版工

製本工

塗装工

宝石工

素地主

譲聾工

加部主

本膨工

ポイラ工

以下問様合
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亀v

( 5 ) -<Z> 昭和44年～ 53年

認可 練 麓和及～九び」語It緯課程
4 4 年 5 0年 4月 5 3 年

専務高等転職 専棒高等転職 普通転職 瓦ず宇？雪空 4 4 年 5 0年 4月 5 3 年

専修高零転職 専修高等転職 普通転職

‘ 

造 麗 科 。。 造 船 科 。。 。。。。。
摺 Z合i: 科 。 。。。。。。 舟 艇 科 。。。。。
謀 鉱 持 。 。 。 。 時計製造科 。。 。。。。。
鉱山機電科 。 。 。 。 〈光学ガラス加工科〉 。。 。。。。。
鉄鋼製造科 。。 。。。。。 光学機器製造科 。 。 。 。
圧延 伸張科 。 一 一 一 一 一 討線機器製造科 。 。 。 。
非鉄金属科 。。 。。。。。 理化学器鞭製造科 。 。 。 。
鋳 造 科 。。 。。。。。 機械組立て科 。 。 。 。
粉末冶金 科 。 。 。 。 製材機械警生嬬科 。 0 む 。。。
機 械 科 。。 。。。。。 内特機関 宇十 。 0 。 。
金 彊 季｝ 。 。 。 。 建設機械整備科 。。 。。。。。
金属プレス科 。。 。。。。。
港 接 科 。 。 。 。 農業器輸整鱒科 。。 。。0 。。

i締空鋪融機雛湖願寺 。 。 。 。
製 耀 科 。。 。。。。。 染 色 科 。 。。。。。
構造物設工科 。。 。0 。。。 染色補正 草寺 。 。。。。。
叡 金 科 。。 。。。。。 メ リ ヤ 京、 草寺 。 。
金属膨型科 。。 。 。 。 合板製造科 。 。。。。。
め つ き 科 。。 。。 。。 特男監合叡製造科 。 。。。。。
電子磁器科 。 。。。。。 木 裂 科 。 0 。
電究機器科

。 。 。
電子智製造科

。。。。。
電醸 被装科 。 。。。。。

木 T 季｝ 。。。0 。。
0 i ~ 木材 工芸科 0 

特 工 3宜2主E::' 科 。。。。。
半導体製品製造科 。 。。。。。 ルプ製造科 。。。。。
蓄竜梅製造科 。 。。。。。 製 紙 科 。 。。。。。
乾電池製造科 。 。。。。。 紙器製造科 。一 。。。
発 変 電 科 。。 。。。。。 製服・印劇科 。。母語争 。。。。。
送 配 建 科 。。 。。。。。
自動車襲造科 。 。。。。。 製 本 科 。。 。。。,o 。

軽 i:p 属8 H 。 。。一 。。。
自動車整構科

。 0 。 ゴム製品製造科 。 。。。。0 
航空機製造科 む 。 。。。。。 更生タイヤ製造科 。 。。。。。
航空機撃繍科 。。 。。0 。。 製 革 若手 。 。。。。。
鉄道車両製造科 。。 。。。。。 事A 〈 イ〉 科 。。。。。
鉄道車両整繍科 一 一 一 0 。。。。

く詑け訓練科名は現在の~II接科名で掲げている。

（詑2) （讃轍）ーは当観科が設定されていないことを訴す母
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( 5 ）ー＠〈続き〉

度及r.f調練 4 4 年 5 0年 4月 5 3 年

訓練 科
諜麓
専務 高等 転職 専 i写 高等 転職 普通 転職 ：－－：学竺里程 4 4 年 5 0年 4月 5 3 年

専静高等転職 専務高等転職 普通転鞍

ガラス事芸品握造科 。。 。。。。。 機獄運転科 。。 。。。。。
無 3控 雑成科 。。 。。。。。 金属材斜試験科 。 。 。 。
期 織 器 科 。。 。。。。。 公害検査科 一 。 。
コンクザート製品製造科 一 。 。 古2 ん 具 科 。 。 。
石 材 持 。。 。。。。。 議 器 科 。。 。。。。。
七 宝 科

。。。。。 鋳 金 科 。 。。。。む
菓 子 製 造科 。。 。。。。。 金属 工芸 科 。。 。。。。。
食肉加工製造科

。。。。。 宝 石 持 。。。。。
水艦加工製造科

。。。。。 内 強 り 科 。。 。。。。。
発酵製品製造科

。。。。。 表 其 科 。 。 。 。
一世化学 宇十

。。。。。 建 装 手ヰ 。。。。。。。0 
高圧 合成 科

。。。。。 広告護衛 宇｝ 。 。 。 。
電 気化学科

。。。。。 義 j鞍・装具科 。一 。 。
守f ス イh 学科 。。。。。 港湾 持役科 。。。。。。。。
化識観 造 科

。。。。。 工場 管理 科 。 一 。。。。
火薬類製造科 。。 。。。。。 瞭 建 科 。。 。。。。。
盤襲 施 工 科
。。 。。。。。 B在 館 科 。。 。。。。。

と び 科 。。 。。。。。 調 理 科 一 。。。。
左 官 科 。。 。。。。。 クリーエエング科 。 。 0 

配 管 斜 。。 。。。。。 ？ア ザ イ ン科 。 。。。。。
建 設 科 。 。。。。。 掠 子 カ 科 一 。 一 。一 。一9ゐ
プ レハブ建築科 。。。。。
跨 水 施 工科

。。。。。
インテリアサーピス科 。 。
涼仕上げ擁工科

。。。。。
熱絶縁臨工科
。 。。。。。

ガラス施工科 。 。。。。。
土 本 季ト 。。 。。。。。
翻 最 科 。 。。 。 。
グレーン議転科 。 。。0 。。。
建設機械運転科

。。
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ハ S 〉 カ リ キ ュ ラ ム 基 準 の 変 遺

ハ 附 腐 沼 H U 刊 六 V カ リ キ ュ ラ ム 世 情 昌 明 の 変 遷 門 脇 定 、 洋 品 眼 科 、 木 工 科 、 機 M m

科 漫 び 電 工 科 関 係 創 刊 の 節 段 及 び 改 正 カ ワ キ ユ ラ ム 背 骨 粗 申 t 乱

開 卵 期 と し て 掲 載 し た o v

飽 和 二 十 三 年 十 月 一 日 「 概 議 補 噛 帽 の 手 引 」
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織 fj号 機 ~
 
裂 E策 f曹 iJ
 
時 間 別 表

補 導 安 調

2,
1 

L
 

tii 
1
 

i1 
！”
II 

~b
 

！
？
土
i
分

科
I

M
l
 

2. 
Ll
 
4.
 
3. 
z. 
I
 

作
戦
件
被
tr. 
ll!l
公

郷
煩
Yi

手
苧
常

投
般
i
級
車並
！長
崎
滋
氏

八
八
！
八
八
！

！
？
小

!::I 
o
 
-1
－
ニ

ニ
｜
常
時

錨
崎
j
均
六
i二
線
部
OJ
校同

八＇
＇
I
八
八
1

1時
11lr
,g'

t；，
六
i
り
斗
｝
二
；二！
;-.1
夜

間
関
i
捌
六
l二
期
間
Ol
'i
""
'J
t

る
一
一
i笠
沼
’
JJ
滋
1
1下
ilj
次
字
書
t
;JI
！’
，.
， 

U
ヶ
H勇
[w.

~
.
N
I
 UJ.
 
ll
 
I厳
節
容
途

六
月
i.ii
ニ
六
一
1
H・
銚
村
、
ハ
通
霊

碑
平
］
；
三
六
六
五
！
の
き
れ
保
守
1
股

閥
均
l六
八
六
Ol
み
‘
.

j~
鈴

と
ニ
l

I
 
子
焼
、
唱

し
錨
i

｜
 
人
色
紛
身

て
日
i

｜
 
保
‘
減
分

綴
I
 
l
 ,
ff
洗
品
、

111 
I
 
I
 
7/d 
._, 
it.
} 

す
i

l
、
i持

鰯

J
、 民’ lf
 

ff
騎
1

似 し ‘ m盤 内 実 符 の 時 間 は 材 料 方 に よ り 似 酌 す る こ と が 出 来 る 。

館 通 常 科 山 中 、 廠 捜 索 滅 は 地 問 一 織 に 於 て 敗 後 う 。

拘 成 持 続 授 織 的 ハ 凶 m v

洋 地 科 教 綬 細 叫 ロ ニ 宮

内 師 関 与 V

l u m m 欄 間 関 は 六 ヶ 月 と し て そ の M m n 要 項 概 潮 時 間 は 演 説 に よ る こ と ‘

rrJ
醐
b

~L
~9

J?
L0

J到
Jill

と
出

81
~1
＠
凶
主1

~
M a

帽，

s r ｛  

i ｝  U H 一 q M

J 吋， M m： i  

i l  “ ” ” ’ a
 

i i  

j i  ” o n  i －  

－ ｝  H H A V  

－ －

 

， 引 a mh v一 仇 副

H W 軌 U 引 仁 軌 J U 制 作 色 仲 合

同 M P i l i ！ i i一 ゲ H η 4 2 h 吋 コ 江 口 日 一 行 八 制

限 と し て 怒 川－
 

,.
 
u
 

a p －－ 
i  u ・

政 健 制 日 〈 剖 町 〉

織 再
－ 出 問 調 叩 に 巧 つ て は 掛 川 罰 定 成 品 仰 向 的 中 刀 剣 に 鎚 ら ず 凶 m n m 問 中 は 安 伸 伐 に

市 さ を 釘 さ 将 申 本 本 仁 た る に 必 哲 な 知 m及 び 伐 絞 め ド 借 地 を A H 剛 門 的 刊 誌 削 帆 臨 問

的 に 賦 与 す る に 什 め 、 帥 開 場 開 f 殺 に 舵 敵 役 の の 慣 れ れ 動 に 依 り た 成 せ し

め る も の と す る こ と
b

念 総 抑 制 山 川 は 恥 ハ ケ H n と し 誌 の M m 噂 替 市 判 岡 山 取 締 間 ” は 酬 明 必 に よ る と と

と し 仁 氏 及 び 鵠 沼 貸 付 の 人 F 状 誕 柏 市 に 臨 む 附 刷 出 叫 L F の 変 － 艇 を 為 し

て も 妨 げ な い と 左 ゅ

3 尉 刺 災 補 四 叩 耐 有 明 岐 に 酬 剛 山 中 時 間 対 は 刷 刷 紙 怠 弓 引 火 『 姐 張 工 技 能 創 刊 町 位 制 肺 線 劇 中

船 咲 い の 清 一 二 回 間 金 7 % の H H 援 と し て 定 め た ， も の で あ る か ら 、 補 峰 崎 肘 r後

一 難 も 臼 学 内 科 を 阜 ら ず 以 て 上 緩 め H M 艇 に 由 犯 す る の
L へ 切 立 こ と を 定 分

・ 日 程 ル に し め る 務 あ る こ と 。

4 A I U 打 及 び 主 拘 の 殺 蝿 伎 に 勾 つ て は 総 合 的 に 詐 偽 を 以 て 、 内 部 自 愛 如 来 る

だ け 問 地 し て m mさ ぜ る 印 に 樹 立 す る こ と 切

5 A 1 納 得 問 問 州 制 を 泊 じ 蹴 削 指 仰 や の 生 活 打 圃 悼 を 性 能 捌 川 仰 の 一 点 に 償 小 す る

恥 〈 l k し て あ ら ゆ る 抽 出 会 を 摺 耐 え て 代 庇 を 積 じ 製 怖 を 守 る の 約 締

~・

飼 い し r h A 及 び 磁 滋 賀 村 め 入 手 抜 況 写 に 応 じ 臨 機 託 子 の 変 艇 を な し て 睡 も

妨 げ 立 い こ と お

2 日 切 治 吋 に ち っ て は m m完 成 教 符 に よ ら ず 組 問 沼 紛 問 中 は 実 肢 に 冊 引 き を 目

さ ‘ 必 憾 な 知 減 及 び 役 鉛 め 沼 地 を 合 即 的 H H 勺 組 曲 閥 的 に 賦 与 す る に 止 め 、

総 将 仲 n f 絞 ぴ に 就 戦 後 の 白 書 向 自 動 に 依 り K 成 ぜ し め る こ と 。

3 的 問 削 慌 の 始 佐 笠 織 を 思 う に 官 J つ て は 叩 問 符 一 生 が れ r協 同 川 町 n別 円 刊 に 人 る や

－ M R す る や に 拘 ら ず 共 漁 船 ・ に 必 要 K L 1 w 級 河 を か 約 的 に 潟 犯 し て ケ

れ を む う こ と と し 、 そ の 他 は 階 的 説 に 織 る を 好 と す る こ 』 h e

4 M m n m 閥 の 後 期 に 於 て は 適 切 な る 応 刻 苦 符 父 は 約 閣 に よ り な る べ く

山 け ら 仁 必 ず る の 盟 問 を 漏 出 策 す る に 努 め る こ と 。

S 刃 向 と 翁 滋 は 総 合 的 に 計 叫 酬 を 立 て 両 者 を で き る だ り 溜 関 し て 符 得 さ

せ る よ う に 印 国 立 す る こ と 。

6 A 点 政 時 間 を 刊 刊 mし て 教 也 氏 を 必 め 筒 換 の 漏 前 伐 を 閣 内 る と 共 に 併 せ て 総 務

生 訴 に 飲 符 と 潤 い を 与 え る よ う 務 め る こ と 。

主 符 繍 n m m の 閲 般 に 先 立 ち M m 務 所 を し て 崎 務 録 制 ” の 全 般 に 付 き 嫡 締

日 制 村 F 定 政 を 作 岬 叫 し 憾 描 帽 の ぷ 尚 佐 保 持 に 努 め る こ と 。 円 余 暇 羽 m 刀

法 を も 会 む 一 〉

木 工 繍 岨 岬 聾 哨 明 個 師 準 縄 問 削 酎 漢

劇民 分 一 組 導 喫 境
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・ を 減 州 L J 動 を 止 し く し て 削 也 市 の 勉 作 祈 念 行 餓 す る に 努 む る こ と の

仰 臥 わ 臨 時 叫 吋 を 問 時 間 し て 臨 n m 践 を ぬ め 、 附 別 段 の 純 血 純 金 同 る と 共 に 、 仰 せ てi ’ t t i d j ：  

輸 措 刊 金 約 に 歓 内 れ と 籾 い ー と を 甘 え る w w 明 む る こ と 。

7 柑 H M 開 場 制 問 の 樹 蛤 に 先 な 島 地 澗 件 訴 を し て 納 羽 殺 叫 刊 の 全 般 に つ き 総 噂
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幽 帽 に 度 障 が 泡 い 限 歩 、 こ れ ら を 当 独 自 日 以 上 め 調 政 職 微 に つ い て の

縞 様 に 共 通 の も の と し て 尚 一 銭 叩 一 般 制 禦 制 訓 練 嫌 父 は 身 体 制 剛 符 お 臓 教
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l n 門 学 科

由 工 作 訟

ハ 繁 雄 内 工 作 法 、 銭

其 工 作 法 、 機 械

本 線 工 作 法 、 鉛 ゆ

鶴 本 脇 工 作 法 、

思 柄 本 縮 工 作 法

相 切 の う ち 必 要 と

す る も の V

母 安 全 叫 間 生

母 材 終

＠ 制 別 刷 附

2 線 本 完 投

m w 総 工 具 柿 K m 怯

窃 機 械 総 本 作 構 成

部 工 作 法 本 作 業

ハ 乾 銀 、 同 問 問 、 衡

問 、 機 持 等 の う
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の 〉

五 O O

ニ湘桝拙標期締

tm拙邸付どとの俸制明の噛訓練期捌は‘放のhHの訓練鍬聞及び淵銭的問
の幽聞に定めるとおりとする。

21に定める捌幽限期間は、一年をMmえて艇長することはできない。

五調練時間

剥段付ごとの級紙般の溺鋭の峰崎時間及ぴ殺到付ごとの刷訓練帥町一璃は、改

の誕の部鏡獅関及び訓続時閉め織に定めるとお 9とする。
問験開場

i繊綬科ごとML
n
取低限必質な齢制織は、訟の炎の綾繍の欄に定めると

お H？とする
6
《鋪枝、以下の滋では鰐略するa
v

21に定めるもののほか、公共線数刻鱒施設の綾織の結納の締結は、

労働大鹿が測に定めるとお 9とする。
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⑨ つ 9 込 み 括 本 作 集

ハ 控 園 内 副 総 柑 刊 の 場 合

に 蹴 る 。 ψ

。 安 傘 織 強 作 業 法

3 応 m 演 技

① 本 工 品 綬 作 作 業

門 家 具 ‘ 鶴 岡 州 、 出 血

棟 木 鮒 汽 船 総 本

錦 、 耐 早 縄 本 部 絡

に 係 る も の の う

ち 必 要 と す る も

の V

必 つ り 込 み 作 梁

《 建 H H 齢 別 作 の 場 合

に 疲 る 。 v

酬 明 和 五 十 一 年 三 月 一 一 一 十 臼 労 働 省 令 第 七 号

別 浪 曲 師 乏 の ご

こ 0 0

特 別 肉 祭 訓 練 m m m の 祭 成 銅 線 の 数 料 等 に 閉 す る 基 地 中

一 教 科

－ 澗 線 科 ご と の 数 料 に つ い て 窓 低 剛 被 必 穏 と す る 科 姐 は も 次 の h k の 畿

制 作 の 織 に 策 め る と お ち と す る a

2 1 に 定 め る も の の ほ か 、 必 現 に 応 じ 、 智 通 添 削 門 k し て 人 文 科 学 も

役 会 制 作 学 告 し 〈 は 泡 枠 制 約 学 に 係 る m g、 外 聞 紙 削 叉 は 体 符 を 潟 加 す る

こ と が で き る 。
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＠ 研 m旗 本 作 業
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＠ 配 線 抜 本 作 業
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帯 電 気 工 事 作 業

命 修 理 及 び 凋 盤 作 製

一 ＠ 域 内 遇 制 即 兜 齢 制
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事 足 場 作

品 切 必

間 唱 拘 留 品 十 三 年 九 月 三 十 円 ロ 労 働 省 令 第 三 十 七 号
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針 通 糊 訓 練 邦 銀 の 幾 縦 縞 鎌 の 数 創 刊 警 に 関 す る 法 制 昨

的 見 s Ta －，． e  
潤 続 行 ご と の 教 科 の 科 目 の 線 網 は 、 次 の 去 の 数 料 の 聞 に 定 め る と お

り と す る 。

二 訓 練 期 間

1 訓 練 H W ご と の 銀 事 め 調 飯 織 時 は 、 次 の 潔 の 惜 明 日 績 の 調 帥 統 制 間 関 及 び

混 線 時 閉 め 慨 に 定 め る と お り と す る 。 な だ し ‘ 学 校 数 符 訟 に よ る 高

等 学 校 を お ・ 業 し た 者 父 は こ れ と 向 等 以 K の 技 一 筋 欝 得 能 力 を 有 す る と

認 め ら れ る 省 内 以 下 こ の 潔 に お い r t 「 高 等 争 佼 卒 業 者 等 」 b ι い う e v

を 制 司 教 と す る 調 練 を 行 う 酬 明 合 の 調 館 杯 ご と の 僚 般 の 綿 製 鍛 悶 は ‘ 同

災 の 錦 ニ 醐 酬 の 剥 創 期 間 及 び 籾 糠 時 間 の 欄 に 掲 げ る と こ ろ に よ る こ と

が で き る 。

2 1 に 定 め る 湖 拙 統 制 叫 聞 は ‘ 一 年 を 結 え て 延 長 す る こ と は で き な い 。
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＠ 人 間 工 学

＠ 蛾 織 全 癒

＠ 強 襲 計 尚

＠ 山 地 機 構 造

ゆ 山 間 築 設 繍

命 政 熔

⑧ 工 作 法

＠ 鴻 工 法 H A び 縮 工

材 調 唱

。 資 金 衛 生

。 “ 付 制 円

。 仕 様 及 び 叡 符

。 設 計 及 び 刷 機 闘

。 法 制 純

2 作 成 本 実 銭

ゆ 絢 怨 鴻 本 作 暗 中 一

窃 機 破 基 本 作 家 一

＠ 工 作 品 本 伶 然

必 施 工 法 本 作 惜 別

総 刷 練 絹 間
二 年
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調 叫 邸 付 ど と の 訓 練 め 総 時 間 及 ぴ 負 制 作 ご と の 訓 練 時 間 の 烈 燃 は ． 伐 の

災 の m 一 節 の 訓 練 期 間 及 び 訓 練 時 間 の 制 に 定 め る と h H 9 と す る 。 な だ

し ‘ 必 需 ・ 四 千 純 卒 業 持 す を 対 殺 と す る 訓 燥 を 行 う 酬 明 品 川 の 刻 級 制 け ど と の 訓

練 の 副 総 時 開 及 び 級 制 作 ご と の 訓 練 時 間 の 凶 脈 融 中 佐
h

同 実 の 郡 一 日 m の 訓 鯨 期

間 附 品 以 ぴ 闘 訓 練 呼 期 の 刷 機 に 掲 げ る と こ ろ に よ る こ と が で S る 。
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お り と す る 。
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に つ 会 街 路 す る e v
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③ 窓 際 法 ぴ 制 裁 問 一 。

二 副 党 校 二 ゴ 売 。

2 続 本 完 投

F 聞 4 6
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珊 副 総 痛 に 峰 抗 す る こ と が で き る 峰

制 例 議 幽 開

昭 和 館 十 回 年 十 月 即 日 労 働 省 令 解 ご 十 徳 田 守

w w H 抽 訓 館 岡 岬 訓 ” の 苑 成 訓 練 の 一 段 料 等 に 関 す る ぷ 蹴 m

d m H H a  

－ m儲 刊 行 ご と の 持 併 に つ い て の 級 低 限 弘 明 と す る 斜 付 仲 川 、 殺 の h k の

ぬ 叫 付 の 織 に 定 め る と お り と す る 。 た だ し 、 肱 M通 学 制 作 ハ m w M H及 び 史

街 什 “ 刊 に 係 る も の を 脇 陣 〈 a v に つ い て の 級 紙 淑 必 艇 と す る H n u H 仲 川 、 は 刊 ー

回 閣 の 料 自 の う お か ら 休 灯 札 窓 会 め て 一 選 定 し た 三 科 U と す る e

2 1 に か か わ ら ず ‘ 学 科 の 料 ” ” に つ い て は ‘ 次 に 恕 め る と こ ろ に よ

る こ k が で き る e

イ 学 校 数 帯 内 訟 に よ る 向 等 学 伎 を 事 晴 剥 し た お H A は こ れ と 岡 旬 以 上 の

争 力 ＆ 一 符 一 す る と 認 め ら れ る 者 円 以 下 叫 潟 等 学 校 卒 愈 者 等 」 と い で リ J

を 対 殺 と す る 減 銭 円 賂 抑 制 け 及 び 錯 樹 材 料 に 係 る も の を 験 〈 智 》 を 行

な う 場 合 は ‘ 決 め 殺 の 普 通 学 科 の H n u は ‘ 省 略 す る こ と が で き る

酬 』 i z e

聞 母 校 教 科 ” 訟 に よ る ね 惨 月 十 放 を 痕 ・ 来 し た お で 、 持 政 府 問 符 学 校 に 必

い て 款 の 炎 の 数 料 の 樹 氏 側 柵 げ る 勾 門 学 科 の H H H に 刻 一 喝 ナ る 制 刊 行 t z

M 崎 将 し た も め 念 対 象 ・ と し て 訓 練 を 行 な う 場 合 は 、 対 餓 市 吋 門 地 子 向 付 の

件 ” は ‘ 省 略 す る こ と が で さ る こ と 。

ニ 調 脱 期 間

1 泌 校 H 付 ご と 的 額 融 市 め 滴 M M 湖 凋 は ‘ 次 の 炎 の 柵 掛 叩 却 の 淵 鮫 組 問 関 及 び

調 叫 眠 時 間 の 側 に 定 め る と お り と す る 。 た だ し ． 高 崎 咋 常 殺 事 業 者 守 を 対

象 と す る 訓 練 念 行 な う 峨 合 の 訓 練 科 ど 左 の 蝶 般 的 調 仙 沼 問 問 は ‘ 同 点

め 徳 ニ 凪 の 猟 拙 m m間 及 ぴ 剥 幽 録 時 制 め 測 に 鎚 げ る と こ ろ に よ る と ど が

で き る 。

内 冶 剤 一

＠ γ ～ 作 汁 哨 ぶ 作 業 一

＠ 孤 立 て 及 び 伐 と 一

げ 梅 本 作 業 一

号 9 込 み ま ・ 伸 一

段 主 本 作 業 一

個 刃 物 磁 鱗 端 本 作 一

業 一＠ 安 念 都 生 作 鏡 抜 一

君 臨 m 寝 技 一

借 家 H 角 及 び 韓 共 倒 盟 会

作 作 湯 舟

争 本 ム 品 製 仰 品 開 晴 嵐

＠ 晶 訓 拙 制 作 浪

部 話 作 説 M V つ り 込

み 作 猿

0
0
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酬 問 畠 『
一 訓 練 時 間 の 測 の O 却 は ‘ 出 国 誠 訓 練 年 躍 に h n い て 麟 練 ＆ 認 な う と

と が 適 羽 と 認 め ら れ る 境 問 を 限 期 的 に 来 す も の で あ る 。

ユ 骨 U 4 級 学 制 刊 の 潤 線 は 、 必 裂 が あ る と き は 、 邸 内 渉 終 の 澗 政 を 行 な

う 僚 は め わ せ て 市 公 認 す る ζ と が で 窓 る 。

一 二 名 品 特 の 購 に 縄 げ る 側 議 芳 明 嶋 、 積 趨 組 制 ‘ 般 造 投 機 ‘ 賞 権 投 樹 、

視 聴 宮 脇 鋭 機 ‘ 材 料 以 験 綬 ‘ か た き 拭 験 録 制 叩 に つ い て は 、 一 の 錨 合

戦 議 議 抽 牒 所 又 は 身 体 制 押 鰐 者 織 票 斜 線 婦 に お い て こ れ ら を 必 縛 と す

る ニ 以 上 の 誠 鱒 磯 田 聞 に つ い て の 溺 鋭 が 行 な わ れ る 場 合 は 、 海 抜 割

線 に 受 療 が な い 限 り 句 こ れ ら を 当 敏 ニ 以 上 の 繍 錬 磯 崎 に つ い て の

調 舗 に 共 通 の も の と し て 均 滋 豊 田 機 業 縞 創 所 叉 は 身 体 障 誇 議 駿 業

2 i に 定 め る 糊 州 政 側 捌 悶 は ， 必 哩 に 応 じ
a 年 を こ え な い 期 捌 に 磁 n 1

1 延 長 す る こ と が で き る 阜

一 二 期 訓 練 時 間

－ 割 線 科 ご と の 段 少 般 の 訓 練 の 鶴 時 間 及 び 教 外 ど ー と の 糊 訓 練 時 間 は 、

次 め 定 的 情 同 … 銀 の 溺 鎖 倒 倒 及 び 醐 例 凶 師 時 間 の 聞 に 定 め る と お り と す る 。

た だ し ． 高 等 学 館 卒 業 者 努 を 対 助 事 と す る 訓 練 を 行 な う 場 合 的 満 雄 u り ご

と の 滋 少 烈 の 調 様 の 総 時 間 及 び 抑 制 什 ご と の 訓 練 時 間 は 、 伺 村 氏 の 第 二

飯 め 戯 齢 制 刑 関 投 び 級 続 時 間 の 闘 に 鎚 げ る と こ ろ に よ る こ と が で き る 6

2 1 の 本 文 に 定 め る 調 隊 問 加 に つ い て は 、 叩 Z イ 伝 定 め る と こ ろ に

よ り 韓 日 級 学 科 の 刊 行 討 を 省 略 し た と き は ι 向 山 根 命 日 幽 閉 し た 制 作 向 に 繰 る 調

館 時 間 を 総 叫 期 決 び 普 通 学 ” の 訓 練 附 向 か ら 減 ず る も の と す る 妙

3 1 広 定 め る 調 練 時 間 に つ い て は ‘ ご 4 闘 に 恕 め る と こ ろ に よ 号 邸

門 学 科 的 付 叫 討 を 省 幽 閉 し た と き は ‘ 点 川 崎 胡 骨 川 崎 略 し た 向 日 叫 に 採 る 帽 訓 練 時 間

を 館 時 間 及 ぴ 噂 門 学 制 什 の 調 結 時 間 か ら 減 ず る も の と す る 。

樹 投 機

I 劉 雄 料 ご と の 綬 侭 取 必 要 と す る 殺 細 川 M ‘ 改 の 必 の 設 鍛 の 幽 聞 に 出 品 め

る と お り と す る ＠

2 1 に 定 吟 る も の の ほ か 、 公 共 糠 添 加 削 減 絡 設 の 勘 晴 樹 の 広 併 の 締 ” は 、

労 幽 関 大 観 が 削 m に 鴛 め る と お り と す る 。

品 一 剥 従 、 以 F で は 滋 棚 酬 の 関 投 前 略 十 る 砂 ｝
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⑤ 桜 飾 郡 袋 一
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争 篠 せ 弘 氏 ぴ 続 鰯 成 』

本 作 業 一

窃 続 出 問 樋 い 作 輸 M V

部 恕 分 盛 岡 い 松 本 作 業 一

器 用 事 処 強 越 本 作 曲 常 一

か 創 刊 現 い 及 び 綿 単 一

骨 摺 本 作 第 一

母 安 余 t m 生 作 軸 開 法 一 船

主 応 用 m A 枝 一

m w 製 関 及 び 崎 断 作 業 一

信 鋭 峰 い 及 び 鋼 一 紘 一

作 業 一

＠ 本 緩 い 作 繁 一

A W 仕 上 げ 作 薬 一

φ 綴 燭 学 芸 作 業 一
今 i i L’

留 謙 輔 統 制 州 間
一 年

調 銀 時 間

鯨 時 間

一 ‘ 七 0 0
訓 練 鍛 間
六 月

調 凶 疎 開 問

総 時 開
八 五 O

木 工 一 本 工 品 の

円 盤 作 及 び

修 患 に お

け る 技 能

吋 学 科

I 韓 H 通 学 制 打

一 社 会

命 体 質

窃 数 学

③ 崎 明 蹴 噛

骨 化 学

。 樹 党 m M狩 欝 級

命 胤 舗

2 専 門 学 副 作

ニ 0 0
ニ O O 二ハ O

別 表 m z
高 等 麟 柚 制 調 邸 の 車 問 泌 総 搬 の 数 制 作 準 に 側 聞 す る 掠 単

一 級 制

－ 誠 捜 科 ご と の 数 制 作 に つ い て の 段 低 限 必 震 と す る 科 お は 、 次 の 誕 の

教 科 の 僧 に 恕 め る と お り と す る 。 た だ し ‘ 錐 H 鴻 添 削 村 内 部 閉 線 総 締 科 ゅ

品 開 線 通 的 制 作 及 び 臨 削 佐 助 問 晶 H M 刊 に 係 る も の を 除 〈 ＠ 〉 に つ い て の 厳 鉱 限

必 要 と す る 円 引 は 、 同 艇 の n H H の う ち か ら ル 悼 碑 討 を 含 め て 滋 恕 し た 碑

科 践 と 一 す る 。

2 1 に か か わ ら ず ‘ 学 科 め 持 肢 に つ い て は 、 次 に 定 め る と と ろ 仁 よ

る こ と が で き る ＠

イ 学 校 教 符 訟 む よ る お 悌 学 校 を 卒 業 し た お 父 ほ と れ と 剤 想 以 L L の

浮 力 含 有 す る と 組 め ら れ る 者 円 以 下 吋 高 等 学 岐 本 業 議 事 」 と い う φ

合 対 象 と す る 劇 柚 m m 無 線 妓 術 H 円 、 都 m 線 通 川 M 制 行 設 び 衛 生 償 費 H 付 に 係

る も の を 験 〈 o v を 行 な う 喝 合 は 、 次 の 災 の 鉱 M 通 学 制 仰 の u H U は ．

脊 婚 す る と と が で き る J こ と 。

由 学 績 数 割 問 訟 に よ る ぬ 等 学 賃 金 融 守 噛 点 し た 帆 刊 で 、 翁 級 純 明 中 学 設 に お

い て 次 」 の 訟 の 教 訓 ” の 側 に 制 御 げ る 専 門 令 制 け の 粍 M 刊 に 一 総 出 討 す る 符 u ” を

股 現 し た も の を 対 象 と し て 凋 践 を 行 な う 出 場 合 は 、 4 1 H 蝋 即 時 間 川 一 掌 科 の

付 制 H は 、 中 打 略 す る ζ と が で さ る こ と 。

二 剥 政 期 間

1 混 線 持 ど と の 概 蜘 中 の 掴 桐 u m 期 間 は 、 改 め 滋 の 務 一 刻 の 咽 例 経 期 間 決 ぴ

滞 情 得 時 閥 的 調 に 溜 め る と 鎚 り と す る 。 た だ し 、 世 純 明 ♂ 嶋 中 波 本 震 お 匁 金

制 珂 後 と す る 訓 練 を 行 な う 場 合 の 品 農 村 ご と の 傑 働 中 の 訓 結 期 間 は ‘ 持

必 の 娘 二 鍛 の 溺 娘 細 間 関 及 び 柑 叫 鎌 時 間 罰 則 織 に 削 機 げ る と こ ろ に よ る こ と

が で き る e

2 1 に 定 め る 訓 練 麟 開 は 、 仏 海 に 応 じ 『 し 苧 を こ え な い 崎 潤 に 観 9 、

延 及 す る 之 と が で 会 る 。

日 三 調 練 旬 開

曲 集 車 m L 学 大 怠 一

部 工 伸 紘 一

門 家 共 工 作 訟 、 時 間

具 Y 一 何 日 法 ‘ 被 械 …

本 相 細 工 作 法 ‘ 船

舶 本 期 工 作 法 、

単 純 木 一 部 工 作 法

等 の う ち 必 饗 と

す る も の V

胤 W M
羽 創 刊

窃 担 働 問

ニ 樹 党 技

－ 務 本 由 党 妓

m w 総 工 島 J 使 用 m 訟

岳 協 同 機 総 本 作 業

部 工 仲 w m 本 作 業

〈 鍍 共 工 作 、 注 目 内

工 作 、 機 嫌 木 剣

工 作 、 船 舶 創 木 館

五 卵 、 邸 調 求 柑 削

工 作 作 業 等 の う

私 謡 療 と す る も の V

窃 総 立 て 及 び 仕 上

げ 組 本 作 業

命 安 全 新 生 向 げ 崎 別 総

2 昨 時 期 副 知 娩

命 館 品 製 作 作 製

＠ 副 総 立 て 及 び 段 上

げ 作 業

四 ニ O 五 回 。

τ
 

－ 湖 続 料 ご と め 蚊 少 般 の 調 練 の 総 時 期 及 び 政 将 ご と の 剥 国 旗 柏 町 制 は 、

改 の 去 の 館 二 期 の 測 磁 問 問 時 仏 ぴ 淑 磁 時 間 の 織 に 定 め る と お り と す る 。

た だ し 、 白 川 川 哨 中 学 校 本 業 者 事 を 対 象 と す る 訓 般 を 行 な う 場 合 の 訓 練 科

ご と の 位 少 隙 の 訓 練 の 総 時 制 及 び 数 時 ど k の 訓 練 崎 潤 は 、 問 去 の 怨

ニ 創 酬 の 訓 練 問 問 及 び 訓 練 時 間 め 鱒 に 俗 げ る と こ ろ は よ る こ と が で き

る 。

2 1 円 本 文 に 定 め る 測 謀 略 悶 に つ い て は 、 引 2 イ に 定 め る と こ 殺 に

よ 9 符 泌 学 制 什 掛 町 村 判 M を 鈴 略 し た と き は 、 当 紘 符 一 線 L 一 た 科 伺 抗 に 孫 る 端 例

措 m 時 間 を 総 時 開 設 び 枇 H 鴻 学 科 の 瑚 訓 練 時 間 か ら 減 ず る も の と す る 。

3 1 に 定 め る 凋 臨 時 聞 に つ い て は 、 － 2 固 に 定 め る と こ ろ に よ り 噂

門 学 創 刊 の 科 践 を 有 絡 し た と き は 、 出 汁 抽 眠 翁 略 し た 制 村 岡 絢 に 係 る 制 約 鋭 的 剛 聞

を 総 時 間 A び 得 門 学 科 の 泌 総 時 間 か ら 減 ず る も の と す る 。
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訓 練 め 掛 川
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酌 b ’ 即 位 凪 m w

由“ u v

量k 科

輔 さ 鱗 抑 制 刷
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調 錬 時 期
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間 と す る J

一 E期 間

一 二 年
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H m 能
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2 噂 門 学 科

母 出 関 根 工 学 績 論

m w v枯 れ 鴻 I A F 社 民 拾

丹 市 生 燈 工 学 園 四 輪

ゆ 機 鉱 工 作 法

ゆ 測 定 法

＠ 材 料

骨 材 料 力 学

＠ 製 間

二 市 民 投

－ 鴻 本 曲 均 一 投

母 測 定 及 び 帥 り が さ

仲 柄 本 伶 議

窃 出 慎 一 続 続 本 作 業

告 仁 仲 総 本 作 業

ハ 工 防 機 織 に よ る 切

削 及 び 僻 創 作 翼 手

仕 ト 日 付 、 火 器 り 、 動 m

M 玲 鰍 作 決 等 の ” フ ち 必

警 と ザ る も の V

倍 抑 物 備 制 革 本 作 集

＠ 出 資 金 衛 生 作 集 法

2 応 俄 m 喫 帥 奴

。 工 狩 作 業

令 指 峰 械 に よ る 切

州 市 及 び 研 鯛 作 翼 手

。 配 線 M 問 及 び 製 閑 一

訟 法 純 一

ニ 寝 技 一
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2 応 m 宮 被
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窃 内 線 工 事

部 外 滅 工 事
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命 化 ザ

＠ 潔 m M n 開 題

号 阻 緩

官 時 門 学 科

∞ 生 績 工 学 抽 概 論

争 也 知 醐 町 総

命 屯 気 工 事

窃 屯 気 応 m F

m w 屯 % 値 眠 跨 及 M V 創 出 一

帥 郷 咽 帥 目 崎 咽

＠ 地 句 刷 機 器 修 親 政

φ 餅 定 法 政 ぴ 試 験 絵

＠ 極 活 説 び 配 線 設 計

＠ H
付 制 科

瀦 銀 側 州 側
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~手

加 措 棋 倒 開 七

＠ 安 全 島 生 停 京 紘 一

2 略 掛 川 型 段 一

刷 出 鰐 国 及 び ヂ ザ イ ソ 品 ［

窃 睡 眠 断 狩 業 一

部 篠 崎 い 仲 う 費 一

h u a m d L F 高 創 立i t ・a ， E R ，‘， P J J 仰

命 本 陣 織 い 作 芳 …

絡 役 L L げ 作 業 主

命 観 鈎 4 T 謡 曲 げ 数 一

峨 窓 転 倫 明 訓 練 訓 創 刊 の 総 ・ 刀 剣 開 発 訓 疎 の 此 原 料 等 に 関 す る 統 制 中

勘 H H H

瑚 綱 帥 U H 付 ご と の 教 科 的 科 付 m M 舶 は ． 次 的 必 の 教 科 の 織 に 定 め る と お

り と す る e

瑚 桝 仙 錦 織 問 及 び 調 副 臨 時 州 側

E m凶 m H H ご と m n都 の 調 麟 捌 鍋 及 び 斜 線 時 期 は ＊ 改 め ぷ の 凋 紛 糾 似 欄

〕 及 び 柵 州 政 時 前 の 鱒 H h 詰 め る k お 号 と す る － e G 制 民 以 ド の 泊 代 で は … 前 略 i a i V

2 凋 鎌 ル ー の 従 紛 の 級 魚 努 ＆ 尊 厳 し ‘ 岬 却 額J に 応 じ 晶 n H ” の H 付 討 を 治 加 L ，

H X は 筏 嶋 L た ど き は ． 調 鎖 倒 附 の コ 分 の ナ 宏 之 え 収 い 糊 刑 問 に 船 剖 フ ．

凋 鎖 倒 開 を そ れ ぞ れ 抵 M 隠 し ‘ 又 は 総 崎 で き る も の と す る a

3 必 訓 聞 に 応 む 二 q k こ え れ 弛 い 麟 聞 に 削 m り ‘ 一 訓 州 統 制 制 を 託 制 限 す る こ と

が で き 争 も の と す る ＠

j n繍
E 満 M 邸 付 ご と に 投 け な け れ ば 勾 ら な い 説 蛸 の 蝉 跡 形 は ‘ 欲 的 h H A W 時 刷 機

的 問 に 定 め る と h H 9 と す る q 内 紛 社 、 N M F の 災 で は 間 同 町 す る 岬 》

2 1 に 定 め る も の の ほ か ‘ 公 共 鵬 判 定 期 州 総 施 設 の 縞 僚 の 鰯 科 は 噌 労 品 開

ト 内 誌 が 調 に 滋 め る と H N 9 と す る 。
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一 4 1 必 拡 世 門 縫 棋 木 部 Y 停 一

一 民 船 船 木 郁 下 山 作 時 一

一 術 耐 水 曲 細 工 作 法 相 呼 の 一

件 有 五 品 質 ル 子 争 も の V 一

一 曲 材 料 一

一 窃 設 計 及 び 蜘 割 問

一 ニ 喫 枝

一 J 抜 本 繁 敏

一 也 礎 工 具 使 m 紘

一 命 機 峨 滋 本 仲 東

… 窃

r A 作 線 本 作 混

一 釜 山 学 南 総 高 丸

一 作 ‘ 機 械 本 邸 γ お W 1

一 船 舶 本 脇 工 向 車 両

… 水 路 ・ 2 掃 作 絵 等 ゃ っ

一 弘 品 曹 と す え 去 の ｝

… 命 線 立 ℃ A U V 段 上

一 げ 族 世 帯 作 幾

一 部 安 全 衛 生 作 鶏 紘

一 2 応 m 繁 段

… 曲 部 品 鑓 作 一 作 第

一 母 孤 立 て 及 び 伎 k

一 げ 得 競

。

I ． 研 削 刑 制 勝 一 器 製 凶

E 及 び T r L 7 a 嶋 本 兜 続

共 に よ る 機 一 母 抑 定 及 ぴ け が さ

M m 柑 仙 川 似 の 子 炉 補 本 仰 禁

代 L L げ に お 一 信 機 械 総 本 作 賞

け る 純 一 総 一 ゆ 仁 W A 本 作 業 地
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ヤ
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襲 撃 案 g E 一
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昭 和 五 ＋ 年 怨 回 月 五 8 労 働 省 令 艶 ＋ 草 場

別 措 択 第 コ
市 時 停 舗 網 鱗 一 持 制 刊 の 鑓 縦 訓 劇 的 ぬ H n 努 に 期 す る 縦 軸 叩

吋 投 打 付

1 淵 蝋 科 ど と の 教 科 の 山 村 約 内 野 m u、 改 め 良 市 町 絵 併 の 鱒 に 定 め る と

お り と サ る 。

2 1 に か か わ ら 訓 人 必 絡 に 応 じ ‘ 仕 品 川 、 体 柑 問 、 軸 厳 令 、 物 蹴 川 崎 化 令 ・ 勾

哨 再 出 m M n m 部 省 向 品 等 の 待 通 学 一 仰 の 給 料 金 地 一 倒 す る こ と が で 在 る u

ユ 識 線 賂 開

1 測 線 科 ご と の 撚 徽 刺 減 税 制 問 は ‘ 昨 判 的 資 的 諒 一 制 酬 の 網 統 的 閥 的 賄

に 定 め る と お り と す る り た だ し ‘ 的 F 般 教 打 踏 に よ る 高 等 ザ 検 念 品 T 類

し た れ 父 N T 切 れ と M 門 努 以 上 刑 判 学 力 会 利 す る 省 古 川 崎 め ち れ る お っ M ト

？ 均 等 岬 T 帥 伐 卒 業 虫 引 明 市 」 お い ・ フ 。 v e対 象 i と す る 制 酬 鰍 ＆ 行 う 納 品 判 的 調

厳 科 ご と め 傑 蹴 干 の 諭 級 制 闘 は ‘ 制 縦 約 第 二 期 的 制 個 師 制 開 法 ぴ 凋 締 的

問 倒 的 醐 聞 に 抱 げ る と こ ろ に よ る こ と が 守 き る 劫

2 i に 定 め る 淵 凶 m m 測 は ‘ ア 年 ’ K M m え て 一 札 叫 す る こ と は で き な い e

縦 間 続 的 問 時

－ 滞 騎 打 ご 在 約 締 締 約 総 時 期 凶 作 M M 齢制 H H f ・ － 起 し め 劇 倒 的 州 間 約 額 舶 は 、 政

の が の 態 ニ 制 の 淵 統 制 問 一 間 M V 訓 紬 H 時 制 約 倒 H h n n め る k お ワ 止 す る o h 仏

だ し ‘ N 制 導 令 抽 同 市 中 明 主 事 長 対 争 と 寸 ふ A U 割 合 ね う 帥 明 A H の 品 約 付 ご と の

剥 M W 的 松 岡 間 投 ぴ 抑 制 ご と 約 調 終 的 制 約 聞 作 曲 中 は ‘ 州 内 心 配 の 一 邸 二 制 約 斜

一 宮 縫 い 仲 業 一

一 ゆ 仕 上 げ 作 業 一

一 俸 制 相 勝 手 芸 作 業 一

本 工 科 一 一 家 具 又 は 組 一 一

一 作 に 一 ↑

一 枝 勝 一 i e 門 学 科 一

… 一 由 工 作 紘 一

一 一 内 家 A M A は 徳 H 内 の う 一

… 一 ち 必 叫 刊 と す る も の 》 一

一 一 争 激 州 製 法 …

… ～ 部 付 創 刊 一

一 一 ゆ 仕 保 及 び 割 問 猿 …

一 一 場 製 問 …

一 一 内 務 世 話 g hご …… 2 w m 本 持 続 …

一 一 費 助 工 A 使 m 訟 一

一 一 命 機

M m A 一 本 作 業 一

～ 一 器 工 作 総 本 作 物 店 一

一 一 門 家 持

H K は 緯 H 刊 の う 一

一 一 ち 必 要 s tき …い … ＠ 闘 相 内 以 て 総 本 作 業 ザ

一 明 仕 上 げ H A M V 挽 殺 も

一 総 本 作 瀬 戸

一 ＠ 2 J込 み 革 本 内 W 帯 用 一

一 円 曲 問 料 制 耐 げ の 場 合 伝

一 鍛 え V

｝ め 安 全 衛 生 作 業 政

4 3 応 m w町 段
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〈日
I)醐 同 制 間 関 及 ぴ 調 制 時 間 約 櫛 に 掲 げ る k こ 行 に よ る と 告 が で h c る 。

2 1 M M 泊 め る 説 倒 的 鉛 即 時 間 は 、 a 片 品 帽 の 了 を 織 え て 船 舶 間 十 る こ ど は ℃

3 な い の

問 北 側

i 必 紛 れ ど ど に 必 桜 な お 叫 織 の 惚 舶 は 一 ‘ 次 拠 点 的 品 協 の 測 に ベ 礼 的 R M b u

お り を す る 。 ｛ 財 政 、 H M F m 必 で は 間 的 t る q w

2 1 H H 定 め 6 も の の ば か ‘ 公 共 輪 予 ぷ 跡 ぬ 品 倒 的 投 繍 約 ぷ 車 引 捌 け は ‘

品 川 川 崎 大 艇 が 桝 に 泊 め る － t お 号 と 1 1 》凶
V

同 ゆ 印 i
機 繍 村 一 一 般 般 ‘ 7 一

一 ヲ イ 為 替 ー 一

一 湾 出 判 正 作 ん

一 機 織 に ょ ん

R V A 官 制 附 u f

↑ 科 的 w m …1 均 門 学 的

て 加 工 i 掛 叫 ψ 機 泌 m r宇 ヴ L A 車

二 附 加 柑 仁 成 ～ 岱 屯 h 4 r れ 伸 子 会 レ A C

一一 U F l ・－u 一 H A … 削 W J 午 且 昨 日 ・ よ t k 五 一

守 に £ る 段 … ゆ 健 械 工 作 杭 山

手 凶 同 部 品 管 一 命 市 健 全 品 開 今 一

的 F 仕 上 い 部 材 料 …

ゐ げ に お け 一 啓 M H H 力 学 制

… る u 刊 紙 … 品 抑 制 噛 同 ～

ご 存 続 本 市 持 続 一

， 山

W 阿 山 町 及 び 付 が き ｛

t

総 本 仲 龍 王

曲 線 M m 説 本 作 喰 － 山 」

切 に 作 仲 総 本 向 W 宇 ゾ

主 的 地 髄 宮 よ る w 一
JI! 
.M
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一
一
一
一 一Q O双 組 。2 骨 柄 本 兜 綾

部 滋 主 凡 繍 E m 俵

窃 測 定 脇 本 作 梁

岳 電 線 の 船 舶 緩 い u a

ぴ 接 統 抜 本 仲 鍛

＠ 電 気 川 ・ 事 謀 本 作 業

昏 霞 持 品 岨 偶 蹄 修 理 基

本 作 製

脅 安 全 衛 生 作 演 法

3 応 用 寝 技

∞ 建 伎 作 業

母 内 線 工 療

窃 外 一 線 工 世 帯

部 紙 一 執 ． 検 疫 及 ぴ

傑 守 陶 げ 難

器 電 気 鰻 怨 怖 感 作 曲 無

必 制 官 と す る も の

窃 つ り 込 み 狩 梁

｛ 総 兵 桜 狩 の 犠 訟 に

蹴 る u V

な 一 冊 附 録 時 間

－ 誠 鋭 利 什 ど と の 綬 低 般 の 繊 続 の 略 的 制 及 び 教 将 ど と の 却 制 時 間 は ，

伐 の 滋 町 一 一 般 の 誠 綬 郎 聞 及 び 錦 繍 時 間 の 備 に 定 め る と お 9 と す る の

た だ し 、 官 帥 常 時 十 校 事 業 務 事 を 鰐 貌 と す る 溺 総 b E 行 う 場 合 の 続 線 科 ご

と の n m 低 即 照 的 調 畿 の 録 時 錨 及 び 拘 H H ご と の 調 雄 駒 吋 簡 は ． 向 曲 賞 の 積 一 －

mの 鋼 髄 問 問 及 び 浪 鍵 拙 吋 刑 判 の 舗 に 縄 げ る と ζ ろ に よ る こ と が で さ る 。

ー の ・ ペ － x c tめ る 銅 線 ： 一 開 に つ い て は 、 一 2 イ に 建 め る と と ろ に

よ り 常 通 学 制 刊 の 外 討 を 忽 略 し た げ と き は ‘ 針 路 鴛 絡 し た 阿 倍 一 に 柑 w ・0 悶

鎌 時 期 を 館 時 間 及 ぴ 符 過 積 創 刊 の 純 練 時 幽 か ら 減 ず る も の と す る 。

3 1 に 定 め る 澱 録 時 間 に つ い て は 、 一 Z 闘 に 恕 め る と こ ろ ば よ り 際

門 学 れ の 向 日 官 省 略 し た と き は ‘ 持 続 省 略 し た 利 ” に 係 る 摘 し 観 時 悶

を 同 邸 時 間 及 び 綜 門 学 科 の 溺 線 時 間 か ら 純 ず る も の ー と す る 。

問 設 鍛

1 調 練 科 ど と に 段 低 限 付 輪 開 宮 町 広 綾 織 は 、 武 の 炎 の 殺 鍛 の 欄 に 定 め る と

お り と す る 。 ハ 削 端 技 、 以 F の 認 で は 掛 川 略 す る o w

2 1 に 定 め る も の の ほ か 、 公 枠 内 線 築 制 政 施 躍 的 投 織 の 燕 徴 的 鯛 絡 は ‘

労 品 開 － x m w ・ が 測 に 定 め る と お う と す る 。

七 0 0

別 表 娘 三
高 等 調 綬 m m m の 抱 月 戒 調 副 総 の 胤 鉱 山 付 壇 場 に 調 ず る 組 酬 明

一 位 制 什

－ 溺 鍵 山 村 ど と の 教 終 に つ い て 段 低 限 必 饗 と す る 斜 鐙 は 、 次 の 裁 の 投

制 ” の 捌 に 定 め る と お P と す る 。 た だ し 、 持 通 学 針 に つ い て の 鰻 低 限

必 要 と ナ る 終 日 u は 唱 問 機 的 行 自 の う ち か ら 選 定 し え 王 将 村 ？ と す る 6

2 1 に か か わ ら ず 、 学 ” の 科 目 叫 に つ い て は 、 次 に 燈 め る と と ろ に よ

る こ と が で 怠 る 。

イ 学 校 数 符 法 一 に よ る 向 惣 学 校 を 寧 揖 捕 し た 者 父 は こ れ と 陣 容 以 上 の

学 力 を 有 す る と 認 め ら れ る 者 （ 以 下 「 高 等 学 校 卒 集 者 等 』 と い う J

を 符 殺 と ； る 剥 鯨 走 行 う 刷 会 は 噂 決 の 災 の 韓 u 滋 学 科 の 科 錨 は 、 お

婚 す る こ と が で 密 る こ と 。

n 学 使 い 数 舟 日 法 む よ る 高 事 学 抽 艇 を 庄 市 殺 し た 者 で 、 滋 滋 感 等 学 校 に お

い て 次 の 制 点 の 教 創 刊 の 嫌 に 制 御 げ る 噂 門 学 科 の 科 践 に 附 相 当 す る 将 溺
j

を

鰹 網 打 し た も の を 対 象 と す る 網 鰻 を 行 う 場 合 は 、 曜 時 数 即 時 門 学 科 の H 刊

日 は 、 宵 幽 閉 す る と と が で き る こ と 。

二 期 例 館 側 問 問

I m蚊 H n ご と の 捌 制 御 中 の 澗 観 期 間 は 、 次 の お の 醐 畑 一 知 的 溺 鎌 期 開 及 ぴ

凋 練 時 儲 の 簡 に 定 め る と お り と す る 省 た だ し 、 高 等 学 校 本 濃 霧 持 金

対 象 と す る 剥 錨 を 行 う 場 合 の 訓 練 持 ご と の 偲 僚 の 剥 館 側 問 問 は 、 間 炎

の 携 ニ 創 の 凋 鎖 倒 間 関 及 び 凍 結 時 間 川 町 線 に 郷 げ る と こ ろ に よ る こ と が

で き る 。

2 1 に 定 め る 胸 製 鋼 聞 は 、 一 年 一 緩 え て 砥 相 反 す る こ と は で き な い ＠

間 o n u 一山一九 O
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て 六 円 円 U

六 六 O

刻 線 期 制
九 月

線 鋭 時 間

総 酬 明 間
コ一 0 0

五 一 O2 専 門 学 科

＠ 生 態 工 学 大 怠

事 竃 柑 刷 機 明 織

帯 電 気 工 事

φ 電 気 応 用

命 電 気 機 器 、 定 制 機

製 凡 及 び 材 料

＠ 電 気 魯 器 務 闘 相 法

。 測 定 及 び 訴 験 桜

＠ 安 全 衛 生

命 配 地 及 ぴ 製 図

硲 配 線 燭 農 ぴ M m 醐問

。 法 線
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二 年 一 司 無

期 輔 副 四 時 間 一 調 節 時 間

総 時 間 一 鈎 時 間

3 8一 一 ・ 3 0

0 。

” 3 専 門 学 科

一 沿 被 媛 大 器 晶

一 窃 生 産 工 学 大 掛 紘

一 命 被 服 持 母

一 八 終 u q 槍 脹 管 締 法

一 ぴ 被 制 楓 術 集 ＆ い う 翁

一 A W 鍬 縫 知 織 一

r s ’  

学 制 判
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〈
的
〉

〈
揃
〉

的 手 仕 七 一 帯 化 学 一

げ に お け 一 窃 境 期 外 出 踊 一

る 技 能 一 命 関 誠 一

一 2 都 門 学 科 一

一 母 機 M m 工 学 院 繍 －

一 号 電 % r 4 争 鏡 仏 画

一 命 生 息 m 工 学 俊 治

一 ＠ 凶 何 回 慨 工 防 法

一 ＠ m 定 政

一 ＠ 安 全 品 開 生

一 窃 M m 斜

一 ＠

H

何 将 刀 学

一 ⑨ 娘 儲

一 二 兜 段

一 t w 嶋 本 兜 役

一 也 融 問 題 及 び け が さ

～ 縫 本 作 怨

一 ② 綾 織 法 ＋ 4 h w 第

一 也 工 か 廿 梅 本 作 鍛

． 円 五 隊 機 賊 に よ る 制 約

m及 ぴ 線 開 予 仕 －

キ 2 2 量一

と す る も の V ↑

窃 刃 物 締 掲 総 本 伶 業 一

骨 安 全 能 強 作 業 捺 一

Z 芯 舟 喫 段 一

由 工 作 作 家 …

や 硲 地 紙 に よ る 切 一

期 品 質 E 一

一 命 工 作 訟 一

一 川 家 A r 作 成 総 H 士

一 仁 、 作 法 機 桜 木 線 一

一 工 仰 山 内 航 包 船 ＊ 沼 間 一

一 工 作 略 取 減 点 部 一

由 主 仲 誌 の う ち 必 d k 一

非 子 る も の V 一

＠ 安 全 衛 生

＠ 材 料

＠ 桜 凶

2 廿 旗 本 製 法

m w 滋 工 具 使 醐 m 法

母 様 俄 紘 一 花 輪 訓

告 主 伸 世 相 本 作 物 別

｛ 鍛 縦 M E 初 制 叫 飯 崎 山 1

懐 石 怒 り ？ ち 必 蹴 賓

と す 争 も の 》

窃 魁 立 て 及 び 仕 上

げ w 柄 本 作 業

帯 つ り 込 み 稿 本 作 議

｛ 超 凡 製 僚 の 場 合 に

限 る a v

密 資 金 衛 生 作 業 法

S 総 出 m 礎 技

φ 位 録 作 業

窃 本 工 品 製 作 作 業

《 家 共 感 日 代 織 械

本 m． 船 舶 関 本 務 警

に 係 る も の 一 ？ ち

＠ 縦 飾 品 r z

＠ 喫 A K 衛 生

窃 根 拠

2 謀 本 実 技

窃 機 締 結 窓 作 業

母 M M ト サ 及 び 統 制 縞

本 作 来

③ w 相 酬 明 樋 い 作 業

部 部 分 騎 い 旗 本 伶 業

φ m伽 処 鞘 松 本 作 業

御 飯 川 闘 い 及 び 繍 正

作 農

命 制 民 ふ れ 臨 間 生 作 療 法

書 応 川 哨 足 技

自 国 費 凶 え が 鼠 麟 作 業

窃 縦 続 い 及 び 鋪 庄

仲 車

岱 本 岨 闘 い 作 業

紹 仕 上 げ 作 懇

命 線 餓 F 芸 作 東
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一 剤 耐 山 綿 一 時 間 二 訓 級 将 尚 一

～ 総 持 制 一 除 山 町 時 一

一 べ 二 一 り り 一 ぃ 一 一 一 山 o 一

一 学 科 一 一 …1 輔 副 通 学 科 一 二 り ハ ヱ 一

由 社 会 … 一 一

母 体 符 一 一 一

喝 段 学 叩 一 一

窃 物 用 一 一

命 化 学 一 一

⑥ 喫 刻 外 山 門 紛 ～ 一 一

岱 制 局 一 一 一2
侮 門 学 科 一 パ 0 0 一 六 例 。 ～

部 品 工 a m 五 時 十 雌 司 諭 一 一 一

号 電 治 用 論 一 一 一

恐 喝 % 工 事 一 一 一

場 権 法 応 刻 一 一 一

命 電 気 際 明 師 、 配 線 一 一 一

魁 同 州 M A
ぴ 帥 例 制 円 一 ｛ ↑

器 電 内 4 機 明 耐 柑 閥 均 件 紘 一 一 一

岱 測 定 法 A ぴ 紙 戦 法 一 一 一

③ 安 全 車 問 生 一 一 一

＠ 配 可 及 ぴ 釘 蛾 投 針 一 一 ↑

＠ 配 紘 一 回 及 び 副 司 一 婦 一 一 4
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開 八 。

。 法 制 概

ご 賞 段

－ 廿 柄 本 質 控 － 2

m w 器 工 具 使 用 法 一

母 様 相 建 築 本 作 法 一 一

帯 電 線 の 級 嫌 い 及 一

ぴ 凶 協 鋭 総 本 作 愛 一

＠ 培 鉱 工 事 革 本 作 業 一 個

＠ 電 気 殴 協 修 制 眠 法 一

本 作 動 燃 一

器 安 全 続 生 作 瞬 間 訟 一

2 応 用 資 伎 一

母 娘 綾 作 裂 …

器 内 線 工 郁 ↑

窃 外 銀 工 彩 …

曲 以 凱 職 、 倹 資 及 び 一

飽 和 守 作 酷 間 一

部 電 気 樹 齢 w m 綾 卸 業 一

事2 2 2 2 3 事’’ a － h ’S 4 ι a t a －．

一 繍 餓 期 間 一 都 練 期 間

一 二 年 一 一 年

一 刻 経 時 間 一 誠 館 時 間
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ニ O O 一

創 刊 一
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命 的 究 会 衛 生 作 業 総

2 応 周 噌 河 川 悦

部 副 官 描 及 び ヂ ザ f y

＠ 総 額 作 業

申 仮 泊 い 品 以 ぴ 帥 畑 氏

作 集

品 副 本 繊 い 作 態

＠ 仕 上 げ 作 業

命 服 鱒 手 芸 作 輸 出

五 0 0

。 ス タ イ ル 衝 移

ニ 出 費 技

－ 謀 本 実 被

邸 機 械 越 本 伶 集

φ 桟 す 及 び 波 踊 骨 格

本 作 業

用 w w m 髄 緑 い 一 作 舞

窃 慾 分 凶 聴 い 続 本 作 醐 m

m w m 御 処 卸 端 本 狩 薬

品 W 仮 騒 い 及 び 繍 正

続 本 作 第

安 H H d L 作 埼 峨 日 州 一

仁 作 法 ‘ 幽 叫 群 A m m 一

仁 作 成 船 品 開 ゐ 冷 却 榔 一

五 作 抹 Z 桜 山 間 水 路 一

五 作 銑 寄 り フ ち 必 一

袋 、 と す る も の 》 一

＠ 安 全 般 金 一

掛 川 抑 制 判 明

岱 投 針 及 M V 製 隠

… ニ 実 技

一 1 蛇 端 本 海 経

一 的 鍛 工 日 時 償 却 法

一 岱 際 協 同 級 本 隊 集

… 窃 ド ム 作 総 本 狩 梁

一 ハ 陰 極 相 、 切 線 山 、 駆 邸 時

一 桜 庭 懲 り ？ ち 必 磁 気

ゆ

b 干 る も の V

＠ 総 立 て 及 び 仕 上

げ 線 本 作 業

命 令 り 込 み 廿 端 本 作

晴 樹

ハ 峻 A 製 ｛ 干 の 雌 明 A 悶 に

被 る J

ゆ 賞 金 新 生 作 果 法

Z 応 酬 問 実 妓
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印 木 工 品 制 作 持 続

門 家 内 峻 H べ 機 M 何

本 邸 ‘ 初 船 木 綿 ‘

盟

8
 

8
 

三 ニ O

朗 八 O 叫

四 八 。

8
 

i H 回∞ 1

0
 
0
 

(
7
0
)
 

齢、
t～
丸
山
ぜ
＜
－
＂
＂
ζ均
一句
－·
~~
，，
，~
，.
.ぜ
，，
~”
・ム

•m
•~
~－
ι
Z
部
副
~
~
＇／笈
3ム
ム叫
，
0
・4

－~
＂ 
＇
＂
刷
ら
ぬ
見
臨
＂

市 川 内 本 館 事 に 係 る

も の の う ら 一 必 紫 ど

す る も の 》

事 つ り 込 み 作 議

内 線 共 製 作 の 場 合 に

続 ゐ o v

別 世 摂 第 七
織 暗 闇 転 協 問 調 磁 調 輔 副 制 の 能 力 再 開 発 減 煉 の 般 向 等 に 閉 す る 結 構

＆ 料
劉 脳 陣 H H ど と の 数 料 の 科 凶 行 の 概 躍 は 、 次 の 引 伐 の 敏 科 的 制 測 に 定 め る と お

り と す る 。

ニ 刻 一 線 期 開

I 訓 線 対 ご と の 燦 鎖 的 溺 総 一 間 は 、 試 の 設 の 調 製 鮒 問 問 u A ぴ 調 紘 時 期

の 績 に 定 め る と お り と す る 。

2 1 に 定 め る 線 組 幹 期 聞 は 、 一 年 を 紛 え て 延 長 す る と と は で き な い 。

五 都 銀 湾 問

－ 舗 線 科 ど と の 灘 捕 時 の 総 時 間 及 び 殺 制 作 ご と の 線 総 時 間 の 願 燃 は 、 次

の 誕 の 澗 鎖 倒 間 及 M V 訓 練 時 間 の 舗 に 定 め る と お り と す る ＠

2 1 に 定 め る 溺 錨 輔 の 総 時 間 は ‘ 二 分 の ？ を 岡 崎 え て 知 的 輸 す る こ と は で

き な い 。

開 通 お 制 酬 側 線 に つ い て の 待 例

ー 晦 門 学 科 の 銅 線 は ‘ 通 的 の 方 法 に よ っ て も 行 う と と が で き る 。

2 1 の 場 舎 に お け る 磁 滋 指 場 の た め の 訓 練 時 間 の 務 舶 は 、 専 門 学 科

の 刻 醐 概 略 欄 の 錦 織 中 の ニ 十 パ 1 ・ t y F と す る ゆ

五 殺 網 開

1 訓 練 科 ご と に 必 艶 な 綾 鏑 は 、 放 の 削 減 の 世 鍛 の 欄 に 定 め る と お り と

す る 。 内 紛 桂 、 ー 以 F の 疫 で は 割 引 略 す る 。 》

ー 綜 門 学 科

由 電 気 細 川 晶 一

喝 電 気 工 市

帯 電 気 鰻 様 、 舵 線

輔 副 帥 片 飾 品 ぴ 付 制 打

ゆ 測 定 法 及 び 甘 州 政 飯

器 健 全 依 生

命 記 就 及 び 配 線 殺 針

窃 配 駿 掛 目 嶋 一 制 根 回

命 法 削 減

2 端 本 市 況 妓

自 器 工 H H 使 締 法

傍 訓 側 議 縞 本 作 業

窃 唱 副 輔 の 取 鈍 い 及

ぴ 終 結 成 本 的 げ 浪

曲 内 揺 r L 邪 議 本 件 晴 止

命 安 全 衛 生 作 惜 別 紘

一3 応 m 常 設

一 窃 内 厳 正 も

ち 必 質 と す る も
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編 曲 師 瞬 間 市

九 月 一

純 一 傾 向 間 一

総 崎 間 一

一J 〕 0 0 一

k O O 一

さ 0 0

関 心 。

2 1 に 緩 め る も の の ほ か 、 公 共 練 舶 用 調 出 回 施 必 の 投 珊 械 の 裟 舶 の 細 日 は 、

労 働 大 沼 が 山 切 に 定 め る と M り と す る 。

機 械 持 旋 盤 、 フ ラ

イ 丸 盤 等 の

工 作 縫 械 に

よ る ん 軍 統 付

制 刊 の 切 m M鮒

工 、 醗 m加 側 一 1 由 時 門 学 科

エ 及 ぴ 子 工 一 部 機 峨 工 作 拙 耐

え に よ る 俊 一 命 安 全 衛 生

機 部 品 の 宇 一 φ
狩 料

一 ＠ 制 割 問

一2 w 締 本 実 捻一 助 測 定 汲 M V け が き

一 線 本 実 践 一

一 ゆ 織 M m w 然 本 作 業

一 窃 工 作 ぷ 本 作 曲 常

一 円 ず 引 か 機 嫌 に よ る

一 切 例 法 び 研 剤 、

一 乎 仕 上 げ 吊 す の う

一 % 弘 樹 首 と す る も

一 の 〉

一 命 管 念 品 開 佳 作 集 法

一3 応 m 寝 技

一 由 工 作 曲 刊 第

一 ハ 工 一 称 機 織 に よ る

一 切 畑 出 及 び 税 制 問 ‘

一 手 仕 上 げ 努 の う

一 持 続 料 一 鋭 人 子 供 脱 一

一 一 の 制 m M 問 、 紘 一

一 ～ 麟 A W V 組 問 製 …

一 一 位 お け る 枝 一

一 二 綾

一 一

I U 1 R ・ 4 ・

一 一 命 働

R f j e k t s

一 一 争 被 綱 引 け 却 下

一 一 ｛ 材 料 円 、 被 般 符 均

一 一 及 川 ぴ 綾 剛 警 ？ ？ を

一 一 い う

P V

一 命 政 情 慣 知 略 州

… ＠ 制 勝 手 荒

一 ゆ 宮 公 術 品 川

一 ⑤ 製 問

一2 w 痢 本 官 払

一 曲 線 M m 総 本 昨 業

一 部 総 寸 及 び 減 働 組

本 作 惜 市

晴 雄 拠 出 聴 い b w 定

ゆ 部 分 鎚 闘 い 原 本 作 懇

命 m－ 術 題 対 成 本 作 業

器 舷 M m い 及 び 凶 正

仲 嶋 本 作 業

窃 資 金 制 伎 作 舞 抜

3 応 m 密 妓

出 W 制 明 凶 及 び 白 崎 断 作 業

此 棋 滋
作 業

i H m w m v i  

鱗 線 抑 制 時
六 月

郡 山 続 時 間

総 時 間
八 0 0

ニ 0 0

蕊 O O

内

0 0

一 本 土 木 工 品 の 一 刻 総 時 期 翻 … 凋 器 刑 罰

一 一 科 ～ 製 作 法 ぴ 一 一 ニ 彰 一 世 年

一 一 路 却 に お 一 一 創 錬 純 一 州 側 一 閣 制 拙 臨 時 間

一 一 け る 2 2 一 総 時 制 一 一 銭 的 一 朗

抱 一 山 二

0 0 一

一 一 一 1 穆 通 争 科 二 G O
一

一 倍 社 会

一 争 体 一 符

一 命 数 学一 φ 晶 抑 制 町

一 帯 化 学

一 ＠ 叩

k m 外 尚 必

一 命 側 諸一 2 臨 時 門 学 的

一 品

W キ 品 開 工 学 組 問 晶

一 也 木 工 品

｛ 金 本 主 臨 桝 械

一 号 ム 符 法

持 続 鍛 間
六 月

訓 練 時 制

削 船 時 間
八 0 0

4 0 0  

五 0 0
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